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本県には、旧石器時代をはじめとする 1万箇所を超す遺跡や貴重な埋蔵文化財が数

多く残されています。それらは、地域の風土と歴史が生み出した遺産であり、本県の

F_4史や文化、伝統を正しく理解するのに欠くことのできない歴史資料であります。

一方、豊かな県土づくりには公共事業や社会資本整備が必要ですが、それらの開発

にあたっては、環境との調和はもちろんのこと、地中に埋もれ、その土地とともにあ

る埋蔵文化財保護との調和も求められるところです。当事業団埋蔵文化財センターは、

設立以来、岩手県教育委員会の指導と調整のもとに、開発事業によってやむを得ず消

滅する遺跡の緊急発掘調査を行い、その調査の記録を保存する措置をとってまいりま

した。

本報告書は、一般国道 4号平泉バイパス建設事業に関連して平成18年度に発掘調査

された瀬原 I遺跡第 5次調査・瀬原Ⅱ遺跡第 9次調査の調査成果をまとめたものです。

今回の調査では、瀬原 I遺跡では中世の遺構と奥州藤原氏時代の遺物、瀬原Ⅱ遺跡

では平安時代の竪穴住居跡、平安時代から江戸時代にかけての掘立柱建物跡が見つ

かったことから、古代から近世にかけての集落跡であることが明らかになりました。

本書が広く活用され、埋蔵文化財についての関心や理解につながると同時に、その保

護や活用、学術研究、教育活動などに役立てられれば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査および報告書作成にあたり、ご理解とご協力をいた

だきました国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所、平泉町教育委員会をはじ

めとする関係各位に対し、深く感謝の意を表します。

平成20年 2月

財団法人 岩手県文化振興事業団

理事長  武 田 牧 雄



例   言

1 本報告書は、岩手県西磐井郡平泉町平泉字森下66-2に所在する瀬原 I遺跡、岩手県西磐井郡平
泉町平泉字瀬原56地内ほかに所在する瀬原 I遺跡の発掘調査成果を収録したものである。

2 両遺跡の調査は、一般国道4号平泉バイパス建設事業に伴う緊急発掘調査である。調査は岩手県
教育委員会と国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所との協議を経て、 (財)岩手県文化振

興事業国埋蔵文化財センターが担当した。

3 岩手県遺跡台帳に登録されている遺跡番号・遺跡略号以下の通 りである。
瀬原 I遺跡 ―・遺跡呑号NE66-1047・ 遺跡略号SW I-06-05

瀬原Ⅱ遺跡・…遺跡番号NE66-1086。 遺跡略号SW I-06-09

4 発掘調査面積は以下の通りである。
瀬原 I遺跡 …・6,046だ       瀬原Ⅱ遺跡 ―・10,335∬
5 発掘調査期間及び発掘担当者は以下の通りである。
瀬原 I遺跡 …。平成18年 4月 11日 ～6月 30日 /村田 淳・木戸口俊子
瀬原工遺跡 …・平成18年 4月 11日 ～8月 31日 /村木 敬

平成18年 4月 11日 ～8月 18日 /中村絵美

平成18年 8月 21日 ～8月 31日 /横井猛志

6 室内整理期間及び整理担当者は以下の通りである。
瀬原 I遺跡・…平成18年■月1日 ～平成19年3月 31日 /村田 淳
瀬原Ⅱ遺跡 …。平成18年 11月 1日 ～平成19年3月 31日 /村木 敬
7 本報告書の執筆は、第 I章調査に至る経過は国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所に依
頼している。第Ⅱ章以降は、第V章 2・ 第Ⅵ章 。第Ⅸ章は村田、それ以外は村木が担望している。

第X章 4のみ共同執筆している。

8 デジタル図化及び編集、分析鑑定は下記の機関に委託した。
瀬原 I遺跡 航空測量 東邦航空株式会社

デジタル調整図化 株式会社セビアス

木製品保存処理 株式会社古環境研究所
鉄製品保存処理 岩手県立博物館

瀬原Ⅱ遺跡 デジタル調整図化及び遺物写真図版編集 株式会社セビアス

炭化材年代測定 株式会社加速器分析研究所
樹種同定・種実同定 株式会社古環境研究所
鉄製品保存処理・鉄淳成分分析 JFEテ クノリサーチ株式会社

9 発掘調査、本報告書作成にあたっては下記の方々にご協力・ご指導を頂いた (敬称略・順不同)。
国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所、平泉町教育委員会、平泉町埋蔵文化財センター

斎藤邦雄、人重樫忠郎、及川司、菅原計二、鈴木江利子、島原弘征、森一欽、工藤雅樹

石崎高臣、鹿野里絵、鳥山愛子、井上喜久男、岡本直久、金子健一、服部郁

10 調査結果は、これまでに現地公開 。現地説明会資料や『平成18年度発掘調査報告書』第505集 に

掲載してきたが本書がこれらに優先するものである。

11 緯度と経度は日本測地系から世界測地系に変換して表記している。

12 調査で得られた一切の資料は岩手県立埋蔵文化財センターにおいて保管している。
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調査に至る経過

「瀬原 I遺跡」と「瀬原Ⅱ遺跡」は平泉バイパス改築工事の施工に伴って、その事業区域内に存ずる

ことから発掘調査を実施することになったものである。

一般国道 4号は、東京都中央区日本橋を起点として、青森県青森市に至る延長約858kmのわが国最長

の国道で、東北地方の大動脈を担っている主要幹線道路である。

国道 4号平泉バイパスは、平泉町平泉字高田と同町森下の間約3.4kmの区間で計画されて
いる。現国

道は市街地の中心部を南北に縦貫する全幅員9.5kmの 2車線道路で、広域観光ルートの路線でもあり、

近年の自動車交通の増大と車両の大型化に伴い、年々増大する交通需要に対応し、通過交通
の分離に

よる交通の円滑化、交通安全の確保及び沿道環境の改善を図ることを目的に昭和56年度に事業着手、

昭和59年から工事着手、平成11年一部供用し事業を進めている。

「瀬原 I遺跡」と「瀬原工遺跡」については、柳之御所遺跡の地域に近接する埋蔵文化財包蔵地であ

り、過年度において岩手県教育委員会及び平泉町教育委員会が分布調査を実施し確認され
たものであ

る。試掘調査を平成17年度に実施している。その結果に基づいて岩手県教育委員会と国土交通省東北

地方整備局岩手河川国道事務所と協議を行い、発掘調査を財回法人岩手県文化振興事業国埋蔵文化財

センターの受託事業とすることとした。

これにより、平成18年 4月 3日付けで岩手河川国道事務所長と岩手県文化振興事業団理事長との間

で受託契約を締結し、「瀬原 I遺跡」と「瀬原Ⅱ遺跡」の発掘調査に着手した。

(国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所)

遺 跡 概 観

位 置 ・ 立 地

瀬原 I遺跡は平泉町平泉字森下66-2ほか、瀬原Ⅱ遺跡は平泉町平泉字瀬原65ほかに、それぞれ所

在し、両遺跡は」R平泉駅より約 3にm北に位置している。遺跡は同一段丘面上に形成されて
いるが、東

西に流れる徳沢川の支流により分断される。支流の北側が瀬原 I遺跡、南側が瀬原工遺跡となり、両

遺跡は隣接している。遺跡は北上川西岸に形成された標高約28～ 35mの河岸段丘上に立地する。

遺跡が所在する平泉町は、内陸南部に位置し、北は奥州市、南は一関市に挟まれて
いる。本遺跡は

国土地理院発行の 1:50,000地形図「水沢」(NJ-54-14-14)の 図幅に含まれ、瀬原 I遺跡は北緯39

度00分50秒、東経141度06分55秒付近、瀬原工遺跡は北緯40度 10分16秒、東経141度 8分 14秒付近にあ

る。

2調 査 履 歴

両遺跡は過去複数回にわたり調査が行われている。今回の調査で、瀬原 I遺跡は第 5次調査、瀬原

工遺跡は第 9次調査となる。これらを報告するにあたり、それぞれの遺跡の調査履歴について示して

おく。 (岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターは岩手埋文と略す。)
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Ⅱ 遺跡概観

及び岩手県教育委員会により発掘調査及び試掘調査が計 4回行われてい

(1)瀬 原 I遺 跡

当埋蔵文化財センター、

る。

次 数    調査期間

第 1次     ―

第 2次 平成 6年 4月 14日 ～ 6月 30日

第 3次 平成 7年 4月 12日 ～6月 15日

第 4次 平成17年 8月 25日

調査面積

4,466r正

2,340■正

調査原因

道路

県道改良事業

県道改良事業

試掘調査

調査原因

内容確認

宅地造成

個人住宅

個人住宅

個人住宅

盛土造成

盛土造成

試掘調査

容

　

一

内

古代の集落

古代の集落、近世墓

調査機関

県教育委員会

岩手埋文

岩手埋文

県教育委員会

次 数   調査期間 調査面積

第 1次 平成 6年 3月 14日 ～ 3月 31日   120∬

(2)瀬 原 Ⅱ 遺 跡

平泉町教育委員会及び岩手県教育委員会により発掘調査・試掘調査が計 8 回行われている。

調査機関

12世紀代の掘立柱建物跡 ?    平泉町教育委員会

12世紀の掘立柱建物跡      平泉町教育委員会

縄文時代の上坑、近現代の柱穴  平泉町教育委員会

近代の掘立柱建物跡、溝跡    平泉町教育委員会

近代の石敷き          平泉町教育委員会

掘立柱建物跡、溝跡、土坑    平泉町教育委員会

掘立柱建物跡、溝跡、土坑    平泉町教育委員会

―            県教育委員会

第 2次 平成 9年 4月 17日 ～ 5月 30日

第 3次 平成10年 4月 15日 ～ 5月 13日

第 4次 平成12年 10月 10・ 11日

第 5次 平成16年 6月 7日 ～ 6月 10日

第 6次 平成16年 7月 1日 ～ 7月 16日

第 7次 平成16年 7月 21日 ～ 9月 24日

第 8次 平成17年 12月 13日

45詢苫

35■正

303r正

480コ正

地 理 的 環 境

平泉町は奥羽脊梁山BrFk・ 磐井丘陵、束稲山等の北生産地西縁辺部により挟まれて
いる。町内中央よ

りやや東側を北上川が南流し、この北上川に衣川などの複数の支流が合流する。衣川に平行
して丘陵

が形成され、通称陣馬山から西～南東方向に迫り出した丘陵の裾野、北上川の支流である衣川
の北岸

に形成された段丘面上に本遺跡は立地している。両遺跡共に第 2図 (註 1)に示したようにLl面群

に存在し、砂礫段丘面上にある。各遺跡の地形は以下の通りである。

瀬原 I遺跡は、奥州市衣川区と平泉町徳沢との境界に位置する丘陵 (通称陣馬山)の西側斜面裾部

に位置する。調査区の北側には徳沢川、東側には北上川が流れており、これらを遺跡範囲
の境界とし

ている。今回の調査範囲は、本来北西側から南東側に向かって緩やかに傾斜して
いたようだが、水田

造成時の削平が考しいため旧地形は残っていない。

瀬原Ⅱ遺跡は、北上川によって形成された河岸段丘上にあり、瀬原 I遺跡とは異なる比較的平坦な

段丘面上に位置する。基本的には東に流れる徳沢川に向かって傾斜しており、徐
々に標高を下げてい

る。支流との比高差は遺跡の北西隅で 2～ 3m程度あるが、最も比高差のあるところでは約10mある。

北上川によって形成された下位の段丘面との比高差も同様に10m前後である。この支流によつて段丘

崖は崩落していたことが、遺構精査中に明らかとなった。

調査区内の標高はS―Tグリッド付近が最も高く、北と東に向かって傾斜 している。調査区内には小

さな段丘面が 2面存在しており、調査区の南北に走る道路を境に段丘崖が確認できている。VoWグ

-3-



3 地理的環境
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I 調査に至る経過
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H2面群

MI面群

M2面辞

Ll面群

L2面群

L3面辞

自然堤防

低湿地

旧河道

リッドの境は近世以降に大きく削平を受け、基本層序でも述べるが、一段低 くなり粘土層が露出して

いる。この低い面は本来は北側にある面と同一面であつたと思われる。また、最も低い面に当たるXⅨ

グリッドには旧河道が形成されており、斜面において谷地形が現在でも確認できていることから、そ

こへ流れていくものと思われる。

第 3図 地形分類図
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4 歴史的環境

歴 史 的 環 境

平泉町は約180遺跡が登録され、12世紀の奥州藤原氏時代を中心として縄文時代から近世にかけての

遺跡が多数存在している。過去には町教育委員会及び当埋蔵文化財センターによって調査が行われ、

その様相が明らかにされている。

過去に当センターにより調査された縄文時代後期の土器が多数出上した新山権現社遺跡、平安時代

の竪穴住居が多数検出された矢崎 I遺跡・里遺跡・本町工遺跡、12世紀の奥州藤原氏時代は柳之御所

遺跡や志羅山遺跡などを代表として貴重な成果が得られ、以降、近世まで断続的に人々の営みが窺え

ている。

隣接する衣川流域については、岩手県立博物館により2001年から継続して行われている長者ヶ原廃

寺を中心とした古代末期に属する遺跡の分布・試掘調査、奥州市により行われている長者ヶ原廃寺の

確認調査、2005年の接待館・衣の関道遺跡をはじめとした調査により、平安時代末期から奥州藤原氏

時代にかけて新たな様相が捉えられつつある。これらの詳細は報告書・シンポジウム資料においてま

とめられているので参照願いたい。

遺跡では平安時代を中心とした成果が得られたことから、当該期の遺跡との位置関係のみを示して

おく。町内には平安時代の遺跡は少なく、柳之御所遺跡や泉屋遺跡などで遺構や遺物は僅かに認めら

れているが、ほとんど把握されていない。北上川東岸には、10世紀代の竪穴住居を検出した里遺跡は

南東約 l km、 平安時代の竪穴住居と工房跡を検出した本町工遺跡は南東1 2km、 十和田 aテ フラの堆積

している水田跡を検出した竜ヶ坂遺跡は南東約 2 km、 9世紀後半から10世紀にかけての竪穴住居を検

出した矢崎 I遺跡は南東約2.5kmに ある。衣川流域では古代の土師器と共に灰釉陶器が出土している衣

の関道遺跡が南西約 2 kmに ある。

次に遺跡が所在する瀬原地区に限って時期ごとに概観しておく。

縄文から弥生時代にかけては遺構造物共に希薄であるが、少なからず認められていることから生活

の想定をしている(岩手埋文1997)。 また町教委による瀬原工遺跡第 3次調査では縄文時代の上坑が検

出されている。

平安時代は、過去の調査では確認数は少なく、瀬原 I遺跡で10世紀後半の竪穴住居が僅かに認めら

れているだけであったが、今回の瀬原工遺跡の調査によって小規模ではあるものの10世紀前半から集

落が営まれていることが明らかになった。また、末期には『陸奥話記』に「瀬原柵」が認められてい

ることから、安倍氏によって作られたとされる柵の候補地の一つであることから当該地区が注目され

ていた。しかし、両遺跡において11世紀代に伴う遺構や遺物を確認できなかったことから、遺跡内の

別の範囲もしくは全く異なる地域を想定していく必要がある。

奥州藤原氏時代・中世は、今回の調査では僅かにしか確認できなかった。町教委の発掘調査により

奥州藤原氏時代の掘立柱建物跡が確認されている。これらは遺跡の南側に集中していることから、文

書などに記録が残されている「瀬原ノ里」等は、遺跡の南東方向である段丘縁の範囲が該当する可能

性がある。

近世は瀬原 I遺跡第 3次調査で多数の近世墓、また瀬原正遺跡では今回を含め近世の掘立柱建物跡

を中心とした遺構が確認できている。

当該地区は、北上川と衣川が合流する場所で北上川下流域を見渡せる場所にあるため交通の要衝で

あった考えられ、また街道の宿駅として役割を果たしていたことから、当該地区は古代から近世にか
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第 4図 周辺遺跡分布図
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4 歴史的環境

けて重要な役割を果たしていた地域であったと想定される。

(註 1)本章で用いられている第3図は、野中奈津子 2005年 「柳之御所付近の1中積地の河川氾濫と河道痕跡の検出
―地形学の手法を用いて一」F平泉文化研究年報』第5号より転載したものである。

参考文献

(財団法人埋蔵文化財センターを岩手埋文とする。)

岩手埋文 1993『新山権現社遺跡発掘調査報告書』岩手文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第188集

岩手埋文 1997『瀬原I遺跡第2次・第3次発掘調査報告書』岩手文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第257集

岩手埋文 2002『里遺跡発掘調査報告書』岩手文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第383集

岩手埋文 2003『本町Ⅱ遺跡第2次発掘調査報告書』岩手文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第410集

岩手埋文 2003「 (32)接待館 。(33)衣の関道」 F平成17年度発掘調査報告書』 岩手文化振興事業団埋蔵文化財

調査報告書第490集

野中奈津子 2005「柳之御所付近の沖積地の河川氾濫と河道痕跡の検出―地形学の手法を用いて一」F平泉文化研究

年判 第5号

斉藤利男 2006「都市衣川・平泉と北方世界」『日本史のなかの衣川遺跡群』衣川シンポジウム実行委員会

佐々木博康 1991『平泉と東北古代史』第4編 岩手出版
岩手考古学会 2006『古代末期から中期前期の居館と宗教―衣川遺跡群と長者ヶ原廃寺―』岩手考古学会第35回研

究大会
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Ⅲ 野外調査と室内整理

野 外 調 査

調査区の設定は、隣接する瀬原 I。 工遺跡を網羅するように、調査区内に平面直角座標第X系 (日

本測地系)に従い基準点を設置している。なお、デジタル図化に伴う作業上の都合から過去に行われ

たグリッドを採用せず下記のような新規のグリッドを設定している。

大グリッドは北から南に向かってA～ AD、 西から東に向かって I～�とした。大グリッドは 1辺

が20m、 小グリッドは各辺を5等分して 1辺が4mになるように設定している。小グリッドは北西隅

を 1、 北東隅を 5、 南東隅を25と している。各グリッド名称は北西隅の抗名称による。

瀬原 I遺跡の基準点要項

Y
瀬原Ⅱ遺跡の基準点要項

X      Y      Z
32216     1    -109732        24743          29832

基 2 -109500 33590     1    -109797 24784          28245

補 1 -109580

補 2 -109476

和甫3                             -                      |    -109650        24710          31854
-― ――――――キーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

ネ甫4                          -                    十   -109650        24690         32390

野タト調査は、任意にトレンチを数箇所設定して遺構検出面の確認を行った後、重機で遺構検出面ま

で掘り下げた。遺構確認は鋤簾と両刃鎌を用いプランを把握した。検出した遺構は、通常の精査を行っ

ているが、遺構の性格を手巴握できないものに限つてはサブトレンチを入れた。それらの記録は台帳や

野帳に記載している。

調査の方法は遺跡で異なり、瀬原 I遺跡では従来通りの手法で実測及び遺物の取り上げを行ってい

る。瀬原Ⅱ遺跡では各遺構はデジタルカメラで撮影すること、それ以外の柱穴と地形測量は航空測量

により図化している。遺物の取り上げは、時間的制約からデジタル写真で捉えたものと図化したオル

ソ図と合わせて位置を確定している。

写真撮影は、35mm判 カメラ2台 (モノクロ・リバーサル)、 6× 4.5cm。 6× 7 cm判カメラ 1台を使

用し、遺構と遺物の検出状況に応じて行っている。補助的にデジタルカメラで撮影している。瀬原 I

遺跡のみ野外調査で一眼レフのデジタルカメラを試験的に使用している。

なお、野外調査期間中に啓家普及活動を行っており、 6月 24日 には瀬原 I遺跡で現地公開、 8月 5

日には瀬原亜遺跡で現地説明会を実施し、近隣住民を中心に計50名 ほど参加頂いた。

2調 査 経 過

瀬原 I遺跡 平成18年 4月 11日 :資材搬入し調査開始。14日 :A・ C・ D区試掘 (～ 19日 )。 18日 :

C・ D区表土除去作業 (重機使用、～24日 )。 21日 iC区精査開始。25日 :基準′点測量 1回 目。

5月 2日 :B区試掘 (～ 9日 )。 10日 :B区表土除去作業 (重機使用、～16日 )。 16日 :B区精査開始。

17日 :基準点測量 2回 目。29日 :A区表土除去作業 (重機 。人力併用)。 30日 iC区精査終了。

6月 2日 :E区試掘。 8日 :A区精査開始。13日 :E区精査開始。19日 :A区精査終了。20日 :D区
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4 凡例

精査開始。24日 :現地公開 (参加者10名 )。 26日 :終了確認、航空写真撮影。29日 :B,E区精査終了。

30日 :D区精査終了、資材搬出し調査終了。

瀬原 I遺跡 平成18年 4月 11日 :器材を搬入 し調査開始。18日 :表土除去、遺構検出作業開始。
5月 9日 :基準点測量 1回 目。17日 :基準点測量 2回 目。18日 :遺構検出を概ね終了し、調査区西

側から遺構精査開始。30日 :遺構精査開始 (S101)。

6月 15日 :ラ ジヘリによる空撮及び遺構測量。16日 :調査区西側 (2,223∬ )

7月 5日 :理事長祝察。13日 :調査区北西隅 (208∬)の部分終了確認。14日

協議会東北地区協議会現地視察。20日 :平泉遺跡群指導委員会現地指導。

8月 4日 :県教委、委託者と凱地協議を行い調査期間延長の了承を得る。 5

名参加 )。 21日 :調査区北側から埋め戻し作業開始 (9月 8日終了)。 24日 :ラ

遺構測量。28日 :調査区東側 (7,904∬ )の終了確認。30日 :精査終了。31日 :

の部分終了確認。

:全国史跡整備市町村

日 :現場説明会 (約40

ジヘリによる空撮及び

資材搬出し調査終了。

室 内 整 理

室内整理作業は11月 1日 から3月 31日 の間で行い、作業工程と遺物の掲載基準は下記の通りである。

出土遺物は、注記、接合復元、掲載遺物の登録をした。その後は、従来通り必要な作業工程を踏ん

でいる。また、併行して原稿執筆を行っている。

遺構図版作成は従来と異なり、瀬原 I遺跡は従来通りの方法で原図を作成したことから第 2原図作

成後にデジタル化、瀬原 I遺跡はデジタルカメラによる写真測量を実施したことから、提出された紙

図において複数回の校正を行う工程を経ている。遺物図版は従来と同様の手法で版下を作成している。

遺構写真図版は35mm・ 6× 4.5cm。 デジタルカメラで撮影したもの、遺物写真図版はデジタルカメラで

撮影したものからデジタル化している。

土器と石器の実測は出土量が少ないことから積極的に掲載している。土器は、個体に復元できたも

の、口縁部形態を確認できるもの、体部への立ち上がりを確認できる底部片を図化している。灰釉陶器・

国産陶器・中国産磁器・二次加工が認められる石器、古代の遺構から出上した鉄製品は全て図化して

いる。縮尺は、それぞれ図版に示している。

4凡 例

遺構名称は以下の略号を使用している。

SI:竪穴住居跡 SB:掘 立柱建物跡 SK:土 坑 SD:溝 跡 SE:井 戸跡 SFi焼 土遺構
SRI土器埋設遺構 SZ:円 形周溝・方形周溝 SX:性 格不明遺構 P:柱 穴
瀬原工遺跡のみ遺構呑号の変更を行っている。変更後の遺構名は凡例に示した通り、整理作業の段

階で振 り替えている。なお、注記作業を野タト作業中に先行していることから、番号の変更に伴い遺物

の注記は変更していない。整理時に大グリッド表記ⅦⅧⅨ・・をⅢⅣV・ ・の順を、QRS・ ・を
PQR・ ・の順に変更しているが、遺物注記等の変更を行っていない。

色調は、「新版標準土色帖」 (農林水産省農林水産技術会議事務局監修 1993)を 使用している。

本報告で使用した地形図は、国土地理院発行 1:50,000「水沢」「一関」を使用している。
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口 径

器 高

底 径

長 さ

幅

厚 さ

石器・礫

赤色顔料

瀬原Ⅱ遺跡

遺構名   登録遺構名 遺構名

Ⅲ 野外調査と室内整理

中

日
f

踵踵騒趨園 土器 国璽垂≡目鉄津 鉄製品  圏蓬藝彊観 木製品

SK01 SK01        SK17 SK17
SK02 SK02        SK18 SK18

S105 SK03 SK03 SK19 SK19

□

□

□

酷�疑剰 察平銃監

EE三ニコ 焼土

■ ■ 1漆

■■|1喬警望雹筵翌 磯 アスフ″レト ‐ 徳釉面

登録遺構名 遺構名 登録遺構名
S101 S103

S102        S104

S104 S107 SK20
S105 S106 SK05 SK05 SK21 SK22

S108 SK22 SK23
S107 S109 SK07 SK07 SK23 SK25

S110 SK08 SK08
S109 S111 SK09 SK09 SZ01

S110 S112 SK10 SK10 SZ02 SX03
S113 SX07

SK12 SK12 SX01 SX01

S101 SK13 SK13 SX02 SX05
S102 SK14 SK14 SX03
SK24 SK15 SK15 SX08

SK16

ｇ

日
日

―

SE02

SX04 SK16

第 7図 凡例

SX04
SD41
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Ⅳ 分 類 基 準

出土した.遺物は、土師器、須恵器、灰釉陶器、国産陶器、中国産磁1器、近世陶確器、本製品、鉄製
品などがある。土師器のみ複数|の種類が認められたことから、分類基準を設けて報告する。

上師器は、郭・小皿・高台付杯 ,甕などが出1土しており、小皿以外は細分している。

[イ]I:非―黒色処理. I.:内面黒色処理  Ⅲ :内外面黒色処理
底部からの立ち上がリーa外傾 b内湾。Ⅲ類はbのみ
Ib`IE b類を共に3細分している。
i:内湾しながら立ち上がる。
�:底部側縁で一1度屈曲し、そのあと内湾しながら立ち上がる。

� :� と同じ底部からの立ち上がりだが、口縁部のみ外反する

[小皿]器高が 2 cm未満のものを対象としている。
[高台付杯]I:非黒色処理 工=内面黒色処理 Ⅲ :内外面黒色処理

高台部の高さ一a高台が l cm以上で、大き―く外に開くもの。

b台部が低くが l cln未満で、断面が三角形のもの。

[奏]大 `ガ 型ヽと異なる大きさの器形が認められるが、点数が少ないためここでは細分しない。
I:ロクロ ェ:非ロタロ   ー内面黒色処理の無 (a)。 有 (b)で細分している。

Ib ili

彰

Ⅱb �Ⅱb ii

小皿

叢

舗 脚 Ia

高台付不 Iュ

慧

高台付杯IIb
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V基 本 層 序

瀬原 I遺跡と瀬原工遺跡の基本層序を以下に示しておく。

瀬 原 I遺 跡

後述するように瀬原 I遺跡の調査区は5地点あり、それぞれが離れて位置している。そのため堆積

状況に微妙な相違が認められたことから、今回は調査区ごとに基本層序の作成を行っている。各調査

区の層序は第 9図の通りであるが、削平が著しいためI層の直下に地山面が検出されるという地点が

ほとんどであった。なお、調査区のほぼ全域が旧河道であるD区については第Ⅵ章で詳述している

(第 32・ 33図 )。

SPS
い 378m

君雹呈
土
[撃撮話ぉしまη浜笹維柱畠FT靖警惚綜拶a～

5耐 協含む。
黄褐色土 (10YR5/6) しまり密、粘性弱。地山■B区Ⅵ層。

しまり、粘性ともに中。耕作土。
しまりやや密、粘性強。耕作土。
しまりやや密、粘性やや強。床土。
しまりやや密、粘性やや強。

法こ魯Sや案港労控ミ事潅巻襲名哉屋尻進ぞどチヤゼ桜と1監幕摯lかゎらけ包含。
しまり密、粘性強。地山。検出面②

I 灰黄褐色土   (ltlYR5/2)
Ⅱ 黄色粘土    (25Y8/6)
Ⅱ 褐灰色粘質土  (10YR6/1)
Ⅳ にぶい黄橙色土 (10YR6/4)
V灰 黄褐色土   (10YR4/2)

Ⅵ 黄色粘土    (25Y878)

SPE
い 332m

躯　瑚一

I 灰黄褐色土   (10YR5/2)
Ia灰黄褐色粘質土 (10YR5/2)
■ 黄色粘土    (25Y3/8)

しまり、粘性ともに中。現表土 耕作土。
しまり中、粘性やや強。酸化鉄多 く含む耕作上。

=B区Ⅵ層。

I 黒掲色土      (10YR3/2)
Ⅱ にぶい黄橙色粘質土 (10YR6/3)
Ⅲ 黄色粘質上     (25Y7/8)

しまり疎、粘性弱。腐植土。
しまり中、粘性やや強。植物根の影響で地山プロック混入。

しまり中、粘性やや強。地山。部分的に自色に近 く、粘性強い。

m

第 9図 基本層序
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2 瀬原Ⅱ遺跡

2瀬 原 Ⅱ 遺 跡

基本的に遺構検出面より上位の層は削平され、基本層序は不明な点が多い。遺跡内において部分的

に確認できたことから明記しておく。

I層 :暗褐色土 (10YR 3/4)。 粘性弱く、しまり強い。現表土。層厚10～ 50cm。

I層 :褐色土 (7.5YR 4/4)。 粘性 。しまり共に強い。層厚10cm。 調査区北狽1の SVグリッド等の比
較的標高の高い場所に残っている。

Ⅲ層 :工層とⅣ層の中間層。粘性 。しまり強い。I層が確認できる場所にのみ存在している。層厚10

～20cm。 本来の遺構検出面と考えられる。部分的にしか存在しないことと層厚が薄いことからⅢ層を

除去して下層の面で遺構検出している。

Ⅳ層 :黄褐色粘土 (10YR 5/6)。 粘性。しまり強い。層厚20～ 30cm。 調査区全般に渡って本層が遺構

検出面となる。ただし、T・ uⅦグリッドでは礫層が混じり、若干Ⅲ層に近い土質になる。

V層 :灰色粘土層。粘性 。しまり共に強い。Ⅳ層と同一。礫層が多く混じる。調査区南側のV・ W区

グリッド付近から南側で確認でき、遺構検出面となる。層厚30～50cm。 本層が確認できる場所では後

世に強く削平されていることを確認できている。

Ⅵ層 :灰色砂層。層厚不明。
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Ⅵ 瀬原 I遺跡第 5次調査

1概  略

瀬原 I遺跡は、縄文時代から近世にかけての複合遺跡である。これまでに4次の調査が実施されて

おり、そのうち遺跡東側を対象とした第 2・ 3次では弥生時代の焼土遺構、平安時代の竪穴住居跡、

江戸時代の墓坑などが検出されている。

今回報告する第 5次調査は、遺跡範囲の西側6,046ゴ を対象として実施した。調査区が 5地点に分か

れていたため、北側の調査区から便宜的にA～ E区と呼称している。調査区は、遺跡範囲内を東西に

縦断する一般県道長坂束稲前沢線を挟んで北側にA・ B区、南側にC～ E区が位置する。検出された

遺構には調査区名と略号を組み合わせた遺構名を付しており、報告に際してもこの遺構名をそのまま

使用している (△区 1号溝の場合はAttS D01な ど)。 5地′点で堀跡 (SD)2条、溝跡 (SD)30

条、土坑 (SK)12基、方形周溝 (SZ)2基、性格不明遺構 (SX)3基、焼土遺構 (SF)1ケ

所、ピット82個、旧河道 l条を検出している。

2 検出された遺構

(1)A   区 (第 10図、写真図版 5)

遺跡範囲の北西、緩斜面に位置する調査区である。今回の調査区の中では最も高い地点であり、標

高は36～ 39mである。調査対象面積は733だ で、土坑 3基、溝 4条、焼土遺構 1ケ所、ピット46イ固を

検出した。ただし、調査区北側約300だ は近年の盛土造成の際に大幅に削平されていたため遺構は検

出されていない。基本層序は第 9図の通りで、Ⅲ～Ⅳ層の上面が遺構検出面となる。他の調査区と比

べて遺存状況は良好であるが、根の侵食が著しいため各層の締まりは弱い。

AttS D01(第 11図、写真図版 6)

[位置・検出層位]E V14グ リッドに位置し、Ⅳ層上面で検出した。

[重複関係]P44の埋没後に構築されている。

[形状・規模]わずかに弧を描きながら北東―南西方向に延びる溝で、南西側は調査区外へと至る。

規模は、長さ350m、 幅0.22mである。断面形は皿形で、深さは10cmである。

[堆積土]暗褐色土の単層である。

[遺構時期]P44よ り新しい遺構と判断できるが、両者とも出土遺物が無いため詳細は不明である。

Att S D02(第 11図、写真図版 6)

[位置 。検出層位]E V05グ リッド付近に位置し、Ⅳ層上面で検出した。

[形状・規模]北西―南東方向にほぼ直線的に延びる溝で、北西側は調査区タトヘと至る。規模は、長

さ4.30m、 幅 lm前後である。断面形は浅い皿形で、深さは10cm前後である。

[堆積土]褐色土と暗褐色上で構成されるが、根の侵食が著しく全体として締まりは弱い。

[遺物]土師器片が 1点 (1791g)出 上しているが、細片のため図示できなかった。

[遺構時期]古代に属する可能性があるが、詳細は不明である。
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2 検出された遺構

19  卵   獅

第10図 A区遺構配置図

AttS D03(第 ll図、写真図版 6)

[位置・検出層位]E V05グ リッドに位置し、Ⅳ層上面で検出した。

[重複]S D04と 重複し、本遺構が S D04の 北端を壊している。

[形状・規模]ほぼ南北方向に直線的に延びる溝で、全長は2.40m、 幅は0.45mである。断面形は箱形
であるが、崩落のため上面は皿状に広がっている。深さは17cmである。

fゴす。淋
!
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Ⅵ 瀬原 I遺跡第 5次調査

[堆積土]褐色上が主体であり、 3層 に細分した。堆積状況から自然堆積と考えられる。

[遺物]土師器片が 4点 (18.82g)出土しているが、いずれも細片のため図示できなかった。

[遺構時期]古代に属する可能性があるが、詳細は不明である。

AttS D04(第 11図、写真図版 6)

[位置 。検出層位]E V05グ リッドに位置し、Ⅳ層上面で検出した。

[重複]S D03'P10'P46と重複し、P46→本遺構→ S D03・ P10の順に新しい。

[形状・規模]S D03と 同じく南北方向に廷びる直線的な溝である。全長は3.10m、 幅は0.30m前後で

ある。断面形は浅い皿形で、深さは 6 cmである。

[堆積土]全体に締まりの弱い褐色上で構成される。

[遺構時期]S D03・ P10よ り古く、P46よ り新しい遺構と判断できるが、いずれも出土遺物が無い

ため詳細は不明である。

一

SPA           SPA'
い 365m

甥 弟 10

SD01
1暗褐色土 (10YR3/4)

SD02

SPB

平面9        Q:8の         仲

rl面
。          (1140)         ?m

しまり、粘性ともに中。炭化物粒 (φ l～ 5 da)1%、 土器片

少量含む。

〕録亀巷土わ聯 “
)ぜピV爾撮晶曽肇奪覇め鷺浄秤悉攣基片小
礫含む。

SDl12            sPA'

い 374m

SDtt             sPBI

い 374m

SD03
1暗褐色土 (10YR3/4)
2褐色土  (10YR4/4)
3褐色土  (10YR4/6)

SD04
1暗褐色土 (10YR3/4)
2掲色土  (10YR4/61

鱗鵠飢

―――
(|ュ
E氏F06

SD03         sPcI

レ 374m

SPD     SDII    sPDl
レ 372m

しまり中、粘性弱。炭化物粒ごく微量含む。

しまり、粘性 ともに中。災化物粒 1%含む。
しまり,粘性 ともに中。地山との漸移層。炭化物粒
ごく微量含む。2層 より粘性あ り。

しま子籐t韓催:::鐙告整揚彗穆観
5Yと
紫 靴

とも1層 より弱い。

第11図  A tt S D01～04
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2 検出された遺構

AttS K01(第 12図、写真図版 7)

[位置・検出層位]D Ⅵllグ リッドに位置し、Ⅳ層上面で検出した。
[重複]P45の埋没後に構築されている。
[形状・規模]上部は不整形な楕円形、下部は円形プランとなる土坑である。本来は上部も円形プラ
ンであったが、崩落により規模が拡がったものと考えられる。上面規模は0.96× 0.70mである。断面形
は皿形で、深さは20cmである。

[堆積土]締まりのあるにぶい黄褐色土と暗褐色土が堆積する。自然堆積と考えられる。
[遺構時期]P45よ り新 しい遺構と判断できるが、出土遺物が無いため詳細は不明である。

A tt S K02(第 12図、写真図版 7)

[位置・検出層位]D Ⅵ16グ リッドに位置し、Ⅳ層上面で検出した。
[形状・規模]平面形は円形で、規模は075× 074mである。断面形は皿形で、深さは20cmで ある。
[堆積土]暗褐色土と褐色土が堆積する。斜面上部から流れ込んだ状況から、自然堆積と考えられる。

塾 ポ
等ゞ

SPA
L=379m

為

9             (1140)             ?m

(75YR4/6)赤 褐色焼上 (5YR4/6)が混入。

主墓独霜洋警警Fl焚筵籍縫王『
卜� 5%、

0 5YR4/6)と
言独豊警摯;も

に中。炭化物粒 (φ lШ )

(75YR4/6)し まり、粘性ともに中。

0   (1:20)  50帥

S島ギ
L=383m

SPA

歌を雪壱書三
褐壁
朧招遼と2(4協)聯輝零隷柳 痙夕ζ争;阜を多く混え

鬼
箔窪皇
土
社IttM猪|しま′髭薙桂乳舟%建 |チ船弔ま繊量巻き訂基索雷拿?港混入。地山と鋪移層。

1 暗褐色土 (loYR3/4) しまり、粘性ともに中。 loYR5/6黄褐色粘土プロック状に含む。

／

躙・

SPA'

L=367m

褐色土

褐色ンル ト

掲色土
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第12図  AttS K01～ 03、 S F01



Ⅵ 瀬原 I遺跡第 5次調査

[遺物]堆積土上～中位から土師器片が2623g出土しているが、いずれも接合しない細片であつたた

め図示できなかった。

[遺構時期]土師器が出土していることから古代に属する可能性があるが、詳細は不明である。

AttS K03(第 12図、写真図版 7)

[位置・検出層位]E V14グ リッドに位置し、Ⅳ層上面で検出した。

[形状・規模]平面形は、小型の土坑が二つ連結した空豆のようなプランをしており、上面規模は

0.75× 0.50mである。底面は不整形で中央には分水嶺状の高まりがみられるが、これが人為的に残さ

れたものか否かは判然としない。深さは35cmで ある。

[堆積土]暗褐色上のみの単層である。

[遺構時期]出土遺物が無く、重複関係も無いことから不明である。

AttS F01(第 12図、写真図版 7)

[位置・検出状況]E V15グ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出したP25の壁面に焼土粒を含む土層

を確認したため、P25の精査終了後付近のⅢ層を10cm程度掘り下げたところ焼土と炭化物がほぼ円形

に拡がる状況が確認された。

[重複]P25に よって南東側の一部を壊されている。

[形状・規模]ややいびつな円形で、検出規模は0.45× 0.40mである。

[堆積土]主体となる褐色土に赤褐色焼土粒が混入するものであり、二次堆積焼土と考えられる。皿

状に堆積しており、最も厚い部分で8 cmである。

[遺構時期]P25よ り古い遺構と判断できるが、両者とも出土遺物が無いため詳細は不明である。

A区ピット群 (第 13図 )

DⅥグリッドラインより南側の斜面部で46個検出した。検出層位はⅢ～Ⅳ層上面で、ほとんどがⅣ

層上面で検出されている。斜面下側ほど分布密度は高くなるが、配置に規則性が無く堀立柱建物や柱

穴列を構成するものはみられない。遺物はP16・ 23・ 25'31・ 33・ 38～ 40・ 42・ 43で土器片が出土し

ているが、いずれも細片であるため図示することができなかった。年代については、重複関係から新

旧関係がわかるものはあるが、出土遺物が乏しいためほとんどのものが不明である。堆積土は黒褐色

土または暗褐色上の単層がほとんどである。なお、規模については第 2表の通りである。
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2 検出された遺構

札 19
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Ⅵ 瀬原 I遺跡第 5次調査

(2)B    区 (第 14図、写真図版 8)

遺跡範囲のほぼ中央に位置し、今次調査では最も広い調査区である。調査対象面積は2,930∬、堀 1

条、溝22条、土坑 7基、方形周溝 2基、性格不明遺構 1基、ピット31個 を検出した。調査区内は水田

造成に伴う削平が著しく、旧地形は残存していない。基本層序は第 9図の通りであるが、良好な堆積

状況が認められたのは S D01よ り西側の」Ⅳ・KШ ・KⅣグリッドのみで、その他では I～Ⅲ層の直

下でⅥ層が検出されている。

BttS D01(第 15図、写真図版 9)

[位置・検出層位]調査区の中央やや西寄りの IⅣ～ LⅢ グリッドにかけて、調査区を北東―南西方

向に縦断する形で検出された。検出面はⅥ層である。

[重複関係]S K01・ 02、 S X01と 重複関係にあり、それらの一部を壊している。

[形状・規模]北東一南西方向に走る堀で、南北両端は調査区外へと至 り、さらに J V01グ リッド内

は水路造成時に壊されている。屈曲することなく直線的に延びており、走行方向はN-33° 一Eであ

る。検出された範囲の規模は長さ80m、 上幅は 1～ 1.70mである。断面形は流水により不整形な部分

もあるが、おおむね逆台形状であり、いわゆる「箱堀」と考えられる。ただし、東壁の上部は崩落に

よってハの字状に広がっている。なお、検出面はS D16・ 17や ピットが検出された面よりlm近 く削

平されており、本来的には上幅は3m以上、深さもlm程度はあつたものと考えられる。

[堆積土]水成堆積の粘土と砂で構成されているため各層の境界は不明瞭であるが、色調や酸化鉄の

割合によつて50層 に細分した。全体として掲灰色系の色調をしており、シルト質の層と非常に粒子の

細かい粘上が主体となる。

[遺物]底面付近から土師器の細片32gと石器、礫が出上している。土師器は非黒色処理郭の破片で

あったが、細片のため図示できなかった。石器は頁岩製の石鏃 1点 とメノウの石核 1点 を掲載 した

(写真図版51-90)。 礫は河原石が20点出上しているが、全点表面観察を行ったところ使用痕は確認で

きなかったため、すべて自然礫とみなし重量計測のみを行つた (約 14kg)。 ただし、調査区内では河原

石の出土はほとんど無いことから、遺跡外から持ち込まれたものと考えられる。

[時期・性格]出土遺物が乏しいため根拠として弱いが、断面形がいわゆる「箱堀」であり、直線的

に廷びる溝であることから中世に属すると考えられる。形状から防御・囲郭用の堀と考えられるが、

調査区内には直接的に関連する同時期の遺構は確認されていない。

Btt S D02(第 16図、写真図版10。 13)

[位置・検出層位]」 V06。 11・ 12・ 17～ 20グ リッドに位置する。Ⅵ層上面で検出した。

[重複関係]S D06・ 19。 23と 重複し、これらを壊 している。

[形状・規模]L字状に屈曲する溝であるが、東側は調査区外、北側は水路造成時に破壊されている

ため全形は不明である。北端から緩やかに弧を描きながら南西方向へ延び、北端から約 7mの地点で

東側にほぼ直角に屈曲する。屈曲部から南東方向へ伸び、約 9mの地点で北側に緩やかに屈曲しなが

ら調査区タトヘと至る。現存長は約25m、 上幅は0.50～ 085mである。断面形は北端と東端が逆台形、中

央は半円形となる。深さは30～ 38cmで ある。

[堆積土]砂 と粘上の互層であり、混和物の割合などから15層 に細分した。色調は灰色系であり、水

成堆積のため各層に酸化鉄を多く含む。
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2 検出された遺構
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断面9       (1140        和 SPE SPE'

じi343m

0      (1:21111)      8m

鵠 :

SD01
1褐灰色粘土
2に がい黄栓色土
a褐灰色土
4褐灰色粘土
5灰黄褐色土
6褐灰色粘土
7掲灰色粘土
8褐灰色粘土
9掲灰色粘土
10褐灰色粘質土
H褐 灰色粘土
12褐灰色粘質土
13褐灰色粘質土
14灰 自色粘土
15灰黄褐色粘質土
16灰黄褐色土
17浅黄色土
18褐灰色粘土
19褐灰色粘土
20灰黄褐色粘土
21 にぶい黄褐色粘質土
22浅黄色粘土
23灰黄褐色土
24掲灰色粘土
25褐灰色粘土
26灰黄褐色砂質土
27灰黄褐色粘質土
28灰黄褐色粘土
29褐灰色粘土
30黒褐色粘土
31褐灰色粘土
32灰黄褐色粘土
33褐灰色粘土
34褐灰色粘土
35褐灰色粘土
36灰黄褐色粘質土
37灰黄褐色砂質土
38灰色粘質土
39灰色土
40黒褐色粘土
41褐灰色粘土
42褐灰色粘土
43灰黄褐色粘質土
44黒褐色粘土
45褐灰色粘土
46褐灰色粘土
47褐灰色粘土
48灰黄褐色粘土
49灰黄掲色粘土
50褐灰色粘土

10YR4/1)

IOYR7/2)

10YR6/1)

ltlYR5/1)

lllYR5/2)

1046/1)
10YR5/1)

10YR5/1)

10YR6/1)

10YR5/1)

10YR5/1)

iOYR5/1)

llJYR6/1)

IOYR7/1)

10YR5/2)

lklYR5/2)

25Y7/3)
10YR5/1)

(10YR5/1)

(10YR5/2)

(10YR5/3)

(25Y7/4)

(10YR5/2)

(10YR5/1)

(10YR5/1)

(10YR5/2)

(10YR5/2)

(ltlYR5/2)

(lklYR5/1)

(lklYR3/1〉

(10YR4/1)

(ItlYR5/2)

●OYR4/1)

(lllYR5/1)

(10Y瑯 /1)
(10YR5/2)

(10YR5/2)

(25Y5/1)

(25Y5/1)

(10YR3/1)

(ltlYR6/1)

(ltlYR5/1)

(lklYR5/2)

(ltlYR3/1)

(10YR守 1)

(10YR6/1)

(10YR5/1)

(10YR5,)
(10YR52)
(ЮyR5/1)

しまりやや密、粘性強。酸化鉄多く含む床土。
しまりやや密、粘性弱。やや砂質。酸化鉄含む。
しまり、粘性ともに中。酸化鉄含む。
しまりやや密、粘性強。
しまり、粘性ともに中。地山プロック (φ l～ 3ma)5%含 む。3層 より粒子組い。
しまりやや密、粘性強。上位に砂20%混入。
しまり密、粘性強。酸化鉄含む。
しまりやや密、粘性やや強。4層 より酸化鉄 黄色粒子多く含む。
しまり密、粘性強。酸化鉄微量含む。
しまりやや密、粘性やや強。黄色粒子10%、 酸化鉄多く含む。粒子粗い。

慶イ奪羊磐竹鶏稚奪等毯。
(決

1品謎呪、地亮鎮多T各懸デ
白色になる。

しまりやや密、粘性やや強。自色粘±10%、 酸化鉄含む。
しまり密、粘性強。中央に炭化物を層状に含む。
しまり中、粘性やや強。酸化鉄 黄色粒子20%含む。他の粘土層に比べて粒子粗い。
5層 と出来は同じだがやや色調暗い。
しまり中、粘性やや強。褐色プロック (φ lnlt)5%含 む。
しまり中、粘性強。
しまり中、粘性強。浅黄色粘土プロック (地山崩落上、φ lolm)15%含 む。
しまり中、粘性強。上位はやや色調暗い。
しまり中、粘性やや強。浅黄色粘±5%含む。
しまりやや密、粘性強。地山崩落層。色調は不均質。

しまり密、粘性強。浅黄色粘± 10%含 む。
しまり中、粘性強。23層 との境界は不明瞭。出来は同一か。

とgl蟄絡樫毒毒墓盪魯七忌」興堪ィi蟄ε詫下位ほど開ヒして赤褐釘硫
しまり中、粘性強。褐色粒子含む。
しまりやや密、粘性強。
しまり密、粘性強。酸化鉄の混入がほとんどない純粋な粘土堆積層。
しまりやや密、粘性強。如曜の漸移層。
しまり中、粘性強。
しまり密、粘性強。酸化鉄10%、 黒色粒子 (炭化物か)5%含 む。
しまり中、粘性やや強。色調を除いて7層 と同じ。由来は同一か。
しまりやや密、粘性強。下位に炭化物含む。

慶η:基笹警駆職姦紀象多マ暮聖
ヒ
擁ぷ駆跳デ

%含む。
しまり中、粘性やや強。酸化鉄多く含む。33層 に比べて粒子粗い。

黄色土 (25Y8/8)と の混合土。しまり中、粘性やや強。両者とも粘土質だが酸化などによってしまりが弱まリプロック状に崩落する。流土と地山崩落土の混合層。

しまり密、粘性強。如層より黒い。
しまりやや密、粘性強。
しまりやや密、粘性強。酸化鉄含む。
しまり中、粘性やや強。壁付近に褐色プロック (″ l aI)含 む。粒子組い。

腐食した植物を含む粘土層。
しまりやや密、粘性強。酸化鉄微量含む。しまりはあるがやや粒子粗い。
しまりやや密、粘性強。酸化鉄微量、底面付近に地山ブロック含む。
しまりやや密、粘性強。42層 より酸化鉄多く含み若干白色。

しまη軍ぉ擦←揺程輩率轟伊免哲歩百5チ徹1犠花毅彦f警怠ユ
。

灰白色粘土 (75Y8/1)と の混合上。褐灰色ベースに灰白色粘上がφ20～ 30卿のプロックで混入。

JⅣ 15

-25-
第 15図  BttS D 01
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SD02
1橙色土

2褐灰色粘土
3灰黄褐色粘土
4灰黄褐色粘土

5灰黄褐色粘土

6灰色粘土
6a灰色粘土
7淡黄色粘土
8灰色粘土

9灰色粘質土
10灰色土

11灰色粘土
12灰黄褐色粘土

13明黄褐色粘質土
14灰色粘土

15灰黄褐色粘土

水路造炭時の盛土

(7 5YR776)

(10YR6/2)

(75Y5/1)

(75Y5/1)

(25Y3/4)

(75Y5/1)

(75Y5/1)
(75Y5/1)

(ltlYR6721

断面任――――_____―一二生辛聖と_______―――一千
m

Ⅵ 瀬原 I遺跡第 5次調査

SFB'

木材

教

掌
Ｂ

オリーブ灰色土 (25GY5/1)と の混合土。
しまり中、粘性やや強。床上。
しまり中、粘性強。床土。
しまり密、粘性やや強。酸化鉄多 く含む。

しまり密、粘性やや強。

酸化鉄多く含む粒子やや粗い。
しまり密、粘性やや強。4層 より酸化鉄多く含む。

由来は同じ。

しまり中、粘性強。灰白色粘土プロツク含む。

しまりやや密、粘性強。6層 よりしまりあり。

しまり密、粘性強。地山崩落層。

明黄褐色砂 (10YR7/6)と の互層。両者がラミナを

形成する力S、 それぞれの層厚カエЮm以下のため
表現 していない。

砂は粒子粗 く、粘土は6層 と同じ。

酸化鉄微量含む。6層 に比べて粘性弱 く粒子粗い。

しまりやや疎、粘性中。酸化鉄微量含む。

砂質で9層 より粒子粗い。
しまりやや密、粘性強。6層 よりしまり強い。

しまり密、粘性強。粘土質だが粒子は

やや粗い水成堆積層。
しまり中、粘性やや強。酸化鉄多く含む。

明黄褐色砂 (10YR7/6)と の混合上。
白色粘土はプロック状に混入。

しまり密、粘性強。粘土質だが粒子はやや粗い。

水成堆積層。

しまり、粘性ともに中。
下位に黄色地山プロック (φ 2～ 5硼 )10%含む。

しまり、粘性ともに中。
地山プロック (φ 5～ 10BIIa)10%含 む。

０６

・ にぶい黄褐色土 (lllYR4/3)

SD23
1黒褐色土

0      (1:lC ll)      4m

第16図  B ttS D02・ 06・ 23

(10YR3/2)
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2 検出された遺構

[遺物]北端から近世陶磁器片が約50g、 屈曲部付近から植物性遺物と木材が出上しており、このう

ち近世陶磁器 3点を掲載した (第 36図 2～ 4)。 木材は板状のものだが、加工痕は認められなかった。

[遺構時期]出土遺物から近世 (18世紀後半～19世紀)に属すると考えられる。

Btt S D06(第 16図、写真図版10。 13)

[位置・検出層位]」 V18～20グ リッドに位置し、Ⅵ層上面で検出した。

[重複関係]S D02・ 19と 重複関係にあり、 S D19→本遺構→ S D02の順に新しい。

[形状・規模]S D02の東側と併行する溝であり、 S D02東側と同一形状・走行方向である。東端が

削平のため失われており、現存長は約6.50m、 幅は020m前後である。断面形は半円形で、深さは10cm

以下である。

[堆積土]にぶい黄褐色土の単層である。

[遺構時期]S D02よ り古い遺構と判断できるが、出土遺物が無いため詳細は不明である。

Btt S D23(第 16図 )

[位置 。検出層位]」 V20グリッドに位置し、Ⅵ層上面で検出した。

[重複関係]S D02と S D06に 北側を壊されている。

[形状・規模]L字状に屈曲する溝で、現存長は1.60m、 幅は040～0,75mである。断面形は浅い皿形
で、深さは6 cm前後である。

[堆積土]黒褐色上の単層である。

[遺構時期]S D02,06よ り古い遺構と判断できるが、出土遺物が無いため詳細は不明である。

B tt S D03(第 17・ 18図、写真図版10)

[位置・検出層位]」 V25、 K V04,09。 14・ 18,23グ リッドに位置し、Ⅵ層上面で検出した。

[重複関係]S D05・ P23・ 241こ一部を壊されている。

[形状・規模]北東一南西方向に走る直線的な溝で、現存長は2620mである。しかし、水田造成の際

に西側の肩部を除いて削平されてしまっているため幅・断面形・深さは不明である。

[堆積土]削平のため残存していない。

[出土遺物]陶磁器片が 1点出土しているが、細片のため図示できなかった。

[遺構時期]S D05・ P23・ 24よ り古い遺構と判断できるが、詳細は不明である。なお、当初はC区

S D01と 一連の堀と想定して調査を行っていたが、削平が著しいためその関連性についての情報を得

ることはできなかった。

Btt S D04(第 17・ 18図 )

[位置・検出層位]」 V19・ 24、 K V04・ 08・ 09。 13・ 17・ 18・ 22、 L V02グリッドに位置する。Ⅵ

層上面で検出した。

[重複関係]S D20,P27と 重複しており、 S D20→本遺構→ P27の順に新しい。

[形状・規模]北東一南西方向に走る直線的な溝で、長さは29,40m、 幅は110m前後である。北端か

ら19mの 地点で一度緩やかに立ち上がるが、23mの地点で再び傾斜し、そこから南側はほぼ平坦とな

る。断面形は浅い皿形で、深さは10～ 15cmである。

[堆積土]粘性の強い灰黄褐色土が主体であり、 4層 に細分した。
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Ⅵ 瀬原 I遺跡第5次調査

[遺物]堆積土中から土師器50.5g、 須恵器44g、 石器 1点が出上しており、このうち須恵器 1点 と

石鏃 1点 を掲載した (第 36図 5'6)。

[遺構時期]出土遺物は古代に属するものであるが、後述するS D20と の重複関係から中世以降と考

えられる。

B tt S D05(第 17・ 18図、写真図版10,13)

[位置 。検出層位]K V13・ 14・ 18,23、 L V03グ リッドに位置し、Ⅵ層上面で検出した。

[重複関係]S D03の 一部を壊している。

[形状・規模]北東一南西方向に走る直線的な溝である。南端は水路によって壊されており、現存長

は15,60m、 幅は0.50m前後である。断面形は逆台形状で、深さは10～ 17cmで ある。

[堆積土]責色系の土が堆積しており、 4層 に細分した。

[遺物]堆積土中位から土師器片 6gが出上しているが、細片のため図示できなかった。

[遺構時期]S D03よ り新しい遺構と判断できるが、出土遺物に乏しいため詳細は不明である。

BttS D18(第 17・ 18図、写真図版14)

[位置 。検出層位]K V17・ 21・ 22、 LV01グ リッドに位置し、Ⅵ層上面で検出した。

[形状・規模]北東一南西方向に走る直線的な溝である。南側は水路によって壊されており、現存長

は10.40m、 0.50m前後である。断面形は浅い皿形で、深さは 5 cm前後である。

[堆積土]にぶい責掲色上の単層である。

[遺構時期]出土遺物が無く、重複関係も無いため詳細は不明である。

BttS D19(第 17・ 18図、写真図版14)

[位置 。検出層位]」 V19,23・ 24、 K V03・ 08・ 12・ 13グ リッドに位置し、Ⅵ層上面で検出した。

[重複関係]S D02・ 06・ 20と 重複関係にあり、 S D20→本遺構→ S D06→ S D02の順に新しい。

[形状 。規模]北東一南西方向に走る直線的な溝である。北端をS D02・ 06に壊されており、現存長

は17.20m、 幅は0.40m前後である。断面形は浅い皿形で、深さは5 cm前後である。

[堆積土]にぶい黄褐色上の単層である。

[遺物]土師器片が 1′点 (40g)出 土しているが、細片のため図示できなかった。

[遺構時期]S D02・ 06よ り古 く、 S D20よ り新しい遺構であるため中世～近世のいずれかの時期に

掘削された溝と考えられる。

Btt S D20(第 17・ 18図、写真図版12・ 14)

[位置・検出層位]K V06～ 09グ リッドに位置し、Ⅵ層上面で検出した。

[重複関係]S D04・ 19に東側の一部を壊されている。

[形状・規模]東西方向に走る直線的な溝で、全長は9,60m、 幅は0.35m前後である。断面形は半円形

で、深さは10cm前後である。

[堆積土]2層 に細分した。第 2層 は自然堆積と考えられるが、第 1層 は I層ブロックが混入してい

るため水田造成時の埋め土の可能性がある。

[遺物]手づ くねかわらけの破片が33g出上しており、 2点を掲載した (第36図 9,10)。

[遺構時期]出上した手づくねかわらけの年代とS D04・ 19と の重複関係から中世 (12世紀後半)に
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2 検出された遺構
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第17図  B tt S D03～ 05・ 18。 20(1)



SPA'
レ 334m

I        SD03

1      1 明緑灰色粘土

SPBI

L=334m

Ⅵ 瀬原 I遺跡第 5次調査

(10YR7/1) しまり密、粘性非常に強。

0           (1:40)           2m

住OYR4/9)基
施と臨,豊客とダ

性や軸 。地山ブロック (φ 5～ Ю耐 20%、

(10YR4/2)し まりやや密、粘性やや強。第 1層 と異なり混和物なし。
(10YR4/9)し まりやや密、粘性やや強。黄色地山ブロック30%含む。
(10YR5/3)し まり、粘性ともに中。地山ブロック5%含む。

SD05
1 にぶい黄橙色土 (ЮYR6/4)し まり、粘性ともに中。部分的に第 I層混入。
2に ぶい黄色土  (25Y6/4)し まりやや密、粘性中。黒色粒子 (酸化鉄 ?)

15%含 む。
3 にぶい黄色土  (25Y6/4)し まりやや密、粘性中。第2層 に似るが

黒色粒子3%、 東側に地山崩落ブロック10%
含む。

4黄 褐色土    (25Y5/3)し まり、粘性ともに中。酸化鉄3%、
地山ブロック (φ 2～ 10硼)15%含 む。

粘性ともに中。部分的に第I層混入。
粘性ともに中。黄色粒子 (φ l～ 2a m)8%、 酸化鉄微量含む。

ｍ側一瑚

SPE'
L=336m

SPF'

L‐336m

SD04
1灰黄掲色土

2灰黄褐色土
3灰黄褐色土
4に ぶい黄褐色砂質土

SDOS       SPC'
L=336m

SPH
l         L=336m

SPJ'

手 336m

SD18
1 にぶい黄褐色土  (loYR4/3) しまり、粘性ともに中。下位に地山ブロック30%含む。

SH'
L=336m

SD19
1 にぶい黄褐色土  (loYR4/3)し まり、粘性ともに中。下位に地山プロック30%含む。

SD20
1 にぶい黄橙色土
2灰 黄褐色土

銘
ψ

第18図  B tt S D03～ 05。 18。 20(2)

属すると考えられる。

B tt S D07(第 19図、写真図版11・ 13)

[位置・検出層位]L Ⅳ20,25グ リッドに位置し、Ⅵ層上面で検出した。

[形状・規模]ほ ぼ南北方向に走る直線的な溝で、南側は調査区外、北側は水田造成時に削平されて

いる。現存長は460m、 幅は0.40m前後である。断面形は逆台形で、深さは15cm前後である。

[堆積土]黒褐色土の単層である。

[遺物]陶磁器片が 1点出土している (第36図 7)。

[遺構時期]出土遺物から近世 (18世紀後半以降)に属すると考えられる。

-31-



2 検出された遺構
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5 にぶい黄褐色土

6に ぶい黄褐色土
SDll
l褐色土
2に ぶい黄褐色砂質土
3 にぶい黄橙色土

断面

SD16
1 にぶい黄褐色土   (10YR4/3)し まり、粘性 ともに中。上面に炭化物粒ごく微量、

下位ににぶい黄褐色砂混入。
SD17
1褐色土       (10YR4/4)し まり密、粘性強。酸化鉄含む層で、1層 より粘性弱い。
2黒褐色土      (10YR3/2)し まり、粘性ともに中。酸化鉄 1%含 む。
3黒褐色土      (10YR2/2)し まり中、粘性強。炭化物粒 1%合む。遺構内雅積土。
4に ぶい黄褐色砂質土 (10Y離鴨)し まり疎、粘性中。

平面任――――_____――≦二卑鯉上________―――当
m

比高樫洛飯警ネとすτ率導鵠FFツ
ク(仰 0～輌 密%含む。

褐色土 (loYR4/4)と の混合土。しまり密、粘性弱。酸化鉄多く含む。
しまり密、粘性強。黒褐色土ブロック状に30%含む。
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肋 ● � 以⊃ ごく微量、醐 駿 少量含む。
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明黄褐色土を含む。しまり、粘性とも4層 より強い。
しまり密、粘性強。

しまり、粘性ともに中。炭化物粒ごく徴量、酸化鉄1%含む。
しまり疎、粘性中。
明黄褐色土 (loYR5/8)と の混含土。しまり中、粘性強。地山との漸移層。

SPA'
い 348m SD07

1黒褐色土
2黄色粘土
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(10YR3/2)

(25Y8/8)

(10YR6/4)

(10YR4/2)
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Ⅵ 瀬原 I遺跡第 5次調査

B tt S D09(第 19図、写真図版11・ 13)

[位置・検出層位]K Ⅳ23、 L Ⅳ03・ 04グ リッドに位置し、Ⅵ層上面で検出した。

[形状・規模]北西―南東方向に走る溝で、東端は水田造成時に削平されている。現存長は約 9m、

幅は0.44～0.53mである。断面形は箱形ないし半円形で、深さは10～ 16cmである。

[堆積土]責褐色土系の上が主体で、 6層に細分した。下位層が砂または粘土であることから、水成

堆積と考えられる。

[遺構時期]遺構内からは自然礫 1点 しか出土 していないため、詳細は不明である。

BttS Dll(第 19図、写真図版11・ 13)

[位置・検出層位]L Ⅳ19・ 23・ 24、 MⅣ 02グ リッドに位置し、Ⅵ層上面で検出した。

[形状・規模]北東一南西方向に走る溝で、南西側は調査区外、北東側は水田造成時に削平されてい

る。現存長は9.20m、 幅は035m前後である。断面形は半円形で、深さは12cmである。

[堆積土]責褐色土系の上が堆積 しており、 3層 に細分した。

[遺物]土師器の細片 (lg)が出土している。

[遺構時期]出土遺物が乏しく、重複関係も無いため詳細は不明である。

Btt S D16(第 19図、写真図版15)

[位置・検出層位]K Ⅲ15グ リッドに位置し、V層上面で検出した。

[形状・規模]北西―南東方向に走る直線的な溝で、北西側は調査区外、南東側は水田造成時に削平

されている。現存長は3.80m、 幅は0.44mである。断面形は逆台形で、深さは12cmである。

[堆積土]にぶい黄褐色土の単層である。下位に砂が混入しており、水成堆積の可能性がある。

[遺物]磨石が 1点出土している (第36図 8)。

[遺構時期]V層上面で検出されたことから近世に属する可能性がある。

Btt S D17(第 19図、写真図版15)

[位置・検出層位]K Ⅲ14。 15グ リッドに位置し、V層上面で検出した。

[形状・規模]北西―南東方向に走る直線的な溝で、北西側は調査区外、南東側は電柱設置の際に削

平されている。現存長は1.80m、 幅は0.25mである。断面形は半円形で、深さは8 cmである。

[堆積土]4層 に細分しているが、いずれも水田造成時に流れ込んだものと考えられる。

[遺構時期]V層上面で検出されたことから近世に属する可能性があるが、堆積上の状況からそれよ

り新しい可能性もある。

Btt S D08(第 20図、写真図版10。 13)

[位置 。検出層位]L Ⅳ09。 13・ 14・ 18グ リッドに位置し、Ⅵ層上面で検出した。

[重複関係]S D13に南端を壊されている。

[形状・規模]北東―南西方向に走る溝で、緩やかに弧状を描 く。全長は10.45m、 幅は030～0.45m

である。断面形は逆台形で、深さは10cm前後である。

[堆積土]灰黄褐色土主体であり、自然堆積と考えられる。

[遺構時期]S D13よ り古い遺構と判断できるが、両者とも出土遺物が無いため詳細は不明である。
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2 検出された遺構

SD08
1灰黄褐色土  (loYR5/2)
2灰黄褐色土  (loYR5/2)

SD13
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SD14
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2灰黄褐色土  (loYR5/2)
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しまり、粘性ともに中。黒褐色± 10%含 む。
しまり、粘性 ともに中。地山崩落プロック20%含む。

しまりやや密、粘性やや強。
地山崩落ブロック30%含む。

しまりやや密、粘性中。

地懲ヨ与す解Eユせケイをそ息子歩(φ 2～5耐 5%、
SD14第 1層 より色調黒 く、地山崩落土 (φ 201Ju)10%含 む。
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Ⅵ 瀬原 I遺跡第 5久調査

BttS D10(第 22図、写真図版14)

[位置 。検出層位]L Ⅲ24グ リッドに位置し、Ⅵ層上面で検出した。

[形状・規模]東西方向に走る直線的な溝で、全長は266m、 幅は0.20m前後である。断面形は半円形

で、深さは5 cmである。

[堆積土]灰黄褐色上の単層である。

[遺構時期]出土遺物が無く、重複関係も無いため詳細は不明である。

BttS D12(第 22図、写真図版14)

[位置・検出層位]L Ⅳ23グ リッドに位置し、Ⅵ層上面で検出した。

[重複関係]S K03の東側を壊している。

[形状・規模]北東―南西方向に走る直線的な溝で、全長は2.30m、 幅は0.26m前後である。断面形は

逆台形で、深さは6 cmである。

[堆積土]責色系の粘質土で、地山崩落土と考えられる。

[遺構時期]S K03よ り新しい遺構といえるが、両者とも出土遺物が無いため詳細は不明である。

BttS D13(第 20図 )

[位置・検出層位]L Ⅳ18・ 22・ 23グ リッドに位置し、Ⅵ層上面で検出した。

[重複関係]S D08の南端を壊している。

[形状・規模]北東―南西方向に走る溝で、S字状に緩やかに屈曲する。全長は4.50m、 幅は0,45～0.60

mである。断面形は皿形であるが、 3 cm程度と非常に浅い。

[堆積土]黒色粘質上の単層である。

[遺構時期]S D08よ り新しい遺構と判断できるが、両者とも出土遺物が無いため詳細は不明である。

BttS D14(第 20図、写真図版12・ 13)

[位置・検出層位]L Ⅳ04・ 08・ 12・ 13・ 17・ 21グ リッドに位置し、Ⅵ層上面で検出した。

[重複関係]S D15に中央部をわずかに壊されている。

[形状・規模]北東一南西方向に走る溝で、南西方向に向かうにつれて緩やかに屈曲する。全長は21.20

m、 幅は0,30～0.50mである。断面形は皿形で、深さは5 cm前後である。

[堆積土]締まりのある灰責褐色土の単層である。

[遺構時期]S D15よ り古い遺構と判断できるが、両者とも出土遺物が無いため詳細は不明である。

BttS D15(第 20図、写真図版13)

[位置・検出層位]L Ⅳ12・ 13グ リッドに位置し、Ⅵ層上面で検出した。

[重複関係]S D14の中央部をわずかに壊している。

[形状・規模]北東―南西方向に走る溝で、南西端が急角度で屈曲する。全長は3.70m、 幅は0.20～

0.30mである。断面形は皿形であるが、非常に浅く深さは 3 cmに 満たない。

[堆積土]灰黄褐色上の単層である。

[遺構時期]S D14よ り新しい遺構と判断できるが、両者とも出土遺物が無いため詳細は不明である。
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2 検出された遺構

SD21
1 黒褐色粘質土
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1黒褐色土
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1黒褐色土
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第21図  B tt S D21・ 22、 S K07

B tt S D21(第 21図、写真図版14)

[位置 。検出層位]K V10・ 15。 20グ リッドに位置し、Ⅵ層上面で検出した。

[形状・規模]北東―南西方向に走る直線的な溝で、北東端は調査区外へと至る。現存長は9.60m、
幅は0,80m前後である。断面形は不整形で、深さは8 cm前後である。

[堆積土]黒褐色粘質上の単層である。

[遺構時期]出土遺物が無く、重複関係も無いため詳細は不明である。
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Ⅵ 瀬原 I遺跡第 5次調査

B ttS D22(第 21図、写真図版12)

[位置・検出層位]K V19。 24、 L V04・ 09グ リッドに位置し、Ⅵ層上面で検出した。

[重複関係]S K07に南側の一部を壊されている。

[形状・規模]】ヒ東―南西方向に走る直線的な溝で、南端は水路造成時に壊されている。現存長は9.60

m、 幅は0.30～056mである。断面形は皿形で、 5 cm以下と非常に浅い。

[堆積土]黒褐色土の単層である。

[遺物]土師器が 1点 (3.3g)出 土しているカミ、細片のため図示できなかった。

[遺構時期]近世と考えられるS K07よ り古い遺構であるが、出土遺物が無いため詳細は不明である。

B tt S K01(第 22図、写真図版15)

[位置 。検出層位]L Ⅲ13グ リッドに位置し、Ⅵ層上面で検出した。

[重複]S D01に遺構の西側半分を壊されている。

[形状・規模]円形～楕円形プランの上坑で、現存規模は0,41 X O.47mで ある。断面形は皿形で、深さ

は10cmである。

[堆積土]粘性の強い地山崩落上が堆積していた。

[遺構時期]S D01よ り古い遺構と判断できるが、出土遺物が無いため詳細は不明である。

BttS K02(第 22図、写真図版15)

[位置・検出層位]KⅣ llグ リッドに位置し、Ⅵ層上面で検出した。

[重複]S D01の一部を壊すように構築されている。

[形状・規模]楕円形に近いプランの上坑で、平面規模は0.72× 0,70mである。断面形は浅い皿形で、

深さは12cmである。

[堆積土]粘性の強い地山崩落上が堆積していた。

[遺構時期]S D01よ り新しい遺構と判断できるが、出土遺物が無いため詳細は不明である。

B ttS K03(第 22図、写真図版14)

[位置・検出層位]L Ⅳ23グ リッドに位置し、Ⅵ層上面で検出した。

[重複関係]S D12に一部を壊されている。

[形状・規模]円形プランの上坑と考えられる。東側をS D12に壊されており、現存規模は0.65× 0.38

mである。断面系は浅い皿形で、深さは7 cmである。

[堆積土]粘性の強い淡責色上の単層である。

[遺構時期]S D12よ り古い遺構と判断できるが、出土遺物が無いため詳細は不明である。

Btt S K04(第 22図、写真図版15)

[位置・検出層位]K V10グ リッドに位置し、Ⅵ層上面で検出した。

[形状・規模]楕円形プランの上坑で、平面規模は0,92 XO.31mで ある。断面形は不整形で、深さは10

cmである。

[堆積土]黒色粘質上の単層である。

[遺構時期]出土遺物が無いため詳細は不明である。
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2 検出された遺構
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Ⅵ 瀬原 I遺跡第 5次調査

B tt S K05(第 22図、写真図版16)

[位置・検出層位]K V19グ リッドに位置し、Ⅵ層上面で検出した。

[形状・規模]長楕円形プランの土坑で、平面規模は2.06× 0.58mである。断面形は浅い皿形で、深さ

は8 cmである。

[堆積土]黒褐色上の単層である。

[遺物]底面直上から土師器片が17g出土しているが、細片のため図示できなかった。

[遺構時期]土師器が出上していることから古代に属する可能性もあるが、詳細は不明である。

BttS K06(第 22図、写真図版16)

[位置・検出層位]」 Ⅳグリッドに位置し、V層上面で検出した。

[形状・規模]楕円形プランの土坑である。北端を排水用パイプに壊されており、現存規模は0.85× 0.50

mである。断面形は浅い皿形で、深さは6 cmである。

[堆積土]灰色系の上で、 2層に細分した。

[遺構時期]出土遺物が無いため詳細は不明であるが、検出面から近世以降に属する可能性がある。

Btt S K07(第 21図、写真図版16)

[位置・検出層位]L Ⅳ04グ リッドに位置し、Ⅵ層上面で検出した。

[重複関係]S D22の一部を壊している。

[形状・規模]長方形プランの上坑で、平面規模は1,90× 0.58～0,70mである。底面中央には075× 0.36

mの小土坑が確認されている。断面形は逆台形を基調とし、深さは30cm前後である。小土坑の断面形

も逆台形で、深さは20cm弱 である。

[堆積土]灰色系の粘土と黒掲色上で構成され、全体に炭化物が混入する。

[遺物]東側の肩部付近から鉄釘が 1点出土している (第 36図 11)。

[遺構時期]出土遺物が鉄釘のみであるため根拠として弱いが、近世に属する可能性がある。

B tt S Z01(第 23図、写真図版17)

[位置・検出層位]K Ⅳ01・ 02グ リッド付近に位置し、Ⅵ層上面で検出した。

[形状・規模]塚状遺構の周溝のみ残存したものと考えられるが、塚部 (墳丘)は削平されており原

形は不明である。周溝は方形に全周しており、コーナー部はほぼ直角に屈曲する。周溝内端間の規模

は東西4.15m、 南北395m、 周溝幅は0.25～0.55mである。周溝の断面形は逆台形または箱形で、北～

西側が浅く (10cm前 後)、 南～東側が深い (20～ 25cm)。

[堆積土]責橙色系の粘質土と褐灰色土で構成され、10層に細分した。墳丘側からの流土と周辺から

の流上が互層に堆積する。また、下位層ほど粘土質になり、酸化鉄の割合も多くなることから一定期

間滞水 していた可能性がある。

[遺構時期など]出土遺物・重複関係ともに無いため年代については不明である。前述の通り塚状遺

構の周溝と考えられるが、その性格については不明である。

BttS Z02(第 24図、写真図版18)

[位置・検出層位]K V03グ リッド付近に位置し、Ⅵ層上面で検出した。

[形状・規模]S Z01と 同じく塚状遺構の周溝のみ残存したものと考えられるが、塚部は削平されて
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2 検出された遺構

SZ01
1 にぶい黄栓色土  (10YR6/3)
2褐灰色土    (loYR5/1)
3浅黄色土    (25Y7/3)
4にぶい黄栓色土  (10YR6/R)
5褐灰色土    (10YR6/1)
6灰黄褐色土    (loYR6/2)
7灰黄褐色土    (10YR6/2)
8黄橙色粘質土   (10YR7/8)
9褐灰色粘質土   (loYR5/1)
10に ぶい黄橙色土  (10Y暫 /2)

/率
。

しまりやや密、粘性弱。酸化鉄 10%含 む。目くしまる。

慶イi韓桂と雛乳畿花要おそ遷注花ゼ収磐笹話株らの流土。

SPA'
L=342m

姜藩注上授祐齢 馳羅呈。
ツ
どまV謎離奪地。粘質土で部分的に聞ヒし赤掲留跳

しまり中、粘性やや強。やや砂質だが粘性は強い。周辺からの流土。
しまり中、粘性やや強。灰黄褐色±5%含む。墳丘側 (盛土or地 山)からの流土。
しまり中、粘性やや強。黄橙色土プロック5%含む。墳丘側 (盛土か)か らの流土。
しまり中、粘性やや強。地山プロック3%含む。酸化してやや橙色がかる。墳丘側 (盛土)か らの流上。

第23図  BttS Z01

おり原形は不明である。周溝は北西側と南側の中央が途切れる。コーナー部の屈曲は弱く、隅九方形

状となる。周溝内端間の規模は東西4.7m、 南北46m、 周溝幅は0.40～ 1.00mである。周溝の断面形は

箱形ないし逆三角形で、西側が浅く (10cm以 下)、 東側が深い (18cm前後)。

[堆積土]灰黄褐色系の粘質土主体で 4層 に細分した。堆積状況から2層が墳丘側、 3層が周辺から

の流土と考えられる。

[遺物]土師器片が 7′点 (8.4g)出 土しているが、細片のため図示できなかった。

[遺構時期など]出土遺物に乏しく、重複関係も無いため年代については不明である。前述の通り塚

状遺構の周溝と考えられるが、その性格については不明である。
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SPA'
レ 336m

SZ02

軽魯落色圭‖1勘1目言÷峰壱専毎基盤拙魅約酵斑i舒
'絡

性あ鳴
4灰黄褐色土 (10YR5/2)第 2層 より地山プロツクが大きく (φ 5～ 20om)、 多い (25%)。

第24図  BttS Z02

B tt S X01(第 25図、写真図版16)

[位置・検出層位]I Ⅳ25、 I V21グ リッドに位置し、Ⅵ層上面で検出した。

[重複関係]S D01に東端を壊されている。

[形状・規模]溝状のプランで、上端は北端から1.9mの地点までほぼ直線的に南へ延び、そこから南

東方向に屈曲する。下端は北端から細かくS字状に屈曲しながら東端へと至る。上端の幅は0.35～ 0,70

m、 下端の幅は0.10～ 0.18mである。断面形は逆三角形を基調とするが、オーバーハングする部分や立

ち上がりの不明瞭な部分もあリー定ではない。底面は北側へ向かうにつれて徐々に高くなり、北端で
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2 検出された遺構

9            (1140)             字m

SPA'

L=341m

土

土

　

　

土

土
色

粘

土
　

色

土

色

褐

色

色

　

掲

色

土

褐

黄

灰

灰
　

黄

灰
色

黒

灰

褐

褐

　

灰

褐

黄

ＸＯ‐

■

２

３
４

　

５
６

７

(10YR3/1) しまり中、粘性やや強。酸化鉄含む。
(10YR52) しまり中、粘性やや強。色調以外は1層 と同じ。
(10YR5/1) しまりやや密、粘性強。酸化鉄含む。下位はやや自色。

・
°即 )た

き亀荏逃禎卜

やや強。黄色粒子 い
ヽ2耐 Ю%含む。下位

を縣

;を
貫とこ轄 歎 覇 簿 ユ´a職 認 初

、

地山プロックと流上の混合層。

8褐灰色粘土

9褐灰色粘上
10黄色粘土

11褐灰色粘上
12褐灰色粘質土
13明緑灰色粘土

(ЮYR91)鼠
選懇。

や密、粘性強。黄色粒子 (φ l～ 3m)

(10YR4/1)し まりやや密、粘性強。
(25Y3/8)し まりやや密、粘性強。部分的に白色化。地山

の二次堆積層。
(10YR411)し まりやや密、粘性強。
(10YR5/1)し まり中、粘性やや強。粒子やや粗い。
(10GY7/1)し まり密、粘性強。非常に粘性強い。

第25図  BttS X01

は明瞭な立ち上がりをもたず自然に消滅する。最も深い北東側で深さは40cmである。なお、屈曲部付

近で0.50× 040mの柱穴状小土坑が見つかっているが、本遺構に伴うものか否かは不明である。

[堆積土]褐灰色系の粘質土が主体であり、13層に細分した。下位層ほど粘性が強くなり、砂や酸化
鉄の割合が多くなることから、一定期間滞水していた可能性がある。

[遺構時期など]S D01よ り古い遺構と判断できるが、出土遺物が無いため詳細は不明である。水路
の役割をしていた溝の可能性が高いが、他の溝と比べて形状や堆積上の状況が異なるため、両者を区

別するために今回はSXと して報告した。

B区 ピット群 (第26図 )

調査区中央西側と東側で31個検出した。検出面はP3～ 21が V層上面、それ以外がⅥ層上面である。
」Ⅳ22、 K Ⅳ06・ 11グ リッド付近でまとまってみつかっているが、配置に規則性は無 く掘立柱建物を

構成するものはない。遺物はP29で土師器片が 2点 (22g)出上したのみである。出土遺物に乏しい

ため詳細な年代については不明であるが、Ⅲ層上面で検出されたP3～ 21は近世以降に属する可能性
がある。堆積土は灰黄褐色ないしにぶい黄褐色粘質上の単層がほとんどで、部分的に灰白色粘土を含

むものが多い。なお、規模については第 3表の通りである。
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第26図  B区 ピット群
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2 検出された遺構

(3)C 区 (第27図、写真図版19)

B区 と一般県道長坂束稲前沢線を挟んで南側に位置する。調査対象面積は1,223だ で、堀 1条、溝 4

条、土坑 2基、性格不明遺構 2基、ピット5個を検出した。B区と同じく調査前は水田として利用さ

れており、調査区全域が大幅に削平されていた。削平のため旧地形は残っておらず、全域で耕作上で

ある I層の直下で工層 (地山面)が検出された。

C tt S D01(第 28図、写真図版20)

[位置・検出層位]OⅣ 02・ 07・ 12・ 17・ 22グ リッドに位置し、工層上面で検出した。

[形状・規模]南北方向に長軸をとる堀で、南北両端とも調査区外へ至るため全形は不明である。検
出された範囲における規模は、全長が20.50m、 上幅が1.80～3.10mである。断面形は北側半分が逆台

|

0       (1:4CXl)       211m

PV01(基 1)

-44-
第27図  C区遺構配置図



Ⅵ 瀬原 I遺跡第 5次調査

形であることからいわゆる「箱堀」であったと考えられるが、南側は崩落と流水によって底面が扶ら

れているため不整形である。深さは北側で50～ 60cm、 南側で70cm前後である。

[堆積土]全体として粒子の細かい粘上で構成されている。ほとんどが水成堆積層であるため各層の

境界は不明瞭であり、わずかな色調の変化と酸化鉄や砂の割合から18層に細分した。堆積土と底面の

状況を勘案すると、比較的長期間滞水していたと考えられる。

[遺構時期]出土遺物が無く、重複関係も無いため詳細は不明である。ただし、箱堀であったとすれ

ば、B ttS D01と 同じく中世に掘削・使用されたものである可能性が高い。

C tt S D02(第 29図、写真図版22)

[位置 。検出層位]N V19グ リッドに位置し、Ⅱ層上面で検出した。

[重複関係]S K02の南端をわずかに壊している。

[形状・規模]東西方向に走る直線的な溝で、全長は624m、 上幅は0.30～0.70mである。断面形は逆

台形で深さは10cm前後である。

[堆積土]大部分が黒褐色土の単層である。ただし、図示 していないが東端付近で下位に責橙色土

(地山ブロック)を多く含んだ部分が確認されている。

[遺物]土器片が 3g出上しているが、細片のため図示できなかった。

[遺構時期]S K02よ り新しい遺構と判断できるが、両者とも出土遺物が乏しく詳細は不明である。

C tt S D03(第 29図、写真図版22)

[位置・検出層位]O V25グ リッドに位置し、工層上面で検出した。

[重複関係]S X01の一部を本遺構が壊している。

[形状・規模]ほぼ東西方向に走る直線的な溝で、全長は4mである。上面は東狽1ほ ど広くなってお

り、上幅は0.20～0.54mである。断面形は浅い皿形で、深さは6 cmである。

[堆積土]にぶい黄褐色粘上の単層である。

[遺構時期]S X01よ り新しい遺構と判断できるが、出土遺物が無いため詳細は不明である。

C tt S D04(第 29図、写真図版22)

[位置・検出層位]O V25グ リッドに位置し、五層上面で検出した。

[重複関係]S X01に西側を壊されている。

[形状・規模]東西に走る直線的な溝で、現存長は2.80m、 上幅は0.20～ 045mである。 S X01と の重

複部分には根撹乱もあるため南狽1に膨らんでいる。断面形は浅い皿形で、深さは5 cmである。

[堆積土]締まりのある暗褐色土の単層である。

[遺構時期]S X01よ り古い遺構と判断できるが、出土遺物が無いため詳細は不明である。

C tt S D05(第 29図、写真図版22)

[位置・検出層位]O V15グ リッド付近に位置し、Ⅱ層上面で検出した。

[重複関係]S X02の一部を本遺構が壊している。

[形状・規模]「 く」の字状に屈曲する溝で、全長は4.20m、 上幅は0。 15～0.32mで ある。断面形は箱

形であるが、崩落のため上部はハの字状に広がっている。

[堆積土]締まりのある暗褐色土の単層である。
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2 検出された遺構

Ⅳ13

SD01
1黄橙色土    (7 5YR7/8)し まり中、粘性弱。酸化鉄層で粒子社 く部分的に赤褐色化。
2灰 自色粘質土   (loYR7/1)し まり密、粘性やや強。酸化鉄若干含む。
3灰 自色粘質土   (loYR8/1)2層 と性質は同じだ力Sよ り白みが強い。
4褐灰色粘土   (loYR2/1)し まり密、粘性強。
5黒褐色粘質土  (loYR3/1)し まり密、粘性やや強。灰白色土ブロック5%、 酸化鉄含む。
6褐灰色粘質土   (loYR4/1)し まり密、粘性やや強。5層 との境界は不明瞭だが、灰自色ブ

ロツクは含まない。
7褐灰色粘質上   (loYR5/1)し まり密、粘性やや強。6層 との境界は不明瞭。
※5～ 7層 は由来は同じで、堆積過程で成分が分離 したものと考えられる。
8灰黄褐色粘土   (loYR5/2)し まり密、粘性強。酸化鉄少量含む。
9褐灰色粘土   (loYR6/1)し まり密、粘性強。酸化鉄多 く含み非常に固くしまる。
10褐灰色粘質土   (loYR4/1)し まり密、粘性やや強。酸化鉄徴量含む。6層 より黒味がかる。
11褐灰色粘土   (loYR4/1)し まり密、粘性強。 10層 より灰色強い。

(10YRク1)し まり密、粘性強。5層 と似るが酸化鉄が少ない分
黒味が強い、粒子細かい粘土。

(10YR5/2)し まり密、粘性やや強。8層 と似るが、黄色粘±5%含む。
(10YR4/1)し まり密、粘性強。6層 と似るが、黄橙色土プロック3%含む。
(10YR5/2)13層 と似るが、壁面付近に酸化鉄多く含む、粒子やや粗い。
(10YR6/1)し まり密、粘性強。酸化鉄多く含む粒子の細かい粘土。
(10YR5/1)し まり密、粘性強。粒子細かい粘土。
(lllYR5/1)し まり密、粘性強。15層 より灰色力゙強く、淡黄～黄色の地山崩

落粘土プロックを上層に10%含む、酸化鉄微量含む。
※全体として粒子の細かい粘上質の上が堆積。水成堆積層で各層の境界は不明瞭であり、
ほは全ての層に割合の差はあるが酸化鉄を含んでいる。

(1:llXl)

0            (1:40)            2m

18灰黄褐色粘質土
16褐灰色粘土
14灰黄褐色土
15褐灰色粘土
17褐灰色粘土
18褐灰色粘土
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l       L=324m

以

SPA              SPA'
L323m

斡
SD02
1黒掲色土
SD03
1 にぶい黄掲色土
SD04
1暗褐色土
SD05
1暗褐色土

(10YR3/1)し まり密、粘性中。上部に炭化物 (φ 2-3 dI)10%含む。

(10YR4/3)し まり中、粘性非常に強い。炭化物1%、 明黄褐色粘土プロック状に5%混入。

(10YR3/3)し まり密、粘性中。炭化物粒1%含 む。

(10YR3/4)し まり密、粘性中。炭化物粒 (φ l～ 21ut)ご く微量含む。

第29図  C tt S D02～ 05

[遺構時期]S X02よ り新しい遺構と判断できるが、出土遺物が無いため詳細は不明である。

CttS K01(第 30図、写真図版21)

[位置・検出層位]O V24グ リッドに位置し、工層上面で検出した。

[形状・規模]南北方向に長軸をとる長精円形プランの上坑で、平面規模は4.28× 1.10～ 1.80mで ある。

断面形は浅い皿形で、深さは15cm前後である。

[堆積土]にぶい責褐色土と黄褐色上で構成され、 6層に細分した。いずれの層も固く締まるが、粘

性は弱く崩れやすい。地山崩落上である4層以外は遺構の西側から東側に向かって流れ込んだ状況を

しているが、流れ込みか人為的埋め立てかは不明である。また、 2・ 3層は炭化物や焼土を多く含ん

でいたため、サンプルを持ち帰り洗浄を行ったところ、炭化物や焼土とともに焼粘土塊と思われる橙

色ブロックが検出されている。

[遺物]1・ 2層から土師器片28g、 中央西側の 6層上面から鉄製品 l点、南東側の底面直上から土

器。かわらけが 4個体分 (317g)出上しており、このうち土器 4点 と鉄製品 1点を掲載した (第 36図

12～ 16)。 13～ 15はロクロかわらけの小皿で、人為的に3個体を重ねた状態で出土している。

[遺構時期]出土したかわらけから、12世紀前半に属すると思われる。意図的に置かれた状態のかわ
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2 検出された遺構

らけと炭化物や焼上の出土状況から埋納 (祭祀)遺構と考えられ、その性格については第Ⅸ章で検討
を加えている。

CttS K02(第 30図、写真図版23)

[位置・検出層位]N V19グ リッドに位置し、工層上面で検出した。

[重複関係]S D02に南端をわずかに壊されている。

[形状・規模]南北方向に長軸をとる長方形プランの上坑であるが、北側は調査区外へ至るため全形
は不明である。断面形は逆台形と考えられるが、上面は崩落のためハの字状に広がっている。検出さ

れた範囲の規模は、長軸が2.40m、 崩落部分を含めた上端幅は1.30～ 1.90m、 深さは20cm前後である。

[堆積土]灰黄褐色上で構成され、3層に細分した。いずれも固くしまり、下位層ほど粘土質となる。

2・ 3層は地山ブロックを多く含んでおり、人為的に埋め立てた可能性がある。

[遺物]2層中から土師器片が1l g出土しているが、細片のため図示できなかった。

0                   (I :40)                   2m

しまり密、粘性やや弱。地山由来の層であるが、自然な流れ込みか近年の

人為的埋め立てかは不明。

巻患!罪洋袴皆ft冒をμ
勁●2コ�Юな■41ξ削プロック鉤%

協亀協審とす

性や胡 湘 盤 印よ似る八 雄 粒 ● 歩 5耐 軟 財

しま4審t穂桂露率轟型砲岳寝霧警資:だ
地山崩落土。

と聟

密、粘性やや弱。しまりはあるが崩れやすい。この層の上面よりNo 13～ 15

と言!専
車段雑桂零報,琵乙チ警ケ少k解I鰍 )鳩籍 、遺物出

ヤ予妊黒徹0材誉患F強
。地山ブロック(φЮ～鉤mm%、 地山プロック

SPB'

L=322m

SK01
1 黄橙色土

2 にぶい黄褐色土

3 にぶい黄褐色土

4 黄橙色土
5 におい黄橙色土
6灰黄褐色土

SK02
1 灰黄褐色土
2 灰黄褐色粘質土

3 灰黄褐色粘質土

(25Y718)

(lllYR5/3)

(10YRD/3)

(10YR7/8)

(lllYR6/4)

(lllYR6/2)

(10YR4/2)

(10YR4/2)

(10YR4/2)
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第30図  CttS K01・ 02



Ⅵ 瀬原I遺跡第5久調査

[遺構時期]S D02よ り古い遺構であり、土師器が出土していることから古代に属する可能性がある。

CttS X01(第 31図、写真図版23)

[位置・検出層位]O V24・ P V04グリッドに位置し、工層上面で検出した。

[重複関係]S D03,04と 重複関係にあり、 S D04→本遺構→ S D03の順で新しい。なお、北側に隣

接するS X02に ついては重複あるいは同一遺構の可能性があるが、削平のため非常に浅く断ち割りを

入れてもその関係を把握することはできなかった。

[形状・規模]南北方向に走る直線状プランの遺構で、南端は水田造成時に削平されている。現存長

は830m、 幅は2.20m前後である。断面形は皿形で、非常に浅い。なお、北端には2.90× 1.20mの規模

で土坑状に窪んだ範囲があり、この部分のみ深さが 6 cm前後となる。

[堆積土]暗褐色上の単層である。非常に浅いため自然堆積か人為堆積かは判断できない。

[遺物]土師器片12gと 自然礫 1点が出上しているが、土器は細片のため図示できなかった。

[遺構時期など]重複関係からS D03よ り古 く、 S D04よ り新しい遺構といえるが、遺存状況が良く

ないため詳細は不明である。

CttS X02(第 31図、写真図版23)

[位置・検出層位]N V25'O V05・ 09・ 10'14・ 19グ リッドに位置し、Ⅱ層上面で検出した。

[重複関係]S D05に一部を壊されている。なお、南側に隣接するS X01に ついては重複あるいは同

一遺構の可能性はあるが、両者の境界部分は大幅に削平されているため新旧関係を把握することはで

きなかった。

[形状・規模]南北方向に走る幅広直線状プランの遺構で、南端は削平もしくはS X01と の重複のた

め失われている。現存長は18.20m、 幅は2m前後である。断面形は皿形で、深さは10cm前後である。

なお、削平の影響で東壁の立ち上がりは非常に弱く、上端は不明確である。

[堆積土]暗褐色土主体で構成されており、 4層 に細分した。各層とも粘性が強く、地山ブロックを

多く含んでいる。非常に浅いため自然堆積か人為堆積かは判断できなかった。

[遺物]2層中から土師器片12g、 鉄製鋤先 1点、石鏃 1点が出土している。土器片は細片で図示で

きなかったため、鋤先と石鏃を掲載した (第36図 17・ 18)。

[遺構時期など]S D05よ り古い遺構と判断できるが、詳細は不明である。ただし、鋤先が出上して

いることから古代に属する可能性はある。

C区 ピット群 (第27図、写真図版23)

調査区中央で 5個検出した。規模は第 3表の通りであるが、削平の影響でいずれも深さが10cm以下

と浅い。出土遺物は皆無であり、年代などの詳細については不明である。
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2 検出された遺構

Ow 05

SPA
い 321m

%

(10YR3/8)し まり中、粘性強。炭化物少量、明黄褐色上をプロック状に含む。

(10YR3/4)黄褐色土 (loYRS/8)と の混合土。しまり密、粘性中。酸化鉄層。
(10YR3/3)し まり密、粘性強。炭化物粒 1%含 む。遺物包含。
(10YR3/3)に ぶい黄橙色土 (loYR7/4)と の混合土。しまり密、粘性強。

にぶい黄橙色土は地山上で30%混 入。
(10YR7/4)し まり密、粘性強。暗褐色土はlo%程度混入。

SX01
1 暗褐色土

SXC2
1 暗褐色土
2暗褐色土
3暗褐色土

4に ぶい黄褐色土

oW 20

平画9         (1:.40)         ?m

断面9       (1‐ 120)       御
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第31図  C tt S X01・ 02



Ⅵ 瀬原 I遺跡第 5次調査

(4)D    区 (第 32・ 33図、写真図版24～ 26)

[位置・検出状況]C区の西狽1に隣接する調査区である。調査前の現況はC区より標高が低 く、その

ためC区 と同様に旧地形が削平されているものと考えられており、過去の試掘調査でも遺構は確認さ

れていなかった。しかし、今回新たに試掘調査を行った結果、調査区内は水田造成の際に lm以上の

盛土が行われていたこと、そして検出面以下に旧河道が存在することが判明した。調査対象面積は257

だ と全調査区で最も狭かったが、盛土が非常に厚いことと盛上自体が粘土質で掘削に多大な時間を要

する可能性があることから、中央に土層観察用のベルト (メ インベルト)を残して重機を使用して検

出面まで掘 り下げを行った。重機による掘り下げと人力による検出作業を行ったところ、遺構は検出

されなかつたが調査区のほぼ全域が旧河道であること、そして旧河道堆積土中に中世以前に属する遺

物を含むことが判明した。

[堆積土]検出作業の後に東西方向に 3本の トレンチ (T01～ 03)を入れて堆積上の状況と深さを確

認したところ、遺物出土層は縄文～近世の遺物を包含する灰責掲色土 (第 I層 )、 縄文～中世の遺物を

包含する黒褐色土 (第 I層 )、 縄文～古代の遺物を包含する黒褐色～灰責褐色土 (第Ⅲ層)に分けられ

ることがわかった。本調査区は今回の調査で最も多く遺物が出土しているが (第 1表 )、 自然礫を含め

ても20kg弱 と絶対量は多くなく、また堆積土が全て水成堆積の粘上であり掘削に多大な労力を必要と

することから、県教育委員会生涯学習文化課との協議の結果、掘り下げはトレンチ単位を基本として

遺物の出土状況により順次範囲を広げるという方針で調査を行った。最終的には遺物の集中地点を中

心に第 I層 は旧河道範囲の約 8割、第工・Ⅲ層は約 5割の掘削を行った。

[遺物出土状況]調査区全域で出土しているが、なかでもT02～03間 とT08中央～東側 (P Ⅶ13・ 14

グリッド)、 T01周辺に集中する傾向がある。今回は種別ごとの出土量を勘案して各層の代表的な遺物

を掲載しており (第 37～39図 19～ 64)、 個々の詳細は第 3節で述べる。

D区旧河道 上層註記

第 I層 =近世遺物包含層
Ia灰黄褐色土       (10YR4T2)
Ib灰 黄褐色土       (10Y熙 ″ )

Ic灰黄褐色土       (10YR4/9)

Id灰黄褐色土       (10YR4T2)
第 Ⅱ層 =中世遺物包含層
Ⅱa黒褐色～41i褐灰色粘質土 (10YR夕2)

工b黒褐色粘質上      (lω R3/2)

第Ш層 =縄文～古代遺物包含層
Ⅲa黒褐色～4/1褐灰色粘土  (10YR3/1)

Ⅱb畢褐色粘土       (10YR3/1)

Ⅲc黒褐色～4/1褐灰色粘土  (10YR3/1)

1 にぶい黄橙色土     (10YR6r3)
2灰黄褐色土       (10YR4T2)
3 にぶい黄褐色土     (10YR5β )

4に ぶい黄褐色土     (10YR5/3)
5明黄掲色土       (10YR6/8)
6にぶい黄褐色土     (10YR4r3)
ク 黒褐色土        (10YR2/2)
8灰黄褐色土       (10YR4/9)
9褐灰色土        (10YR4/1)

10褐灰色土        (10YR4/1)

11灰黄褐色土       (10YR42)

12灰黄褐色土       (10YR5/1)

13褐灰色～4/2灰黄褐色土  (10YR4/1)
14灰黄褐色土       (10Y鷲 腹 )

しまり密、粘性中。酸化鉄沈着土含む。

しまりやや密、粘性やや強。酸化鉄の割合
がIa層 より多い。
しまり、粘性ともに中。酸化鉄沈着土多く

拿縫 封 隆 糀 Pピ 尋餞 勘 。

しまり密、粘性やや強。炭化物 (φ l～ 5剛 )
3%含む。
しまり中、粘性やや強。炭化物ごく微量

含む。

しまり密、粘性強。炭化物 (φ l～ 3nI)

5%含む。

と鷲耀巻む!生衆秩隈 難栓;:琴愕払ぃ。
しまり密、粘性強。炭化物 (φ l-3m)
5%含む。Ⅲa層 と由来は同一。

しまり密、粘性弱。

しまり、粘性 ともに中。

しまり密、粘性中。

しまり密、粘性中。3層 より粘性強い。

しまり密、粘性弱。盛土層。

しまり密、粘性中。2層 より粘性強い。

しまり密、粘性やや強。

しまり密、粘性中。

しまり中、粘性強。炭化物 (φ l～ 5mu)

ごく微量含む。

しまり密、粘性やや強。炭化物ごく微量、

酸化鉄沈着土含む。

祐孟!と管綾豊↓鰺花狭礎箸竺
(糸

攘きむ。

褐灰色上 (10MM″ )と の混合土。
しまり中、粘性強。

しまり中、粘性強。

しまり、粘性ともに中。酸化鉄沈着土含む。

15黒 掲色土
16黒褐色土
17に ぶい黄橙色粘土

18黒褐色土

19灰黄掲色土

20灰 黄褐色土

2,黒褐色土

″ 黒褐色土

23灰黄褐色粘土土

24褐灰色～4/9灰 黄掲色土

25灰黄褐色土

26灰黄褐色土

27褐灰色土
28褐灰色粘土

29褐灰色土
30灰黄褐色砂質土
33褐灰色土

34黒褐色上
35灰黄褐色土
36褐灰色土
37黒掲色土

38黒褐色土

39褐灰色砂質土

(10YR2/2)し まりやや密、粘性やや強。
(10YR2/1～ 371) しまり密、粘性強。
(10YR4/2)灰 黄褐色土 (10YR673)と の混合上。

しまり中、粘性強。

(10YR3/1)し まり中、粘性やや強。炭化物 (φ ilal以下)
ごくl・k量含む。

(10YR4/2) しまり中、粘性やや強。炭化物 (Ⅲ  ln」 l以下)
ごく微量含む。

(10YR4/2) しまり中、粘性強。10YR5/8黄 褐色土をブロッ
ク状に微量含む。炭化物微量含む。

(ltlYR3/1)し まり中、粘性やや強。炭化物 (φ lmm以下)
ごく微量含む。

(10YR3か )し まり密、粘性やや強。住OYR5D版
塾&禁納たを建粂廓墜発。

(ЮYR4J2)む写命車〔筵笹紫革亀!ヽ i収廃艶話ピを
履量巻急r年響み贅径幾留ど畜:虐洲鰈譴 、
しまり中、粘性やや強。炭化物 (φ l～ 10m)
10%含む。
しまり、粘性ともに中。やや砂質。
しまり中、粘性非常に強い 炭化物 (φ 10～
15 nal)10%含 む。土器包含。
しまりやや密、粘性やや強。
しまりやや疎、粘性弱。

版繋 &籍 密監藉 ‰ 鍵「

5耐 ごく

しまり中、粘性やや弱。35層 とⅢ」目の漸移層。

しまり疎、粘性弱。

しまり、粘性 ともに中。

しまり密、粘性強。砂が混入。炭化物ごく微

量含む。

しまりやや密、粘性強。炭化物ごく微量含む。

37層 より粘性あり。

しまり中、粘性弱。炭化物 (φ l dII以 下)ご く
微量含む。

(10YR,2)

(1∝R守 1)
(10YR4/1)

(10YR4/1)

(10YR42)
(10YR4/1)

(101rR3/1)

(lllY剛

"(10YR4/1)

(10YR3/1)

(10YR2T2)

(10YR守 1)
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2 検出された遺構
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第32図  D区旧河道 (1)
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第33図  D区旧河道 (2)
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2 検出された遺構

(5)E 区 (第 34・ 35図、写真図版27・ 28)

遺跡範囲の南東端に位置し、沢を挟んで南側に瀬原Ⅱ遺跡がある。調査対象面積は903だ であるが、

調査区のほとんどが沢へと落ち込む急斜面であった。調査に際しては滑落の危険性があることから県

教育委員会生涯学習文化課と協議を行い、斜面部分はトレンチを入れ遺構・遺物が確認された場合に

付近を拡張するという方法をとった。結果としてT01の表土層から遺物がわずかに出上したのみ (第

40図 79・ 80)で、遺構は確認できなかった。_

S叶

ひ

印
口 H13

9   (1:伸 0)   留
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第34図  E区調査区
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第35図 E区 トレンチ配置
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3 出土遺物

出  土ュ 遺  物  (第36～ 40図、写真図版48～ 51)

今回の調査では、土器類、陶磁器類、金属製品、石器・石製品、土製品、木製品が出土 している。

遺存状況が良 くなかったため遺構内からの出土は少なく、大半がD区旧河道及び遺構外での出上であ

る。また、地点・層位ごとのまとまりもみられなかったため、今回は種別ごとに分類をして概説する。

各調査区における土器・陶磁器の出土量は第 1表の通 りである。

第1表 調査区別土器 。陶磁器出土一覧

(1)土 器 類

縄文土器、土師器、須恵器、かわらけ (中世の上器)がある。

縄文土器

E区で 1点出土している (84)。 深鉢の底部破片であり、底部脇に微弱な沈線が一条巡っている。内

外面ともにミガキ調整が施される。

土師器

土師器は出土遺物のなかで最も出土′点数が多い。細片が多いためかわらけとの区別が困難であるが、

両者を合わせた重量は6.5kgで、そのうち5.6kg(約 850/O)が D区旧河道からの出土である。

土師器には杯・高台付杯・甕・鉢・蓋があり、分類基準は第Ⅳ章のとおりである。

土師器杯は I・ Ⅱ類のみで、Ⅲ類は 1点 も出上していない。

非黒色処理の I類は、底部破片が多く出土していることから本来の個体数は多かったものと考えら

れる。底部側縁が屈曲する�類が主体となるが、全形がわかるものが少ないため口縁部形状について

は不明である。内外面ともにロクロナデ調整が施され、底部には回転糸切り離しの痕跡が残る。なお、

12については形態的には Ib� 類であることから土師器の範疇で捉えているが、胎上がロクロかわら

け (13～ 15)と 類似していることから中世土器の可能性もあるため、これについては後述する。

内面黒色処理の工類は、すべて底部から内彎して立ち上がるb類である。底部破片が少ないため推

定であるが、外反する口縁部破片が非常に少ないことから i類が主体であったと考えられる。全形が

わかる資料が少ないが、日径は15cm前後で器高も4 cm前後のものが多い。ただし、32の ような回径が

17cm近い大型品や34の ように器高が低く皿形態に近いものもわずかながら存在する。

高台付杯は Ia類 とⅡb類がある。 Ia類 は2点を図示しているが (55・ 56)、 器形を推定できるのは

55のみである。55は、体部が内彎しながら立ち上がるが、口縁部はわずかに外反する。高台はハの字

状に開く貼付高台である。56は底部付近の破片で、底部外面には高台貼付時の接合痕が認められる。

種別

調査区

縄文土器 土師器 'かわらけ 須恵器 (古代 ) 須恵器 (中世 ) 陶磁器 (中世 ) 陶磁器 (近世 )

破片数 重量 破片数 重量 破片数 重量 破片数 重量 破片数 重量 破片数 重量

A 0 22911 0 C C C 1 5761

B C 24137 2 4968 C C C 0
つ
々
つ
０ 31635

C C 0 44 44868 2 0 0 1 8471

D C C 904 556808 64474 3 13868 8 27258 14 11444

E 1 34乏 4072 0 0 C 0 0 0

合 計 1 34乏 104モ 652796 72433 13868 9 2736 57311

※平成16年度文化課試掘出上の須恵器は除く ※重量は g
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Ⅵ 瀬原 I遺跡第 5次調査

工b類の高台はいずれも偽高台風で、高さも5 mm程度と非常に小型である。

甕は郭類に比べて破片数が非常に少なく、Ⅱ類の体部破片が 1点図示できたのみである (60)。 この

他の破片も全て体部破片で、磨耗が著しく調整は不明である。

鉢は口縁部破片が 1点出土している (80)。 非ロクロ成形で口縁部には横ナデ、体部にはケズリ調整

が施される。

蓋は 1点出上している (59)。 頂部は欠損しているためつまみの有無は不明である。

須恵器

調整技法や色調から古代に属するものと中世に属するものに分けることができる。総量で923.3g出

上しており、このうち古代に属するものは724.3g、 中世に属するものは199gである。土師器と同様、

D区旧河道からの出土が大半である。

古代に属する須恵器には郭・大甕と瓶類がある。杯 (58)は底部破片で、土師器郭 b ii類 に対応す

る形態である。大甕 (5'39～ 41・ 61)は全て体部破片で、外面に平行日Πき、内面に同心円状の叩き

が確認できる。瓶類 (38)は卵形の体部破片で、頸部と底部を欠損 しているため全形は不明である。

体部外面にはロクロナデ調整の後に下半にヘラ削り調整が施される。

中世に属する須恵器は全て大奏の体部破片で、外面は暗赤褐色、内面は灰褐色系の色調である (46

～48・ 85)。 胎土は粗 く、長石や白色系の砂粒を多く含んでいる。外面には叩き (条痕文)が施され、

内面にはナデ調整の痕跡が認められる。

かわらけ (中世の土器 )

図示可能なものは 5点であり、全点を掲載した。細片のなかにも含まれていると考えられるが、土

師器との判別が困難であつたためかわらけのみの出土量を計測することはできなかった。

手づくねかわらけ (9・ 10)はいずれも口縁部破片であるが、ガヽ片のため口径を復元することはで

きなかった。口縁部にはナデ調整の痕跡が明瞭に認められる。

ロクロかわらけ (13～15)は いずれも小皿で、内外面にロクロナデ調整が施されており、底部には

回転糸切りの痕跡が明瞭に残る。これらはC ttS K01か らの底面付近から人為的に 3個体を重ねた状

態で出土している。

(2)中 世 陶 磁 器

中国産磁器と国産陶器が破片数で 9′点 (2736g)出 上している (20～ 22・ 42～ 48。 74・ 81・ 85)。

中国産磁器

白磁壺・碗、青白磁合子蓋がある。白磁壼は3点出土しており、いずれも同一個体と考えられる

(42～ 44)。 42は頸部付近の破片で、外面に凸帯が巡る。頸部は二段接合で、内面に接合痕が明瞭に認

められる。43は体部破片でタト面に櫛目文が施される。44も 体部破片で、内面にロクロロが明瞭に認め

られる。いずれも白化粧上の上に刷毛塗りで施釉することから、大学府分類工系に属すると考えられ

る。白磁碗は2点出上しており (21・ 81)、 いずれも大学府分類工類に属する内面と外面上半に白化粧

土の上から刷毛塗りで施釉するタイプである。74は花型の青白磁合子蓋である。外面全面と内面上半

に施釉される。

国産陶器

渥美産と盗器系の甕、無釉陶器の碗がある (20・ 22・ 45)。 45は渥美産陶器甕の体部破片である。胎

土は精緻であり、外面には格子目状の叩き (押印文)が施される。22は盗器系陶器奏の体部破片であ

る。45よ り胎土は粗く、黒色粒子が多量に混入する。外面には平行叩きの痕跡が若干見られる。20は
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3 出土遺物

玉縁口縁碗の破片である。口縁端部を外側に折 り返すことで玉縁を形成しており、折 り返しの痕跡が

明瞭に認められる。なお、折 り返し部に灰釉が付着しているが、自然釉か人工施釉かは不明である。

(3)近 世 陶 磁 器

破片数で70点 (5631g)出上しており (2～ 4・ 23・ 66・ 73)、 とくにB区からの出上が多い。全形
を知りうるものは少ないが、胎土・釉薬の特徴から肥前産・瀬戸産 ,東北地方産のものに分類できる。

ただし、明確に肥前産と認定できるのは2の磁器碗 (大橋編年Ⅳ期)、 瀬戸産と認定できるものは73の

陶器悟鉢 (連房式登窯第 5小期)のみである。その他は東北地方で生産されたものと考えられるが、
このなかには岩手県南部で一定量出土する大堀相馬産の陶器と断定できるものは確認できない。厳密

な計算をしたわけではないためおおよその数値ではあるが、8:2の割合で陶器が多く、なかでも産
地不明のものが最も多い。

器種としては碗・鉢 (悟外・香炉)があり、碗類の破片が最も多く出上している。しかし、いずれ
も破片資料であるため全形を知ることができるものは皆無である。

(4)金 属 製

鉄製品・銅製品 。銭貨がある (11。 16・ 17・ 25～ 28・ 49。 50・ 65・ 67・ 68・ 75。 82・ 87)。

鉄製品

釘や鋤先などがあるが、遺存状況が良くないため形状が不明なものも多い。

11・ 50・ 82は釘である。いずれも角釘で、50・ 82は変形している。なお、断面形から65も 鉄釘の可

能性がある。16は棒状の鉄製品である。X線写真撮影の結果、針金状の細い棒が 2本錆着したもので

あることが判明したが、用途については不明である。17は鋤先の破片で、刃部と着装部の一部が残存

している。25・ 49は板状の鉄片である。形状・厚さから鉄鋼の破片の可能性がある。26は リング状の

鉄製品である。全面に赤色顔料が塗布されており赤色を呈するが、用途・機能は不明である。

銅製品

3点出土しており、いずれも煙管の部品である。67は雁首である。肩を持たない形状で、火皿部は

欠損している。27・ 68は吸口である。27は小口部が潰れているもののほぼ完形品である。肩部と口付

部の境界には緩やかな段が形成されている。

銭 貨
寛永通宝が 3点出上している。28は新寛永、75'87は古寛永である。

(5)石器・石製品

石器類には剥片石器 (石鏃・石箆・不定形石器)と礫石器 (敲磨器類)がある (1・ 6・ 8・ 18・
29～ 31・ 51・ 63・ 69～ 72・ 86)。 この他には頁岩・メノウの剥片が多く出上しており、 2点 を掲載 し

た (52・ 64)。 また、石製品としては石鉢 (83)がある。

石 鏃
9点出上しており、全点掲載した (1・ 6。 18・ 30・ 69・ 70'72・ 86・ 89)。 基部形態から大きく有

茎と無茎に、無茎のものはさらに平面形態から基部側が平坦な平基形と基部に決 りが形成される凹基

形に分類することができる。

有茎のものは70のみで、いわゆる「アメリカ式石鏃」の基部形態を有する。無茎のものは30・ 69・

86が平基形、 1・ 6・ 18,72が凹基形である。凹基形のものはさらに長幅比が2.0以上のもの (6)と

日
ｍ
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Ⅵ 瀬原I遺跡第5次調査

長幅比が1.6以下で快りの深いもの (1・ 18・ 72)に分類できる。材質は、18が黒曜石、89が凝灰岩で

ある以外は不掲載のものを含めて頁岩 (赤色頁岩含む)である。なお、89は欠損と摩減のため原形を

とどめていないが、無茎の平基形に属すると考えられる。

石 箆
1点出上している (29)。 基部のみ残存しており、平面形と刃部の作出方法は不明である。断面形は

蒲鉾形で、両面に二次加工が施される。材質は頁岩である。

不定形石器              ´

21は火打石の可能性がある不定形石器である。ただし、使用痕が確認できないため実際に火打石と

して使用されたかは不明である。

礫石器

全て敲磨器類で、 3点掲載した (8・ 51・ 71)。 8。 71は磨石として利用されたものである。 8は片

面にスス状の付着物、71は アスファルトが付着していた。51は片面に敲打痕が 2カ 所認められる敲石

である。材質は、 8が頁岩、51が安山岩、71が凝灰岩である。

石 鉢
1点出上している (83)。 デイサイト製で碗形をしている。外面には縦方向に加工痕が認められる

が、内面は風化しているため使用痕の有無は不明である。

(6)土 製 品

D区旧河道Ⅲ層から土錘が 1,点出上している(62)。 端部を若干欠損しているがほぼ完形である。砂

粒を多く含む粗い胎土で、焼き上がりの色調は黒褐色である。

(7)木 製 品

D区旧河道第 8ト レンチ内の I層からブナ材を使用した漆椀が 1点出土している(24)。 口縁部及び

高台を欠損しているため全形は不明であるが、浅い椀形態のものと推定される。体部外面に黒漆、内

面に赤漆が塗布されている。なお、底部外面には赤色顔料で花押が施されている。
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第 2表 ピット計測表 (1)

A区

Pit番号
計測値 3m)

土層註記
上面規模 深 さ

Pl 21× 20 10YR2/3黒褐色シルト しまり密、粘性弱 災化物粒 2%

P2 25× 24 10YR4/3にぶい責褐色 しまり密 小礫 (φ 3mm程度)、 炭化物粒 1%

P3 33× 31 10YR4/6褐色 炭化物粒 1%

P4 26× 23 10YR3/4暗褐色 しまり密、粘性弱 小礫 (φ 3mm程度)、 炭化物粒 1%

24× 20 10YR4/3～ 4/4に ぶい黄褐色 しまり密、粘性やや強 炭化物粒 (φ lmm以下)1%

30× 29 5 10YR3/4暗褐色 しまり密 災化物粒 2%

24× 20 10YR3/4暗褐色 しまり密 炭化物粒 2%

23× 20 10YR3/3暗褐色 しまり疎、粘性弱 炭化物粒ごく微量、下位に小礫 (φ 3～ 10mm)

17× 15 10YR3/4暗褐色 しまり疎 炭化物粒 1%

P10 26× 25 9 10YR2/3黒褐色 しまり疎、粘性弱 災化物粒ごく微量

P ll 27× 22 10YR3/4暗褐色 しまり疎 炭化物粒 1%

35× 26 10YR3/4暗褐色 しまり疎 炭化物粒 1%

P 3 23× 22 75YR3/2黒褐色 しまり疎、粘性弱 炭化物粒 l°/O

P 4 27× 24 15YR3/3暗褐色 しまり疎、粘性弱 炭化物粒ごく微量

P 5 28X19 10YR3/4暗褐色 しまり疎、粘性弱 炭化物粒 l°/O

P 6 25× 25 10YR3/4暗褐色 土器細片出土

P 7 25× 21 10YR3/3暗褐色 しまり疎、粘性弱 炭化物粒 1%

P 8 22X18 10YR3/4暗褐色 しまり疎、粘性弱 災化物粒 1%

25× 22 10YR4/4褐色 粘性やや強 炭化物粒 1%

P20 25× 18 11 10YR3/4暗褐色 炭化物粒 1%

20× 17 10YR3た暗褐色 しまり疎 炭化物粒 1%

P22 32× 22 3 10YR3/4暗褐色 しまり疎 炭化物粒 1%

P23 29× 26 75YR3/4暗褐色 炭化物粒・土器細片少量

P24 21× 20 10YR3麗暗褐色 粘性強 炭化物粒 (φ 10mm)ご く微量

P25 35× 23 5 75YR3/4暗褐色 しまり疎 炭化物粒 (φ l～ 5mm)2%、 土器細片少量 SF01よ り新

P26 20× 18 10YR3/4暗褐色 しまり疎、粘性弱 中央に拳大の礫

P27 25× 20 10YR3/4暗褐色 しまり疎、粘性弱 炭化物ごく微量

P28 27× 26 10YR3/4暗褐色 しまり疎、粘性やや強 炭化物粒 1%

26× 22 10YR4/3にぶい黄褐色 しまり疎 炭化物粒ごく微量、小礫含む

20X20 10YR4/4褐色 粘性強 炭化物粒ごく微量

25× 23 10YR3/4暗褐色 しまり疎 炭化物粒 (φ X～ 5mm)1%、 下位に礫 土器細片出土

P32 21× 20 10YR4/4褐色 粘性強 戊化物粒ごく微量

P33 20× 18 10YR4/4褐色 粘性強 炭化物粒 (φ lmm以下)ご く微量 土器細片少量

24× 20 9 10YR4/4褐色 炭化物粒 (φ 5mm)10/o

20× 17 8 10YR4/4褐色 炭化物粒 (φ 5mm)10/o

P36 25× 25 9 10YR3/4暗褐色 炭化物粒ごく微量

P37 25× 23 10YR3/4暗褐色 炭化物粒ごく微量

P38 31× 25 10YR3/4暗褐色 粘性弱 炭化物粒 l°/o、 土器細片少量

P39 27× 24 10YR3/4暗褐色 粘性弱 炭化物粒 (φ l～ 2mm)10/o、 土器細片出土

P40 27× 26 10YR3/4暗褐色 炭化物粒 (φ l～ 2mm)1%、 土器細片出土

P41 10YR3/4暗褐色 炭化物粒 (φ l～ 2mm)10/o P20よ り新しい

P42 10YR3/4暗褐色 炭化物 l°/o、 土器細片出土

P43 18× 10YR3/4暗褐色 炭化物 1%、 土器細片出土

22× 20 10YR3/4暗褐色 しまり疎 炊化物粒含む SD01よ り古い

18X15 10YR3/4暗褐色 しまり密 炭化物粒 1%、 礫含む SK01よ り古い

18× 18 10YR3/4暗褐色 炭化物粒ごく微量、底面付近に礫含む SD04よ り古い

Ⅵ 瀬原 I遺跡第 5次調査
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第 3表  ピット計測表 (2)

B区

Pit番号
計測値 cm)

土層註記
上面規模 深 さ

21× 20 10YR6/3に ぶい責橙色 責色・黒色粒子それぞれ10%
25× 24 5 10YR6/2灰責褐色 責色粒子10%
33× 31 10YR5/1 掲灰色粘質土 粘性やや強 酸化鉄 5%、 中央に灰白色粘土含む
26× 23 9 10YR5/1 褐灰色粘質土 粘性やや強 P3よ り粒子粗い
24X20 10YR5/ 褐灰色粘質土 粘性やや強 P3よ り粒子粗い
30× 29 10YR5/ 褐灰色粘質土 粘性やや強 酸化鉄15%、 中央に灰白色粘土含む
24× 20 6 10YR5/ 掲灰色粘質土 粘性やや強 P3よ り粒子粗い
23× 20 8 10YR5/ 褐灰色粘質土 粘性やや強 中央に灰白色粘土含む

P9 17× 15 6 10YR5/ 掲灰色粘質土 粘性やや強 P3よ り粒子粗い

26× 25
1 10YR5/2灰 責褐色粘質土 粘性やや強 粒子やや粗い
2 25Y8/6責 色粘上 しまりやや密、粘性やや強 地山崩落層

P ll 30× 25 10YR6/1褐灰色粘土 しまりやや密、粘性やや強
20× 20 5 10YR5/1褐灰色粘質土 粘性やや強 酸化鉄 5%、 中央に灰白色粘土含む

P13 20× 19 10YR5/1褐灰色粘質土 粘性やや強 酸化鉄 5%、 中央に灰白色粘土含む
P14 23× 22 10YR5/2灰 白色粘質土 粘性やや強 粒子やや粗い
P15 孔7X15 10YR5/2灰 白色粘質土 粘性やや強 粒子やや粗い

17× 15 10YR4/3にぶい黄褐色

P17 34× 23 10YR4/3にぶい責褐色

20X18 10YR4/1褐灰色粘質土 P19よ り新

27×  (25) 3 ЮYR5/1褐灰色粘質土 粘性やや強 酸化鉄 5%、 中央に灰白色粘土含む
P20 20× 20 10YR5/1掲灰色粘質土 粘性やや強 酸化鉄 5%、 中央に灰白色粘土含む
P21 と7× 15 10YR5/1褐灰色粘質土 粘性やや強 酸化鉄 5%、 中央に灰白色粘土含む
P22 16× 16 10YR5/2灰黄褐色 酸化鉄 (φ l～ 3 mm)20%、 責褐色粒子 5%含む
P23 20× 20 9 10YR5/2灰責褐色 粘性やや強 酸化鉄 (φ l～ 3 mm)20%、 黄褐色粒子 5%含む

P24 23× 20
1 10YR6/2灰 責褐色 地山ブロック15%
2 25Y8/8黄 色粘土 地山崩落層

P25 20× 20 10YR5/3にぶい責褐色 粘性やや強
P26 20× 16 10YR5/3にぶい責褐色 粘性やや強

26× 25
1 10YR6/2灰 責褐色 粘性やや弱 赤褐色粒子 (φ lmm)含む
2 25Y8/8黄色粘土 粘性強 地山崩落層で灰責褐色土混入

21× 20 15 10YR6/2灰黄褐色 粘性やや弱 赤褐色粒子 (φ lmm)含 む
P29 25× 25 10YR5/3にぶい責褐色 地山ブロック (φ l～ 3mm)3%
P30 35× 33 10YR5/3にぶい責掲色 地山ブロック (φ 20mm)20%、 中位に礫含む
P31 25× 20 10YR5/3にぶい責褐色と10YR6/1褐灰色の混合土 粘性やや強 にぶい責掲色土は粒子粗い
C区

Pit番号
計測値 〕m)

土層註記
上面規模 深 さ

Pl 19× 15 10YR4/3に ぶい責褐色粘土 粘性非常に強 炭化物粒 1%、 明黄褐色粘上をブロック状に含む
28× 26 17 10YR4/4褐色 しまり密、粘性強 炭化物粒 (φ 5mm)1%、 部分的に明責掲色粘土含む
32× 32 9 10YR4/4褐色 しまり密、粘性強 炭化物粒 (φ 5mm)1%

P4 25× 24 8 10YR4/4褐色 しまり密、粘性強 灰化物粒 (φ 5mm)1%
P5 32× 27 4 10YR4麗掲色 しまり密、粘性強 炭化物粒 (φ 5mm)1%、 下位に明黄褐色粘土ブロックで含む
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遺
物
観
察
表
 
土
器

ｌ 　 ω 槃 ―

掲
載
No
遺
構
名
・
出
土
地
点

層
位
等

部
位

部
位

分
類

法
量
(c
m)

調
整
技
法

焼
成
外
面
色
調

備
考

口
径
底
径
器
高

内
面

外
面

底
面

5
B 
tt
S 
D0
4

堆
積
土
中
位

須
恵
器
・
大
甕

体
部

欠
損

良
好

灰

9
B 
tt
S 
D2
0

底
面
直
上

か
わ
ら
け
 
椀

口
～
体

摩
減
に
よ
り
不
明
摩
減
に
よ
り
不
明

欠
損

良
好

橙

B 
tt
S 
D2
0

底
面
直
上

か
わ
ら
け
・
椀

体
部

摩
減
に
よ
り
不
明
摩
減
に
よ
り
不
明

欠
損

良
好
に
ぶ
い
黄
橙

C 
tt
S 
K0
1

底
面
直
上

土
師
器
 J
4h
(抗
)
口
～
底
Ib
I

(1
30
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

不
明

負
好

橙

C 
tt
S 
K0
1

底
面
直
上

か
わ
ら
け
・
Jヽ
皿
口
～
底

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

橙

C 
tt
S 
K0
1

底
面
直
上

か
わ
ら
け
・
月ヽ
皿
口
～
底

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

責
橙

C 
tt
S 
K0
1

底
面
直
上

か
わ
ら
I)
 /
1ヽ
皿
口
～
底

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

黄
橙

D区
メ
イ
ン
ベ
ル
ト
北
判
I層
(N
o 
50
・
52
)
土
師
器
 
高
台
付
杯
底
部

Ⅱ
b

黒
色
処
理
・
ミ
ガ
キ
ロ
ク
ロ
ナ
デ
ヘ
ラ
削
り
?

良
好
に
ぶ
い
責
褐

D区
旧
河
道

I層
下
位

土
師
器
・
郭

口
～
底

Ⅱ
b五

(1
70
)

黒
色
処
理
・
ミ
ガ
キ
ロ
ク
ロ
ナ
デ
二
次
調
整
(ケ
ズ
リ
)
良
好
に
ぶ
い
責
橙

D区
旧
河
道
T0
5

I層
下
位

土
師
器
 
不

口
縁
部

Ⅱ
b
o5
0

黒
色
処
理
・
ミ
ガ
キ
ロ
ク
ロ
ナ
デ

欠
損

良
好
に
ぶ
い
責
掲

Dt
tT
02
-0
3間

Ⅱ
層
 (
No
 2
6)

土
師
器
'杯

口
～
底
Ib
i

(1
40
)
(7
2)

黒
色
処
理
 
ミ
ガ
キ
ロ
ク
ロ
ナ
デ

不
明

良
好

灰
白

D区
旧
河
道

Ⅱ
層
(N
o 
35
)

土
師
器
・
杯

底
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

不
明

良
好

橙

Dt
tT
02
-0
3間

I層
 (
No
 2
6)
土
師
器
・
高
台
付
lT
h
底
部

黒
色
処
理

ロ
ク
ロ
ナ
デ
ヘ
ラ
削
り
?

良
好
浅
責
橙
高
台
欠
損

D区
旧
河
道
北
側
I層
 (
No
 1
26
)

土
師
器
 
杯

底
部
Ia
?

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好
に
ぶ
い
橙

D区
旧
河
道
中
央

I層
須
恵
器
,長
顎
瓶

体
部

[±
85
]

ロ
ク
ロ
ロ
ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
ケ
ズ
リ

欠
損

や
や
良
好

灰

D区
旧
河
道

I層
 (
No
 1
23
)

須
恵
器
・
大
奏

体
部

[6
10
]

叩
き

口 Π
き

欠
損

良
好

灰

D区
旧
河
道

Ⅱ
層
下
位

須
恵
器
 
大
甕

体
言
Б

[5
3]

ロ ロ
き

回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

欠
損

良
好

里 ヽ

D区
旧
1可
道

I層
須
恵
器
 
大
奏

体
部

13
8]

欠
損

ミ
好

灰

D 
tt
T0
2

Ⅲ
層
(N
o 
76
)

土
師
器
・
イ

口
～
体

Ib
(1
48
)

14
91
黒
色
処
理
 
ミ
ガ
キ
回
転
ナ
デ

欠
損

史
好
浅
黄
橙

D区
旧
1可
道
南
狽
1
Ⅱ
層
(N
o 
15
6)

土
師
器
・
不

口
～
底
Ib
五

(1
32
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

不
明

良
好
に
ぶ
い
責
橙

D区
旧
河
道
南
狽
I
Ⅲ
層
(N
o 
16
2

土
師
器
・
高
台
付
杯
口
底

(1
5o

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
二
次
調
整
(ケ
ズ
リ
)
良
好
浅
黄
橙

D区
旧
河
道

Ⅲ
層

土
師
器
・
高
台
付
杯
底
部

Ia
不
明

ロ
ク
ロ
ナ
デ

不
明

良
好
に
ぶ
い
黄
橙

D 
tt
T0
2

Ш
層
(N
o 
83
)

土
師
器
・
JT
N

,氏
言
Б

Ib
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好
浅
黄
橙

D区
旧
河
道
南
側

Ⅲ
層
 (
No
 1
54
)

須
恵
器
・
郭

底
部

[1
35
]
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

灰
白

D区
旧
河
道
南
側

皿
層
 (
No
 1
37
)

土
師
器
 
蓋

口
縁
部

(2
28
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ
回
転
ナ
デ
→
ケ
ズ
リ→
横
ナ
デ

欠
損

良
好
に
ぶ
い
橙

D区
旧
河
道
南
側
Ⅲ
層
(N
o 
15
7

土
師
器
・
甕

体
部

ケ
ズ
リ

欠
損

良
好
浅
黄
橙

D区
旧
河
道
南
側

Ш
層
 (
No
 1
60
)

須
恵
器
 
大
甕

体
部

17
8]

日 「
き

ロ ロ
き

欠
損

良
好

里 一

C区
南
東
隅

I層
土
師
器
 
イ

底
部

Ib
不
明

ロ
ク
ロ
ナ
デ

不
明

良
好

橙

D 
tt
T0
2-
03
問

不
明
(盛
土
か
)

土
師
器
・
郭

口
縁
部

14
4]
黒
色
処
理
・
ミ
ガ
キ
ロ
ク
ロ
ナ
デ

欠
損

良
好
に
ぶ
い
責
褐

D区
旧
1可
道
東
側

攪
乱

土
師
器
・
杯

体
～
底

Ia
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好
浅
責
橙

D区
旧
河
道

不
明

土
師
器
・
イ

底
部

不
明

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好
に
ぶ
い
責
褐

D 
tt
T0
2-
03
間

不
明
(盛
土
か
)

土
師
器
,鉢

口
縁
部

ロ
ク
ロ
ロ
ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
ケ
ズ
リ→
横
ナ
デ

欠
損

良
好
浅
黄
橙

Et
tT
01

I層
縄
文
土
器
・
深
鉢
?
底
部

ミ
ガ
キ

it
線
1条

上
げ
底

良
好
暗
褐
色

(○
)は
推
定
値
、
[○
]は
残
存
値

日 　 議 苅 出 帥 堺 糾 り 斉 謎 瞬
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遺
物
観
察
表
 
中
世
陶
磁
器
・
須
恵
器

掲
載
No

出
土
地
点

層
位
等

種
別
・
器
種

部
位

装
飾

産
地

年
代
(型
式
)

備
考

重
量

釉
薬

絵
付
・
文
様

D区
旧
河
道
南
東
隅

I層
下
位

陶
器
 
碗

口
縁
部

灰
釉
か

東
海
地
方

玉
縁
日
縁
、
剥
落
し
施
釉
が
人
為
か
自
然
か
判
別
で
き
な
い

09
1

Dt
tT
O上

I層
下
位

白
磁
碗

体
部

白
磁

中
国

Ⅱ
類

Dt
tT
07
】
ヒ
端

I覆
 (
No
 1
65
)

盗
器
系
陶
器
 
大
奏

体
部

4に
メ山

口 「
き

不
明

外
面
に
自
然
釉
付
着

95
8

Dt
tT
02

I・
Ia
層
 (
No
 6
0'
75
)

白
磁
・
重

顎
部

白
磁

中
国

I系

Dt
tT
02

Ⅱ
a層
(N
ol
)

白
磁
,重

体
部
上
半

白
磁

櫛
目
文

中
国

Ⅱ
系

15
32

Dt
tT
01

Ⅱ
層
上
位
(N
o5
り

白
磁
重

体
部

白
磁

中
国

Ⅱ
系

69
6

D区
旧
河
道
南
西
側
Ia
層
下
位
(N
o 
84
)

陶
器
 
大
奏

体
部

無
釉

才 甲
E口
鼓
t(
日
pき
)

渥
美

10
93
6

Dt
tT
02

I層
下
位

須
恵
器
・
大
甕

体
部

在ヒ
メ由

条
痕
文

不
明

D区
中
央
南

Ⅱ
層
上
～
中
位

須
恵
器
・
大
甕

体
部

無
釉

不
明

Dt
tT
Oロ
ヒ
端

9・
ユ
層
(N
o 
80
)

須
恵
器
・
大
甕

体
部

無
釉

不
明

C区
I層
下
位

青
白
磁
 
合
子
蓋

口
縁
部

青
磁
釉

中
国

花
形
、
内
面
上
部
に
も
透
明
釉
施
釉

10
2

Dt
tT
02

盛
土
層

白
磁
・
碗

底
部

白
磁

中
国

I類
H1
6年
度
文
化
課
試
掘

須
恵
器
・
大
奏

体
部

無
釉

不
明

60
3

∞ 　 μ 卜 帥 彗

１ ０ ∞ ―
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察
表
 
近
世
陶
磁
器

掲
載
No

遺
構
名

層
位
等

種
別
 
器
種

部
位

法
量
(c
m)

残
存
率
(%
)

装
飾

産
地

年
代

備
考

口
径
底
径
器
高

口
径

底
径

釉
薬

絵
付
・
文
様

Bt
tS
D0
2

堆
積
土
中
位

磁
器
・
碗

底
部

0
透
明
釉
内
面
蛇
の
目
釉
剥
ぎ

ユ 削
18
世
紀
後
半

3
Bt
tS
D0
2

堆
積
土
中
位

陶
器
 
天
目
茶
碗

体
部

0
鉄
罪由

東
北
地
方

18
世
紀

4
Bt
tS
D0
2

堆
積
土
中
位

陶
器
・
香
炉

体
部

0
0

灰
釉

東
北
地
方
か

不
明
硬
質

7
Bt
tS
D0
7

堆
積
土
上
位

陶
器
・
刷
毛
目
鉢
口
縁
部

2
0

灰
釉

白
化
粧
刷
毛
目

東
北
地
方

18
世
紀

Dt
tT
03

I層
下
位

陶
器
・
碗

底
部

[2
3]

0
藁
灰
釉

東
北
地
方

19
世
紀
か

B区
(L
Ⅳ
12
)

検
出
面

陶
器
・
碗

口
縁
部

2
0

灰
メ由

東
北
地
方

不
明

C区
I層

陶
器
・
信
鉢

口
縁
部

5
鉄
釉

摺
目

瀬
戸
連
房
5小
期

Bt
tS
D0
3

1層
磁
器
 
碗

体
部

0
0

透
明
釉

草
花
文

東
北
地
方
か

不
明
写
真
の
み



第
7表
 
遺
物
観
察
表
 
金
属
製
品

掲
載
No

遺
構
名
・
出
土
地
点

層
位
等

種
別
・
器
種

法
量

備
考

全
長

幅
(c
m)

厚
さ
 (
cm
)

重
量

11
Bt
tS
K0
7

1層
鉄
製
品
・
釘

53
5

Ct
tS
KO
l

5層
上
面
(N
o3
)

鉄
製
品
・
不
明

2本
の
棒
が
錆
着

Ct
tS
X0
2

堆
積
土

鉄
製
品
 
鋤
先

26
36

D区
旧
河
道
北
側

I層
下
位

鉄
製
品
・
鋼
?

(5
り

D区
メ
イ
ン
ベ
ル
ト
Jヒ
側

I層
(N
o 
74
)

鉄
製
品
 
環
状

赤
色
顔
料
塗
布

D区
旧
河
道
中
央
南

Ⅱ
層
上
位

銅
製
品
・
煙
管
(吸
口
)

(5
5)

34
4

D 
tt
T0
2

I層
寛
永
通
宝

新
寛
永

49
D区
旧
河
道
中
央
南

I層
上
～
中
位

鉄
製
品
・
鍋
?

(7
5)

54
85

D区
旧
河
道

I層
上
位

鉄
製
品
・
釘

04
5

65
A区
北
側

I層
鉄
製
品
・
不
明

04
5

35
7

釘
2点
の
錆
着
か

B区
北
西
側

黒
色
土
上
位

銅
製
品
 
煙
管
(雁
首
)

火
皿
欠
損
、
10
■
と
同
一
個
体
か

B区
北
西
側

黒
色
土
上
位

銅
製
品
・
煙
管
(吸
口
)

14
1)

10
5

潰
れ
て
い
る
為
断
面
扁
平

C区
中
央

I層
寛
永
通
宝

01
5

17
=寛
永

D区
ゴ
ヒ
側

盛
土

鉄
製
品
・
釘

Et
tT
01

I層
寛
永
通
宝

古
寛
永
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遺
物
観
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Ⅶ 瀬 原 Ⅱ 遺 跡

1概  略

今回の調査成果は、竪穴住居跡11棟、掘立柱建物跡57棟、井戸跡 4基、円形周溝 3基、土坑23基、

溝跡60基、性格不明遺構 5基、柱穴895個 を検出した。これらの所属年代は平安時代から近世である。

出土遺物は11'12表に示 した通りで、主に遺構内から出土している

第11表 出土遺物一覧 (1)

遺構名 土師器 須恵器
陶器・

陶磁器
縄文
弥生土器

石 器 鉄製品 鉄滓 土製品 木製品

S101

S102 8

S103 946 11 1 l

S104

S105 2

S106

S107 1664 1 2 1 5 1

S108 494 3

S109 l 1

S110 3917 46 l

SK01 l

SK02 1 1

SK04 1

SK05 2

SK06

SK07 1

SK08 1

SK09 1

SK10 l 1 l

SKll

SK12 17

SK13 l
l

SK14 2

SK15
SK16
SK19 l

SK20 4 l

SK22 l

SE01 4 ユ 3

SE02 1 l l

SE03

SE04 1 1

3

SZ02

SZ03 l 1

SX01

SX03 1

SX05 1

SD02 9 l 1

SD03 l

SD04 l

SD13 5

SD15 11

SD16
SD17
SD18 4

SD19 1
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l 概略

第12表 出土遺物一覧 (2)

遺構名 土師器 須恵器
陶器
陶磁器

縄文
弥生土器

石器 鉄製品 鉄淳 土製品 木製品

SD20
SD21

SD22 1

SD24 2

SD25 4

SD28 と l

SD29 687 1 2

SD31 17 1

SD32 5

SD35 7

SD36
SD37 7

SD40 l 1

SD42 5

SD47 3

SD49
SD52 1

SD53 1 4

SD54 l 5 2

SD57 1 1 l

溝一括 l l

河 道 8

住穴一括 1232 7 4 3 2 l

PⅦグリッド検出面 3

TⅦ グリッド検出面 5

UⅦ グリッド検出面 2 3

RⅦ グリッド検出面 l

TⅧ グリッド検出面 1 2

TⅦグリッド検出面 2 l

SⅧグリッド検出面 2

SⅥ グリッド検出面 1

SⅦ グリッド検出面 2 1

UⅧグリッド検出面 l l

T～ UⅧ グリッド検出面 8 l

V～ WⅧ グリッド検出面
QVグ リッド検出面 3 1

WⅧグリッド検出面 1

UⅦ～Ⅷグリッド検出面 1 1

SⅦ～Ⅷグリッド検出面 1

T Uグ リッド検出面
UⅧ グリッド検出面 7 l

VⅨ グリッド検出面 13

UXグ リッド検出面
UⅨ グリッド検出面
攪乱 653 9 253 5 7 1

表採 227 7 l 2 5

Tl 5 1 3

T2 2

T4 と と

T6 1

T7 1

T8 6 1

T9 4 2

T10
Tll

T12 2 2

T13 2

T14 2

合計 347 272 15 6
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Ⅶ 瀬原Π遺跡

第41図 遺構配置図
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第42図 遺構配置図 (1)



Ⅷ 瀬原Ⅱ遺跡

第43図 遺構配置図 (2)
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2 検出された遺構と遺物

2 検出された遺構と遺物

(1)竪 穴 住 居 跡

S101

[位置 。検出層位]Q V25、 Q Ⅵ21、 RV5、 RⅥ lグ リッドに位置する。検出層位はⅣ層。北に向

かって緩やかに傾斜する段丘縁辺部の標高32mの斜面上にある。確認できた北壁から6.5m北 に段丘崖

が存在している。周辺に検出された当該期の遺構との直線距離は、 S B01,02は西に lm、 S E01は

西に17m、 S E021ま北西に12mを 測る。遺構は攪乱により削平され、ほぼ床面で検出している。

[住居の方向]N-74° 一E。 東壁を基準としている。

[平面形・規模]平面形は残存している南西隅から方形と考えられる。規模は東壁3.62m、 南壁3,05m

である。

[堆積土]にぶい黄褐色土主体である。

[壁・床面]壁は僅かに残存しており、外傾して立ち上がる。残存状況の良好な南壁で 5 cmを 測る。

床面はⅣ層を掘り込んで形成され、ほぼ平坦である。貼床等は認められなかった。

[カ マ ド]燃焼部底面の焼土 (S F01)のみが残存していた。

[土坑・柱穴]土坑 2基、焼土遺構 1基、柱穴 2個 を検出した。

S K01は 、平面形は円形、開口部径が64cm、 深さ21cmで ある。壁はタト傾して立ち上がり、底面は中

央が凹む橋り鉢状である。堆積土中位から底面で土師器31点が出上している。

S K02は 、平面形は楕円形、規模が56× 48cm、 深さ14cmである。壁は外傾して立ち上がり、底面は

平坦である。堆積土中位から土師器20点が出上している。

S F02は 、床面中央に位置し、平面形は楕円形、規模が71× 55cm、 層厚 7 cmである。

[遺物]土師器216点が床面及び土坑から出土している。 1は土師器杯 Ib五 類。 4は土師器郭工b�

類。底部切り離しはすべて回転糸切りである。 3は高台付郭 I att。 5。 6は土師器甕 Ia類である。

[遺構時期]平安時代である。

S 102

[位置・検出層位]R Ⅶ23・ 24グ リッドに位置する。検出層位はⅣ層。北東に向かって緩やかに傾斜

する段丘縁辺部の標高30mの斜面上にある。北壁から7m北東に段丘崖が存在している。遺構上面は

攪乱により削平され、ほぼ床面で検出している。周辺に検出された当該期の遺構との直線距離は、 S

103は南東に21mを測る。

[重複関係]P272と重複し、本遺構が古い。

[住居の方向]N-59° ―E。 南壁を基準としている。

[平面形・規模]平面形は長方形である。規模は南壁1.73m、 東壁241m、 北壁2.14m、 西壁2.95mである。

[堆積土]灰黄褐色上である。

[壁・床面]壁は外傾して立ち上がる。残存状況が悪いことから低 く、壁高は 3～ 12cmである。床面

はⅣ層を掘り込んで形成され、ほぼ平坦である。貼床等は認められなかった。

[カ マ ド]焼成面と煙道を検出した。南壁中央、中軸線が壁と斜交するように設置されている。軸線

方向はN-148° 一Eである。中軸線よりやや右側で焼成面 (S F01)を検出した。焼成面は、平面形

は楕円形、規模は44× 21cm、 層厚 4 cmである。
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Ⅶ 瀬原Ⅱ遺跡

P02

P02

斡
桂穴 黒褐色土 (ltlYR32)SK01

3

褐色土  (10YR4/4)粘性、しまり共に強い。
φ5～20mlnの 焼土と炭化粒を少
量含む。

黄褐色土 (10YR5/6)粘性やや強く、しまり強い。″5
～30mm焼 上を多く含む。

黄褐色土 (10YR5/6)粘 性、しまり共に強い。φ5～ 10
mmの炭化粒を微量含む。

2層 に類似。地山プロックを多く含む。

m

朗一蜘

ＦＯ

■

２

橙色土  (5YR6/6)粘 性なし、しまり強い。
赤褐色土 (5YR4/6)粘性なし、しまり強い。

0        (1:25)        lm

SF02

1受

‐０

‐ にぶい黄褐色土 (10YR4/3)粘 性、しまり共に強い。φ5～ ltlmmの炭化粒と焼土を少量含む。部分的に地山混入。

SK02 P01

剛◎

鮎
明赤褐色土 (5YR5/6)焼土。粘性弱 く、しまり強。

SK02
1  にぶい黄褐色上 (10YR4/3)粘性やや強く、しまり強い。

φ5～ 10mmの焼上、炭化粒
を微量含む。

2  暗褐色土    (10YR3/4)粘性、しまり共に強い。

ＦＯ

ｉ

第44図 S101
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2 検出された遺構と遺物
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SF01
1 明褐色土

Ｓ‐

‐ 灰黄褐色上  (loYR4/2) 粘性

(7 5YR5/8) 粘性やや強く、しまり強い。焼土。

Ⅶ 瀬原Ⅱ遺跡

しまり共に強い。 ″5～ 15mm炭化粒と粘土を少量含む。
0     (1150)     2m

(lllYR5/6) 粘性やや強く、しまり強い。天丼崩落土。

(10YR3/4) 粘性、しまり共に強い。φ5～ itlmmの 焼土と炭化粒を少量含む。

0        (1:25)        lm

S102内 カマ ド

1 黄褐色土
2 暗褐色士
3 茶褐色土    (5YR4/6) 流出焼土ブロック。
4 基本層序の1層 と同じφ5～ iOmmの焼土と炭化粒を少量含む。

:悔観倶妻褐色土 t用話協; 韓権tしまη糞に騒士モサ:I:器縁筵圭と森窒暮急筆
量含む。

7 SN01        1層 と同じ。

さ
酬

甲 

も
イ:;;iFO:

Ψ     ~      Q 
噂

O            υ

遮
。 0盗

第46図  S 102

-79-



2 検出された遺構と遺物

[土坑・柱穴]検出されなかった。

[遺物]土師器 8点が南東隅の床面からまとまって出土している。細片のため図化していない。

[遺構時期]平安時代である。

S 103

[位置・検出層位]S Ⅷ18・ 23・ 24、 TⅧ 3グ リッドに位置する。検出層位はⅣ層。東に向かって緩

やかに傾斜する段丘縁辺部の標高30mの斜面上にある。東壁から2m東に段丘崖が存在している。周

辺に検出された当該期の遺構との直線距離は、 S102は北西に21m、 S105は南西に25m、 S106は

南東に21m、 S109は南東に32mを測る。

[重複関係]S D29。 S104と 重複し、本遺構が新しい。

[住居の方向]N-31° ―W。 残存状況の良好な西壁を基準としている。

[平面形・規模]平面形は方形である。規模は北壁4.03m、 東壁108m、 南壁3.66m、 西壁409mである。

[堆積土]暗褐色土主体で 6層 に細分した。 1層 と3～ 4層 において大量に礫が投げ込まれており、

断続的に礫を廃棄していたと考えられる。

[壁・床面]壁は外傾して立ち上がる。壁高は20～ 32cmで あるが、斜面下方の東壁の残存状況は良く

ないものの壁高は12cmである。床面はⅣ層を掘り込んで形成され、若千斜面の傾斜に沿っているが概

ね平坦である。貼床等は確認できなかった。

[カマ ド]袖 と燃焼部、煙道を検出した。煙道は攪乱により削平されほとんど残存していない。カマド

は北壁の東壁寄り、中軸線は壁に直交して設置されている。中軸線と東壁の距離は1.06mで ある。軸線

方向はN-30° ―Wである。袖は灰黄褐色上を貼り付けて構築している。燃焼部は若干住居内部に傾斜

しており、中央に平面形は不整形、規模が68× 54cm、 層厚 8 cmの焼成面がある。煙道は煙り出しに向

かって緩やかに傾斜して形成され、残存部分は焼成面から64cmである。煙道構築方法は今」抜式である。

[土坑・柱穴]土坑 1基、柱穴 4個を検出した。

S K01は 、平面形は円形、規模が58× 51cm、 深さ8 cmである。壁は緩やかにタト傾しており、底面は

概ね平坦である。上坑の中央には、土師器甕 (21)を 倒立させて埋設しており、土師器郭 4点 (14～

17)が入れ子になっていた。本遺構の機能は貯蔵穴と思われる。

柱穴 4個はカマ ドが存在している北東隅以外の隅に位置している。 P04以外の柱穴は形状・規模共

に近似している。

[遺物]土師器946点、須恵器11点、鉄製品 1点、石器 1点が堆積土中位と床面から出上している。ま

た先述したように礫が750点 (412kg)、 堆積土上位から中位において大量に認められた。

7～ 24、 30・ 32～ 34が床面から出上したもので、それ以外は堆積土中である。 7～ 13、 25～ 28は土

師器杯。 Ia類は 9のみでそれ以タトの大半は Ib� ・�類に含まれる。底部切り離しは回転糸切りであ

る。床面と堆積土から出上した土師器杯は同一形態で、法量においても差が認められないことからほ

ぼ同時期と考えられる。14～19は杯Ⅱ類で、14～18は Ib�類、19は Ⅱbi類。14～ 17は土師器甕 (21)

の入れ子である。20～ 24・ 29は土師器奏で、21が I類である以外はⅡa類である。30～ 33は須恵器。30

は杯、31'32は甕、33は壷である。34は鐙と思われるものである。またはS K08か ら出土している土師

器杯と床面から出土したものが接合している。 S K08の廃絶と本遺構の使用時期は同時期と考えられる。

[遺構時期]平安時代である。

[備考]S KOlか ら出上した土師器甕内の堆積上を種実同定しており、麦類が検出された。詳細は295

頁に記載している。

-80-



柱穴 黒褐色土 (10YR3/2)
粘性、 しまり共に強い。

Ⅶ 瀬原Ⅱ遺跡

m

SK01

Ｓ‐。

．

２

ａ

ｔ

ｉ

＆

暗褐色上    (10YR3/4) 粘性やや弱い。しまり強い。φ3～ 5111mの焼土と炭化粒を少量含む。
褐色土     (10YR4/4) 粘性、しまり共に強い。

重糧色圭  社麗 8範 桂並|を ま否掻諌∫矛r謡 絶 窪 慧 O鞣 を多く含む層。
にぶい黄褐色土 (10YR4/3) 粘性やや多く、しまり強い。
にぶい黄掲色上 (10YR4/3) 粘性、しまり共に強い。

P02

朗一中

SK01
1 暗褐色土  (ltlYR3/4)粘 性、しまり共に強い。

歩誓暮Yμ
の汀ヒ粒を

m            m

P03

第47図 S 103
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2 検出された遺構と遺物

SPC

〕犠E望画
伽層とヽ
鵜 心

3. 暗褐

“

土    (10YR3/3)

4 にぶい黄褐色土  (10YR4/3)

5 暗褐色土    (loYR3/4)

6.贈褐色土 (10YR3/3)

7 5層 に頼帆
8 灰費鶴色工   (loYR4y21
9 暗掲色土    (loYR3/41

擬権蓬と農坐森振雲事
強氏″枷 の

笈蘊爆鯉 い。予
'～

5_の

技線と驀隼夢好暮喜砕
い。
'3～

5mmの

誓継差豪暮ぽⅢφ
‐10-の対嚇

蟻蛍蟻!糞
に摯準鰐 蓋缶のhtL

m

●OYR4/41捗
可霧
、し
:J酸
い。媚 より混入物

●OYR4/8■
警常羊歩茸繁 r騨

｀ F3-5mmD炭化粒

[彗C移早警騒と羅船
ra_5mmO

(7 5YR4/4)蜂 ■プロツクを多く含む。粘性、しま,
共ヤこ強い。

1解璃艤磯上繊4馨ζす錯協の

飽一枷

10褥色土

11 になぃ黄褐色土

12.に本い贅褐色土

13 にがい赤鶴色土
14.褐色土

15.灰費褐色土
16 黒掲色土

-82-
第48図  S 103カ マ ド



Ⅶ 瀬原Ⅱ遺跡

9 (1:6ω   仲

S103遺物出土状況

S104

[位置 。検出層位]S Ⅷ23。 24、 TⅧ 3グリッドに位置する。検出層位はⅣ層。立地状況はS103と

同様である。西壁から70cm東に段丘崖が存在している。重複している遺構により削平され、また段丘

崖が崩落しているため残存状況は悪 く南壁を部分的に確認できただけに留まっている。周辺に検出さ

れた遺構との距離もS103と 同様である。

[重複関係]S102、 S D29と 重複し、 S103よ り古くS D29よ り新しい。

[住居の方向]N-61° ―E。 残存状況の良い南壁を基準としている。 S103と ほぼ同じである。

[平面形。規模]平面形は確認できた隅から方形と考えられる。規模は南壁4.78m、 東壁3.41mである。

[堆積土]灰黄褐～にぶい黄褐色土主体で 2層 に細分した。

[壁・床面]壁はタト傾して立ち上がる。残存状況が悪く壁は僅かに立ち上力Sり 、壁高は 6～ 12cmであ

る。床面はⅣ層を掘り込んで形成され、概ね平坦である。貼床等は確認できなかった。

欝
第49図

儀 。 ) 。

φ
ttgei愚与

ど
Ψ
  Ss倦
 :
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2 検出された遺構と遺物

13
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第50図 S103出土遺物 (1)



26

涯5面

34 9                1.2              109m

第51図  S103出土遺物 (2)
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2 検出された遺構 と遺物

剖

列

鳩 3

P01

斡

P04・ 05

望一中

P06

斡

301m ＳＷ一軸
暗褐色土 (lllYR3/3)

粘性強 く、しまりやや強い。

S104
1 灰黄褐色土   (loЧ家,2)粘性やや強く、しまり強い。人為堆積土。
2 にぶい黄褐色土  (ltlYR5/3)粘 性、しまり共に強い。

-86-
第52図  S104



Ⅶ 瀬原Ⅱ遺跡

36 TR

0       1:3      10cm

第53図  S104出土遺物

[カマ ド]検出されなかった。

[土坑・柱穴]柱穴 7個 を検出した。 P02と P04は規模、形状共に類似しているが、その他は規則性

が認められない。

[遺物]土師器129点、須恵器 8点が堆積土中位から底面で出上している。

35。 36・ 39は床面から出土した以外は、堆積土中である。35は土師器必 I biiitt。 36・ 37は土師器

奏工a類。38～40は須恵器甕。

[遺構時期]平安時代である。

[備考]堆積上の 1層は地山に類似した上で硬 くしまっており、それを崩落土とは異なり埋め戻し土

と判断したことから、S104が廃棄後にS1031よ 建て変えられたと考えられる。
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2 検出された遺構と遺物

S 105

[位置・検出層位]UⅧ l・ 6。 7グリッドに位置する。検出層位はⅣ層。東に向かって緩やかに傾
斜する段丘縁辺部の標高30mの斜面上にある。南東壁から15m東に段丘崖が存在している。周辺に検

出された当該期の遺構との直線距離は、 S103は北東に25m、 S106は北東に12m、 S108は南東に

22m、 S109・ 10は東に18mを測る。

[重複関係]S D29,36、 P760と 重複し、 P760よ り古くS D29。 36よ り新しい。

[住居の方向]N-55° 一E。 残存状況の良い南東壁を基準としている。

[平面形・規模]平面形は方形である。規模は北東壁2.98m、 南東壁299m、 北西壁212m、 南西壁2.68

mである。

[堆積土]暗褐色土主体で 3層に細分した。

[壁・床面]壁はタト傾して立ち上がる。壁高は 7～ 16cmである。床面はⅣ層を掘り込んで形成されて

おり、概ね平坦である。貼床等は確認できなかった。

[カマ ド]袖、燃焼部、煙道を検出した。北東壁中央よりやや東寄り、中軸線は壁に直交して設置さ

れている。軸線方向はN-54° ―Eである。袖は右袖のみ検出され、暗褐色粘土を貼 り付けて構築し

ている。燃焼部は皿状に凹んでおり、中央に平面形は不整楕円形、規模が47× 26cm、 層厚10cmの焼成

面がある。煙道は煙 り出しに向かって緩やかに登っており、焼成面から47cmを測る。煙道構築方法は

掘込式である。

[土坑・柱穴]土坑 3基を検出した。 S K02・ 03か ら土師器が出土している。

S K01は カマドの右袖脇に位置している。平面形は不整形、規模が83× 71cm、 深さ12cmである。壁

は外傾して立ち上がり、底面は皿状に凹む。出土遺物は認められない。カマ ドとの位置関係から貯蔵

穴と考えられる。

S K02は 床面中央よりやや南に位置している。平面形は楕円形、規模が47× 31cm、 深さ7 cmである。

壁は外傾して立ち上がり、底面は平坦である。堆積上に大量の焼土と炭化粒を含んでいる。土師器 1

点が堆積土中から出上している。

S K03は床面中央に位置している。平面形は楕円形、規模が53× 31cm、 深さ12～21cmである。壁は

外傾して立ち上がり、底面は平坦である。堆積土中にやや多くの炭化粒を含む。土師器 1点が堆積土

中から出上している。

[遺物]土師器169点、須恵器 2点がカマ ド付近から出土している。48以外はすべて床面出上である。
41・ 42は土師器郭で、41は I b ii類 、42は 工b� 類。底部切り離しはヘラケズリとヘラナデである。

43は土師器鉢で、48の底部と同一個体である。内外面共に土師器杯とは整形方法が異なる。44・ 45は

同一個体の上師器甕 I att。 46・ 47は土師器甕正btt。 器形は鉢に近いが本遺跡の中で両者に跨るよう

な器形が存在し明確に区分できなかったことから奏としている。器形から判断すると同一個体の可能

性も考えられたが、タト面のケズリの位置と内面の調整方法が異なることから、別個体として扱ってい

る。

[遺構時期]平安時代である。
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灰黄褐色土  (10YR4/2)粘性、しまり強い。φ5～ ltlmmの 炭化粒と焼土を微髭含む。地山ブロ

暗褐色土   (10YR3/3)粘性、しまり共に強い。

Ⅶ 瀬原Ⅱ遺跡

SK01
1 灰黄褐色土  (10YR4/2)粘 性、しまり共

に強い。 φ5～
2thの炭化粒と
焼上を微量含む。

(10YR4/4) 粘性、 しまり共に強

杞維と議王響歩窪暦
含む。

SK03

SK03
1 灰黄褐色土 (10YR4/2)粘性、しまり共に

弥着ヒ逢翼穆
く含む。

2 褐色土   (10YR4/4)粘性、しまり共に
強い。灰自色の粘

土プロツクを少量

含む。

m

SK02
1 褐色土

Ю

■

２

ックを微量含む。

第54図  S 105
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2 検出された遺構と遺物

S105 カマ ド
1  住居断面の 1層 と同じ。
2  にぶい黄褐色土 (10YR4/3)
3  にぶい黄掲色土 (lllYR5/3)
4  褐色土     (75YR守 3)
S  褐色土     (7 5YR4/4)
6  明褐色土    (7 5YR5/6)
7  にぶい黄褐色土 (loYR4/3)
8  黒色土     (loYR2/1)
9  5層 に類似。
10 暗褐色土    (loYR3/4)
H 4層 に類似。混入物が増す。
12 にぶい黄褐色土 (loyR5/3)
13 褐色土     (10YR4/4)
14 褐色土     (loYR4/7)
15 暗掲色土    (ltlYR3/4)
16 褐色土     (7 5YR4/3)
17 暗褐色上    (loYR3/3)
18 赤褐色土    (5YR4/6)
19 灰黄褐色土   (loYR4/2)
20 灰黄褐色土   (10YR4/2)
21 掘 り方
22 暗褐色土    (10YR3/4)
23 土坑埋土。

事ξi馨粋三観議壇嚢:三脇 占ぜ4勇Ω苦を鯰む。
粘性、しまり共に強い。焼土を多 く含む。
粘性、しまり共に強い。

粘性、しまり共に強い。後世から混入。

粘性、しまり共に強い。炭化粒を微量含む。

粘性、しまり共に強い。カマ ド崩落土。

権桂t慶′交に誰士モ″
5～ 71114の炭化粒含む。

権独慶′難獣モ途主ゼ号謡Y越混ち馬撃蟹乾急
む。

雑桂i慶 4糞に毯状:焼五
Юのmtnの焼上と炭化粒を少量含む。

藉維羊単轟4苦 [警f&干
入物力Ч帳より減る。

粘土。袖構築上。粘性、しまり共に強い。

⑩
⑮

の
謬
］

０

⊂

0    (1:60)    2m
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第55図 S105遺物出土状況



第56図 S105出土遺物

Ⅶ 瀬原Ⅱ遺跡
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2 検出された遺構と遺物

S 106

[位置・検出層位]T Ⅷ25、 UⅧ 5グリッドに位置する。検出層位はⅣ層。東に向かって緩やかに傾

斜する段丘縁辺部の標高30mの斜面上にある。東壁から9m東に段丘崖が存在している。周辺に検出

された当該期の遺構との直線距離は、S103は北西に211xl、 S105は南西に12m、 S109は南東に10

mを測る。遺構上面は削平されているため残存状況は悪く、ほぼ床面で検出している。

[重複関係]S D31、 P947～ 949と重複し、本遺構が古い。

[住居の方向]N-14° ―E。 東壁を基準としている。

[平面形・規模]平面形は残存している箇所から方形である。残存している規模は東壁2.26m、 南壁

2.45mである。

[堆積土]灰責褐色土である。

[壁・床面]壁は東壁と南壁が残存しているが、壁高は5 cm前後である。斜面上方の壁は残存してい

ない。床面はⅣ層を掘り込んで形成され、硬 くしまる。若千西壁側が高くなるもののほぼ平坦である。

貼床等は確認できなかった。

[カマ ド]検出されなかった。

[土坑・柱穴]土坑 1基、柱穴 3個 を検出した。

S K01は 、平面形は不整形、規模が70× 64cm、 深さ1lcmである。壁は外傾して立ち上がり、底面は

凹凸が認められる。

柱穴はP03以外は概ね規模と深さ共に近似している。

[遺物]土師器171点が地積上下位から床面付近で出土している。49～ 52は土師器郭。52が Ia類であ

る以外は Ib類である。

[遺構時期]平安時代である。

S 107

[位置 。検出層位]VⅨ 2・ 3・ 7・ 8グリッドに位置する。検出層位はⅣ層。南と東に向かって緩
やかに傾斜する段丘縁辺部の標高約30mの斜面上にある。東壁から4m東に段丘崖が存在している。

周辺に検出された当該期の遺構との直線距離はS108は北西に 3m、 S109は北に8mを測る。攪乱

により北東隅は削平されている。

[重複関係]S B44・ 45、 S D47と重複し、 S D47よ り新しく掘立柱建物跡より古い。

[住居の方向]N-79° 一E。 南壁を基準としている。

[平面形・規模]平面形は方形である。規模は北壁1.54m、 西壁4.1lm、 南壁3.54m、 東壁1.41mであ

る。

[堆積土]暗褐色土主体で 5層に細分した。

[壁・床面]壁は外傾して立ち上がる。西壁のみ残存状況が良く壁高は10cmを測り、それ以外は 5 cm

前後である。床面はⅣ層を掘 り込んで形成され、やや東壁に向かって傾斜しているものの概ね平坦で

ある。

[カマ ド]検出されなかったが、攪乱内に焼上が認められたことから、北西側に設置されていた可能

性がある。

[土坑・柱穴]土坑 1基、柱穴 7個 を検出した。

S K01は 北西隅にある。平面形は不整楕円形、規模が1.01× 064m、 深さ17cmである。壁は外傾し

て立ち上がり、底面は概ね平坦である。底面付近で土師器90点が出土している。
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Ⅶ 瀬原Ⅱ遺跡

た  @
ぶ＼     P947

②
P04

Ω9〆

灰黄褐色土 (10YR4/2)粘性、しまり共に強い。φ5～ 7mmの炭化粒を少量含む。

SK01

SK01
1 住居断面の1層 と同じ。
2 にぶい黄褐色土 (10YR6/3)地山崩落土。粘性、しまり共に強い。
3 黒褐色土 (25Y3/2)   粘性、しまり共に強い。φ5～7mmの炭化粒と焼土を少量含む。

P01

柱穴 黒褐色土 (25Y32)粘 性、 しまり共に強い。

P03

斡

P04

斡

0        1:3       10c卿

第57図  S106・ 出土遺物
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2 検出された遺構と遺物

S107
1 灰黄褐色土   (loYR4/2)
2 灰黄褐色土   (loYR4/2)
3 1層 に類似。地山の混入物がます。
4 灰黄褐色土  (loYR5/2)
5 1層 に地山崩落土を多量に含む。

SK01

SK01
1  焼土と炭化粒を多く含む。
2  灰黄褐色土  (loYR4/2)地山崩落土を多く含む。
3  灰黄褐色土  (loYR4/2)地 山崩落土を多く含む。

韓桂辛率亀表P鴨堪i三
5聖

薯財権扶協群多髪亀鍵尋
含む。

粘性やや弱い。しまり強い。地山崩落土を多く含む。

醐一呻側里 朗一め
SPF   Po3 P04   SPC

P1227
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第58図 S107
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2 検出された遺構と遺物
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第60図  S107出土遺物 (1)
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Ⅶ 瀬原I遺跡
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第61図 S107出土1遺物 (2)
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2 検出された遺構と遺物
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第62図  S107出土遺物 (3)
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Ⅶ 瀬原Ⅱ遺跡
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2 検出された遺構と遺物

柱穴は北西 。南西隅にある。平面形・規模共に類似している。

[遺物]土師器1664点、須恵器76点、陶磁器 1点、鉄製品 1点、鉄滓 5点などが埋土中位から床面で

出上している。特に北西隅にある土坑付近で土師器がまとまって認められた。53～ 66・ 73は床面から

出土した以外は、堆積土中からである。

53～ 58、 67～ 79は土師器杯。54が Ibi類、67・ 73・ 77が Ia類である以外は、 I b ii・ iti類に分類
される。本遺構においては出土層位を問わず Ib� 類が主体である。底部切 り離しは概ね回転糸切り

である。59は土師器Ⅲbtt。 器厚が厚いこと́と底部が確認できなかったことから本類としたが、高台

付郭の可能性もある。60・ 80～ 84は土師器Ⅱ類。80がbi類、81がb�類である以外は、破片が多く分
類できない。61～ 64・ 85～ 89は土師器高台付杯。85・ 86が I類、88・ 89がⅢ類である以外は、全て工

類である。高台付郭は I～Ⅲ類のすべて認められているが、高台部の低いb類が主体となる。85の よ

うな Ib類は本遺跡の中でも出現頻度は極めて低い。88・ 89は高台付杯としたが、高台椀と呼称され

ているものである。本遺跡では当該資料が欠損していることと明確に郭と区分できないことからこの

ような扱いをしている。90は土師器鉢。内面が黒色処理されている。65。 91～ 93は土師器奏。65の I

b類以外は、 Iaも しくはⅡa類である。65は S109の床面付近から出上したものと接合していること
から、両遺構はほぼ同時期に存在していた可能性がある。66・ 94～ 111は須恵器。奏が主体で、その他

の器種として94の杯、95。 110。 111な どの壼も僅かに認められる。112は土錘。113は刀子。

床面から出上した鉄津 3点の成分分析を行った結果、精錬鍛冶淳の可能性が高いとのことであった。

詳細は268頁に記載している。

[遺構時期]平安時代である。

[備考]床面と堆積土中から出上した土師器は、ほぼ同じ器形であることから時間差はないものと思
われる。

S 108

[位置 。検出層位]U Ⅸ21・ 22、 VⅨ l・ 2グ リッドに位置する。検出層位はⅣ層。南と東に向かっ
て緩やかに傾斜する段丘縁辺部の標高約30mの斜面上にある。北壁から4m東に段丘崖が存在してい
る。周辺で検出された当該期の遺構との直線距離は、 S109は北に 4m、 S105は北西に22m、 SI
07は南東に3mを測る。遺構上面は削平され、ほぼ床面で検出している。
[重複関係]S B44・ P1396と 重複し、本遺構が古い。

[住居の方向]N-37° ―W。 南西壁を基準としている。

[平面形・規模]平面形は残存 している箇所から方形の可能性がある。規模は北西壁3.59m、 南西壁
3.35m、 床面の計測であるが北東壁3.01m、 南東壁3.26mを測る。

[堆積土]暗褐色上である。

[壁・床面]壁はほとんど残存せず、確認できた北西・南西壁の壁高は4 cm程度である。床面はⅣ層
を掘り込んで形成され、硬 くしまりほぼ平坦である。部分的に貼床の可能性がある堆積上を確認でき

ているが層厚は極めて薄い。

[カ マ ド]検出されなかった。

[土坑・柱穴]土器埋設遺構 3基、柱穴 7基 を検出した。土器埋設遺構は三角形状に配置され、
S R01と 02の直線距離は約30cm、 S R02と 03の直線距離は約30cm、 S R01と 03の直線距離は約70cmで

ある。

S R01は確認できた床面中央より東狽1にある。奏が正位に埋設され、脇は小石が詰められていた。
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暗掲色土  (lllYR3/4)粘 性、しまり共に強い。
灰黄褐色土 (lllYR5/2)粘性、 しまり共に強い。暗褐色プロックを少量含む。

表土。

Ⅶ 瀬原Ⅱ遺跡

O          m

謝

引

田一輛

P02

里側一的

柱穴 暗褐色土 (10YR3μ )
粘性、しまり共に強い。

SR02

暗褐色土 (loYR3/4)粘性並、しまり強い。φ5～ iO―の焼上、
炭化粒を含む。

黒褐色土 (loYR2/2)粘性、しまり共に強い。

SR03
1  暗褐色土 (10YR3/4)粘性並、しまり強い。

爾謎磐窓笹
上、

m

常
鋭
弾 ◎_弟 ズ鉱Q

SR01 SR03

暗褐色土 (10YR3/4〉 粘性並、しまり強い。

第64図  S 108
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2 検出された遺構と遺物

0      (1:60)      2m

第65図  S108遺物出土状況

平面形は円形、開田部径が36cm、 深さ8 cmで ある。掘 り方の壁は外傾し、底面は平坦である。出土遺

物は埋設された土器以外に堆積土中から1点出土している。

S R02は確認できた床面中央より北東側にある。灰釉陶器長頚壺と土師器奏が正位に埋設され、他

の 2基 とは異なり、焼土・炭化粒を含む堆積上が認められた。平面形は不整円形、規模が73× 59cm、

深さ15cmである。底面に小穴を有するが、この小穴に灰釉陶器が据えられていた。出土遺物は埋設さ

れた土器以外に堆積土中から2点出土している。              、

S R03は確認できた床面のほぼ中央にある。甕が正位に埋設され、脇は小石が詰められていた。平

面形は円形、開田部径が36cm、 深さ1lcmである。掘り方の壁は外傾し、底面は平坦である。出土遺物

は埋設された土器以外に堆積土中から1点出土している。

これらの遺構に伴う土器は遺構上面が削平されているため一部残存していないがほぼ完形に復元で

きる。また土器は潰れていたが、本来の姿を想定していくと遺構の深さから体部上半部より上は露出

○

０
　

◎

　

◎
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Ⅶ 瀬原Ⅱ遺跡

していたものと想定される。

柱穴は 7基あるが、 P02・ 10以外は平面形・規模共に類似している。 P01～ 04は南西壁側に直線上

に配置されているが、対応する北東壁ではP07のみが存在しそれ以外は確認できなかった。

[遺物]土師器494点、須恵器21点、灰釉陶器 3点が床面と柱穴から出上している。114～ 120・ 122～

125は床面、それ以外は堆積土中である。126は重複する柱穴から出土したものであるが、本遺構の遺

物として掲載した。

114～ 116・ 126～ 128は土師器杯。128がⅡ類である以外は I類である。 I類の中では116がbi類で、

その他はb� ・�類に分類される。本遺構では Ib五 ・�類が主体となる。底部切り離しは概ね回転糸

切りである。117～ 120は土師器甕。117は S R02、 118は S R01、 119は S R031こ埋設されていたもので

ある。117は 工a類でタト面にタタキ、底部には網代痕が認められる。118・ 119は Ia類で、同一の整形方

法と法量である。120は I att。 121・ 122,129～ 131は須恵器甕。123～ 125は灰釉陶器壺である。126は

S R02に埋設されていたものである。産地はすべて東濃窯で、125は大原 2号窯式、123・ 124は光ヶ丘

1号窯式である。胎土は白色を呈し緻密である。123は長顎壺頸部。灰釉の刷毛塗りの痕跡が認められ

る。124は壷類の底部。タト面は回転ヘラケズリが認められる。125は長頸壼。外面は回転ナデ、肩部下

方から底部にかけては回転ヘラケズリが認められる。一部ロクロロが確認できる。頸部は二段接合。

底部は高台部より張り出しており、高台部の摩耗は少なく整形がやや粗雑である。底部には砂粒が付

着し、ヘラの痕跡も明瞭に残る。刷毛塗りの痕跡が体部下半まで認められる。

[遺構時期]平安時代である。

[備考]3基の上器埋設遺構が床面に設置されていることから、本遺構は地鎮に伴う祭祀遺構の可能

性がある。

S 109

[位置・検出層位]UⅨ 6・ 7・ 11'12グリッドに位置する。検出層位はⅣ層。東に向かって緩やか

に傾斜する段丘縁辺部の標高30mの斜面上にある。東壁から2m東に段丘崖が存在している。周辺で

検出された当該期の遺構との直線距離は、S105は西に18m、 S106は北西に10m、 S103は北西に

32m、 S107は南に 8m、 S108は南に4mを沢1る。

[重複関係]S110'11と 重複し、 S110よ り古くS111よ り新しい。

[住居の方向]N-89° ―W。 北壁を基準としている。

[平面形・規模]平面形は方形である。規模は、北壁2.88m、 西壁374m、 東壁3.03、 南壁0.14mであ

る。東壁と南壁は残存している床面を計測している。

[堆積土]灰黄褐色土主体で17層に細分した。北西隅付近では 5層中に焼上が廃棄されていた。遺物

が堆積土上位から大量に出上したが、焼土以外の人為堆積は認められなかった。

[壁・床面]壁はタト傾して立ち上がる。床面はⅣ層を掘り込んで形成され、概ね平坦である。貼床等

は認められなかった。床面中央よりやや南で炭化粒の広がっていたが、焼土は検出されなかった。

[カ マ ド]検出されなかった。

[土坑・柱穴]柱穴 1個を西壁で検出した。炭化粒は、平面形が不整形、規模が65× 45cmで ある。

[遺物]土師器3896点、須恵器31点が堆積土上位から床面で出土している。床面で礫が広がり、106点

(103kg)出上している。これらはほとんど被熱はしていない。床面から出土したものは132～ 134、

それ以外は堆積土中である。ちなみに135～ 175。 207は呑号を付し取り上げている。

132～ 150・ 173～ 191は土師器郭 Itto a・ bi・ b� 類が認められ、a・ b� 類が大半を占める。133・
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2 検出された遺構と遺物
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第66図  S108出土遺物 (1)
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第67図  S108出土遺物 (2)
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2 検出された遺構と遺物

ょる霜糧皇
土 社I瑶!範桂霊,ゼど称銘まま竃置歩と物ゼ歩rttY伴とAELを少量含む。遺物が多量に出上。

3 灰褐色土    (loYR3/2)粘 性、しまり共に強い。
4 灰黄褐色土    (10Ⅵ磁″)粘 性、しまり共に強い。
5 暗褐色土    (loYR3/4)粘 性、しまり共に強い。下層に焼土力拡 がっている。

身穏恨象妾掲色土社I謡謡8雑権ぉ単基よ否七警サ推袂:～
おmmの炭化粒を少量含む。

8 暗褐色上    (10YR3/3)粘 性並。 しまり強い。
9 灰黄褐色土   (loY勲腔)粘 性並。 しまり強い。地山プロックを多 く含む。
10 8層 に類似。

と 思 鏡  
住∝ Rψ )粘 性並。しまり強い。 φ5～ lmmの 舟 ヒ粒を少量含む。

13 5層 に類似。
14 暗褐色土    (10YR3/3)粘 性並。しまり強い。
15 9層 と類似。

冷歴望
笠 社:盤!範桂:ご勁笑庭緞坤 ~5mmの炭火粒と焼土を催誂

電
ド
＋
―

醒一中
桂穴 暗褐色土
(10YR3/3)

第68図  S 109

135～ 137・ 140～ 142・ 144・ 146。 174は a類。132・ 138・ 139'175。 177は b五 類。176イよbi類。底部片

の多くはb� ・�類に含まれる。a・ b類では整形が若千異なり、b類が底部内面が平坦なのに対して、

a類は中央が深 く窄まり平坦な面が少ない。また器厚はb類 よりa類の方がやや厚 くなる。151～ 154・

157・ 158・ 192～ 1961よ土師器杯Ⅱ類。主体はb�類である。152は b� 類。153・ 192～ 194は biii類。底

部片はb五 ・�類に含まれる。1921ま b�類としたが、口縁部形態が160と 類似 していることから高台付
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Ⅶ 瀬原Ⅱ遺跡
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第69図  S109遺物出土状況

杯の可能性がある。155'156は土師器杯Ⅲ類。159～ 165・ 197～ 203は土師器高台付杯。底部片が多 く

出土している。Ⅱ類が主体であり、a・ b類で比べると高台が高いa類が多くを占める。口縁部まで残

存 しているものの中に土師器郭�類と類似 した口縁形態が認められる。166・ 167・ 204・ 206・ 207・

208は土師器甕。208が Ⅱb類 となる以外は Ia・ ェa類である。205は土師器鉢。168～ 172・ 209～211は

須恵器甕。

ここでは本遺構とS110を精査する際に入れたトレンチとS110の間に存在する攪乱から出土した

遺物も合わせて掲載している。212～219がそれらに該当する。212は灰釉陶器、産地は東濃窯、光ケ丘

1号窯式。S108S R02か ら出上した長顎壷の日縁部で同一個体である。外面は灰釉が刷毛塗りされ、

内面は自然釉である。

[遺構時期]平安時代である。

[備考]T7に おいて遺物が大量に出上しているが、本遺構の遺物も一部取 り上げている可能性があ

る。また、床面と堆積土中から出上した土師器を分けて掲載したが、ほぼ同じような器形であること

から時間差はないものと思われる。

‐７２
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2 検出された遺構と遺物
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第70図  S109出土遺物 (1)

0        1:3       10cm



ヽ 81弱 ▽ 闇

1開

Ⅷ 瀬原Π遺跡

障

‐
‐６

＼

ッ

1“

‐６８

耳

‐７０

第71図  S109出土遺物 (2)
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2 検出された遺構と遺物
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第72図  S,09出土遺物 (3)
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Ⅶ 瀬原Ⅱ遺跡
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第73図  S109出土遺物 (4)
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2 検出された遺構と遺物

S 110

[位置・検出層位]U Ⅸll・ 12・ 16・ 17グ リッドに位置する。検出層位はⅣ層。東に向かって緩やか
に傾斜する段丘縁辺部の標高30mの斜面上にある。東壁から2m東に段丘崖が存在している。周辺で

検出された当該期の遺構との直線距離は、 S105は西に18m、 S107は南に 8m、 S108は南に4m
を測る。

[重複関係]S109・ 11、 S B44と 重複し、竪穴住居より新しく掘立柱建物跡より古い。

[住居の方向]N-85° 一E。 南壁を基準 と́している。

[平面形・規模]平面形は方形である。規模は、西壁422m、 南壁3.34m、 東壁394m、 北壁3.32mで

ある。北・東壁は一部残存している床面を計測している。

[堆積土]暗褐色土主体で10層に細分した。堆積土上位から中位にかけて多くの焼土と炭化粒を含ん

でいる。ただし廃絶行為と思われる堆積土は認められない。

[壁 ・床面]壁は外傾して立ち上がる。西壁の一部は階段状を呈している。残存する西・南壁の壁高

は16～20cmで ある。床面はⅣ層を掘り込んで形成され、ほぼ平坦である。貼床等は認められなかった。

床面中央よりやや西寄りで炭化粒のまとまりを確認できた。

[カマ ド]検出されなかった。

[土坑・柱穴]焼土遺構 1基、柱穴 7個 を検出した。

S F01は 床面中央よりやや東側にある。平面形は不整形、規模が74× 73cm、 層厚 5 cmである。

柱穴は住居の平面形とは異なるが、概ね住居隅に配置されている。平面形・規模共に類似している。

[遺物]土師器3917点、須恵器46点が堆積土中位から底面で出土している。また、重複するP1391か

らも多くの遺物が出上している。床面から礫が35点 (26kg)出土している。これらの礫は被熱してい

ない。土器は、220。 235'237～ 252が床面を中心に出土しており、236と それ以外は堆積土中である。

本遺構とS110を調査する際に設定したトレンチと攪乱から出土したものを第79図 に掲載した。

220～ 236・ 253～270は土師器郭 Itto a・ bi・ b五 ・b iti類が認められ、主体はb� 類である。226・

227・ 236・ 257・ 259。 260・ 268・ 269イよatto b i類 イよ221の みである。 220。 224・ 225。 228・ 253は b ii

類①222・ 223はb�itt。 底部片が多数あることから不明な点が多いものの、概ねb ii o i�類に含まれる。

底部切 り離しは回転糸切 りが主体で、静止糸切 りも僅かに認められる。237～ 241・ 271～276は 杯Ⅱ

類。237・ 271がbi類 となる以外は、底部片が多数あることから不明な点が多いものの、概ねb五 ・�

類に含まれる。242～245'277～ 282は土師器高台付杯。 I～Ⅲ類が認められ、主体はⅡ類である。高

台部は高さのあるa類が多くを占める。246は高台付鉢。285。 286は小皿。247・ 248,283・ 284・ 287は

土師器甕。 Ia・ 工a類がある。249～252・ 288～296は須恵器甕。297は土錘。

S107の出土遺物で先述したように本遺構の出土遺物とS107の床面付近から出土遺物が接合して

いることから、両遺構はほぼ同時期に存在していた可能性がある。

[遺構時期]平安時代である。

[備考]T7において大量に遺物が出土しているが、本遺構の遺物も一部取り上げていると思われる。
また、床面と堆積土中から出土した土師器を分けて掲載したが、ほぼ同じような器形であることから

時間差はないものと思われる。ただし、小皿などの存在から若干住居の時期より後続する可能性があ

る。
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1旨

暗褐色土住tlYR%)哲
焼輩と単蒸多で暮愁子議易甥 皆壁。

黒褐色土  (10YR2/2)粘 性、しまり共にやや強い。φ5～20mmの 炭化粒を多く含む。
焼土は1層 より減る。

灰黄褐色土 (10YR4/2)粘性やや弱い。しまり並。

表籍名圭 社試景誌 !難後 慶 ′糞握穀 モ 亀脚 ク警夢t客忌含
む。

暗褐色土  (10YR3/3)粘 性、しまり共に強い。

"5～

30mmの 焼土を多く含む。
灰黄掲色土 (loYR4/2)粘性並、しまり強い。
褐色土   (10YR4/4)粘 性、しまり共に強い。地山プロックを多く含む。
褐色土   (19YR4/6)地 山プロックを多量に含む。人為堆積である。
灰褐色土  (10YR32)遺物包含層。粘性、しまり共に強い。

Ⅶ 瀬原Ⅱ遺跡

赤褐色土  (25YR4/6)

9        (11125)        1ln
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Ｆ

倖

里

Ｓｌｌ

■
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■
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５

＆
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＆

９

Ю
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里朗一ｍ里瑚一軸

エ朗一蜘

斡

P06

斡

0     (1150)      2m

タ

∝
◎
Ｐ‐３９‐

SF01

P07

嘲一帥

第74図 S110
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2 検出された遺構 と遺物

く夏ミ三三三三三こ:::;ララそを。
く民【:::::]:::'ラア

`:4

彰 2

幾

23

第75図  S110遺物出土状況

S111

[位置・検出層位]U Ⅸ12・ 17グ リッドに位置する。検出層位はⅣ層。東に向かって緩やかに傾斜す
る段丘縁辺部の標高30mの斜面上にある。段丘崖が崩落していることから残存箇所は一部である。

[重複関係]S109。 10と重複し、本遺構が古い。
[住居の方向]N-86° 一E。 南壁を基準としている。

[平面形・規模]平面形は方形と思われる。規模は北壁74cm、 南壁99cm、 南北壁間5.04mである。
[堆積土]黒褐色土主体で 6層 に細分した。

[壁・床面]壁はタト傾して立ち上がり、壁高は14～ 16cmである。床面はⅣ層を掘り込んで形成され、
ほぼ平坦である。

[カ マ ド]な し。

[土坑・柱穴]焼土遺構 1基を西壁際で検出した。
S F01は、平面形は楕円形、規模が41× 26cm、 層厚 3 cmで ある。

鬱。
。ね
彎
琺
e ◎

Ⅷ 抵

― ■4-
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2鵠

第76図  S110出土遺物 (1)
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2 検出された遺構と遺物
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第77図  S110出 土遺物 (2)
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Ⅶ 瀬原Ⅱ遺跡
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第78図  S l10出土遺物 (3)
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2 検出された遺構と遺物

2約    2鉤 半召笙竜1 >=ヒ女

Ⅷイ
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0             1 :3           10cm
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二 唱 望 _____― 一 一 一 ― ―

型 野
m

第79図  S110出土遺物 (4)
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Vll 瀬原Ⅱ遺跡

Ｓｌｌ

■

２

よ

４

，

，

７
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表土。
黄褐色土
暗猾毎土
灰褐色土

,1挙|ヽ章構色上

暗褐色土
黒色土

③
Sm

1鸞置iとを患1抑綴ピ鮪
を転

粘性やや弱く、しまり強い。すS｀ 1∝Wa炭化粒を多く含む。

］・］］］］咆

剛∞

本褐色土 (25YR4/6)粘性弱―い。しまり強い。

任________二生平空と_ギ_____―坪れ

第30図 S111

[遺物]土師器20点が始積上中から出土している。T7において大量に遺物が出土しているが、大半
は本遺構に属すると思われる。

[遺構時期]平安時代である。
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2 検出された遺構と遺物

(2)掘 立柱 建物跡

本調査区からは柱穴1389個 を検出した。調査と平行してプランを把握することが時間的な制約から

できなかったため、整理時に大半の掘立柱建物跡のプランを確定している。各建物については第13・

14表にまとめて記載している。

第13表 掘立柱建物跡観察表 (1)

遺構名 グ リ ト
検出
層位

重複 時期 桁行

桁行 (尺 )

全長 柱 間

S B01 Q V23～
25

RV3～ 5 Ⅳ
SD13よ り古 く、SЮ lよ り新ししヽ。
SB02と の前後関係は不明ぅ 平安時代 256 9・ 8・ 86

S B02
２５

５

一　

”

２３

３

Ｖ

Ｖ

Ｑ

Ｒ Ⅳ
SD14よ り古い。SB01と の前後関係
は不明ω 平安時代 1

S B03 RⅥ l～ 13 Ⅳ
SDllよ り新しい。SB04と の前後関
係は不明。

近世 3 85 ,8  85

S B04 RⅥ l～ 13 Ⅳ
SD■ より新しい。SB03と の前後関
係は不明。

近世 3 235 85。 8'7

S B05
２４

４

２３

３

Ⅵ

Ⅵ

Ｒ

Ｓ Ⅳ 近世 3
140・ 45
5・ 4・ 85

S B06 Q Ⅵ16・ 17 Ⅳ SDllよ り古し 近世 4・ 35

S B07
S V20・ 25
RヽTll・ 1ヤキ Ⅳ SB08と の前後関係は不明 近世 3 ２‐

邪
12・ 9

3 ・ 12 , 75

S B08 S V20・ SⅥ■・16 Ⅳ SB07と の前後関係は不明 近世 6・ 7

S B09 TⅥ 2～ 8 Ⅳ 近世 2

S B10 RⅦ 7・ 12・ 17・ 18 Ⅳ 近世 3
18
176

13・ 5
A氏・氏A・ 氏氏

SBH S Vl123・ 24
TⅦ 3・ 4 Ⅳ 他の建物との前後関係は不明。 時期不明 3

“
“

路
３

弱
開

S B12 S Ⅶ19
SI虹 11

Ⅳ 他の建物との前後関係は不明。 時期不明
65 ・ 8 ' 73
8・ 83'7

S B13 S Ml116・ 21・ 22、

TⅦ 5 Ⅳ 他の建物との前後関係は不明。 時期不明 2 ２．
郷

11 ・ 10
9 。 115

S B14
S T4120・ 25、  S L41116・ 21
↑lllr l . 9 Ⅳ 他の建物との前後関係は不明。 平安時代 出

‐３
125
105

S B15 S II124

TⅦ 4・ 5 Ⅳ 他の建物との前後関係は不明。 時期不明 ・４
鴎

巧
関

“
８

S B16 S LI124・ 25
TⅦ 4 Ⅳ 他の建物との前後関係は不明。 時期不明 2 隅

・３
65
75
７
弱

S B17 S V123-25、TⅦ 4 Ⅳ 他の建物との前後関係は不明。 時期不明
・５
価

10・ 5

95・ 7

S B18 S L4123・ 24、

TⅦ 4 Ⅳ 他の建物との前後関係は不明。 時期不明 2

S B19 S 
�125、  SI皿21
TⅧ l Ⅳ

SK08よ り新しヤヽ。
他の建物との前後関係は不明。 時期不明 2 ・４

鴎
8・ 6
97・ 48

S B20 TⅦ ・Ⅷ Ⅳ
SB21よ り瑠千しい。
他の建物との前後関係は不明。

近世 7 ４７
鶴

3・ 9,10712.55
3・ 9'9'7・ 65'95'3

S B21 TⅦ・Ⅷ Ⅳ
SB20よ りT=く 、 SB24・ 25よ り剤算しし
他の建物との前後関係は不明。

近世 7
19,25'4・ 6・ 9'9・ 5

4533Ⅲ 1259

S B22
Ⅶ

Ⅷ

Ｔ

Ｔ Ⅳ 他の建物との前後関係は不明。 近世 1

S B23 T lll112・ 13・ 17・ 18 Ⅳ
SD29よ り新しい。
他の建物との前後関係は不明。

近世
45'17・ 5
68・ 4・ 45・ 92

S B24 T WI111・ 12・ 16・ 17 Ⅳ
SB21よ り下

=V｀
。

他の建物との前後関係は不明∩ 近世 3
85,8・ 6
8'75。 7

S B25
T Ⅶ10・ 15
TⅧ 6～ 12 Ⅳ

SB21よ りTゴ ヤ`。
他の建物との前後関係は不明ω 近世 3 ３０

郷
8。 14・ 8
0,7・ lR氏

S B26
T Ⅶ20・ 25
TW阻 16-21 Ⅳ

SD31よ り新しい。
他の建物との前後関係は不明6

近世 3 嚇
‐９

7・ 55・ 7

7・ 45'75

S B27 T hl118´ヤ25 Ⅳ 近世 2 5・ 55

S B28 T Ⅶ17・ 18 Ⅳ 平安時代 2
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Ⅶ 瀬原Ⅱ遺跡

梁間

梁間 (尺 )

分類 棟方向 軸線方向 エリア 柱形式 出土遺物 備考
全長 柱間

3 55・ 5・ 6 I 東西棟 N-77° ―E 1 総柱 堆積土中より上師器出土

1 Ⅲ 東西棟 N-75° 一E 1 側柱

1 145 V 南北棟 N-1° ―E 2 側柱 堆積土中より土師器出土

1 V 南北棟 N-1° ―E 2 側柱 堆積土中より土師器出土

l 53・ 53 V 東西棟 N72°  ―ヽV 2 側柱

l Ⅳ 南北棟 N-31° ―W 2 側柱

1 115 V 東西棟 N-45° ‐E 3 側柱

1 Ⅳ 南北棟 N-39°  ―E 3 側柱

1 Ⅳ 南北棟 N‐ 40° 一E 側柱

1
７
獅

V 東西棟 N-77°  ―E 側柱 准積土中より上師器出土

1
11

1■ 2
V 東西棟 N-53°  ―ヽV 側柱 堆積土中より土師器出土

1 163 V 東西棟 N-58°  ―E 側柱 堆積土中より土師器出土

1 Ⅳ 東西棟 N-45°  ‐E 4 側柱

１０

９ Ⅱ N-2° ―ヽV 4 総柱 堆積土中より土師器出土

1 7 Ⅳ 南北棟 N-32°  ―W 4 側柱 堆積土中より上師器出土

2
・０
粥
55'43 Ⅵ 南北椋 N29° ―ヽA「 側柱

1 Ⅳ 東西棟 N-53°  一ヽV 側柱 堆積土中より上師器出土

1 Ⅳ 東西棟 N49°  ―ヽパ「 側柱

1 Ⅳ 南北棟 N-20°  WV 側柱

l
3・ 155'3
3・ 165'3

V 東西標 N83°  ―WV 側柱 堆積土中より土師器・須恵器出土

l V 東西棟 N-88°  ‐W 側柱 堆積土中より土師器・陶磁器出土 庇が付 く

1 Ⅲ 東西棟 N-76°  ‐ヽV 側柱 堆積土中より上師器出土

1 V 南北棟 N-7° ―W 側柱 堆積土中より上師器出土

2
45'85
8.5

Ⅵ 東西棟 N-72° ―E 側柱 堆積土中より上師器・陶磁器出土

2
65.7
65'8

Ⅵ 東西棟 N-88° ‐E 総柱 ? 堆積土中より上師器出土

2
3・ 45
8

Ⅵ 東西棟 N49° ―E 側柱 堆積土中より上師器・陶磁器出土

1 165 Ⅳ 東西棟 N-89°  ―W 偵」柱 堆積土中より上師器出土

2
・
０７

6・ 5
民氏・氏9 Ⅱ N9° ―W 総柱 堆積土中より上師器出土
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2 検出された遺構と遺物

第14表 掘立柱建物跡観察表 (2)

遺構名 グリッド
検出
層位

重複 時期 桁行

桁行 (尺 )

全長 柱 間

S B29
T TH115・ 20・ 25、

TⅧ■～21 Ⅳ 他の建物との前後関係は不明。 近世 5
7・ 45'75'48 47
45・ 65.11・ 65

S B30
T Ⅶ10・
TⅧ 6・

‐４

７ Ⅳ 他の建物との前後関係は不明。 近世 5 盟
３９
85'75'8.77・ 65
8, 105,7・ 135

S B31 TⅧ 7～ 18 Ⅳ
SD29よ り新 しセヽ。
他の建物との前後関係は不明 近世

5,6・ 83
73・ 55・ 65

S B32 T Ⅶ25、 T Ⅵ16～ 21 Ⅳ 他の建物との前後関係は不明。 近 世 4 駆
％

12・ 65
R氏・7
'77

S B33 T Ⅵ113・ 18 Ⅳ
SD29。 SK12よ り男折しい。
他の建物との前後関係は不明。

近 世 2
115
115

6・ 55

S B34 U Ⅶ12・ 17 Ⅳ 平安時代 2 8

S B35 U Ⅶ14 Ⅳ 時期不明 2
錦
認

鍋
３

S B36
U Ⅶ10・ 15
UⅧ 6～ 12 Ⅳ

S105・ SD29よ り房折しい。
他の建物との前後関係は不明。

平安時代 4
65 。 115  9
14・ 8・ 5

S B37 UⅧ■～16 Ⅳ 他の建物との前後関係は不明。 平安時代 5
。

‐７

５・
＆

S B38 UⅧ 3～ 19 Ⅳ SX04よ り新ししゝ。 近世 4 ３０
期

13・ 8・ 9

9・ 8・ 112

S B39
Ⅶ
Ⅷ

Ｔ

Ｔ Ⅳ 他の建物との前後関係は不明。 近 世 4
7・ 44・ 4・ 77
52・ 74・ 83

S B40 U WIl122・ 23
VⅧ 2～ 8 Ⅳ

SD35よ り羽「しVゝ。
他の建物との前後関係は不明。 平安時代 3 6 ・ 85 ' 85

S B41 VⅧ 6・ 7 Ⅳ 他の建物との前後関係は不明。 平安時代 2 78・ 8

S B42 V Lu1 2・ 3・ 7・ 8 Ⅳ 他の建物との前後関係は不明。 平安時代 3
171
170

105 ・ 66
122・ 48

S B43
V Ⅷ15
VⅨ ■ Ⅳ

SB46よ り新しい。
他の建物との前後関係は不明。

中世 4 6・ 65・ 55

S B44 U 
Ⅸ16・ 21
VⅨ 2～ 17 Ⅳ

S107・ 08・ 10、 SD37・ 49よ り新し▼ヽ。
他の建物との前後関係は不明。

中世 7 鶴
３８

|〕■25.12i6'ti 65'65
66S,656254

S B45 V lll110・ 15 20
VⅨ 6～ 18 Ⅳ

SX02よ り古 く、S107・ SD49よ り界汗しヤヽ。
他の建物との前後関係は不明∩ 中世 4

95'65,1354585
175'7519・ 85

S B46
Ⅷ
Ⅸ

Ｖ

Ｖ Ⅳ
SB43よ りT=い 。
他の建物との前後関係は不明。

中世 2 7

S B47 WⅨ
耶「X
5・ 20
1・ 16

V 他の建物との前後関係は不明。 中世 2

S B48
WⅨ
WX
5'20
1・ 16

V 他の建物との前後関係は不明。 中世 2

S B49 WⅨ 4・ 15・ 19。 20 V 他の建物との前後関係は不明。 中世 2 8・ 45

S B50
WⅨ
WX V 他の建物との前後関係は不明。 中世 2 37・ 45

S B51
WⅧ
WⅨ
5・ 20
1 ・ 12・ 16・ 17

V 他の建物との前後関係は不明。 近世 3
“
Ｖ

巧
師
73
1■7

S B52
WⅧ
WⅨ
5。 20
1 ・ 12  16  17

V 他の建物との前後関係は不明。 近世 3
85・ 92・ 48
63・  7  92

S B53 WⅧWⅨ
5・ 20
1 ・ 12・ 16・ 17

V 他の建物との前後関係は不明。 近世
151・ 4
6 ・ 75 ・ 56

S B54 M「LIl119,20 V 近世 1

S B55
WⅧ
WⅨ
5・ 20
1-22 V

SD47・ 48よ り古しヽ。
他の建物との前後関係は不明6 近世

142 ・ 88
55。 45。 13

S B56 XⅨ l・ 2 V 中世 2

S B57 Aヽ/117・ 18・ 22 V SB55よ り羽Fしし 中世 2
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梁 間

梁間 (尺 )
分 類 棟方向 軸線方向 エリア 柱形式 出土遺物 備考

全長 柱間

4
75 65・ 8

7・ 65・ 85
Ⅵ 東西棟 N-77° ―E 5 側柱 堆積土中より上師器・陶磁器出土 庇が付 く

2
75・ 8
A氏・R氏 Ⅵ 東西棟 N-78°  ―ヽAI 5 側柱 堆積土中より上師器出土

4 3・ 45・ 55 Ⅵ 南北棟 N‐ 4° ―E 5 側柱 堆積土中より上師器出土

2 Ⅵ 東西棟 N73° ―E 5 側柱 堆積土中より上師器・陶磁器出土

2 Ⅵ 南北棟 N-11°  ―E 5 側柱 堆積土中より上師器出土

2 65 ・65 Ⅱ 不明 N-35°  ‐ヽAπ 6 側柱

l Ⅳ 南北棟 N-1° ―W 6 側柱 堆積土中より上師器出土

2 I 東西棟 N‐ 83° ‐E 6 総柱 堆積土中より上師器出土

2 Ⅵ 東西棟 N-86°  ―W 6 側柱 堆積土中より上師器・須恵器出土

4
5,3585
16・ 65

Ⅵ 南北棟 N-2° ―E 側柱 堆積土中より上師器・須恵器出土

1
11

11
V 東西棟 N71° ―W 側柱 堆積土中より土師器・須恵器出土

2
11・ 65
9・ 75

I 南北棟 N‐ 3° ‐E 6 総柱 堆積土中より上師器出土

1 7 Ⅳ 東西棟 N-86°  ―E 側柱 堆積土中より上師器出土

2 8 ・57 I 南北棟 N-15° ‐ヽV 総柱

3
3.45'4,4
35・ 65 '55

Ⅵ 東西棟 N-86° ―E 側柱 堆積土中より上師器・須恵器出土

2 155 75・ 8 Ⅵ 南北棟 N-4° ―W 7 側柱 堆積土中より上師器・須恵器出土

3 ２３
邪

9,65,354
6.75'6.4

Ⅵ 東西棟 N-87°  ‐E 7 側柱 堆積土中より上師器出土 東と南に庇が付 く

1 Ⅳ 南北棟 N-2°  ―W 7 側柱 堆積土中より上師器出土

1 Ⅳ 東西棟 N=85°  ‐∬パア 側柱

1 Ⅳ 束西棟 N74° ―E 偵I柱

1 8 Ⅳ 東西棟 N-64°  一E 9 側柱 堆積土中より上師器出土

1 Ⅳ 東西棟 N-67°  ―E 9 側柱 堆積土中より上師器出土

l 122 V 東西棟 N‐ 84°  一ヽV 8 側柱 堆積土中より上師器出土

1 V 東西棟 N78°  ―W 8 側柱

1 V 東西棟 N-83°  ‐WV 8 側柱 堆積土中より上師器出土

1 Ⅲ 東西棟 N-69°  ―ヽV 8 側柱

3
56・ 114

55・ 55・ 6
Ⅵ 東西棟 N78°  ‐ヽAπ 8 側柱

1 Ⅳ 東西棟 N-89°  ―W 8 側柱

1 35・ 47 Ⅳ 東西棟 N71° ‐E 8 側柱

Ⅶ 瀬原Ⅱ遺跡

-123-



2 検出された遺構と遺物

平面プランは 6分類でき、棟数は以下の通りである。

I類 :総柱建物・・・・・・・・ 4棟

Ⅱ類 :総柱建物 (2× 2間 )・ ・ 3棟

Ⅲ類 :側柱建物 (1× 1間 )・ ・ 3棟

Ⅳ類 :側柱建物 (2× 1間)… 18棟
V類 :側柱建物 (桁行が 3間以上梁行 1間 )・ ・14棟

Ⅵ類 :側柱建物 (桁行・梁行共に 2問以上)・ ・15棟

I類は、 3× 2間が主体である。エリア 1・ 6に存在

する。桁行は17～27尺、梁間12～ 175尺である。軸線方

向はS B01・ 36は東西方向であるのに対して、 S B40・

42は南北方向である。これらは堆積土・出土遺物・平面

形状から平安時代と考えられる。

Ⅱ類は、 S B14・ 28で柱間の規模はそれぞれ異なり、

エリア 4・ 5に存在する。平面形状から平安時代と考え

られる。

第81図 掘立柱建物跡範囲図

Ⅲ類は、主に近世の建物に隣接して存在している。

Ⅳ類は、調査区内において隔たりなく存在している。中世か近世の可能性があるが、時期不明が大

半である。桁行は6.8～ 21尺、梁間6.3～ 21尺 と大きさにもばらつきがあるが、概ね桁行が10～ 14尺、梁

間が 7・ 8尺にまとまる。東西方向が11棟、南北方向 7棟である。中世の可能性があるものはエリア

9に存在している。これらは「コ」字状の溝に囲まれ、建物自体が近世に比べ規模がやや小さいこと

から近世以前と判断している。

V類は、 3× 1間が多く存在しており、一部に7× 1間が認められる。近世が主体と考えられる。

桁行は14,3～ 25尺、梁間8.5～ 16.5尺である。軸線方向は11棟が東西方向、それ以外は南北方向である。

7× 1間 は同じ場所に立地し、 S B21→20の順に新しくなる。新しく建てかえることで規模が大きく

なり、庇が付 くようになる。

Ⅵ類は、規模はばらつきがあり規則性は認められないものの、桁行と梁間が同一間数となるものが

多い。それ以外には 3～ 7× 2間、4× 3間、 5× 4間 などがある。東西方向が10棟、それ以外は南

北方向である。 S B43～ 45はエリア 7に存在しており、他と様相が異なることと中世遺物が認められ

逆に近世遺物が極めて少ないことから、中世の可能性があると想定される。

掘立柱建物跡が密集して存在するエリアは 9箇所ある。最も建物が存在しているのはエリア 4・ 5

である。エリアごとで特徴が認められ、以下の通りである。エリア 2は S B03・ 04・ 06・ 10な どが多

数の溝に囲まれている。エリア 4では、 7× 1間 などの近世と工類の平安時代に属するものが重複し

て存在していることから、所属時期を抽出することが困難で不明な点が多い。エリア7は調査区の中で

も他の建物と大きく異なる様相を示している。柱穴は一般的な規模より大きく近世の柱穴に近似してい

るが、平面形状は大きく異なる。エリア 9ではⅣ類のみで形成され、「コ」字状の溝に囲まれている。
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2 検出された遺構と遺物
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Ⅷ 瀬原Ⅱ遺跡
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2 検出された遺構 と遺物

lllレ IC彪 。 域 ぬ 0つ
域 の 0安 域

嵐
|

嘲輌

岬 蜘種
ド 司

③
344

gtrgi甘＼
〃ガ
棒
照
隠
陰
陰
陰
隠
隠
＼
だ
ヽ
封

一則
　
　
　
　
　
一鰤

＼
隠
隠
隠
Ｎ隠�ヽ
Ｋ�だヽ
／隠‐
ョ

＼
＼

だ

ヽ

一餌　　　　　　　　　　　　叩一

「

―

―

―

割

―

―

―

ョ

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
唸
ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

一田
口〕。　　　　一田
　　
　
　　
　
　　
　
　
ＥＰＤ一

953。

0

°
 99己 亀46‐

°360     患

1ギ
  鱒 501

停  劇
311114

中

博  牌      薗

鯉一］

m

第87図  S B18・ 19・ 21

十

坐

前
「

―

劇

―

―

「

―

―

剖

―

―

―

Ｉ

Ｊ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

引

―

―

―

ゴ

ー

ー

引

判

―

引

‐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０

　

（

９　代か）　　。　　Ｓ）　　∩

暉

癒

匪一　　　７

一瀬

-130-



Ⅶ 瀬原Ⅱ遺跡
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2 検出された遺構と遺物
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2 検出された遺構と遺物
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2 検出され.た遺構と遺物
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Ⅶ 瀬原 H遺跡
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2 検出された遺構と遺物
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Ⅶ 瀬原Ⅱ遺跡
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2 検出された遺構と遺物

(3)井 戸 跡

S E01

[位置・検出層位]RⅣ 5、 RVlグ リッドに位置する。検出層位はⅣ層。北に位置する段丘崖に向
かって緩やかに傾斜する標高33mの斜面上にある。周辺で検出された当該期の遺構との直線距離は、

S E02は 】ヒ東に12m、 S101は東に17m、 SBl・ 2は東に10mを沢1る。
[平面形・規模]平面形は円形である。規模は、上端は最大237m、 中端は最大1.88m、 下端は最大径

0.62m、 深さは2.35mである。

[堆積土]灰黄褐色土主体で10層に細分した。 4・ 5層は人為堆積で、多くの地山ブロックと礫が大

量に廃棄されていた。10層は中位から底面にかけて堆積しており、約1.5mグライ化した粘土と砂層が

交互に認められた。

[壁・底面]壁は底面か中端にかけてはほぼ垂直に、そこから上端へは緩やかに外傾して立ち上がる。

底面は砂層まで掘り下げられ平坦に形成され、中端に比べ極端に窄まる。

[遺物]土師器45点、須恵器 4点、陶磁器 3点、礫384点 (279 0kg)、 木製品30点、鉄製品 1点、鉄淳

3点が出上している。土師器と須恵器などの遺物は 3～ 5層の人為堆積土中からの出上である。礫は

4・ 5層において一括廃棄されていた。短刀は、 5層である礫が廃棄されている層と同一標高から出

上し、横位に置かれている状況であつた。木製品は板材が中心で、部材は中端より下位のグライ化し

た層から出土している。

298は土師器甕。299'300は須恵器。297は壺の底部である。301は短刀。302～310は木製品である。

307が杭と考えられ、樹種はコナラ属である。307以外は板材などが多く、樹種はスギが主体である①306・

308は 自然木の可能性もある。図化した遺物は全て樹種同定を行っており、詳細は286頁に記載している。

堆積土中から出上した鉄津 1点の成分分析を行った結果、鍛錬鍛冶淳とのことであった。詳細は268

頁に記載している。

[遺構時期]平安時代である。

[備考]底面付近から検出された炭化材の年代浪1定を行い、較正年代はA D 1030～1160年 との結果が

得られている。詳細は263頁に記載しているが、本遺構の廃絶年代と想定される。周辺に検出されてい

る遺構の年代と比較するとやや新しい年代が提示されている。

S E02

[位置 。検出層位]Q V12・ 13・ 17・ 18グ リッドに位置する。検出層位はⅣ層。段丘崖と近接し、標

高31mの斜面上に位置する。周辺で検出された当該期の遺構との直線距離は、S101は南東に12m、

S B01・ 021ま南に 8m、 S E01は南西に121nを測る。

[重複関係]S D22と 重複し、本遺構が古い。

[平面形・規模]平面形は不整楕円形である。上端は隅九方形、中端から底面にかけては円形である。

規模は、上端は3.15× 2.91m、 中端は164× 1.42m、 下端は0.46× 0.44m、 深さは2.85mである。

[堆積土]暗掲色～にぶい黄褐色土層主体で16層に細分した。 3・ 4層 は多くの地山ブロックが含ま

れており人為堆積である。16層は堆積土中位より下位にかけて形成され、灰黄色のグライ化した粘土

と砂層が交互に認められた。

[壁・底面]壁は底面から中端にかけては外傾し、そこから上端へは緩やかに外傾しながら立ち上が

る。底面は砂層まで掘り下げられ平坦に形成されており、中端に比べ極端に窄まる。
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〇

Ⅶ 瀬原Ⅱ遺跡

SE01
1 暗掲色土    (10YR3/4)粘 性、しまり共に強い。

&及婆鍵権造Ⅲ
ブロツ
(徒寺Ia浙ド紐r雙窃準鯨!。

4 にぶい黄褐色土  (10YRS/4)粘性、しまり共に強い。
地山プロック及び礫が多く混入。
人為堆積である。

5 灰黄掲色土   (10YR4/2)粘 性、しまり共に強い。φ5～ lllmm
炭化粒をやや多く含む。地山プロック

及び礫が多く混入。人為堆積である。

6 にぶい黄栓色土  (10YR6/3)粘性強く、しまり並。崩落土か ?
7 褐色土     (7 5YR4/4)粘 性、しまり共に強い。上層に炭化粒

が多く混入。
8 黄褐色土    (10YR5/6)粘 性、しまり共に強い。地山崩落土。
9 上層に類似しているが、砂質味帯びグライ化した上が混入する。
10灰オリーブ色土  (5Y5/2) 粘性強く、しまり並。部分的に青灰色

土 (10BG6/1)の グライ化ブロツクを

少量混入。

メ豫慈
尊

″

第99図 S E01
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第100図  S E01遺物出土状況 。出土遺物 (1)
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2 検出された遺構と遺物
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第102図  S E01出土遺物 (3)
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Ⅶ 瀬原Ⅱ遺跡
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2 検出された遺構と遺物
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第104図  S E01出土遺物 (5)



O

粘性強 く、しまり強い。5～ 1011aの 炭化粒を並含む。

粘性、しまり共に強い。地山崩落土。

粘性、しまり共に強い。地山崩落土を並含む。

粘性、しまり共に強い。地山崩落土をやや多 く含む。短刀出土。

粘性、しまり共に強い。地山崩落土を少量含む。

粘性、しまり共に強い。地山崩落土をやや多 く含む。

粘性、しまり共に強い。地山崩落土。

粘性、しまり共に強い。地山崩落土。

粘性、しまり共に強い。地山崩落土。灰黄褐色土 (10YR5/2)ブ ロツクを少量含む。

粘性、しまり共に強い。地山崩落上。

粘性、しまり共に強い。地山崩落土。

粘性、しまり共に強い。地山崩落上。

粘性、しまり共に強い。

Ⅷ 瀬原Ⅱ遺跡

0           (1:40)           2m

①

SE02
1 にぶい黄褐色土  (10YR5/4)
2 明黄褐色土    (10YR6/8)
3 暗褐色土     (10YR3/8)
4 褐色土      (10YR4/4)
5 灰黄褐色土    (10YR4/2)
6 褐色土      (10YR4/4)
7 にぶい黄褐色土  (10YR5/3)
8 4層 に類似。地山崩落土。
9 5層 に類似。
10黄褐色土     (10YR5/6)
■ にぶい黄褐色上  (ltlA/4)
と2却唇に類似。地山崩落土。
13明黄掲色土    (10YR6/8)
14 にぶい黄橙色土  (10YR6/4)
15 にぶい黄橙色土  (10YR6/4)
16灰黄色土     (25Y6/2)

第105図  S E02
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2 検出された遺構と遺物
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2 検出された遺構と遺物
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第108図  S E02出土遺物 (3)

0     1:4    1ocrn



Ⅷ 瀬原亜遺跡
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第109図  S E02出土遺物 (4)
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第110図  S E02出土遺物 (5)



Ⅶ 瀬原H遺跡

[遺物]土器35点 ・木製品17点・鉄製品 1点が出土している。土師器は主に2層中、鉄製品は中端よ

り上位の 4層中(農具や板材などの木製品は16層中からである。

311は柱状高台。312は短刀。 S E01の 短刀と同じような出土状況を示しており、横位に置かれてい

た①313～320は木製品である。板材が主体である。313は端部が被熱している。315は不明農具。316は

柄もしくは釣手と思われる。319は不明農具としたが鋤先の可能性がある。表面に刻印と思われるもの

が認められる。320は竪杵。樹種はクリが主体である。図化した遺物は全て樹種同定を行っており、詳

細は286頁 に記載している。         ´

[遺構時期]平安時代である。

[備考]16層 中の遺物とほぼ同じ出上位置から検出した炭化粒の年代測定を行い、較正年代は大D990

～1150年 との結果が得られている。詳細は263頁に記載している。

S E03

[位置 。検出層位]WⅧ 25グ リッドに位置する。検出層位はVtt。 周辺で検出された当該期の遺構と
の直線距離は、 S108は北西に34m、 S K22は 東に12mを測る。

[平面形・規模]平面形は円形である。規模は開口部径が186m、 深さは1.26mである。

[堆積土]暗褐色・黄灰色土主体で15層に細分した。 1層以外は暖やかな堆積が認められることから

自然堆積と考えられる。 1層 には多くの礫が廃棄されている。また、16層は粘土がグライ化し、底面

付近でそれらは厚く堆積している。

[壁・底面]壁は外傾して立ち上がる。底面は砂層まで掘り下げられ平坦に形成されている。

[遺物]堆積土中位からやや上位で須恵器 8点が出土している。他の井戸跡のように木質遺物は認め

られない①

321～327は須恵器。321・ 322は甕の回縁部で、共に頚部に鋸歯状にヘラ書きされている。321は外面

の色調が褐色を呈し、他の須恵器の色調と大きく異なる。これらの同一個体の体部が S108・ 10の地

積土中から出土しており、ほぼ同時期に廃棄されたと考えられる。

[遺構時期]平安時代である。

[備考]精査当初は異なる性格の遺構として登録していたが、他の井戸に比べ規模は小さいものの、

本遺構の深さとグライ化した堆積土や礫が廃棄されていることなどが、今回精査した土坑とは異なる

ため、井戸跡として扱っている。

S E04

[位置・検出層位]VⅧ 4・ 5グ リッドに位置する。検出層位はⅣ層。周辺で検出された当該期の遺
構との直線距離は、近世に属するS B20は北に30m、 中世の可能性があるS B43～ 45は南東に10mを

測る。石組が崩落する危険性があったことから途中で精査を中止している。

[平面形・規模]平面形は掘り方上端は不整円形、中端は円形である。規模は東西4.75× 南北450m、

中端は292× 278m、 円形に配された石組の内径は約1lmである。確認できた深さは206mである①

[堆積土]上面は暗褐～灰黄褐色上が主体である。それより下位の13層で大量の礫が廃棄されている。

これらの礫の出土量は調査期間との兼ね合いから計測を行っていない。

[壁・底面]壁は掘り方は上位から中端にかけては緩やかにタト傾して立ち上がる。中端から下位にか

けて礫が 5段に積み上げられた石組が形成されている。それより下位は素掘りになる。また、今回の

調査では底面は確認できていない。石組の石材は安山岩が主体となるが、衣川でも認められているこ
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2 検出された遺構と遺物

SE03
1 暗掲色土    (10YR3/4)粘 性、しまり共に強い。 φ10Cm前後の礫を多量に含む。遺物包含層。
2 1層 と同じ。礫を含まず地山ブロックを少量含む。
3 黄灰色上    (25Y4r11)粘 性、しまり共に強い。地山ブロックを少量含む。
4 上層と同じ。混入物が減る。
5 オリーブ黒色上  (5Y3/1) 粘性、しまり共に強い。
6 黄灰色土    (25Y守 1)粘性、しまり共に強い。
7 暗灰黄色上   (25Yη2)粘 性やや弱 く、しまり強い。地山ブロック少量含む。
8 黄褐色土    (25Y5/6)粘 性、しまり共に強い。地山崩落土。
9 5層 に類似。礫を混入。
10 6層 に類似。地山ブロックを多 く含む。
11 オリーブ灰色土  (10Y6/9)粘性、しまり共に強い。
12 7層 と同じ。
13 8層 と同じ。
14 オリーブ褐色土  (25Y4お )粘 性、しまり共に強い。
15 緑灰色土    (5G6/1) 粘性、しまり共に強い。

0            (1:40)            2m

３２．

】

打
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３
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第111図 S E03。 出土遺物
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Ⅶ 瀬原 H遺跡

SE04

ケ庚墾名巷土 壮縦景:2難独慶′糞に騒疵φl～ 3mmの角ヒ粒とAErを少量含む。
3 1層 に類似。にぶい黄色 (25Y6/4)の地山崩落上を多 く含む。
4 1層 に類似。混入物は多い。また地山プロックも多 く含む。
5 灰褐色土    (lllYR3/2)粘 性、しまり共に強い。
6 明黄褐色土   (ltlYR6/6)地 山崩落土。本層は下層に取 り込まれる可能性あり。
7 にぶい黄褐色土  (10YR4/3)粘 性やや強い。 しまり強い。6層 に類似 したブロックを多 く含む。
8 灰黄褐色土   (10YR4/2)粘 性、しまり共に強い。
9 灰黄褐色土   (10Y郎 /2)砂層。粘性、しまりなし。
10 4層 に類似。混入物は少なくなる。
■ にぶい黄橙色土  (10YR6/3)粘 性、しまり共に強い。上層のプロックを少量含む。崩落上の可能性あり
12 Ю層 に類似。
13 暗褐色土    (10YR3/3)粘性強く、しまりやや強い。礫を多量に含む。
14 暗赤灰色土   (2 5YR3/1)粘 性、しまり共に強い。漆器出土。
15 にがい黄褐色土  (10YR5/4)主 体。粘性、 しまり共に強い。 (暗褐色土 灰青色土)プロック含む。人為堆積土。
16 掲色土     (IOYR4/4)砂 層。
17 にぶい黄褐色土 (10Y5/3)粘 土層と灰黄褐色土 (10YR6/2)砂層混 じりの土。粘性、しまり共に強い。
18 15層 に類似。
19 暗褐色土    (10YR3/3)粘性、しまり共に強い。
20 灰色土     (5Y6/1) 砂層。 しまりやや強い。粘性強い。

0            (1:40)            2m

第112図  S E04
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2 検出された遺構と遺物
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Ⅶ 瀬原Π遺跡

とから周辺より採取したものと思われる。

[遺物]土師器156点、須恵器20点、国産陶器 5点、灰釉陶器 1点、土製品 1点、木製品 1点が13層 を

中心に出上している。これらの出土遺物は、周辺の遺構からの流れ込みによるものと思われる。

328～337は須恵器甕。338は灰釉陶器。産地は東濃窯、光ケ丘 1号窯式である。外面に自然釉が認め

られる。339～343は国産陶器。339～342は渥美産 。甕。343常滑産・甕。いずれも12世紀後半に属す

る。344は土錘。図化していないが、漆器が出土している。

[遺構時期]出土遺物及び堆積土から中世以降に属する。

[備考]廃絶後に丼戸の上端が崩落した後に、大量の礫が廃棄されている状況が捉えられた。本遺構

が S B20、 S B43・ 44の どちらに伴うものかは現状では判断できない。また、周辺では中世以降の国

産陶器が出上していることから、当該期の遺構が認められないが、周辺に遺構の存在を想定できる。

(4)円 形 周 溝

S Z01

[位置・検出層位]RV3・ 8～ 10。 13～ 15グ リッドに位置する。検出層位はⅣ層。北に傾斜する標

高32mの段丘縁辺部にある。周辺で検出された当該期の遺構との直線距離は、 S101は北西に 4m、

S B01,02は北に lm、 S E01は西に 8m、 S E02は北に1lmを測る。主体部は後世に削平されてい

るため残存していない。また、 S Z02と 重複する箇所には現代の攪乱により削平されている。

[重複関係]S Z02、 S D04、 S K07、 P243・ 244と重複している。 S D04よ りは古 くそれ以外の遺

構より新しい①

[平面形・規模]平面形は「 C」 字状である。規模は最大長932mである。

[周溝規模]溝の幅は056～ 166m、 深さは10～22cmである。北側と南側で様相が異なり、北側は幅

が広く深さもあるのに対 して、南側は幅が狭 く深さも浅い。

[堆積土]暗掲色土主体である。北側では 6層 に、南側では 2層 に細分 した。北側で底面よりやや上

位で炭化粒が不整形に広がる。

[壁・底面]壁は緩やかに外傾して立ち上がる。底面は部分的に凹凸が認められるものの411ね平坦で

ある。

[遺物]土師器72点、須恵器 2点、鉄淳 3点が堆積土中から出土している。大半は細片であるため図

イとしていない。

345は須恵器壺の肩部である。鉄津 2点の成分分析を行い、どちらも鍛錬鍛冶津との結果が得られて

いる。言羊細は268頁に言己載してヤヽる。

[遺構時期]平安時代である。

[備考]底面よりやや上位で不整形に炭化粒が広がり、その周辺から鉄淳が出土している。溝の堆積

過程で、何らかの作業が行われていた可能性がある。ただし焼土は認められないため、直接鍛冶作業

との関連性は窺えなかった。この炭化粒の年代測定を行い、較正年代でA D 1030～ 1160年 と得られた。

詳糸田は263頁に記載している。

-159-



2 検出された遺構と遺物

S Z02

[位置 。検出層位]Q V24、 RV4・ 9グ リッドに位置する。検出層位・位置共に S Z01と 同じであ
る。 S Z01と 重複する箇所の大半は攪乱により削平されている。また主体部 も削平され残存 していな

ヤヽ。

[重複関係]S Z01、 P222と 重複し、本遺構が古い。

[平面形・規模]平面形は削平され「ノ」字状で、南北共に溝は途切れている。規模は最大長6.92m

である。

[周溝規模]溝の幅は1,03～ 1.26m、 深さは 5～22cmで ある。溝の幅は南北共に概ね lm以上で近似

しているが、深さは南北で異なり、攪乱より北側は浅く南側は深い。

[堆積土]暗褐色土主体である。北側では単層であるが、南側は 3層に細分した。

[壁 。底面]壁は概ね緩やかに外傾して立ち上がる。ただし攪乱より北側は残存状況が悪 く壁の立ち

上がりは低い。底面は概ね平坦であるものの、南側は若干凹凸が認められる。

[遺物]土師器28点が出上している。細片のため図化していない。

[遺構時期]平安時代である。

S Z03

[位置・検出層位]V X23、 WX2・ 3・ 8・ 9グ リッドに位置する。検出層位はVtt。 段丘の先端
部に形成されているが段丘崖が崩落しているため、北側と東側は残存していない。また主体部も削平

を受けているため残存していない。

[平面形・規模]平面形は「 C」 字状である。規模は最大長9.21mである。

[周溝規模]溝の幅は1.04～ 1.69m、 深さは40cmである。溝の幅・深さ共に近似 している。

[堆積土]暗褐色土主体で 7層に細分した。

[壁・底面]壁は緩やかに外傾して立ち上がる。底面は若千凹凸はあるものの概ね平坦であるが、や

や南に行 くにつれ標高を下げていく。

[遺物]土師器10点、国産陶器 1点、石器 1点が堆積土中から出上している。土師器は細片のため図

化していない。

346は 12世紀後半の常滑産・奏である。

[遺構時期]平安時代である。
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瀬原Ⅱ遺跡Ⅶ
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第114図  S Z01・ 02
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2 検出された遺構と遺物

SZ01

斡
Ｚ０

１

７

＆

Ｚ０

１

２

　

３醒一め
SZ01 暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

SZ01 8-B'

4  暗褐色土
SZ01 C― C.

2  褐色土

(10YR313)粘 性やや強く、しまり強い。
(10YR3/4)粘 性、しまり共に強い。

(ЮYR3/3)絶涯∵讐蟄写奨世悪F了
ク炭イ艶を微量含む。

φ5～ 8mmの 炭化粒と焼上を少量含む。

(10YR3/3)粘 性、しまり共に強い。φ5-8ェmの炭化粒と焼上を少量含む。

(10YR4/4)神 性、しまり共に強い。φ5-10mmの 炭化粒を微量含む。
SZ02

SX2の 1層 に類似するがやや暗い。炭化粒の量がやや多 くなる。
暗褐色土    (loYR3/4)粘 性、しまり共にやや強い。
にぶい黄褐色土 (ЮYR4/3)粘 性、しまり共に強い。地山プロック少量含む。

争鰐
だが地
出孟晨弟争熱 砲ギК環 。

量含む。

な財銃してぃを解亀苦歩勝 嫉乳
強鳴T5-8…の対眈と焼土を少量誂

7  暗褐色土    (loYR3/4)粘 性、しまり共に強い。5層 より混入物は滅る。

聰加

SZ03
1 灰褐色土
2 暗褐色土
3 黒褐色土

4 灰黄褐色土
5 4層 と同じだが
6 褐色上
7 褐色土

解離1雑篠轍毎t慶イ獣竜亀絆?チ孵歩鱗詳。

(10YR4/2)薙題ギ罵&生奨∴持詩亀微
量含む。

と識駐7『詭亀キ輪り共に強い。軸プロックをやや多く混入。
(10YR4/6)粘性、しまり共に強い。地山ブロックを多く混入。

0       (1:60)       2m

第115図  S Z01～ 03・ 出土遺物
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Ⅷ 瀬原Ⅱ遺跡

(5)土   坑

S K01

[位置・検出層位]S V14・ 15グ リッドに位置する。検出層位はⅣ層。

[重複関係]S D01と 重複し、本遺構が新しい。

[平面形・規模]平面形は精円形である。規模は2,77× 154m、 深さは10～ 14cmである。

[堆積土]暗褐色土主体で 3層に細分した。´

[壁・底面]壁はタト傾して立ち上がる。底面は平坦である。底面よりやや上位で礫が広がる。

[出土遺物]土師器 3点、鉄製品 1点が出土している。また礫が51点 (重量26kg)出上しているが、

廃棄時に投げ込まれたものと考えられる。土師器は細片のため図化していない。347は刀子である。

[遺構時期]平安時代である。

S K02

[位置・検出層位]R Ⅵ16グ リッドに位置する。検出層位はⅣ層。

[重複関係]S D04と 重複し、本遺構が新しい。

[平面形・規模]平面形は円形である。規模は開口部径が1.32m、 深さは52cmで ある。

[堆積土]桶内の堆積土は褐灰～にぶい黄褐色土主体で 6層 に細分した。桶内部の下部にはグライ化

した土層や複数回人為堆積により形成された層が確認されている。桶と掘り方の間は地山ブロックを

多く含む粘土により充填され、桶を固定している。

[壁・底面]壁は垂直に概ね立ち上がる。底面は桶を据えるために平坦に形成されている。

[遺物]規模が約 lmの桶。図化していないが把手と思われる鉄製品 1点が出上している。

[遺構時期]近世である。

[備考]桶内の堆積状況からトイレ状遺構の可能性がある。

S K03

[位置・検出層位]R V15。 R Ⅵllグ リッドに位置する。検出層位はⅣ層。

[平面形・規模]平面形は不整楕円形である。規模は93× 65cm、 深さは21cmである。

[堆積土]にぶい責褐色土主体で 2層 に細分した。

[壁・底面]底面から中端まではほぼ垂直に立ち上がり、そこから上端までは外傾して立ち上がる。

底面は若干の凹凸はあるが概ね平坦である。

[遺物]出上していない。

[遺構時期]時期は不明である。

S K04

[位置・検出層位]RⅥ 9グリッドに位置する。検出層位はⅣ層である。

[平面形・規模]平面形は円形である。規模は、開口部径が57cm、 深さは8 cmである。

[堆積土]黒掲色土主体である。桶の底板上面で灰と思われる層が 1～ 2 cm程度確認できている。

[壁・底面]壁は外傾して立ち上がる。床面は本土坑内には桶が埋設されていることから、平坦であ

る。

[遺物]桶の底板が出土している。腐食しているため残存状況は極めて悪い。サンプリングのみを行っ
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2 検出された遺構と遺物

SK01
1 にぶい黄褐色土  (loYR4/3)

2灰 褐色土     (loYR3/2)
3 灰黄褐色土    (loYR4/2)

祢技テヒ恙こ農杢τ雰量巻愁:～
5mm

粧性、しまり共に強い。

粘性、しまり共に強い。地山崩落土
を多 く含む。

にぶい黄褐色土

褐灰色土

灰褐色土

暗青灰色土

掲灰色～にぶい黄掲色土

粘性、しまりなし。人為堆積土。

φ5～ 10cmの礫を少量含む。
粘性強 く、しまりやや弱い。

地山ブロックを少量含む。

粘性強 く、しまりなし。
理め戻 し上の可能性が高い。

粘性強 く、しまり弱い。

木枠が崩落している。

粘性、しまり共に強い。
やや地山ブロック入る。

粘性、しまり共に強い。

φ5～ lllcmの 礫を少量含む。

粘性弱 く、しまり強い。
地山崩落上を多 く含む。人為堆積。

SK05 -

で
，
半
―

SK02
1 褐色土

2 灰黄褐色土

(10YR4/4)

(10YR4/2)

(10YR4/3)

(10YR4/1)

(lllYR3/2)

(10BG4/1)

(10YR守 1～ 4/3)

蹴一ゆ

剛』

SK03
1 にぶい黄褐色土  (lllYR4/3)

2 暗褐色土     (loYR3/3)

粘性並、しまり強い。

み垂性柵写昏ケ粒
ク少量含む。

粘性やや強く、しま

り強。地山プロッ

ク少量含む。

―

(10YR3/2)粘 性並、しまり強。
地山プロックと

焼上を多 く含む。

(10YR1 7/1)灰 を含む。

坐

―
十
寸
，型

SK04
1灰褐色土

2黒 色土
3板 材

SKOS
I 粘性強く、しまり強い。φ5～ llllllm
の療化粒微量含む。
2 暗褐色土  (loYR3/3)1層 と同じ。
地山プロックを多く含む。

0        (1:40)        2m
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Ⅶ 瀬原Ⅱ遺跡

ている。

[遺構時期]近世である。

S K05

[位置・検出層位]Q V23グ リッドに位置する。検出層位はⅣ層。

[重複関係]S D13・ 14と 重複し、本遺構が古い。

[平面形・規模]平面形は円形である。規模は89× 76cm、 深さは10cmで ある。

[堆積土]暗掲色土主体で 2層 に細分した。

[壁・底面]壁はタト傾して立ち上がる。底面は平坦である。

[遺物]土師器 2点が出土している。細片のため図化していない。

[遺構時期]堆積土及び出土遺物から平安時代である。

S K06

[位置 。検出層位]Q Ⅳ20グ リッドに位置する。検出層位はⅣ層。

[重複関係]本来 S D19と 重複していたと思われるが、削平されており重複関係は不明である。

[平面形・規模]平面形は円形である。規模は99× 86cm、 深さは22cmである。

[堆積土]黒褐色土主体で 4層に細分した。

[壁・底面]壁はタト傾 して立ち上がる。底面はIFAね平坦である。

[遺物]土師器 6点が出土している。細片のため図化していない。

[遺構時期]出土遺物と堆積土から本遺構は平安時代と考えられる。

S K07

[位置・検出層位]RV4グ リッドに位置する。検出層位はⅣ層。

[重複関係]S Z01と 重複 し、本遺構が古い。

[平面形・規模]平面形は精円形である。規模は78× 56cm、 深さは9 cmである。

[堆積土]掲色土主体で 2層 に細分した。 1層 中には炭化粒と焼土を少量含んでいる。

[壁・底面]壁は外傾して立ち上がる。底面は平坦である。

[遺物]土師器 1点が出土している。細片のため図化していない。

[遺構時期]平安時代である。

S K08

[位置・検出層位]S Ⅷ21、 TⅧ lグ リッドに位置する。検出層位はⅣ層。

[重複関係]P500と 重複し、本遺構が古い。

[平面形・規模]平面形は隅丸方形である。規模は1.56× 1.39m、 深さは23cmである。

[堆積土]褐色土主体で 7層 に細分した。 3層上面に礫と焼土、炭化物が大量に投げ込まれていたこ

とから本層のみ人為堆積で、他は自然堆積である。

[壁・底面]壁はタト傾して立ち上がる。底面は概ね平坦である。北西壁付近で焼上が広がつていた。

[遺物]土師器114点、縄文土器 1点、礫141点 (79.5kg)が出土している。大半の土師器は礫の直下

から出上しており、礫と共に一括廃棄されたものと考えられる。

349は土師器杯工bi類。 S103床面出土遺物と遺構間接合している。350は土師器奏Ⅱa類。3481よ
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2 検出された遺構と遺物

縄文もしくは弥生土器である。

[遺構時期]平安時代である。 S103と 同時期と考えられる。

S K09

[位置・検出層位]T Ⅷllグ リッドに位置する。検出層位はⅣ層。
[重複関係]P498と 重複し、本遺構が古い。

[平面形・規模]平面形は不整円形である。規模は1.13× 0。96m、 深さは 5 cmで ある。
[堆積土]暗褐色土である。

[壁・底面]壁は残存状況が悪 く立ち上がりは僅かである。底面は概ね平坦である。
[遺物]土師器 1点が出土している。細片のため図化していない。

[遺構時期]近世以前である。

S K10

[位置・検出層位]T Ⅶ15、 T Ⅷllグ リッドに位置する。検出層位はⅣ層。
[重複関係]P499と 重複し、本遺構が古い。

[平面形・規模]平面形は楕円形である。規模は1.11× 0,98m、 深さは 8～ 16cmである。
[堆積土]褐色土主体で 5層 に細分した。

[壁 。底面]壁は残存状況が悪く立ち上がりは僅かである。底面は概ね平坦であるが、中央より北側
に焼上が多く含まれる小穴を有する。

[遺物]土師器19点、須恵器 1点、陶磁器 1点、土製品 1点が出土している。土器は細片のため図化
していない。351は土錘。

[遺構時期]平安時代である。

S Kll

[位置・検出層位]T Ⅷ14グ リッドに位置する。検出層位はⅣ層。
[重複関係]P751と重複し、本遺構が古い。

[平面形・規模]平面形は楕円形である。規模は1.23× 1.06m、 深さは18cmである。
[堆積土]褐灰土主体で 2層に細分した。

[壁・底面]壁は残存状況が悪 く立ち上がりは僅かである。底面は概ね平坦である。
[遺物]土師器55点が出上している。細片のため図化していない。

[遺構時期]平安時代である。

S K12

[位置・検出層位]T Ⅷ18。 23グ リッドに位置する。検出層位はⅣ層。
[平面形・規模]平面形は楕円形である。規模は1.09× 0.57m、 深さは5 cmで ある。
[堆積土]にぶい黄褐色土である。

[壁・底面]壁は外傾して立ち上がる。底面は平坦である。

[遺物]土師器17′点が出上している。細片のため図化していない。

[遺構時期]平安時代である。
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SK07
1 褐色土     (10YR4/4)粘 性、しまり共に強い。

φ5～ 10mm炭化粒、焼土
を少量含む。

2 にぶい黄褐色土  (10YR5μ )粘性弱く、しまりやや強
い。上層の混入物を多 く

合も。

SK10

Ⅶ 瀬原 H遺跡

(10YR守 4)粘性、しまり共に強い。φ5～ 10
mm炭化粒を微量含む。

(10YR3/2)粘 性並、しまり強い。φ5～ 20mm
焼土微量、炭化材を含む。

(10YR4/61粘 性、しまり強い。
(10YR4/● )粘性、しまり強い。φ5～ 10mm

焼土、炭化粒を少量含む。
(10YR4/2)粘 性、 しまり強い。 φ5～

Юmm焼土、炭化粒を少量含む。
混入物が多くなる。

(5YR3/6)粘性、しまり強い。流出焼土ブロ
ックか。

(10YR4/6)粘 性、しまり強い。地山崩落土。

褐灰色土  (lωR守1)粘性、しまり共に強い。
φ5～ 15mmの炭化物を少
量含む。

灰黄褐色土 (10YR4/2)粘性、しまり共に強い。
地山ブロックを多 く含む。

〃Ｘた立′／蹴．

逍
―
キ
ー

SK06
1 灰褐色土  (10YR32)粘 性、しまり共に強い。

φ5～ 10mmの炭と地山
ブロックを少量含む。

2黒 褐色土  (10YR2/3)地 山プロックをやや多く含む。
粘性、しまり共に強い。

3 褐色土   (10YR4/4)粘 性、しまり共に強い。地山
崩落土。

43層 と同じだが地山ブロックの混入量が多い。

SK09

SK09
1 暗褐色土 (10YR3/4)粘性並、 しまり強い。

坐蹴一嚇

坐

′氷
―
ナ
ー
　蹴．

SK08,P500
1 褐色土

2 灰褐色土

3 褐色土
4 灰黄掲色土

5 灰黄褐色土

6 暗赤褐色土

ク 褐色土

SK10
1 暗掲色土  (10YR3/4)粘 性やや強く、しまり強い。φ3～ 5mm

の焼土と炭化粒を微量。
2 褐色土  (10YR4/4)粘 性やや強く、しまり強い。地山崩落上。

3握 に類似。地山ブロッ
4の暴参環 仏密子

3mm嚇 土と痛 ヒ粒

4醒笠 僚5YR3か
締と歴を変好警繊φ

5～鉤mm嫉
iにぶい端 tEL QOYR監

監沖矯 蠍 主景 卓舞 善ぎず
靭
sK11

で
，
＋
―

坐蹴一蜘

SK13 で
，
＋
―

SK12
1 にぶい黄褐色土 (10YR4/3)

SK13
1  暗オリープ掲色土 (25Y3/3) 粘性強く、しまり並。
2  灰黄褐色土    (10YR4/2)粘 性、しまり共に強い。

モイ多幣 3タ
ヒ粒を

3  暗灰黄色上    (25Y々 2) 粘性、しまり共に強い。
4  黒色土      (10YR1 7/1)粘 性、しまり共に強い
5  暗褐色土     (10YR3/4)粘 性、しまり共に強い。

6  明褐色土

地山ブロックを多く含む。

人為堆積土。

(7 5YR5/6)粘性、 しまり共に強い。

0                   (1 :40)                   2m

粘性、しまり共に強い。

φ3～ 5mmの 炭化粒を
少量含む。焼土を少量含むe

SKll

第117図  S K06～ 13
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2 検出された遺構と遺物

S K13

[位置 。検出層位]U Ⅷ12・ 17グ リッドに位置する。検出層位はⅣ層。

[重複関係]P1082と 重複し、本遺構が新しい。

[平面形・規模]平面形は円形である。規模は開口部径が113m、 深さは28cmで ある。

[堆積土]黄褐色土主体で 6層 に細分した。層厚が薄いため 1～ 3層の堆積要因は不明である。 4層

は炭化粒が一面に敷き詰められていた。その層を除去した後、蓋もしくは底板と思われるものを検出

している。              ´

[壁・底面]壁は残存状況は良くないが、外傾して立ち上がる。底面は桶が埋設されていたことから、

平坦である。

[遺物]土師器 1点が出上している。桶は蓋もしくは底板とその周辺の枠のみが残存していた。枠は

腐食が激しいため残存状況の把握は困難であった。

[遺構時期]近世である。

[備考]桶及び堆積状況からトイレ状遺構の可能性がある。

S K14

[位置・検出層位]UⅧ 18グ リッドに位置する。検出層位はⅣ層。
[平面形・規模]平面形は円形である。規模は開田部径が92cm、 深さは10cmである。

[堆積土]暗褐色土主体で 3層に細分した。

[壁・底面]壁は外傾して立ち上がる。底面は礫層が広がるものの平坦である。

[遺物]土師器15点、須恵器 2点が出土している。細片のため図化していない。

[遺構時期]隣接する遺構の存在から、近世の可能性がある。

S K15

[位置 。検出層位]U Ⅷ18グ リッドに位置する。検出層位はⅣ層。

[平面形・規模]平面形は円形である。規模は開田部径が93cm、 深さは10cmである。

[堆積土]暗オリーブ褐色土主体で 2層 に細分した。

[壁・底面]壁は外傾して立ち上がる。底面は礫層が広がるものの平坦である。

[遺物]土師器13点が出上している。細片のため図化していない。

[遺構時期]主体となる堆積土から近世の可能性がある。

S K16

[位置・検出層位]UⅧ 23グ リッドに位置する。検出層位はⅣ層。
[平面形・規模]平面形は円形である。規模は開口部径が1.02m、 深さは12cmである。

[堆積土]暗オリーブ褐色土主体で 2層 に細分した

[壁・底面]壁は外傾して立ち上がる。底面は平坦である。

[遺物]土師器15点が出上している。細片のため図化していない。

[遺構時期]主体となる堆積土から近世の可能性がある。
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Ⅷ 瀬原Ⅱ遺跡

S K17

[位置 。検出層位]UⅨ lグリッドに位置する。検出層位はⅣ層。

[重複関係]SD32と 重複 し、本遺構が新しい。

[平面形・規模]平面形は楕円形である。規模は81× 71cm、 深さは16cmである。

[堆積土]黒褐色土主体で 2層 に細分した。

[壁・底面]壁はタト傾して立ち上がる。底面は凹凸が認められ、やや東側が低 くなっている。

[遺物]出上していない。

[遺構時期]重複関係及び堆積土から近世である。

S K18

[位置・検出層位]U Ⅷ20グ リッドに位置する。検出層位はⅣ層。

[平面形・規模]平面形は概ね正方形である。規模は71× 64cm、 深さは4 cmで ある

[堆積土]黒褐色土である。

[壁・底面]壁は外傾して立ち上がる。底面は平坦である。

[遺物]出土していない。

[遺構時期]近世である。

[備考]遺構上面は削平されているが、形状からS K19と 同一構造のものと思われる。

S K19

[位置・検出層位]U Ⅷ20。 25グ リッドに位置する。検出層位はⅣ層。

[重複関係]S X05と 重複し、本遺構が新しい。

[平面形・規模]平面形は正方形である。規模は一辺が64cm、 深さは14cmで ある。

[堆積土]黒掲色土主体で 3層 に細分した。桶内は 2層で、グライ化している。 3層は人為堆積によ

り埋められ、桶を固定している。

[壁・底面]壁は概ね垂直に立ち上がるが、西壁のみ外傾する。底面は桶が設置されているため平坦

である。

[遺物]桶枠である 9枚の板材。

[遺構時期]近世である。

[備考]遺構上面は削平されているが、形状からS K18と 同一構造のものと思われる。

S K20

[位置・検出層位]U Ⅷ24・ 25グ リッドに位置する。検出層位はⅣ層。

[平面形 。規模]平面形は円形である。規模は開口部径が1.21m、 深さは28cmである。

[堆積土]黒褐色土主体で 3層 に細分した。 2層は人為堆積により埋められ、桶を固定している。 3

層は地山と異なる色調が認められるため、断面に記録している。しかし、桶が設置される 3層上面が

平坦に形成されていることから、本来はそこに底面があつた可能性がある。

[壁・底面]壁は4RIね垂直に立ち上がるが、西壁のみ外傾する。底面は平坦である。

[遺物]土師器 4点、鉄製品 3点が出土している。土師器は細片のため図化 していない。鉄製品はキ

セルなどである。桶は枠の板が中央に向かって崩落している。

[遺構時期]近世である。
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2 検出された遺構と遺物

[備考]桶内の堆積状況からトイレ状遺構の可能性がある。

S K21

[位置・検出層位]U Ⅷ14グ リッドに位置する。検出層位はⅣ層。

[重複関係]P1066・ 1087・ 1088、 S X04と 重複し、 P1066よ り古 く、それ以外のものより新しい。

[平面形・規模]平面形は円形である。規模は1.12× 1.03m、 深さは14cmである。

[堆積土]黒褐色土主体で 8層に細分した。 7層 は二次堆積と考えられる焼土が認められる。

[壁・底面]壁は緩やかに外傾しながら立ち上がる。底面は中央が皿状に凹む。

[遺物]出上していない。

[遺構時期]重複関係と堆積土から近世である。

S K22

[位置・検出層位]WⅨ 18グ リッドに位置する。同時期の遺構であるS E04は南西約17mに存在して
いる。検出層位はVtt。

[平面形・規模]平面形は円形である。規模は開口部径が90cm、 深さは49cmである。

[堆積土]にぶい黄褐色土主体で 9層 に細分した。 1層上面に十和田 aテ フラがブロック状に混入し

ており、産状から二次堆積の可能性が考えられる。

[壁・底面]壁は直立して立ち上がる。底面は平坦である。

[遺物]土師器 1点が出土している。細片のため図化していない。

[遺構時期]平安時代である。

[備考]遺跡の中で本遺構のみ十和田 aテ フラが確認できている。

S K23

[位置・検出層位]V X21グ リッドに位置する。周辺の遺構密度は極めて低い。検出層位はVtt。

[平面形・規模]平面形は精円形である。規模は85× 72cm、 深さは17cmである。

[堆積土]褐灰色土である。

[壁 。底面]壁は概ね外傾しているが、東壁のみ垂直に立ち上がる。底面は皿状に凹む。

[遺物]出上していない。

[遺構時期]堆積土から近世に属する可能性がある。

(6)焼 土 遺 構

S F01

[位置・検出層位]T Ⅶ15グ リッドに位置する。検出層位はⅣ層。
[平面形・規模]平面形は円形である。規模は開口部径が22cm、 層厚は12cmあ る。

[堆積土]赤褐色土を呈し強く焼成を受けている。

[遺物]出上していない。

[遺構時期]不明。
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SK14 SK15

SK14
1 暗褐色土    (10YR3/3)粘性、しまり共に強い。
2に ぶい黄褐色土 (10YR3μ)亀

種ず?撃 猿 七 飛 (野
が少量含む。

3 暗褐色土    (10YR3/4)粘性、しまり共に強い。地山崩落上を
多 く混入。2層 より混入物は少なくなる。

SK15
1 黒掲色土    (25Y3/1)粘 性、しまり共に強い。
2 SK14の 1層 と同じ。

SK18

(7 5YR4/4)粘 性、しまり共に強い。焼土をやや多 く含む。
(25Y3/2) 粘性、しまり共に強い。地山崩落土 (10YR4/4)

をブロック状に含む。

(25Y3/2) 粘性、 しまり共に強い。
(10YR4/2)粘 性、 しまり共に強い。
05Y3か

坤蜂歩ときをす

曲 い° 35-Юmm朝 艶 を

(25Y守3) 粘性、しまり共に強い。
(75YR5/8)焼 上。粘性弱 く、しまり強い。
(10YRl″1)粘性、しまり共に強い。炭化粒を多 く含む。

SK16
1 黒褐色土

2 黒褐色土

SK19
1 黒褐色土    (25Y3/1)粘 性、しまり共に強い。

地山プロツクを少量含む。

2 オリーブ掲色土  (25Y4/4)粘 性、しまり共に強い。
3 黒褐色土    (10YR3/1)粘 性、 しまり共に強い。

的 D継 院り却ぬ 燿霜雹皇土格磐霞滉P
途王Y麒 !粒と

し5Y抑)輸テと;夕奪鍵発。

Ⅶ 瀬原Ⅱ遺跡

―

燃坐

―

燃・

SK17

里蹴一中

粘性、しまり共に強い。

炭を多 く含む。粘性弱 く

しまり並。

―

釧・

キ
電
―
キ
ー

SK18
1 黒褐色土 (25Y3/2)

SK21
1  褐色土
2  黒褐色土

3  黒褐色土
4  灰黄褐色土
5  黒褐色土

6  オリーブ褐色土
7  甥褐色土
8  黒色土

粘性、しまり共に強い。

φ3～ 5mmの 炭化粒を
微量含む。 SK20

1 黒褐色土   (25Y3/2)
2 灰黄掲色土  (10YR守 2)

3 暗緑灰色土  (10C3/1)

粘性、 しまり共に強い。

粘性、 しまり共に強い。

地山崩落土。人為堆積土。

粘性、 しまり共に強い。

ＳＫ

ｌ

　

２

３

４

　

５

６

７

８

９

灰黄褐色土   (10Y鷲陸)粘性、しまり共に強い。上面は十和田aテ フラをブロック

灰黄褐色土 (ЮYR5,)姶極婦傘亀4:ゼ y干畠藤!ヒ篭∴宇暑9夕を少量含む。
黄褐色土    (10YR5/6)粘性やや強く、しまり弱い。地山崩落土。
にぶい黄褐色土 (10YR4/3)粘性やや強く、しまり強い。 φ5～ 15mmの 炭化粒 を少量

含む。

灰黄褐色土   (10YR6/2)粘 性やや弱 く、しまり強い。
にぶい黄褐色土 (lllYR6/3)粘性、しまり共に強い。地出崩落土。
にぶい黄褐色土 (10YR5/4)粘性、しまり共に強い。
3層 に類似。
6層 と同 じ。

0            (1:40)             2m

SK21

＼

蹴

SK22

界118図  S K14～ 22
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Ⅷ 瀬原Ⅱ遺跡

(8)性 格不 明遺構

S X01

[位置・検出層位]R Ⅵllグ リッドに位置する。検出層位はⅣ層。溝とは異なる平面・断面形状であ
ることから、性格不明遺構として扱っている。

[平面形・規模]平面形は溝状をしている。規模は1.91× 0.22m、 深さは9 cmである。

[堆積土]暗褐色上である。       ´

[壁・底面]壁は外傾して立ち上がる。底面は平坦である。

[遺物]土師器■点が出上している。細片のため図化していない。

[遺構時期]堆積土から近世の可能性がある。

[備考]溝の底面の可能性がある。

S X02

[位置・検出層位]V Ⅷ19'20グ リッドに位置する。検出層位はVtt。

[重複関係]P1298・ 1299と 重複し、本遺構が新しい。

[平面形・規模]平面形は不整方形である。規模は南北4.16X東西1.54～2.08m、 深さは5～ 14cmである。

[堆積土]灰褐色土主体で 3層 に細分した。

[壁・底面]壁は概ね外傾して立ち上がる。南壁は残存状況は悪いためほとんど確認できないが、そ

の他の壁では 8～12cmを測る。底面は凹凸が認められる。

[遺物]出上していない

[遺構時期]重複関係から中世以降に属する。

[備考]S B43と の位置的関係から建物の付属施設の可能もあるが、現時点では判断材料が少ないた

め言及できない。

S X03

[位置 。検出層位]WⅨ 21グ リッドに位置する。検出層位はVtto S X01と 同様の理由によりここで

扱っている。

[平面形 。規模]平面形は溝状をしている。規模は1.44× 0.32m、 深さは8 cmである。

[堆積土]灰責褐色上である。

[壁・底面]壁はタト傾して立ち上がる。底面は平坦である。

[遺物]土師器 1点が出上している。細片のため図化していない。

[遺構時期]堆積土から近世の可能性がある。

[備考]溝の底面の可能性がある。

S X04

[位置 。検出層位]UⅧ 3・ 4・ 8・ 9。 13'14グリッドに位置する。検出層位はⅣ層。本遺構の周
辺には、当該期の遺構が多く存在している。

[重複関係]S K21、 P1074・ 1075。 1089と 重複し、本遺構が古い。

[平面形・規模]平面形は東壁は歪んでいるが、概ね隅丸長方形である。規模は北壁3.34m、 東壁5.74

m、 南壁2.96m、 西壁544mである。
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2 検出された遺構と遺物

ー
SPA SPA      SPA

斡

獅

与紘土1標鹿客孝負蕉ヨ透静禽捜誌。

SPA    SPA             SPA`

I    L 293“

鮎
SX03
1,灰黄褐色土 (loYR4/2) 雑性並、

SX03

しまり強い。

ヶ醸螢主H留酬 雑i際イ難離竜
,、  灰褐色土 (loYR3/21 粘性、しまり共に強い。

"山

プロツクを少量含む,,5～ lllmmの RTL綻を徴量含む―。

―

浄
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Ⅶ 瀬原Ⅱ遺跡

[堆積土]にぶい責色土である。

[壁・底面]壁は垂直に立ち上がる北壁以外はタト傾する。底面は平坦である。

[柱穴 。その他]底面において柱穴 6イロを検出した。堆積土には共通して暗褐色土が認められる。そ

の他に多数の抗が検出されている。

[遺物]出土していない。

[遺構時期]堆積土から近世と考えられる。

[備考]周辺に存在する柱穴から、本遺構の周辺には掘立柱建物跡が多数存在するため、それらの付

属施設の可能性ある。しかし、底面で検出された多数の杭が示す意図が不明であることから、本遺構

の′陛格を不明としている。

S X05

[位置・検出層位]U Ⅷ24・ 25、 U Ⅸ21グ リッドに位置する。遺構検出層位はⅣ層。本遺構の周辺に

は、当該期の遺構が多く存在している。

[重複関係]S K19と 重複し、本遺構が古い。

[平面形・規模]平面形は溝が長方形に巡る。規模は東西6.85× 南北297mで ある

[堆積土]暗褐色土主体である。粘性が強くグライ化している。

[溝規模]幅は24～ 62cmと最小値と最大値ではかなり差が認められるが、40～ 50cmに IIthね収まる。深

さは16～33cmで ある。

[壁・底面]壁は垂直に立ち上がる。底面は平坦である。

[柱穴 。その他]溝の底面より柱穴11個 と柱材 4点を検出した。柱は南北の長軸溝の底面にほぼ対称

的に配置されている。堆積土は黒褐～黄灰色土を主体としている。柱材は南西・北西隅、北溝で検出

されている。

[遺物]土師器19点、縄文土器 1点が出上している。細片のため図化していない。隣接する平安時代

の竪穴住居から流入したものと思われる。

[遺構時期]堆積土から近世と考えられる。

[備考]S K19に伴う遺構であったと想定されるが、本遺構の用途は不明である。

(9)1寺 跡

溝跡は60条検出した。第15。 16表に記載した通りである。所属時期は平安時代が16条、近世が43条、

中世が 1条である。

S D02～ 12・ 24～ 27は近世に属するS B03～ 06を取り囲むように形成されている。排水もしくは区

画などの用途が考えられる。S D13～ 18。 21～ 23はすべて平安時代である。同じ場所で幾度に渡り作

り変えられ、S101も しくはS B01の 区画溝としての役割を果たしていたと想定される。S D29は 全

長43.94m、 S103よ り古く平安時代に属し、土師器や須恵器等が多く出土している。S D31は 調査区

を南北に分断するように形成された近世の遺構である。詳細な時期は特定できていないが、遺構の位

置関係からおそらくS B20。 21に伴うもので、建物とそれ以外の空間を分離するために設定されたも

のと思われる。S D35は S B40と 重複し、それより古い。 S D36・ 49は竪穴住居より古く形成されて

いる。S D52は 、軸線方向は周辺の溝と近似しているものの、周辺に方形状に形成されている溝の規

模よりも一回り小さい。S B47～ 50を取り囲むように「コ」字状に配されているものと考えられ、堆
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2 検出された遺構と遺物

⑦        
°
                                。

SX04
1 にぶい黄色土 (2 5YR6/3) 粘性、しまり共に強い。

0        (1:80)       4m

SX05
1 暗褐色土 (ltlYR3/3) 粘性、しまり共に強い。地山プロックを少量含む。φ5～ 10 tunの焼土をやや多く含む。
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第121図  S X04・ 05



Ⅶ 瀬原Ⅱ遺跡

積土も他とは異なることから、掘立柱建物に伴うものと思われる。WoX・ Yグ リッド付近にある溝
は近世以降に形成されたものである。幾度となく溝が排水を目的として作られ、57が最も新しく近現

代である。

遺物は15・ 16表に掲載した通りである。多くの遺構から土師器が出上しているが、 S D29の 出土量

が突出し、それ以外ではS D35'37・ 49も 出土量が多い。遺物は図化できない細片が多く出上してい

る。掲載遺物は352～375である。3521よ黒曜石製スクレイパー。361は陶磁器椀。肥前産で大橋編年Ⅳ

期である。362・ 368は土師器杯工類。371は白磁四耳重で、大学府分類Ⅲ類である。372は石錐。375は

S D54出 上の陶磁器椀。19世紀代の瀬戸産である。

?______」二二当奎型壁______ど早
m

第122図 溝全体図
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2 検出された遺構と遺物

第15表 溝観察表 (1)

遺構名 グ リ ド 検出層位 重複関係 軸線方向

S D01 S V14・ 15 Ⅳ 3K01と 重複し本遺構が古い。 N66° ―E

S D02 R W122～ 24 Ⅳ N89° ―E

S D03 R V19・ 20、 R Ⅵ16 Ⅳ N‐ 86° ‐E

S D04 R V14・ 15・ 19・ 20、  R Ⅵ16～ 19 Ⅳ
3K02、 SZ01、 SD05と E≧務記し、 SK02・ SD05よ
り荘〒く、 SZ01よ り身芳ししヽ。

N95° ―E

S D05 RⅥ 7 12・ 17 Ⅳ 3D04と 重複し、本遺構が新しい。 N‐ 9° ‐ヽV

S D06 Q Ⅵ23・ RⅥ 3 Ⅳ 3D08と 重複し、本遺構が古い。 N‐ 10° ―郡「

S D07 Q Ⅵ13・ 18・ 19・ 24・ 25 Ⅳ N整9° ⅢV

S D08 Q Ⅵ23・ RⅥ 3 Ⅳ 3D06と 重複し、本遺構が新しい。 N73° ―E

S D09 Q Ⅵ12・ 18・ 19・ 24 Ⅳ N‐ 53・ 85° ―W

S D10 RⅥ l・ 6 Ⅳ N6° ―W

SDH
‐６

６

１‐

１

Ⅵ

Ⅵ

Ｑ

Ｒ
Ⅳ

P171・ 172・ 186・ 187と重イ隻し、
SB03,04(P171・ 172)よ り古く、それ以外よ
り新しい。

N2° ‐E

S D12 RⅥ 6 Ⅳ N-5° ―E

S D13 QV23 24 25 Ⅳ
3D14・ 17、  SK05、  P197・ 198・ 211と垂ニイ宛し、
3D14よ り古く、SD17・ SK05'柱穴より新ししヽ。

N‐82° ―E

S D14 Q V18・ 23、 RⅥ 3 Ⅳ 3D13、 SK05、 P204と 重複し、本遺構が新しい。 N-3° ―E

S D15 Q V14・ 18・ 19・ 20 Ⅳ 3D16と重複し、本遺構が古い。 N55～ 105° ―E

S D16 Q V15・ 19・ 20 Ⅳ 3D15'17、 P212と 重複し、本遺構が新しい。 N10～ 120°  WV

S D17 Q V19・ 24 Ⅳ SD13・ 16と重複し、本遺構が古い。 N-5～ 28° ―E

S D18 Q V12～ 15、 QⅥ■ Ⅳ 3D21・ 22と 重複し、本遺構が新しい。 N85° ―E

S D19 Q Ⅳ20・ 25、 RⅣ 5。 10 Ⅳ N-8° ―E

S D20 Q Ⅳ20、 QV■～13・ 16 Ⅳ N‐50～ 75° ‐E

S D21 Q V14・ 15・ 18・ 19 Ⅳ
3D1823と 重複し、SD23よ り新しく、SD18よ
り古い。

N-45° ―E

S D22 QV9,14・ 18 Ⅳ SE02・ SD18と 重複し、SE02よ り新しくSD18よ り古い。 N-45° 一E

S D23 Q V17・ 18 Ⅳ 3D21、 P234と重複し、柱穴より新しくSD21よ り古い。 N‐66° ―E

S D24 R Ⅶ16～20 Ⅳ SD26～ 28と 重複し、本遺構が新しヤ N59～ 86° ―W

S D25 RⅦ 7・ 8・ 13 Ⅳ
N‐81° ―E
N‐45°  ‐ヽV

S D26 RⅦ 14 19・ 23 Ⅳ SD24と重複し、本遺構が古い。 N-13～ 45° ―E

S D27 R Ⅶ18・ 23 Ⅳ SD24と重複し、本遺構が古い。 N‐36° ‐E

S D28 R Ⅶ20,25、  SⅦ 4・ 5 Ⅳ SD24と重複し、本遺構が古い。 N-15～ 39° ―E

S D29
T Vl1 3 ・ 8 ・ 13 ・ 18・ 23、
UⅧ 7 12・ 16・ 17・ 21

Ⅳ
S103～ 05、 SD31・ 36、 SB31 33・ 36、 柱穴と重複し、
SD36・ P756・ 816が古くなる以外は、全て新しい。

N-2～ 36° ―E

S D30 R Ⅶll'12 Ⅳ N75° ‐E

S D31 T Ⅶ23～ 25、 T Ⅷ21～ 25、 TⅨ21 22 Ⅳ
S106、 SD29、 SB26と 重複し、S107、 SD29よ り新しいが、
SB26よ り古い。

N‐88°  ‐ヽV
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規模
堆積土 出土遺物 遺構時期 備考

延長 (m) 幅 (cm) 深さ (cm)

21´-32 褐色土主体で 3層 に細分。 平安時代

903 15-37 7 暗褐色土 土師器 9点 近世

14-37 8 掲色上で 2層 に細分。 土師器 1フ点 近世

2067 17-67 12-25 褐色土主体で 3層 に細分。 土師器 1点 近世

17´-35 4 褐色土主体 近世

49々ヤ81 7 灰責褐色土 近世

1276 27´ヤ75 8 褐色土主体 近世

16´-25 4 掲色土主体 近世

1097 18-43 3～7 陽色土主体 近世

17-30 7 褐色土主体 近世

19´-77 4´や12 灰黄褐色土 近世 残存部分で計測・総延長1553m

褐色土主体 近世

867 12-45 8 暗掲色土主体 土師器 5点 平安時代

738 24-59 2～ 4 暗褐色土主体 平安時代

773 21-42
にぶい黄燈色土主体で 2層
に細分。

土師器11点 平安時代 平面形が弧状を呈する

553 31～ 61
にぶい黄橙色土主体で 4層
に細分。

土師器 3点 平安時代 平面形が弧状を呈する

19々
マ33 3´-7 褐色土 土師器 2点 平安時代

1608 18々
マ83

にぶい責燈色土主体で 2層
に細分。

土師器 4点 平安時代

1175 43´ヤ89 灰責褐色土 近世

1304 41´
ヤ139 8～ 14

灰黄褐色土主体で 2層 に細
分

土師器20点 平安時代

863 42-61 にぶい黄燈色土主体 土師器 2点 平安時代

793 35´-49 8～ 14 にぶい黄燈色土主体 土師器 1点 平安時代

618 18´-39 暗褐色土主体で 2層 に細分 平安時代

1513 23-69 6～ 11 灰黄
褐色土主体で 2層 に細

分
土師器 2点 近世

溝はRⅦ 19で蛇行するが、その

際の軸線方向はN-56° ―Eに な
るが、また元の軸線に戻る。

683 26-44 8 黒色土主体で 2層 に細分 土師器 4点 近世
RⅦ 7～ 8付近で屈曲するため
軸線方向を2つ提示。

1549 24-78 6 黒褐色土 近世

30´-43 5 にぶい黄褐色土 近世

1536 63～ 111 12-34 灰責褐
色土主体で 4層 に細

分

土師器 6点、陶磁器 1点、
鉄製品 1

近世

51～ 114 16´-25 褐色土主体で 2層 に細分
土師器687点、須恵器13点、
陶磁器 1点、鉄製品 2点

平安時代

21-28 灰責褐色上で 2層 に細分 近世

4434 29´～116 13^マ 24 黒色土主体
土師器102点、須恵器 6点、
陶器・陶磁器17点

近世

Ⅶ 瀬原Щ遺跡
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2 検出された遺構と遺物

第16表 溝観察表 (2)

遺構名 グリッド 検出層位 重複関係 軸線方向

S D32
Ⅷ

Ⅸ

Ｕ

Ｕ Ⅳ 3K17と 重複し、本遺構が古い。 N89°  ―ヽV

S D33 QⅣ 8・ 13 Ⅳ N‐ 11° ―E

S D34 QⅣ 8 Ⅳ P881～ 886と 重複し、本遺構が古い。 N-34° ‐ヽV

S D35
U�皿21・ 22・ 24
V h41 2・ 3

Ⅳ SB40(P1017・ 1078)と 重複し、本遺構が古い。
N77°  ―ヽA「
N71° ―E

S D36 U lll1 6・ 7 Ⅳ S105、 SD29、 P918と 重複し、本遺構が古ヽ N‐ 35-63° 一ヽA/

S D37
「ヽlll1 5 ' 9 ・10
VⅨ l、 U Ⅸ21・ 22 Ⅳ

SB44(P1251 1259)、  P1261～ 1263と 重複 し、 そ
れらより古い。

N-48´-78°  ―W

S D38 V Ⅸ22・ 23 V N82° E

S D39 UⅥ圧10・ 15 V
P1084・ 1085と 重複し、P1085よ り新しく、P1084
より古い。

心T-3° 一W

S D40 VヽIX 6 ・ 11・ 16・ 21 V SD48・ 57と 重複 し、本遺構が古い N-2° ―E

S D41 AヽrX21 V SD57と重複し、本遺構が古彰 N‐ 8° 一ヽV

S D42 VヽT4115・ 20 V N-1° 一ヽV

S D43 WⅧ 5、 WⅨ l V SD44と重複し、本遺構が古し N-81° ‐E

S D44 Whll1 4・ 5 V SD43・ 45と 重複 し、本遺構が新しい N‐89° ‐ヽA「

S D45 Whl1 5 ・10 V 3D44と 重複し、本遺構が古し Nl° 一ヽV

S D46 WLI1 4・ 9 V N-2° ―E

S D47 AヽrD(16・ 21 ・22・ 23 V
SD57、 SB55(P■ 28)、 P1327と 重複し、本遺構
はSD57よ りT=く 、 SB55、  P1327よ り身折し▼ヽ。

N29-63°  ―llT

S D48 Vヽlll120、 VヽⅨ 16 V
3D40・ 57、 SB55(P1326・ 1330)と ≡三を記し、 SB55、
3D40よ り新しく、SD57よ り古い。

1ヾ-89°  一ヽV

S D49 VⅧ 6・ 7 8 V S107、 SB44(P1245)、  SB45(P1370)と 重複し、 そ
れらより古い。

N-55～ 71° ―E

S D50 ヽヽ「D(24 V
SD57、 P1371と 重複し、SD57よ り古いが、柱
穴との関係は不明

N-7° 一ヽV

S D51 WⅨ 24 V SD57と 重複し、本遺構が古い。 N-7° ―W

S D52 、
Arlxlo・ 20
WX6～ 18 V SD54と重複し、本遺構が古し

N89° ―W
N38°  一ヽV
N‐ 5° ―E
N83° ―E

S D53
２．

１

Ｘ

Ｘ

Ｗ

Ｘ
V SD58と重複 し、本遺構が古い。 N-3° ―E

S D54

２．

６

１５

‐６

１

‐４

Ｘ
Ｘ
Ⅸ

Ｗ
Ｘ
Ｘ

V
SD52・ 57・ 59と 重複し、SD52よ り新しく、 そ
れ以外より古い。

N‐ 1° ‐E
N83° ―E

S D55 ¬VX 16・ 21 V N-3° ―E

S D56 XⅨ■・12 V N86°  ‐ヽA「

S D57

�VLll124・ 25
WⅨ21-25
XⅨ 2～ 4
∬パ「み【21 ・22

V
SD40・ 41・ 47・ 48・ 50・ 51・ 54・ 58～ 60と 重
複し、それらより本遺構が新しい。

N-87° ―ヽV
N53° ―W
N-83° ―E
N75°  ―WV

S D58
WX24
XⅨ 4
Aヽ「 X21、

5
XXl

V
SD53・ 57と 重複し、SD57よ り古く、SD53よ り
新しい。

N‐ 61～ 96° ―E

S D59 Aヽπ X21～ 23 V
SD54・ 57と 重複し、SD57よ り古く、SD54よ り
新しい。

N-81° 一E

S D60 WVX24・ 25WⅨ 21 V SD57と重複し、本遺構が古し N82°  ‐ヽV
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規模
堆積土 出土遺物 遺構時期 備考

延長 (m) 幅 (cm) 深さ (cm)

685 39-85 土師器 5点 近世

277 48-61 4 褐色土主体 近世

149 88´ヤ102 6 褐色主主体 近世

45～ 73 12´-20 黒褐色土主然で 3層 に細分
土師器66点、
陶磁器 7点、
縄文土器7′ミ

平安時代
VⅧ 3グ リッド付近で北東方向
へ向きを変える。一部上層に近
世陶磁器が混入。

22-46
にぶい責褐色土主体で2層に
細分

土師器18点 平安時代

1674 17-82 8-12 暗褐色土主体
土師器119、
須恵器 7点

平安時代

36-47 3 黒褐色土主体 近世

46-68 6 黒褐色土主体 近世

1073 23-55 4 にぶい黄褐色土主体
土師器14点、中国産磁器 1点、
縄文・弥生土器 1点

近世

166 22-35 4 黄灰色主主体 近世

569 14-19 5 にぶい黄褐色土主体 須恵器 5点 近世

16-59 3 にぶい黄褐色土主体 近世

352 24´-36 にぶい黄褐色土主体 近世

22´-41 にぶい黄褐色土主体 近世

23´-31 にぶい責褐色土主体 近世

678 18-61 7 にぶい黄褐色土主体 土師器 3点 近世

19´▼25 1 にぶい責褐色土主体 近世

644 21-30 暗褐色土主体 土師器46点 平安時代

28´ヤ38 にぶい黄褐色土主体 近世

228 30-37
にぶい黄褐色土主体で 2層
|こ糸田ケ)

近世

2994 26-104 14-31
にぶい黄褐色土主体で 2層
に細分

土師器10点、須恵器1点 中世

30～51 黄灰色主主体 土師器 1点、陶磁器 4点 近世

39-85 12-23 黄灰色上に同じ4層 に細分
土師器 1点、陶磁器 5点、
石器 2点

近世

12～ 20 4 黄灰色土主体 近世

28´-42 6 黄灰色土主体 近世
曲線方向からSD54と 同一遺構
の可能性がある。

27^ヤ 93 4～ 12 黄灰色土主体
須恵器 1点、陶磁器 1点、
石器 1点

近世

19-47 黄灰色土主体 近世

722 34～61 7 黄灰色土主体 近世

673 27´-60 5～ 10 暗灰責褐色 近世

Ⅶ 瀬原Π遺跡
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2 検出された遺構と遺物
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第123図 溝分害1図 1-(1)
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2 検出された遺構と遺物
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Ml 瀬原工遺跡

第126図 溝分割図 2二 (2)
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Ⅵ 瀬原Π遺跡
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Ⅶ 瀬原Ⅱ遺跡
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2 検出された遺構と遺物
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Ⅶ 瀬原Ⅱ遺跡
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2 検出された遺構と遺物
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2 検出された遺構と遺物

土

土

色

色

掲

褐

Ｄ。

ｉ

２

Ｄ。

ｉ

ヶ

　

３

褐色土

褐色土
(10YR4/4)粘性強。 しまり強。
(10YR4/4)粘性強。 しまり強。

SD02

SD02
1 暗褐色土 (loYR3/4) 粘性、しまり共に強い。

SD03

(10YR4/4)粘性やや強。しまり強。
(10YR4/6)粘性強。 しまり強。地山

崩落上を多く含む。

SD07
1 褐色上 (10YR4/4)粘性やや強く、しまり弱い。

やや地山多く含む。

地山多 く含む。
にぶい黄褐色土 (loYR5/4)粘性強。 しまり強。

SD04

絶桂華稗亀鷲!をとイ議頂:m炭
化粒を微量含む。

粘性強。 しまり強。地山崩落上を多 く含む。

粘性やや強い。 しまりやや強い。
地山プロック少量含む。

斡
SD05                 SD06
1 掲色土 (loYR4/4)   1 灰黄褐色土 (loYR4/2)粘性、しまり共に強い。

朗一輸
SD05 SD06

SD09

剛一̈
SD04岸 A'
1 暗褐色土 (lllYR3/4)
2 褐色土  (10YR4/4)
3 褐色土  (loYR4/6)

SD04B‐ B'

1 前の断面の 1層 と同じ
2 暗褐色土 (lllYR3/4)

3 前の断面の3層 と同じ。

SD07 SD08 SD09

斡
Ｄ。

ｒ

SD10

斡
SD10
1 褐色土 (10YR守4)粘性やや強く、

しまり弱い。

SDヽ 3
1 暗褐色土 (llyYR3/3)粘性並、しまり強い。

旗繁留
の麺ヒ粒を

掲色土 (loa4/4)粘性、しまり共に強い。

SDll

SD14

SD14
1 暗掲色土 (lllYR3/3)粘性並、しまり強い。

若干赤味補びる。

SD09
1 褐色土 (loYR4/4)粘性やや強く、しまり弱い。

やや地山多く含む。

SD12

SD12
1 掲色土 (10YR4/4)粘性やや強く、

しまり弱い。

SD15

SD15
1 灰黄褐色土   (loYR4/2)粘 性、しまり共に強い。
2 にぶい黄褐色土 (ltlYR5/4)粘性やや強く、しまり強い。

0       (1:40)       2m

SDllA― A'

ょ 婚雹墾
色土
t弼翌乳8粘

性、しまり共に強し、 φ5～ Юmmの炭イ随 を微量含む。

SDllB― B'

1 灰黄褐色土 (loYR4/2)粘性、しまり共に強い。

-194-
第135図  S D01～ 15



SD22

SD22
1 暗褐色土  (10YR3/3)

材技北趣と腱上警糠登巻悲:5mln

SD25

(10YR2/1)粘性、 しまり共に強い。
(10YR4/4)粘性、 しまり共に強い。

SD28

SD16
1 灰黄褐色土  (10YR4/2)粘性、しまり共に強い。φ5～

15nalnの炭化粒を少量含む。

2 1層 に類似しているが混入物はない。
3 灰黄褐色土  (10YR4/2)粘性、しまり共に強い。地山を

多く含む。φ15mln炭 化粒を微
量含む。

4 上層と類似するものの混入物が減る。

SD19

SD19
1 灰黄褐色土  (10YR4/2)
粘性、しまり共に強い。

S028洋芦
1 灰黄褐色土   (10YR4/2)粘 性並。しまり強い。
SD28B‐ B'

:≧ξ阜繁 鰐 簿樫離離学賄 含まfを言鶉ぁ熱

SD17

SDヽ 7

1 褐色土  (10VR4/4) 粘性、しまり共に強い。

SD20
1 灰黄褐色土  (llJYR4/2)粘 性、しまり共に強い。
2 褐色土    (10YR4/4)粘性、しまり共に強い。

地山崩落上を含む。

SD23 SD24

しまり共に強い。

SD24A‐ A'

こ 灰黄掲色土 (10YR4/2)粘性、しまり共に強い。
SD24B‐ 8'

1 灰黄褐色土 (10YR4/2)粘 性、しまり共に強い。
2 1層 と同じだが、地山崩落土プロツクを多く含む。

にぶい黄褐色土  (ltlYR5/4)粘 性、しまり共に強い。
地山ブロツクを少量含む。

9          (1140)          ?m

SD16

SD18
1 にぶい黄橙色土
2 にぶい黄褐色土

Ⅶ 瀬原Ⅱ遺跡

SD18

(10YR6/3)粘 性、 しまり共に強い。
(10YRS/4)粘 性、 しまり共に強い。

SD20 SD21

里蹴一蜘

SD21
1 暗褐色土 (10YR3/8)粘 性並、しまり強い。

魂す猛遅営うよ安
と

SD"

SD23
1 暗褐色土  (loYR3/3)粘 性、しまり

共にやや強い。φ5～ lll―の

炭化粒少量含む。
2 褐色土   (10YR4/4)粘 性並。しまり

強い。地山崩落土を少量含む。

SD26

蹴一蜘

SD26
1 黒褐色土 (10YR3/1)粘 性

Ｄ２

ｉ

Ｄ２

・

２

黒色土

褐色土

SD28

0

第136図  S D16～ 28

-195-



検出された遺構と遺物

SD29

SD29A― A'

1に ぶい錦 笠 QOYR4/3)簿
融 ぅ理追詫盈

強い。 弾 ～7

2 暗掲色土    (10YR3/4)粘 性、しまり共に強い。
3 褐色土     (7 5YR4/4)粘性、しまり共に強い。地山ブロック

を少畳含む。
4 黄褐色土    (10YR5/6)粘 性、 しまり共に強い。地山崩落土。

SD29

SD29B‐ BI

l にぶい黄褐色土 (loYR4/3)粘性やや強い。 しまり
強い。

2 灰黄褐色土   (loYR4/2)粘 性、しまり共に強い。
上層に地山ブロックを

多 く含む。

SD30

斡
SD30
1 灰黄掲色土  (10YR4/2)粘 性、 しまり

共に強い。

SD31

SD91卜A
l 黒色土  (loYR2/1)粘 性、しまり共に強い。
2 暗褐色土 (IoYR3/4)地山崩落土。粘性、

しまり共に強い。

(10YR4/4)粘 性、 しまり共に強い。

SD35
1 暗褐色土 (10YR3/3)粘性、しまり共に強い。

逢をみ竪 3笹
土と湖 ヒ

2 基本は上層と同じであるが、地山ブロックを多
く含む。

3 褐色土  (ltlYR4/4)粘 性 しまり共に強い。
地山プロックを少量含む。

SD38

SD31B‐ BI

l 黒色土 (loYR211)粘 性、しまり共に強い。
2 1層 に地山多 く含む。

SD33

褐色上 (10YR4/4)粘性、しまり共に強い。

暗掲色土 (10YR3/3)粘 性、しまり共に強い。
褐色上  (10YR4/4)粘 性、しまり共に強い。

地山崩落上。

SD39
1 黒褐色土 (25Y3/2)粘 性並、しまりやや強い。

掲色土 (10YR4/4)粘 性、しまり共に強い。

SD37

SD31

鯛一螂エ
■
蹴一蜘

Ｄ３

・土色褐

Ｄ９

‐

ＳＤ３９

・

　

　

　

　

　

　

　

ＳＰＡ
一
　

　

　

　

　

　

　

ＳＤ３６

ｈ

″

剛一ゆ

Ｄ SD37

SD37
■ 聯 仕 OllYR3か

鰍 どす謬 繕 よ。
φ5～

蹴一ゆ

SD40

にぶい黄褐色土  (10YR4/3)粘 性並、しまり強い。

%
SD38
1 黒褐色土 (25Y3/2)粘性、しまり共に強い。

- 196-
第137図  S D29～ 40
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SD41
1 黄灰色土 (25Y5/1)
粘性、 しまり共に強い。

SD45

SD42
1 にぶい黄褐色土 (10YR4/3)
粘性並、 しまり強い。

SD46

斡
SD46
1 にぶい黄褐色土  (10YR4/3)
粘性並、 しまり強い。

SD43
1 にぶい黄褐色土 (10YR4/3)
粘性並、しまり強い。

SD47

Ⅶ 瀬原Ⅱ遺跡

SD44

斡
SD44
1 にぶい黄褐色土 (10YR4/3)
粘性並、 しまり強い。

SD43

SD48

斡
SD45
1 にぶい黄掲色土  (10YR4/3)
粘性並、しまり強い。

暗褐色土

SD52

SD52A‐ A'

I 黄灰色土    (25Y5/1)粘 性並、 しまり強い。
2 にぶい黄褐色土 (10YR4/3)粘性、しまり共に強い。

蒻

SD47
1 にぶい黄褐色土  (10YR4/3)
粘性、しまり共に強い。

SD49 SD50 51

にぶい黄掲色土 (10YR4/3)粘性、しまり共に強い。
褐色土     (10YR4/4)地 山プロック。粘性、しまり共に強い。

にぶい黄褐色土 (loYR5/3)粘性、 しまり共にやや強い。

SD52

SD52B‐ B'

1 黄灰色土    (25Y5/1)粘 性並、しまり強い。
2 にぶい黄褐色土 (10YR4/3)粘性、しまり共に強い。

斡
(IOYR313) 粘性並、しまり強い。

開
‐

Ｄ５

・

２

Ｄ５

止

SD54 55

SD54     SD55

Ｄ５４

・

Ｄ５５

上

SD54

斡

SD54

SD54
1 黄灰色土    (25Y5/1)粘 性、しまり共に強い。
2 にぶい黄褐色土  (10YR4/3)粘 性やや強く、しまり強い。φ3～ 5mmの 焼土と炭化粒を微量含む。
3 灰黄褐色土   (ltlYR5/2)粘 性、しまり共に強い。
4 にぶい黄褐色土  (10YR5/4)粘 性、しまり共に強い。地山ブロックを少量含む。

�

293m

SD48
1 にぶい黄褐色土 (10YR4/3)
絡性、しまり共に強い。

Ｄ５

‐ 黄灰色土 (2 5YS/1)粘性、しまり共に強い。

黄灰色土  (25Y5/1)粘 性、しまり共に強い。

黄灰色土  (25Y5/1)粘 性、しまり共に強い。

Ｄ５

ｉ 黄灰色土  (25Y5/1)粘性、しまり共に強い。

9            (1140)            ?m

第138図  S D41～ 56
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2 検出された遺構と遺物

旧床上。粘性、しまり共に強い。

粘性、しまり共に強い。

粘性、しまり共に強い。

粘性、しまり共に強い。

粘性、しまり共に強い。

粘性、しまり共に強い。

粘性、しまり共に強い。

SD57 58

粘性並、しまり強い。

粘性、しまり共に強い。

粘性、しまり共に強い。

釧一勒

SD57A― A'

1 黄灰色土 (25Y5/1)粘 性、しまり共に強い。

SD59
1 黄灰色土 (2 5YS/1)粘性並、しまり強い。
2 1層 に礫が多く混入する。

SD60
1 暗灰黄色土  (25Y4/2) 粘性、しまり共に強い。

10 暗オリーブ色土  (5Y4/3)
11 緑灰色土    (locY5/1)
12 黄褐色土     (25Y5/4)
13 黄褐色土     (25Y5/8)
14 灰色土      (10Y5/1)
15 緑灰色土     (locY5/1)
16 暗オリープ灰色土 (5GY3/1)
17 黒色土      (25CY2/1)

SDS7B― B'

I 黄灰色土
2 黄灰色土
SD58
1 黄灰色土

0        (1:40)

(10)十日 1可  道

旧河道は調査区南端に位置している。精査当初は検出面上面で遺物が出上していることから、廃棄

行為に伴う遺物包含層を形成している河道を想定していた。試掘トレンチを入れた結果、包含層は形

成していないことが確認できた。南東方向に地形図で谷地形を確認できることから、そこへ向かって

いるものと思われる。深さは約1.5mあ り、グライ化した粘土の中に部分的に砂層が交互に堆積してい

る。調査区西側へどのように伸びていくかは不明である。上層より上師器 8点が出上している。

旧河道

NA36旧河道
1 掲灰色土     (10YR4/1)
2 掲灰色土     (10YR4/1)
3 携乱。
4 2層 と同じ。
5 黒褐色土     (75YR32)
6 暗オリーブ灰色土 (25GY4/1)
7 灰オリーブ色土  (75Y4/2)
8 暗オリーブ色土  (5Y4/3)
9 灰色土      (loY5/1)

粘性、 しまり共に強い。

砂質粘土。地山プロック少量混入。
粘性、しまり共に強い。地山ブロック多 く含む。

粘性、しまり共に強い。

粘性、しまり共に強い。

砂質粘土。

粘性、しまり共に強い。

粘性、しまり共に強い。

0                   (1 :40)                   2m

第139図  S D57～ 60。 旧河道
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Ⅶ 瀬原 H遺跡
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第140図 溝出土遺物 (1)



2 検出された遺構 と遺物
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Ⅶ 瀬原Ⅱ遺跡

(11) 柱       穴

柱穴は1389個 を検出した。これらのうち494個が57棟の掘立柱建物を構成する柱穴としての役割を果

たしている。柱穴から多数の遺物が出上しているが、土師器が大半を占める。

378は S B21を 構成する柱穴から出上した瀬戸・美濃産天目椀。385は建物を構成しないP871か ら出

土した灰釉陶器である。産地は東濃窯、虎渓山 1号窯式。386は土師器 Ib� 類。391は S B40の建物

を構成する柱穴から出土している土師器 Ib� 類。393は土師器 Ib� 類。

0     (111500)     611m

第142図 柱穴全体図
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2 検出された遇構と遺物
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2 検出された遺構と遺物
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2 検出された遺構と遺物
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Ⅶ 瀬原Ⅱ遺跡

一 0
al◎

dひ◎α2ぴ里
/ 0
ωボ弩協

p949
605◎

616◎
⑥

⑤
鰤

0

ち

4皓

○

857⑥

塀 Ъ
群 ミ

8宅
醍醐
毬,i士曳言3

聟
26

Q]007

Ю勁

堕
脚④
。ゆ 0

鶏♂
7莉

0        (1:200)        8m

櫻 抱

渉
“
6転暢

委j飲

照〆色
SK18

喀
W°
理

第148図 柱穴分割図 3-(2)
-207-



2 検出された遺構と遺物
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Ⅶ 瀬原Ⅱ遺跡
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2 検出された遺構 と遺物

需
悧

Ｒ

Ⅷ

Ｐ P511

姶ヾゝ

P554

P614 P624 P627

序
38ユ

P655

雲|― 淳

383

,~

P684 P695

P871

習▽弱5

P966

376                      m

l:2                   10cla
388

柱穴出土遺物 (1)

-210-
第151図



｀`
＼、_____」iSSS二 :`チク

/389 90

悦

Ⅶ 瀬原Ⅱ遺跡

¨ |

Ｏ

③

鰯  円  395

%H虻硼
0        1:3       111cm

394

396

� 率

Ⅷ 止
"

第152図 桂穴出土遺物 (2)
-211-



2 検出された遺構と遺物

(12)遺 構 外 遺 物

今回の調査においては縄文・弥生時代から近世の遺物が出上している。

T7ト レンチは結果的にはS109～ 11が重複する箇所に入れていたため、表土及び堆積土から大量
に遺物が出土している。これらの遺物はそれらに帰属するものと考えられる。また図化していないが

表土から鉄鏃も出土している。

401～403の縄文 。弥生土器、404・ 405の石鏃はVⅧ・Ⅸグリッドで検出された風倒木痕及びその周

辺から出土している。

406～417は須恵器。甕が主体である。

418は灰釉陶器。長頸重顎部で、産地は東濃窯、光ヶ丘 1号窯式である。胎土は白色を呈し緻密であ

る。灰釉の刷毛塗りの痕跡が認められる。顎部は二段接合である。本遺物は他の灰釉陶器の出土地点

と異なり、調査区北側QVグ リッドから出上している。
419。 420は国産陶器で、東北産と考えられるもので13世紀代に属する。

421～443は陶器・陶磁器類である。主に近世のものであるが、一部に近代も含まれる。椀 。皿類が

多く出土し、産地は肥前産が主体を占める。肥前産の年代は大橋編年Ⅲ～Ⅳ期が主体である。文様は

草花文が主体で、内面には蛇の目釉剥ぎやコンニャク印判などが認められる。また423と 441は瀬戸産

で、それぞれ18世紀、19世紀代である。432・ 443な どの在地産も認められる。4291よ美濃窯産。18世紀

代の443の悟鉢は、摺目の間隔が広く開いている。

444。 445は砥石。石材は凝灰岩である。

-212-
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2 検出された遺構と遺物
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2 検出された遺構と遺物

第17表 桂穴観察表 (1)

番号 グリット 平面形
口
径
開
部 深 さ

面
高
底
標

主体土
混入物

注痕 出土遺物
複
係
童
関

属
設
付
施 備考

地 四 フ

ロ ック
炭化粒 焼土

l
も V ttZ・

lR 楕円形 32434
掏 包 二

(10YR4/4) ○ ○

2 S V13 円形 32442 褐
色土
(10YR4/4) ○ 土師器 (1)

3 S V13 楕円形
褐色土
(10VP4/4) ○ O

4 S V13 楕円形 252 32456 IEl包 工
(10YR4/4) ○ ○ 土師器 (1)

5 S V13 楕円形 158 32511
褐色土
(10YR4/4) ○

6 S V14 円形 32433
褐色土
(10VR4/4Ⅲ ○ ○ 朗難

(12)

(1)

7 S V19 不整形 287 20ユ 32426 褐
色上
(10YR4/4) ○

S V19 楕円形 224 111 帖褐 色上

(10YR3/4)
○

9 S V19 円形 2■0 32462 衛 色 上

(10VR4/4Ⅲ ○

S V19 円形 257 109 32518
褐色土
(10YR4/4) O

11 S V20 楕円形 32562 褐
色土
(10YR4/4)

○

12 S V20 円形 233 202 32458
frB色 二

十10vR4/4Ⅲ O ○ SB07

S V20 楕円形 198 32443 褐
色土
(10YR4/4) ○

S V20 不整形
褐色土
(10YR4/4)

○ SB07

15 S Ⅵ16 円形 307 201 32280
個 色 エ

(10YR4/4) ○ ○ SB08

S V20 円形 286 32335 褐色
土

(10YR4/4) ○ ○ SB08

17 S Ⅵll 円形 32216
褐 色 土
イ1∩vpと /とヽ ○ SB07

S V15 円形 162 32346 匂 包 エ

(10YR4/4) ○ ○

S Ⅵ16 不整形 277 32322 暗褐色
土

(10YR3/4)

S V20 楕円形 230 183 32371
褐色土
(10YR4/4Ⅲ ○

S V25 不整形 32411
掏 色 エ

(10YR4/4) ○ SB07

S V25 楕円形 448 32303
褐色土
(10YR4/4)

○ SB07

S V25 円形 186 160 32497 衛 包 工

(10VR4/4Ⅲ ○

S V25 円 形 32605
晴 41a包 エ

(10YR3/4) ○

S Ⅵ21 楕円形 177 32382 賭掏
色 上

(10YR3/4)
○

S Ⅵ21 円形 368 313 32189
狗 t二

`10VR4/4Ⅲ

○

S Ⅵ16 円形 32135
褐色土
(10YR4/4) ○ SB07

S Ⅵ16 楕円形 32037 褐
色土
(10YR4/4)

○ ○ SB08

もVl 10・
17

円形 325 32145
frati
(10YR4/4Ⅲ ○ ○

S Ⅵ17 不整形 32103
褐色土
(10YR4/4) ○

S Ⅵ21 円形 32177 褐
色土
(10YR4/4)

○

も VlZZ・
Tヽπク 楕円形 423 32239

黒 狗 色 二
十1∩vpク /ガ

TⅥ l 不整形 378 32412 褐
色土
(10YR4/4) ○

TⅥ l 楕円形 褐色上
(10YR4/4)

○

S Ⅵ17 円形 294 32197
掏 色 二

(10YR4/4Ⅲ
○

Sヽ122 円形 202 32156 褐
色土
(10YR4/4) ○

S W124 楕円形
褐色土
(10YR4/4)

○

S �122 楕円形 32103
掏 色 エ

(10YR4/4) ○

S Ⅵ17
18
不整形 384

褐色土
(10YR4/4) ○

-216-



第18表 柱穴観察表 (2)

番号 グリッド 平面形
口
径
開
部 深 さ

百回
昔回

底
標

主体土
混入物

柱 痕 出土遺物
複
係
童
関

属
設
付
施 備考

フ

ク

Ш

ツ

地

ロ
炭化粒 焼土

TⅥ 2
17 楕円形 268

暗褐 色 主

(10YR3/4)
SB09

TⅥ 3 楕円形 32331
褐 包 主

(10YR4/4)
○

TⅥ 3 不整形 32221 惰 e二
(10YR4/4) ○

TⅥ 3 円形 32306 褐
色上
(10YR4/4) ○

TⅥ 3 精円形 223 32197
褐色土
(10VR4/4) ○ SB09

TⅥ 3 楕円形 32101
褐色土
10YR4/4) ○ O

TⅥ 8 不整形 32351
褐色土
110YR4/4)

○

TⅥ 8 楕円形 32289 褐
色土

r10VR4/4Ⅲ ○

TⅥ 7
8
楕円形 332 32205 褐

色主
(10YR4/4)

SB09

TⅥ 2 不整形 32327 褐色
土

(10YR4/4)
SB09

TⅥ 3 不整形 221 32325
黒褐色土
(10VR2/2) ○

TⅥ 2 精円形 363 179 32279
TIB色主
(10YR4/4) ○

TⅥ 3 楕円形 32192
黒褐色土
(10YR2/2)

TⅥ 4 不整形 31815
褐色土
(10YR4/4

TⅥ 3 楕円形 32059 褐
色土
(10YR4/4)

TⅥ 4 楕円形 287 31923 狗
也 主

(10YR4/4)

TⅥ 4 楕円形 322 31837
黒 御 色 エ

ィlnvP,/ク ヽ ○ ○ ○

TⅥ 4 楕円形 233 309 31840
黒褐色土
(10YR2/2)

b Ⅵ24
TM4 円形 132 31998 黒褐色

土
(10VR夕 /分Ⅲ ○ ○ ○

TⅥ 4 円形 185 32012 黒褐
色土

(10YR2/2)

TⅥ 3 円形 158 32282
黒 褐 色 主

(10YR2/2)
○ SB09

TⅥ 3・
4
楕円形 225 32137 褐

色土
10VR4/4) ○

TⅥ 8 円形 225 32217 褐
色主
10YR4/4) ○

TⅥ 8 楕円形 32293
黒褐 色 土

(10YR2/2)
○ ○

TⅥ 7 円形
衛 色 上

(10YR4/4) ○

TⅥ 8 楕円形 182 32186 褐
色上
(10YR4/4) ○

TⅥ 9 円形 32125 flB色
主

(10YR4/4)
○

TⅥ 9 楕円形
掏 色 工

(10VR4/4) ○

TⅥ 8 円形 32196
褐色土
rl∩VP4/4ヽ ○

TⅥ 9 楕円形 338 32037 褐
色土
(10YR4/4)

○ ○

TⅥ 4
9
楕円形 272 32066 褐

色土

`10VR4/4)

○

TⅥ 3
不整形 207 32026 褐

色土
(10YR4/4) ○

S Ⅵll 円形 224 32148 褐
色土
(10YR4/4)

○ SB08

S Ⅵ16 円形 32223 褐
色土
(10YR4/4) ○

TⅥ 4
楕円形 258 32057 褐

色土
(10YR4/4) ○

TⅥ 4 不整形 587 32007
黒楊色土
(10YR2/2)

○

TⅥ 3 楕円形 247 32256
褐色土
(10VR4/4Ⅲ ○

S V20 不整形 32373 褐
色土
(10YR4/4) ○

S V20 精円形 32535 褐
色土

(10VR4/4Ⅲ O

Ⅶ 瀬原Ⅱ遺跡
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2 検出された遺構 と遺物

第19表 柱穴観察表 (3)

番号 グリッド 平面形
口
径
開
部 深 さ

面
高
底
標 主体土

混入物
柱痕 出土遺物

複
係
重
関

属
設
付
施 備考

地Шフ
ロック 炭化粒 焼 土

S V20 楕円形 224 32549
褐色土
(10YR4/41 ○

TⅥ 2 不整形 32331
褐色土
(10VP4/4Ⅲ ○ ○ ○

TⅥ 3 精円形 252 32249 褐
色主
(10YR4/4) ○

S Ⅵ16 不整形 32091
褐色土
(10YR4/41 ○ SB07

S Ⅵ17 円形 187 32144 褐
色土

(10VR4/4Ⅲ ○

R V24 233 31844 褐 色 上

(10YR4/4) ○ ○

SV5 31898 褐色
土

(10YR4/4)
○ ○ ○

氏回 に暢
永 h

SⅥ l 31850 褐色
土

(10YR4/4) ○

S Ⅵ14 円 形 203 276 31579 黒褐 色 主
(10YR3/4) ○

R V25 不整形 31849
褐色土
(10YR4/4)

○ ○ ○

SⅥ 9 円形 288 31752
黒 約 色 二
十1∩vPR/と ヽ ○

SⅥ 3 楕円形 31650
黒褐色土
(10YR3/4) SB05

SⅥ 3 楕円形 31469
黒褐色土
(10YR3/4)

○ SB05

RV19 24 円形 257 31870 黒褐色
土

(10YR2/2) ○

R Ⅵ22 円形 237 31662 黒褐色
土

(10YR3/4)

SⅥ 3 不整形 31581
黒褐色土
(10YPR/4Ⅲ ○ 土師器 (3)

SⅥ 4 円形 31549
黒褐 色 主

(10YR3/4) ○ SB05

R V25 不整形 232 31900
褐 色 上

110YR4/4)
土師器 (1)

SⅥ 4 不整形 171 188 31408
黒掏色土
(10vR3/4) 土師器 (1) SB05

S Ⅵ14 楕円形 206 31590 黒褐 色
土

(10YR3/4

SⅥ 4 不整形
黒褐色土
(10YR3/4)

○

R Ⅵ24 楕円形 240 31486
黒褐色土
10YP3/4 SB05

SⅥ 3 不整形 239 31664 黒褐色
土′

ln、/PR/4｀ ○ ○ 土師器 (1)

R Ⅵ23 円形 31562
黒褐色土
(10YR3/4)

○ ○

R V13 円形 166 32091
黒 伯 t土
1∩VPR/と ヽ ○ 土師器 (1)

R V19 不整形 31961 黒掲
色土

rl∩vPク /,Ⅲ ○ ○

R Ⅵ23 円形 31567
黒褐色土
(10YR3/4)

土師器 (1) SB05

R Ⅵ23 楕円形 31701
暗褐色土
(10VR3/4)

R Ⅵ19 楕円形 31364 暗褐
色土

(10YR3/4) ○

R Ⅵ23 円形 31605
褐色土
(10YR4/4)

○ ○ 土師器 (1)

R Ⅵ23 不整形 215 124 31523
褐色土
(10YR4/4Ⅲ ○ ○ ○

R Ⅵ24 楕円形 31550 褐
色土
(10YR4/4) SB05

R Ⅵ23 楕円形 31495
暗衛 色 土

(10YR3/4)
○ ○ ○ 土師器 (1) SB05

R Ⅵ18 円形 31481
曙TIB色 土
(10YR3/4) ○

R Ⅵ13 円 形 202 31447 嗜褐色
土

(10YR3/4) ○

R Ⅵ13 不整形 31339
H音絢 色 土

(10YR3/4)
○

R Ⅵ19 円形 112 31451 黒褐色
土

(10YR2/2) ○

R Ⅵ13 円 形 128 31472 暗褐
色土

110YR3/4)

R Ⅵll 楕円形 262 31920
暗褐色土
(10vPR/4Ⅲ
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第20表 桂穴観察表 (4)

番号 グ リ ド 平面形
口
径
開
部 深 さ

面
高
底
標

主体土
混入物

柱痕 出土遺物
複
係
重
関

属
設
付
施 備考

地山ブ
ロック
炭化粒 焼 土

RⅥ H 楕円形 31927 暗褐色
土

(10vR3/4Ⅲ

R Ⅵll 楕円形 244 31838 褐
色土
(10YR4/4)

RⅥ H 不整形 31907
黒 伯 色 上

(10YR2/2)
○ 土師器 (2)

R Ⅵ12 円形 372 242 31489
暗褐色土
(10YR3/4) O 土師器 (2) SB03

埋上に
礫混入

RⅥ 7・ 8 円形 426 31172 暗褐色
土

(10YR3/4) ○
SB03

に
入
土
混
埋
礫

RⅥ 2・
3・ 7 8 楕円形 30978 暗褐色

土
(1∩VRn/4) O SB03

RⅥ 8 円形 296 31582 婚褐
色土

(10YR3/4) ○
埋上に
礫混入

RⅥ 8 楕円形 31372 暗褐色
土

(10YR3/4)
○

RⅥ 8 楕円形 31584 暗褐
色土

(10YPR/4Ⅲ ○

127 R Ⅵ15 楕円形 31340
掏 tエ
(10YR4/4) 〇

RⅥ 9 楕円形 224
褐色土
(10YR4/4)

○ ○ 土師器 (1)

RⅥ 9 円形 31201
黒褐色土
イ10YR2/2)

RⅥ 9 楕円形 168 31308
黒褐 色主

(10YR2/2) ○

RⅥ 9 楕円形 230 31274
黒掏 色 土

(10YR2/2)
○

姓 上 に
杷 ,耳 天

RⅥ 9 円形 31186
黒 掏 色 エ

イ]∩vP,/クゝ
埋上に
穣混入

133 RⅥ 9 不整形 31223
黒捐色土
(10YR2/2)

に
入
土
混
埋
礫

RⅥ 9 楕円形 31235
褐色土
(10YR4/4)

RⅥ 9 円形 263 31165 褐
色土
(10YR4/4)

埋上に
狭混入

RⅥ 9 楕円形 175 31219 捐色
土

(10YR4/4) ○

RⅥ 9 1( 円 形 31164
褐 色 土
rinvpと /∠、

R Ⅵ18 円形 132 31676 褐
色上
(10YR4/4)

RV孔 5 楕円形 31900 暗褐色
土

(10YR3/4) ○

RV4 楕円形 31815 褐
色 土

ri nvTJと /∠、 ○ ○

RV5 楕円形 31742 褐
色土
(10YR4/4) ○

RV4 円形 258 77 31821
掲色土
(10YR4/4) O ○ 土師器 (1) SB01

RV4 円形 31770 褐
色 土
r,nvpと /と、 ○ ○

R V15 不整形 267 129 31843
悟褐色土
(10YR3/4) ○

土師器 (1)

R Ⅵ19 円形 31156
褐色土
(10YR4/4)

○ ○

R Ⅵ19 円形 31226 褐
色 上
rinvpと /と、 ○

R Ⅵ20 不整形 233 31115 悟褐色
土

(10YR3/4) ○ ○

R Ⅵ10 円 形 3孔 079
黒褐 色 主

(10YR2/2)
土師器 (1)

149 R Ⅵ10 不整形 31100
黒褐色土

`10VR畏

/夕 )
○ ○

R Ⅵ10 楕円形 194 31107
黒褐色主
(10YR2/2)

R Ⅵ10 円 形 31194

RⅥ 3 楕円形 31248 掏
色土

rl∩vP4/と、 ○

RⅥ 3 楕円形 193 31454
黒褐 色主

(10YR3/4)

RⅥ 4 不整形 31206
褐色土
(10YR4/4)

Q Ⅵ24 不整形 31213 褐
色土

rl∩vPと /と、 ○

156 RⅥ 4 楕円形 182 31229 拘 包 ■

(10Y巨 4/4) ○

Ⅶ 瀬原Ⅱ遺跡
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2 検出された遺構 と遺物

第21表 柱穴観察表 (5)

番号 グリッド 平面形
口
径
開
部 深 さ

底面
標高

主体土
混入物

柱痕 出土遺物
複
係
重
関

属
設
付
施 備考

地山ブ
ロック
炭化粒 焼 土

Q Ⅵ24 円形 31156
掏 色 工

10VR4/4Ⅲ ○

Q Ⅵ24 不整形 230 31180
掏 巴 エ

110YR4/4) ○

Q Ⅵ24 楕円形 278 31171
褐 色 土

(10YR4/4)
○

Q Ⅵ24 円形 223 182 31139
狗 巴 工

10VR4/4Ⅲ ○

Q Ⅵ24 円形 31184 褐
色土
(10YR4/4) ○

Q Ⅵ24 不整形 31007
褐色土
(10YR4/4)

○ ○

RⅥ 3 円形 31407
褐色土
10YR4/4) ○

Q Ⅵ23 楕円形 229 292 31弘 21
褐色土
(10YR4/4)

Q Ⅵ23 円形 31344
褐色土
10YR4/4Ⅲ ○ ○

166 Q Ⅵ23 円形 31396 御 巴 エ

10YR4/4) ○

Q Ⅵ18 円形 125 31092 褐 色 二

(10YR4/4)
○ ○

RⅥ 2・ 3 不整形 暗褐色土
10YR3/4) ○ ○ SB04

RⅥ 2・ 3 円形 476 31006
暗褐 色 上

110YR3/4) ○ SB03

R Ⅵll 円形 31526 暗褐
色 上

(10YR3/4)
○ 土師器 (1) SB03

RⅥ 6 楕円形 578 31565
暗褐色土
10YR3/4 ○ 土師器 (2)

,Dllよ 場
rlr lフ ぃ
SB03

RⅥ l 楕円形 580 31375
暗褐色土
(10YR3/4 ○

;Dllよ り
新しい
SB03

Rヽ,Iユ 楕円形 536 31315 暗
絢 色 主

(10YR3/4)
○ ○ SB04

RⅥ 9 不整形 378 178 31149
TIB色土
10YR4/4 ○ O

Q Ⅵ17 楕円形 217 31238
黒褐色土
(10YR3/4)

Q Ⅵ17 不整形 175 31150
黒褐色土
rlovPR/4

177 Q Ⅵ17 不整形 228 31124
黒褐色土
(10YR3/4 SB06

Q Ⅵ17 楕円形 31252
黒褐色土
(10YR3/4)

○ ○ ○ SB06

Q Ⅵ17 円形 31370
黒褐色土
r10YRR/4Ⅲ ○ ○ ○ SB06

Q Ⅵ22 円形 207 175 31221
黒褐色土
(10YR3/4) ○ ○

QⅥ24 25 円形 31001
Tta色 二
(10YR4/4)

RⅥ 4 楕円形 166 31189 褐色
土

(10YR4/4Ⅲ

RⅥ l 不整形 370 31276 暗褐色
土

(10YR3/4) ○
SB03

RⅥ 3 円形 31265
黒褐色土
(10YR3/4)

RⅥ 3 円形 31258
黒褐色土
(10vR3/4Ⅲ

RⅥ 6 円形 158 189 31627
黒llat二
(10YR3/4) ○

,Dllよ り
翠貯ぃ

Q Ⅵ16 円形 277 31260
黒褐色土
(10YR3/4)

○ ○ SB06

QⅥ 16 17 円形 258 196 31156
黒褐色土

`10YR3/4)

○ ○ SB06

Q V20・
く lヽT lハ 精円形 31594

暗掲色土
(10YR3/4) ○ ○ ○

Q V20 円形 31614
黒褐色土
(10YR3/4)

Q V19 楕円形 270 124 31685
黒 Ftl包 二
/1∩ VPR/4ヽ ○

Q V19 円形 226 31735
黒褐色土
rl∩vPR/4Ⅲ ○

Q V19 楕円形 31814
黒拘 色 土

(10YR3/4)
○

Q V20 円形 132 31541 褐色
土

(10VR4/4)

Q Ⅵ16 楕円形 245 31543
暗褐色土
(10YR3/3) ○ ○ ○
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第22表 柱穴観察表 (6)

番号 グリッド 平面形
口
径
開
部 深 さ

面
高
底
標

主体土
混入物

柱痕 出土遺物
複
係
重
関

属
設
付
施 備考

地山ブ
ロック
炭化粒 焼 土

Q V20 円形 229 31677
褐色土
(10YR4/4)

Q V25 楕円形 242 31417
R音褐色土
(10VR3/↑

SD13よ
り古い
SB01

Q V24 円形 31763
暗褐色土
(10YR3/3) ○

○
うり13よ
り古い

Q V25 円形 31457
暗褐 色 土
rinvp負 /Rヽ SB01

Q V25 円形 31756 暗褐
色土

(10YR3/3) ○ ○ SB02

RV5 楕円形 250 31625 暗褐
色土

(10YR3/3)
O ○ ○ SB02

RV4 円形 31785
褐色土
(10VR4/4) ○ ○

203 Q V23 円形 296 339 31547
暗褐色主
(10YR3/3) ○ ○ ○ SB01

204 RV3 楕円形 337 暗褐色土
(10YR3/3)

○ SB02

Q V23 楕円形 31917 暗T_L色
土

10YR3/3)
SB02

Q V18 楕円形 351 318± 0
褐 色 土

(10YR4/4) ○

207 Q V18 円形 212
黒ftl色 土
(10YR3/4)

○

Q V24 不整形 31712
暗褐色土
(10vR3/3Ⅲ

○

RV5 楕円形 325 300 31550 暗褐色
土

110YR3/3) ○
○ 土師器 (1) SBOユ

Q V18 円形 31853 fgJ色主
(10YR4/4)

○ ○

Q V24 円形 31731
暗褐色土
(10YR3/3) ○ ○

SD13よ
り古しゝ
SB01

Q V14・ 楕円形 296 31542
にぶい寅燈色土
(1∩ vPハ /RⅢ

SD16よ
り古い

Q V23 円形 31869
暗褐色土
(10YR3/3)

○ ○ SB01

Q V18 円形 31915
匂 包 工

`10YR4/4)

○

Q V23 円形 257 31798 暗褐色
土

(10YR3/3)
○ ○ SB01

Q V23 円形 31896
暗褐色土
(10VRR/RⅢ ○ ○ SB01

RV3 円形 31938
悟褐色土
(10YR3/3) ○ ○ SB01

RV3 楕円形 162 32009 暗
褐色土
(10YR3/3)

○ ○

RV2 円形 31949
婚褐色土
(10VPn/3Ⅲ ○ ○

220 Q V23RV3 円形 197 142 31901 惜
褐色土
(10YR3/3) ○ ○

Q V22 円形 153 32008 暗
掲色土
(10YR3/3)

○

Q V24、
RV3 円形 424 31633

暗褐色土
(10VR3/∩ ) ○ ○

SZ02よ り
新しい
SB01

223 RV4 楕円形 31793
褐色主
(10YR4/4)

224 RV4 楕円形 357 31712
暗褐色土
(10YR3/3)

225 Q V25 円形 31753
褐色土
10YR4/4) ○

Q V19 円形 184 31760
暗褐色土
110YR3/3)

○ ○

227 RV3 円形 31939
暗褐色土
(10YR3/3)

RV2
R 円形

暗褐色土
(10VR3/3Ⅲ

229
RV2・
7
楕円形 202 31953

暗褐色土
(10YR3/3)

RV3 円形 32024
褐 色 上

(10YR4/4)
○

RV3 円 形 239 31946
暗褐色土
(10YR3/3)

Q V18 楕円形 142 31872
暗褐色土
(10YR3/3)

Q V18 円形 31812
にぶい貢燈色土
QばR6/0

Q V18 円形 31806
にぶい貢燈色土
rin、′pハ /qヽ

jDZ3よ
hIモ ′ゝ

Ⅶ 瀬原Ⅱ遺跡
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2 検出された遺構と遺物

第23表 柱穴観察表 (7)

番号 グリッド 平面形
口
径
開
部 深 さ

面
高
底
標

主体土
混入物

柱痕 出土遺物
複
係
重
関

属
設
付
施 備考

地山ブ
ロック
災化粒 焼 土

Q V19 楕円形 31769 褐
色土

rinvP4/4、

Q V24 楕円形 250 31751
暗掲色土
(10YR3/3) ○ ○

Q V25 円形 31397 暗褐
色 上

(10YR3/3)
○ ○

S10Xよ り
ヨ千i ぃ SB01

238 Q Ⅳ15 楕円形 299 157 31854
暗褐色土
(10vR3/4Ⅲ ○

Q Ⅳ15 円形 240 31861 掲色
土

(10YR4/4) ○

Q Ⅳ15 円形 31897 褐色
土

(10YR4/4)
○ ○

241 RV3 円形 31891
暗褐色土
10YR3/3) ○ ○

SZ01よ り
剣千1フぃ

SB01

RV4 円形 31826 暗褐
色土

(10YR3/4) ○ ○ SB01

RV4 円形 31654
暗褐色土
10VRR/RⅢ ○ ○

SZ01よ り
古▼ゝ

RV4 9 楕円形 293 31781 暗褐
色土

110YR3/3) ○ ○ ○

RV3 円形 31970
にぶい黄燈色土
QOYR6潟 )

○ ○

QV覧 8 楕円形 31772 暗褐色
土

rlovR3/R) ○ ○

Q V18 円形 31795 暗褐 色
土

(10YR3/3) ○ ○ ○

Q Vlユ 不整形 31577 曙褐色土
(10YR3/3)

○

249 RⅦ 7 円形 292 30518 掏 色 土

(10YR4/4Ⅲ ○ ○ ○ 土師器 (1) SB10

250 RⅦ 7 楕円形 30713 掲
色土
(10YRち/4) ○ ○ 土師器 (2) SB10

R Ⅶ12 楕円形
暗絢 色 二

(10YR3/4)
○ ○ SB10

R Ⅶ12 不整形 30901
441色二
(10YR4/4) ○ ○

253 R Ⅶ12 楕円形 30847 褐
色土
(10YR4/4)

土師器

R Ⅶ12 不整形 30851
褐色土
r10VP4/4)

R Ⅶ12 円形 248 30908 褐
色土

(10YR4/4Ⅲ ○ ○ 土師器 (1)

R Ⅶ12 不整形 159 30920 Tfa色
土

(10YR4/4)
PZ57よ り
JIぃ

257 R Ⅶ12 楕円形 273 30794
褐色土
(10VP4/4Ⅲ ○ ○

P256よ り
新しい

R Ⅶ12 不整形 30739 惜褐色
土

(10YR3/4) ○ ○ 土師器 (11) SB10

R Ⅶ17 楕円形 30623 暗掲色
土

(10YR3/3) ○ ○ ○ ○ 土師器 (3) SB10

R Ⅶ17 不整形 346 202 30698
褐色土
(10VR4/4) ○ ○

RⅦ孔7 楕円形 220 暗褐色土
(10YR3/3) ○ ○

R Ⅶ17 円形 255 暗褐色土
(10YR3/3)

○ ○

263 R Ⅶ18 不整形 358 30719 暗掏色土
rl∩vpq/皇 ヽ ○ ○ ○ ○ 土師器 (3) SB10

RⅦ 12 13 不整形 30527 峰褐色
主

(10YR3/3) ○ ○ O SB10

R Ⅶ17・ 18 円形 238 30837 暗褐
色土

(10YR3/4)

266 R Ⅶ18 円形 189 30839 暗褐色
土

(10YR∩ /4)

RⅦ 17 18 不整形 30802 暗TtB色
上

(10YR3/3)

R Ⅶ17 不整形 87 30781 暗TEl色
二

(10YR3/3)

269 R Ⅶ17 不整形 233 30873 暗褐色
土

(10YR3/3Ⅲ

R Ⅶ18 不整形 732 30726
晴 匂 tエ
(10YR3/3)

R Ⅶ18 不整形 423 30717
暗褐色土
(10YR3/3)

P307よ り
古い

272 R W124 円形 30575 暗褐色
土

10VRR/4) ○ ○ ○ 土師器 (1)
S102よ り
郵千キクい

273 R Ⅶ19 不整形 283 30729
暗褐色土′
1∩VpR/q、 ○ ○
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第24表 柱穴観察表 (8)

番号 グリッド 平面形
口
径
開
部

深 さ
面
高
底
標

主体土
混入物

柱痕 出土遺物
複
係
童
関

属
設
付
施 備 考

地山ブ
ロック
炭化粒 焼 土

274 R Ⅶ13 不整形
褐色土
(10VR4/4Ⅲ ○ ○

SⅦ 3 不整形 337 133 30975
暗褐色土
(10YR3/3) ○

R II123 円形 292 30733 曙褐
色土

(10YR3/3)
○ ○

277 SⅦ 3 円形 30866
婚褐色土
(10YR3/31 ○

278 SⅦ 3 不整形 364 30957
褐色土
(10YR4/4) ○

SⅦ 3 円形 293 309孔 6
暗褐 色 土
ri nふ′p全 /Rヽ ○ ○

S WI1 3 不整形 223 30899
褐色土
(10YR4/4 ○ ○

SⅦ 3 精円形 30873
暗褐色土
(10YR3/3)

○ ○

282 R Ⅶ19 楕円形 30560
褐色土
10VR4/4 ○

R Ⅶ19 不整形 30582
褐色土
110YR4/41

○ ○

284 R Ⅶ19 楕円形 30511
暗掲色土
(10YR3/4)

○
P285よ り
新 i´ ぃ

R Ⅶ20 不整形 30444
褐色土
10YR4/4 ○ ○

P284よ り
J貯ぃ

R IB120 不整形 30489
暗褐色土
110YR3/3) ○ ○

R Ⅶ20 不整形 30508
匂 包 上

(10YR4/4)
○

288
R Ⅶ19・
24
楕円形 548 30590

Frb包 エ
10YR4/4) ○ ○ ○

R Ⅶ24 不整形 30663
掲色土
(10YR4/4)

○ ○ ○

R Ⅶ24 円 形 424 30691
褐色土
(10VR4/4) ○ ○

●3υυよ り

古 ▼ヽ

SⅦ 3 楕円形 444 118 30891
伯 t工
(10YR4/4)

292 SⅦ 3 不整形 30928
褐色土
(10YR4/4)

○ ○

SⅦ 3 不整形 327
褐色土
(10YR4/4Ⅲ ○ ○

SⅦ 3 不整形 403 30870
暗褐色上
(10YR3/3)

P295よ り
古い

SⅦ 3 楕円形 453 30852
暗褐色土
i10YR3/4)

○ ○
P294よ り
新 |夕 ▼ヽ

SⅦ 4 楕円形 30806
暗褐色土
(10VR3/宮Ⅲ ○ ○ ○

R Ⅶ24
RV4 不整形 495 30673

伺 tエ
(10YR4/4) ○ ○

R Ⅶ24 不整形 456 30683
暗褐色土
(10YR3/3)

○ 〇

R Ⅶ24 楕円形 30647
暗褐色土
(10vR3/∩ Ⅲ ○

R Ⅶ24 不整形 245 128 30578
にぶい貨燈色土
ィlnvpハ′!ュⅢ ○ ○

P290よ り
新しい

R hl112 不整形 30815
褐色土
(10YR4/4)

○ ○

R Ⅶ19
24
不整形 30698

暗褐色土
イ10YR3/4)

R Ⅶ17 円形 235 30922
掲色土
rl∩Vp4/4) ○

R Ⅶ17 楕円形 30875
曙褐色土
(10YR3/4)

○ ○

R Ⅶ18 不整形
掏 色 土

rl∩YR4/4) ○ ○

R Ⅶ19 円形 324 30663
褐色土
rl∩Vp4/4Ⅲ ○

R Ⅶ18 円形 30736
褐色土
(10YR4/4)

○
P271が渤ィ
1タ ャゝ

308 R II124 楕円形 30583
絢 色 主

`10YR4/4)

○ ○

SⅦ 4 不整形 30774
褐色土
ri∩Vp4/4) ○ ○

SⅦ 3 不整形 232 30882 暗褐
色 上

(10YR3/3)
○ ○

R Ⅶ17 不整形 30751
絢 t工
(10YR4/4) ○ ○

R Ⅶ18 円形 2■3 155 30634
暗掲色土
rl∩vPR/R、 ○ ○ 土師器 (3)

Ⅶ 瀬原Ⅱ遺跡
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2 検出された遺構と遺物

第25表 柱穴観察表 (9)

番号 グリッド 平面形
口
径
開
部 深 さ

面
高
底
標

主体土
混入物

柱痕 出土遺物
複
係
重
関

属
設
付
施 備考

地山ブ
ロック
炭化粒 焼 土

S hl1 8'13 楕円形 450 30994 褐
色土
(10YR4/4) ○

SⅦ 8 円形 31018 褐色
土

(10YR4/4) ○ ○ ○

S Ⅶ14 円形 31016 褐
色 土

rl∩vpと /とヽ ○

S Ⅶ14 不整形 300 30922 褐色
上

(10YR4/4)

S Ⅶ14 円形
褐色土
(10YR4/4)

○ ○

S Ⅶ14 楕円形 200 172 30837
暗褐色土
(10vR3/n) ○ ○ ○

S Ⅶ14 円形 30885
にぶい黄燈色土
ri∩ vpぉ /RⅢ ○ ○

S Ⅶ14 不 整形 202 30891 暗拐
色土

(10YR3/3)
○ ○ ○

321 S Ⅶ14 不整形 184 30806 褐色
土

(10YR4/4) ○ ○

S Ⅶ15 楕円形 131 30669
黒色土
(10YR1 7/1

O

S Ⅶ10 楕円形 30675 褐 色
土

ri∩、/p4/zlヽ ○

324 S Ⅶ10 不整形 159 30666 褐
色土
(10YR4/4) ○ ○ 土師器 (3)

S Ⅷ15 不整形 30722 褐
色土
(10YR4/4) ○

S Ⅶ15 楕円形 30511
ltB色土
rlnvPと /と、 ○

327 S WIlll 楕円形 335
衛 包 工

(10YR4/4) ○ 土師器 (1) SB12
4=上 にど柴を
あ て,『 矢

328 SⅧH 楕円形 395 30363 褐
色土
(10YR4/4)

○ ○

S Mllユ 円形 248
褐色土
10VR4/4) ○ SB12

S Ⅷll 不整形
灰責掲色土
(10YR5/2) ○ ○

S Ⅷ16 楕円形 282 30587 暗褐
色土

(10YR3/3)
○ ○ ○ SB13

332 S Wll116 楕円形 408
匂 巴 上

10VR4/4Ⅲ ○

S Lll117 円形
褐色土
(10YR4/4) ○ ○

S Ⅷ16 楕円形 30541 伺 色 土

(10YR4/4)
○

335 S hl116 楕円形 30497
匂 色 工

10YR4/4) ○

S lll116・  17 円形
褐色土
(10YR4/4) ○ ○

里上に礫を
疹 く湿入

SI皿 16 不整形
個 色 主

(10YR4/4)
○ SB12

338 S Il122 円形 257
褐色土
(10YR4/4 ○ SB13

S WIl122 不整形
灰責褐色土
rl∩vP5/ハ ○ ○

S hl121 円形 30610 匂 色
主

(10YR4/4)
○ SB14

SW町 16 不整形 30645 褐
色土
(10YR4/4 ○ ○

34Zよ り
新 Iフ ぃ

S Ll116 楕円形
暗褐色土
rl∩vPR/Rヽ ○

rも41よ ち
ヨいし、

S WⅢ 16・ 21 円形 292
褐色土
(10YR4/4)

○ ○

S hl121 楕円形 275 30728 曙褐
色土

(10YR3/3) ○ ○ SB19

S VI121 円形 30659 褐色
土

(10YR4/4) ○ ○ 土師器 (1)

S WⅢ 21 楕円形 30621
伯 色 主

(10YR4/4)
SB19

S II121 円形 30695 褐
色土
(10YR4/4Ⅲ

348 S LE121 楕円形
褐色土
(10YRち/4) ○

S lll121 楕円形
暗褐色土
(1∩VRR/RⅢ ○ ○ SB13

S Ⅷ21 不整形 30736 褐
色主
(10YR4/4) ○ SB12

S I120 円形 222 30645 灰責褐色
土

(10YR5/2) ○ ○
里土に礫を
あ て,7入
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第26表 柱穴観察表 (10)

番号 グリッド 平面形
口
径
開
部 深 さ

志凹
昔ロ

底
標

主体土
混入物

柱 痕 出土遺物
複
係
重
関

属
設
付
施 備考

ブ
ク
山

ツ

地

ロ
炭化粒 焼土

S W120 25 円形 201 30628
絢 色主

(10YR4/4)
SB13

S h4125 不整形 284
掏 色 エ

(10YR4/4)
SB19

S Ⅶ21 楕円形 297 30759
褐 色 土

(10YR4/4)
○ ○

TⅧ 2 円形 225 30255
にぶい貢燈色土
rinVPA/負ヽ ○

356 TⅧ 2 楕円形 544 30547
暗褐色土
rinvPR/4

TⅧ 2 円形 261 30430
暗捐色土
rlovRR/RⅢ ○ ○ 土師器 (1)

358 S Ⅶ21 不整形
黒 色 二

10YR1 7/1 ○ ○ SB14

S Ⅶ21 楕円形 30747
褐色土
(10YR4/4)

里
=LIこ
1柴を

あ ぞヲ耳天

S Ⅶ21 楕円形 324 30755
絢 色主

(10YR4/4)
○ ○ ○ SB19

TⅦ 5 楕円形 197 30776
掏 包 工

10YR4/4) ○ SB± 3

362 SW皿 16 不整形 30835
暗褐色土
(10YR3/3)

○ ○ ○ SB14

SW狂21 楕円形
褐色土
(10YR4/4)

○ 土師器 (1)

S WⅢ 21 楕円形 252
掲色土
(10YR4/4) ○ ○ ○

TⅦ 5 円形 30795
褐色土
(10YRち/4)

○ ○

ＳⅧ２
ＴⅧ

楕円形
暗褐色土

(10YR3/3)
○

S WⅢ 21 不整形 426 30701
黒 色 主

(10YR17/1 ○

S hE125

SW狂21
惰円形 327 30703

Tla色 上
(10YR4/4)

○ ○ 陶磁器 (1)

369 S W125 円形 268 111 30734
暗褐色土
(10YR3/3)

S Ll116 円形 371 30570 暗
褐色土
(10YR3/3)

○ SB14

S Ll125 円形 305 30742
暗褐色土

`10YRR/RⅢ

○ ○ SB12

372 S h4120 円形
褐色土
10VR4/4)

S ll120 円形 30857
褐色土
(10YR4/4)

○ 土師器 (1)

S L4120 楕円形 30797
狗 色 二

(10YR4/4)
○

S Ll120 楕円形 335
褐色土
(10YR4/4

SB14

376 SI旺20 円形 30802
褐色土
(10YR4/4)

○

S hl120 円形 30910
物 色 ■

(10YR4/4)
○

ビ6rも よ り

吉 vヽ

S Vl120 楕円形
黒 包 工

10YR1 7/1 ○ ○
P377よ り
新しい

379 S hl120 楕円形 225 30868
掏 色 主

(10YR4/4)
○ ○ ○

S h4120 円形 223 30878
衛 色 ■

(10YR4/4)
SB12

S ll120 不整形 30882
褐色土
(10YR4/4) ○

382 SI吐20 楕円形 30711
暗褐色土
(10YR3/3:

○ ○ ○

383 S hl120 不整形 129 30714
暗褐色土
(10YR3/3)

○ ○

S1120 楕円形 30694
黒 包 二

10YR1 7/1)
SB12

385 S II120 楕円形 30891
褐 色 上

(10YR4/4)
○ ○ 土師器 (1)

S Ⅶ19 円形 582 121 30865
悟褐色土

(10YR3/4)
○ ○ ○

底 向 に

穫 右 り

SⅦ文9 楕円形 31004
掲色土
(10YR4/4)

土師器 (1)

388 S Ⅶ19 不整形 30968 暗
橙 色 主

(10YR3/3)
O ○ ○ B82と 同 じ

S hl125 楕円形 30830
匂 色 二

(10YR4/4)
○ ○ ○ SB17

S1125 楕円形 30855
暗褐色土
(10YR3/3) ○

Ⅶ 瀬原Ⅱ遺跡
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2 検出された遺構と遺物

第27表 桂穴観察表 (11)

番号 グリッド 平面形
口
径
開
部 深 さ

面
高
底
標

主体土
混入物

柱痕 出土遺物
複
係
重
関

属
設
付
施 備考ブ

ク

山

ツ

地

ロ
炭化粗 焼土

S Ⅶ19 楕円形 30888 暗褐色
土

(10YR3/3) ○ ○

392 S Ⅶ14 不整形 428 30962 暗褐色土
(10YR3/4)

○ ○ ○

S Ⅶ13 楕円形 155 匂 包 工

(10YR4/4) ○ ○

S Ⅶ18 不整形 189 30991 褐
色土
(10YR4/4) ○

S Ⅶ18 不整形 123 31006 褐色
土

(10YR4/4Ⅲ ○ ○

S Ⅶ18 不整形 235 3孔 056 暗褐色
土′

1∩VPR/負 ヽ ○ ○ ○

S Ⅶ18 円形 188 20ユ 31073 暗褐色
土

(10YR3/3) O

S Ⅶ18 不整形 236 30853 暗褐色土
110YR3/RⅢ ○ ○ ○

S Ⅶ18 円形 31080 灰責褐色土
(10YR5/2) ○ ○

S Ⅶ19 円形 202 30998 暗褐色土
(10YR3/3)

○ ○ ○

S Ⅶ19 不整形 335 31058 褐色土
(10YR4/4Ⅲ ○

S W118  19 楕円形 31107 褐色土
(10YR4/4) ○ ○

S ll123,24 不整形 236 31053 婚褐色土(lovRR/R) ○

S hl123 楕円形 230 112 31098
H盲匂 t工
(10YR3/13) ○ ○

S∇123 楕円形 890 31129 灰責褐色土
(10YR5/2) ○ ○

S T4123 楕円形 283 暗掏色土
(10vRR/4Ⅲ ○ 土師器 (1) SBll

407 S Vl123 不整形 31117 暗掲色土
(10YR3/3) ○ ○ O SBlユ

肥
Ⅶ
も

Ｔ 不整形 282 17ユ 31178 褐 色 土
(10YR4/4) ○ ○

TⅦ 3 円形 31180 婚褐色
土

(10vRR/4 ○

TⅦ 3 楕円形 31256 灰責褐色
土

(10YR5/2) ○ SBll

TⅦ 3 楕円形 188 182 31166 褐色土
(10YR4/4) ○

TⅦ 3 円形 155 31152 暗褐色土
10YR3/3Ⅲ ○ 土師器 (1)

S W123 不整形 暗褐色土
rl∩vpR/負 Ⅲ ○

S V123 円形 337 109 31149 暗褐色
土

(10vRR/RⅢ ○ ○ SB18

TⅦ 3 不整形 293 31176 暗褐色土
(10YR3/4Ⅲ ○ ○ 土師器 SBll

TⅦ 3 不整形 31138 褐色
土

(10YR4/6) ○

TⅦ 3 円形 31115 暗褐色土
(10VPR/RⅢ ○ ○ SBll

TⅦ 3 不整形 31207 悟褐色土
(10YR3/4) ○ ○ 土師器 (1)

TⅦ 3 不整形 31217 暗褐色土
(10YR3/4) ○

TⅦ 3 円形 171 31190 暗褐色土
(10YR3/3)

○ ○

TⅦ 3 不整形 191 31± 39
褐色土
(10YR4/4) ○

TⅦ 3 楕円形 287 暗楊色土
(10YR3/3) ○ ○ 土師器 (1)

423 S Vl123・ 24 楕円形 203 31138 暗褐色土
(10YR3/3)

O SB17

424 S ll123 楕円形 31069 婚褐色土
(10YR3/∩Ⅲ ○ ○ 土師器 (1) SBll

425 SW狂 23  24 楕円形 31118 暗褐色土
(10YR3/3) ○ ○ ○ 土師器 (3) SB15

S Ⅶ24 楕円形 31152
HB狗 色 上

(10YR3/3)
○ ○ O

427 TⅦ 4 円形 282 30917 悟褐色土
(10YR3/3) ○ ○ ○

TⅦ 4 不整形 225 31153 褐色
土

110YR4/4 ○

429 TⅦ 4 精円形 229 31054 暗掲色土
(10YPR/RⅢ ○ ○ 土師器 (107)
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第28表 柱穴観察表 (12)

番号 グリッド 平面形
口
径
開
部 深さ

底面
標高

主体土
混入物

柱痕 出土遺物
複
係
童
関

属
設
付
施 備考

地 Ш フ

ロ ック
炭化粒 焼 土

TⅦ 4 楕円形 320 30985
暗褐色土
(10YR3/4)

○ ○ SB18

S W124 楕円形 288
暗 ttB色 土

○ ○ ○ 土師器 (4) SB15

S Ⅶ24 不整形 31035
悟褐色土
110YR3/3) ○ ○ ○ SBll

S Ⅶ24 楕円形 31038 暗褐
色土

(10YR3/3)
○ ○ SB16

S V124 楕円形 292 31031
暗褐色土
(10vR3/3) O ○ SB18

S h4124 円形 196 31125 暗
褐色土′
invpR/Rヽ ○ 土師器 (1)

436 S ll124 不整形 30997
曙褐色土
(10YR3/4)

S hl124 円形 31069 暗
褐色土
(10YR3/4Ⅲ ○ 土師器 (1)

S Ⅶ24 円形 213 31013 掲
色土
(10YR4/4) O

′43υ よ り

新 |ル ゝ
SB15

S ll124 楕円形 31000
初 色 二

(10YR4/4)
○

P438よ り
古い

SI咀24 楕円形 249 31001
暗褐色土
(10YR3/3) ○

S hl124 不整形 230 30934 晴褐
色土

(10YR3/3)
○ ○ SB17

S TE125 楕円形 211 30909
褐色土
(10VR4/4Ⅲ ○ SB16

S V125 楕円形 251
暗褐色上
(10YR3/3)

阻
％
不整形 30868 暗褐 色

二

(10YR3/3)
○ ○ SB16

S Vl124 楕円形 30975 暗褐
色土

(10YPR/4Ⅲ ○

S ha124 楕円形 31083
暗褐色土
(10YR3/3) ○ ○ SB17

447 S Ⅶ24 円形 227 3孔 069
暗褐 色 上

(10YR3/3)
○ ○ SB15

S ll124 楕円形 31085
褐色土
(10VR4/4) ○

SB18

S hl124 楕円形 31072
暗褐色土
(10YR3/3)

S Ⅶ24 円形 269 31074
にぶい貢燈色土
(10YRν 3)

SB16

S la124 不整形 30977 暗
/tB色 土
(10YR3/3) ○ ○

S ll124 不整形 31058
暗褐 色 土

(上OYR3/3) ○ ○

S W124 楕円形 31096
褐色土
(10YRち/4)

S hl124 楕円形 30977 暗
褐色土
(10YR3/3Ⅲ

TⅦ 4 不整形 30964
褐色土
(10YR4/4) ○ ○ 土師器 (2)

450よ り
/1r i´ ▼ゝ

456 TⅦ 4 楕円形 392 31019
暗褐色土
(10YR3/3)

○ ○
P455よ り
古い

TⅦ 4 楕円形 31028
褐色土
(10YR4/4) ○

P458よ り
新しい

TⅦ 4 不整形 285 31069
暗褐色土
(10YR3/3) ○

45/よ り
吉ャ再
SB16

459 TⅦ 4 不整形 31067
にぶい責燈色土
(10YR6/3)

SB15

TⅦ 4 不整形 31004
にぶい貢燈色土
ィinvpぉ /9ヽ ○ SB17

TⅦ 4 楕円形 31054
にぶい黄燈色土
rinvPハ /RⅢ

○ SB18

TⅦ 4 不整形 267
絢 色 上

(10YR4/4)
○

TⅦ 4 楕円形 255 31029 暗
褐色土
10YR3/3) ○

SB18

TⅦ 5 円形 31031
褐 色 土

(10YR4/4) ○

465
もV125・
T VT氏 不整形

暗褐色土
(10YR3/4)

○ SB15

S T4125 不整形 235 30945
褐色土
10YR4/4) ○ SB16

S Vl125 不整形 198 30992
暗褐色土
(10YR3/3) ○ ○

S W125 楕円形
暗褐色土′invp食 /食ヽ ○

Ⅶ 瀬原Ⅱ遺跡
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2 検出された遺構と遺物

第29表 桂穴観察表 (13)

番号 グリット 平面形
口
径
開
部 深 さ

面
高
底
標

主体土
混入物

柱痕 出土遺物
複
係
重
関

属
設
付
施 備考

地山ブ
ロック 炭化粒 焼 土

469 期割
不整形 220

暗褐色土
(10YR3/3) ○ ○

470 S ll125 楕円形
褐色土
(10YR4/4)

S Tl125 不整形 30954 褐
色土
(10YR4/41 SB16

S hu125 楕円形 259
掲色土
(10YR4/4)

SB14

473 S T4124 不整形 31072 褐色
土

(10YR4/4)
SBll

S W124 不整形 31015
褐色土
(10YR4/41 ○

TⅦ 3 円形 31070 褐
色土
(10YR4/4) ○

TⅦ 8 楕円形 637 30690
暗褐色土

`7ら

VR∩ /nⅢ ○ SB20
里上に礫を
笏 ど,巳 よ

TⅦ 8 円形 559 30642 悟褐
色上

(75YR3/3) ○ SB20
塁土 に蝶 を
笏 ぞ海 入

T Ⅶ14 楕円形
暗褐色土
(75YR3/3) ○ ○ SB30

T Ⅶ14 円形 215 31040
暗褐色土

`75VR3/Д
)

TⅦ 9 円形 256 31053 惜
褐色止
(10YR3/3) ○

SB30

TⅧ 9 不整形 523 31027 暗褐
色 主

(75YR3/3)
SB22

TⅦ 9 円形 228 30884 暗褐色
土

(10vR3/3) ○ SB21

TⅦ 4 円形 31000 暗掲色
土

(10YR3/3) ○ 土師器 (5)

TⅧ 4 円 形 320 31033 暗掏 色
土

(10YR3/3)

TⅦ 4 不整形 353 30953 暗褐色
土

(10VR3/3Ⅲ

TⅧ 4 円形 289 31031 暗褐
色土

(10YR3/3) ○
土師器 (1) SB17

TⅦ 5 楕円形 30885 褐 色
土

rinVpとノとヽ

488 TⅦ 5 円形 165 77 30973
IEl色 二
(10YR4/4Ⅲ

TⅦ 5 楕円形 77 30900 暗褐色
土

(10YR3/4) ○
SB14

T Ⅶ10 楕円形 353 30863
にぶい貢澄色土
rinv,A/P、 ○ ○ SB30

T Ⅶ10 円形 30909
褐色土
(10YR4/4) ○

T Ⅷ10 不整形
暗褐色土
(10YR3/3) ○ ○

TⅦ 9 不整形 30949
暗褐色土

`10YPR/R)

○

T Ⅶ10 不整形 527 30433 暗褐色
止

(10YR3/3) ○ ○
うOZよ り
J〒 し、 SB21

T Ⅶ10 不整形
暗褐色土
i10YR3/3) ○ SB25

T Ⅶ14 楕円形
暗褐色土
(10VRR/R ○

497 T Ⅶ14 楕円形 220 30776 暗褐色
上

(75YR3/3) ○ ○ SB30

TⅧ H 不整形 152
)K09よ り
新し▼ヽ

SB39

T Ⅶ15 楕円形
暗褐色土
(10YPR/3

)K10よ り
71r Iク セゝ

SB30

TⅧ l 円形 322
)Kυもよ り

新 1ン ▼ヽ
SB19

TⅦ 9 円形
暗褐色土
(10YR3/3) ○ ○

502 T Ⅶ10 不整形
暗褐色土
rinvp全 /Rゝ ○ ○ ○

土 師 器 (4
雑 kl二 r

T Ⅶ15 円形 30771 悟褐
色土

(10YR3/3) ○
SB25

T Ⅶ15 不整形 30952
褐色土
(10YR4/41

○

T Ⅶ15 楕円形 30902
暗褐色上
(10VRR/∩Ⅲ ○

T Ⅶ15 円形 180 136 30892
暗褐色主
10YR3/3) 土師器 (1)

507 T Ⅶ14 楕円形 257
H音褐色土
r7らVPR/RⅢ O

- 228-



第30表 柱穴観察表 (14)

番号 グリッド 平面形
口
径
開
部 深 さ

面
高
底
標

主体土
混入物

柱 痕 出土遺物
複
係
重
関

属
設
付
施

備考
ブ
ク
山

ツ

地

ロ
炭化粒 焼 土

T Ⅶ15 楕円形 30829 暗
褐色土
(75YR3/3)

○ ○ SB39

509 T Ⅶ15 不整形 182 30798
暗褐色土
(75YR3/3Ⅲ ○ 鉄津 (1) SB30

T Ⅶ15 不整形 317 30829 暗
褐色土
(10YR3/4)

○ 陶磁器 (1)

TⅦ 10 15 楕円形 406 201 30748
褐色土
(10YR4/4)

○

T Ⅶ15 不整形
暗褐色土
(10YR3/3) O

TⅧ l 円形 30742
暗褐色土
(10YR3/3)

TⅧ l 円形 314
暗匂 色二

(10YR3/3)
SB19

TⅧ l 円形 262 30806
暗褐色土
10YR3/3)

516 TⅧ l 円形 30754
暗褐 色 土

:10YR3/3)

TⅧ l・ 6 不整形 254 30770
匂 色 工

(10VP4/4)

TⅧ 1 6 円形 30682 褐
色主

`10YR4/4)
519 TⅧ l 楕円形 210 30580

黒色上

110YR17/1)

520 T hll l 円形 203 30719
褐色土
(10VR4/4

TⅧ 2 精円形 30574 暗
褐色土
1∩VPR/Rヽ ○ 土師器 (1)

TⅧ 2 楕円形 248 112 30557
褐色土
(10YR4/4)

○

523 TⅧ 2 楕円形 203
褐色土
(10VR4/4) ○

TⅧ 2 楕円形 30580
褐色土
(10YR4/4)

525 TⅧ 1 2 不整形 624 30589
絢 包 二

(10YR4/4)
土師器 (1) SB14

526 TⅧ l 円形 198
褐色上
(10YR4/4)

527 TWI1 6 楕円形 241 30633
暗褐色土
rl∩vPR/R｀ ○

TⅧ 6 不整形 345 268
婚褐色土
(10YR3/3)

○ ○ SB30

TⅧ 6 不整形 802 358 30442
暗褐色上
(10YR3/3) ○ ○

P622よ り
コ子キクセヽ

SB21

TⅧ 7 円形 334
暗褐色土
(10YR3/3)

○ 土師器 (1) SB30

TⅧ 7 不整形 593 222 30481
暗褐色土

i± OYR3/3)
○ ○ 土師器 (3) SB20

R Ⅶ12 示整形 30809
暗褐色土
:10YR3/3) ○ ○

533 R Ⅶ16・ 17 楕円形
褐 色 土

110YR4/4)

R Ⅶ16 楕円形
掏 色 工

(10YR4/4Ⅲ ○ 土師器 (2)

R Ⅶ16・ 17 楕円形 839 30900
黒褐色土
(10YR2/2) ○ ○

536 R Ⅶ16 精円形 31053
黒褐色土
(10YR2/2)

○

R Ⅶ17 円形 349
褐色土

(10YR4/4)
○

TVl1 7 円形 393 388 30332
暗褐色土
10YR3/3) ○ ○ ○ ○ 土師器 (1) SB25

539 TⅧ 7 不整形 30542 暗
褐色土
(10YR3/3)

O 土師器 (2)

540 TⅧ 8 楕円形 30420
暗褐色土

(±OYR3/3)
○ ○ 土師器 (1)

TWI1 7  12 不整形 30651
褐色土
(10YR4/4) ○ 土師器 (5) SB23

542 TⅧ 12・ 13 楕円形 30402 暗
褐色土
(10YR3/3)

○ 土師器 (1) SB31

T Ⅷ12 楕円形 527 30572
暗褐色土

(10YR3/3)
○ 土師器 (5)

TⅧ 12 不整形 30653 褐
色上
(10YR4/4)

陶磁器 (1) SB24

545 TⅧ 7 楕円形 30637 暗
掲 色上

(10YR3/3)

546 TⅧ 7 不整形 450 30577
暗褐色土
(10VRR/3) ○ 土師器 (1)

SB20

Ⅷ 瀬原 H遺跡

-229-



2 検出された遺構と遺物

第31表 桂穴観察表 (15)

番号 グリッド 平面形
口
径
開
部 深 さ

底面
標高

主体土
混入物

柱痕 出土遺物
複
係
重
関

属
設
付
施 備考

ツ

ク

四

ツ

剋

ロ 炭化粒 焼 土

T Ⅷ12 楕円形
婚褐色土
(10YR3/3)

O SB25

T Ⅷ12 不整形 149 30599 褐色
土

10YR4/4 ○ SB29

T hl112 不整形 30576 暗褐
色土

(10YR3/3) O ○ 土師器 (1)

550 T Ⅶ15 不整形
褐色主
(10YR4/4)

○

T Ⅷll 楕円形 30793 暗褐
色土

(10YR3/3) ○ ○
JttRFぞ岳 (4)
陶崩奥 r9、

TⅧ H 楕円形 30665 暗
褐色土
(10YR3/3) ○ ○ ○ ○ SB30 礎板有 り

553
lV■ 15、
T hlrl l 楕円形 798 291 30559

暗褐色土
rinvp負 /全、 ○ ○ ○ ○ 土師器 (5) SB21

TⅧ 6 楕円形 527 230 暗褐色土
(10YR3/3) ○ ○ 土師器 (4) SB21

TⅧ 6 円形
暗褐色土
(10YR3/3) ○ ○ ○ ○ 土師器 (2) SB25 柱材あり

TⅧ 6 円形 30563 暗
褐色土
(10YR3/3) ○ ○ ○ ○ 土師器 (6) SB22

TⅧ 6 円形 393 125 30765 褐 色 主

(10YR4/4) ○

TⅦ 9 楕円形 暗褐色土
(75YR3/3) ○ ○ 土師器 (6) SB20

坐上に蝶を
笏 で,厚 天

TⅦ 9 楕円形 206 30864 暗褐色
土

(75YR3/3Ⅲ ○ SB20
里上に礫を
多 く混入

T Ⅶ10.
TⅧ 6 楕円形

258 30625 暗掲色
土

(10YR3/3) ○

T Ⅶ10 楕円形 702 暗褐色土
(75YR3/3) ○ ○ 土師器 (19) SB20

里土に礫を
多く涅入

T Ⅶ10 楕円形 356 30583 悟褐色土(75YR3/3) ○ ○ 土師器 (4) SB20

T Ⅶ14・ 15 方形 1409 528 30507 暗褐
色土

(75YR3/3) ○ ○ ○ 土師器 (2) SB21
里土 |こ蝶を
笏 で,E央

l V■ lb
TV111 楕円形 283 30786 暗褐

色土
(10VRR/nⅢ ○ ○ 須恵器 (1) SB39

T Ⅷll 不整形 30778 御 包 工

(10YR4/4)

T Ⅶ15 不整形 30737 暗褐色
土

(孔OYR3/3) ○

T Ⅷll 不整形
曙褐色土
(10YPR/RⅢ ○ 土師器 (3)

TⅧ 6 楕円形 708 30525 指
褐色上
110YR3/3) ○ 土師器 (7) SB20

TⅧ 6 楕円形 暗褐色土
(75YR3/3) ○ SB21 P571と 同じ

570 TⅧ 6 楕円形 203 133 30713 褐色
土

(10YR4/4Ⅲ ○ SB25

571 527 暗褐 色 土

(10YR3/3) ○ ○ ○ 土師器 (2) D569と 同じ

572 TⅧ 6 7 楕円形 暗褐色土
(10YR3/3) ○ ○ ○

573 TⅧ 7 不整形 597 139 30559 暗褐色
土

ri∩vp食 /々、 ○ O
P574よ り
新しい

SB21

574 TⅧ 7 不整形 暗褐色土
(10YR3/3) ○ ○ ○ 土師器 (5)

イ5/3よ り
古ぃ SB21

575 TⅧ 7 不整形 暗褐色土
(10YR3/3)

○ ○ ○ ○ SB20

576 TⅧ 7 楕円形 268 30620 暗褐色
土

(10YR3/nⅢ O ○ 土師器 (2)

577 T Ⅷ12 楕円形 30471
暗褐色土
(10YR3/3) ○

TⅧ 8・
楕円形

増褐 色 二

(10YR3/3) O ○ ○ SB31 礎板有り

579 T Ⅷll 円形 289 30758 褐
色土
(10VR4/4Ⅲ ○ SB24

TⅧ■ 円 形 266 30731
暗褐 色 二

(10YR3/3) ○ ○ 土師器 (3)

581 T Ⅷll 円形 30766 暗褐
色 主

(10YR3/3) ○ ○
壁主に蝶を
Zど ウ,央

TⅧ H 円形 225 30743 暗褐
色土

(10vRR/∩Ⅲ ○

TⅧ H 円形 224 30745
暗褐色土
(10YR3/3) ○

584 T Ⅷll 楕円形 30724 褐 色 主

(10YR4/4 ○
塾主に蝶を
笏 で,,央

TⅧ H 円形 236 30718 黒匂 色
土

ri∩vp宜 /4
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第32表 柱穴観察表 (16)

番号 グリッド 平面形
口
径
開
部 深 さ

面
高
底
標

主体土
混入物

柱痕 出土遺物
複
係
重
関

属
設
付
施 備考

ツ

カ
／

四

ツ

地

ロ
炭化粒 焼 土

TⅧ ll 円形
暗僑 色 主

(10YR3/3)
○ ○

587 T Ⅷll 楕円形 30694 暗褐
色土

(10vR3/∩ Ⅲ ○ ○ 土師器 (1) SB29

588 TⅧ 6 不整形 286
暗褐色土
(10YR3/3) ○ ○ 土師器 (2)

TⅧ 6 不整形
褐色土
(10YR4/4)

○

TⅧ 6・ H 楕円形 336 30822 褐色
土

(10YR4/4) ○ ○ ○

TⅥ狂12 楕円形 192 30350 暗褐
色土

(10YR3/3) ○
土師器 (8)

TⅦ 8'9 円形 1153 985 30146 暗
褐色土

r7氏 Vp全 /全ゝ ○ ○ 土師器 (8) SB20 布掘り

TⅦ 8・ 9 円形 952 30745
暗褐色土
(75YR3/3) ○ ○ ○ 土師器 (8) SB20 布掘り

TⅧ ll 不整形 378 30802 褐色
土

(10YR4/41
○

595 TⅦ 12 13 楕円形 31207 褐
色 土

r7氏 アヽ⊇4/五ゝ ○ ○

TⅦ 7・ 12 円形 352 31229 衛 包 工

17 5YR4/4)
○ ○

T Ⅶ12 円形 30761
褐色土
(75YR4/4) ○ 土師器 (1)

598 T Ⅶ12 円形 327 31320 褐
色土

(75YP4/4Ⅲ ○ ○

T Ⅶ17 楕円形 774 3文 229
掏 巴 エ

(75Y降 4/4) ○ ○ ○ 土師器 (3) SB28
里」iに″紫を
笏 ど,巳 狽

T Ⅷ10 楕円形 30710
暗褐色土
(10YR3/4)

○ SB30

T Ⅶ17 円形 31288
T・B色土
(75VR4/4Ⅲ ○

602 TⅦ光7 楕円形 31185
褐 色 上

(75YR4/4) ○ ○ SB28

T Ⅶ12・
13  17  1

円形 195 31323
拘 色 主

(75YR4/4)

TⅦ17 18 円形 228 31290 褐
色土
(75YR4/4)

605 TⅦ 18 円形 31110
褐色土
(75YR4/4) O 土師器 (57) SB28

T Ⅶ13 楕円形 587 31121
褐色土
(75VP4/4) ○ ○

星上に礫を
多 く混入

T Ⅶ18 不整形 572 31003 褐
色上
(75YR4/4) ○ SB28

T Ⅶ17 楕円形 31242 褐
色土
(75YR4/4) ○ SB28

T Ⅶ17 楕円形 31352
褐色土
(7らVR4/4) ○ SB28

T hT117・ 22 楕円形 561 31369
褐色土
(75YR4/4) ○ ○ SB28

T Ⅶ17 楕円形 31364
褐色土
17 5YR4/4)

○ ○ 土師器 (1)

TⅦ 17 18 楕円形 31353
褐色土
(75VR4/4) ○ ○

T Ⅶ17 楕円形 535 31315
褐色土
(75YR4/4) ○ ○ SB28

T Ⅶ18 円形 248 31206
蜀 色 上

(75YR4/4) ○ 土師器 (3)

T Ⅶ23 楕円形 31081
褐色土

`7ら

YP4/4Ⅲ ○ SB27

T Ⅶ23 楕円形 157 31115 褐
色土
(75Y降 4/4) ○ ○

T Ⅶ18 楕円形
褐 色 上

(75YR4/4) ○

T Ⅶ18 不整形
褐色土

`75VP4/4)

○ SB27

T ll111 不整形 177 30713
褐 色 土

(10YR4/4) ○

T Ⅷ12 楕円形
褐 色 上

(10YRち/4)
○ ○ ○ 土師器 (1)

T Ⅶ10 楕円形 30850
暗褐色土
(10VRR/RⅢ ○ ○

rう 01よ り
J貯ぃ

622 Tll1 6 不整形 597 30451 暗褐
色主

(10YR3/3) ○ 土師器 (1)
P529よ り
古しヽ
SB21

TⅦ 14 楕円形 278 30775 暗褐色土
(10YR3/3)

○ ○ SB22
里ILに蝶 乏
塚 で,,大

624 T Ⅶ13・ 14 楕円形 30567
褐色土

`7ら

VR4/4Ⅲ ○ ○ ○ 土師器 (5) SB21
里■に礫を
み で,,入

Ⅶ 瀬原Ⅱ遺跡
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2 検出された遺構 と遺物

第33表 柱穴観察表 (17)

番号 グリッド 平 面 形
口
径
開
部

深 さ
面
高
底
標

主体土
混入物

柱痕 出土遺物
複
係
重
関

属
設
付
施 備考

フ

ク

凹

ツ

地

ロ 炭化粒 焼土

T Ⅶ18 楕円形 31142 褐色土
(75Y隠/4) ○ SB28

T Ⅶ18 円形 564 342 30896
暗褐色土
イinvP負 /Rヽ ○ SB20

埋土に礫を
多く混入

627 T Ⅶ19 円形 31003 掏 包 二

(75YR4/4) ○ ○ ○ 須恵器 (1) SB20

T Ⅶ14 楕円形
褐色土
(75YR4/4) ○ SB21

T Ⅶ19 楕円形 352 31084 暗褐色土
rlnvpt/Rゝ ○

630 T Ⅶ19 楕円形 523 223 30878
暗褐色土
(10YR3/3) ○

T Ⅶ20 楕円形
暗褐色土
(10YR3/3)

○

T ll115・ 20 不整形 295
暗褐色土
(10YR3/3) ○

器
奥
師
絃
土
陶

633 Tha119  24 楕円形 30977 暗褐色土
rl∩vPR/Rぅ 土師器 (2)

T Ⅶ24 円形 11 峰褐 色 主

(10YR3/3)
○

T Ⅶ19 円形 277 30956
にぶい貢燈色土
rl∩vPA/R、 ○

T Ⅶ19 楕円形 278 30905
黒色土
(10YR1 7/1 ○

T Ⅶ24 円形 198 暗褐色土
(10YR3/3)

○

T Ⅶ20 円形 30826
H音褐色土
(10YR3/3) ○ 土師器 (7) SB39

T Ⅶ24・ 25 円形 230 30857
暗掲色土
(10YR3/3) ○

640 T Ⅶ25 楕円形 548 30885 暗掏色土
(10YPR/∩ ) ○ SB27 鞭肌蜘察

T Ⅶ25 楕円形 137 30729 暗褐 色 主

(10YR3/3) ○ ○ SB26

T Ⅶ25 不整形 258 30815
にぶい責燈色土
(10YR6/3) ○ ○ 土師器 (1)

T Ⅶ25 楕円形 351 30829 暗褐色土

`10YR∩

/∩Ⅲ ○ 土師器 (7)

T Ⅶ20 楕円形 30866
暗褐色土
(10YR3/3)

T h4120  25 楕円形 30671 伺 色 上

(75YR4/4:
○ ○ ○ SB27

T Ⅶ20 楕円形 232 30879
黒 色 二

(10VR1 7/] ○

T Ⅶ20 円形 30910
にぶい黄燈色土
(10YR6/3) ○

T Ⅶ20 円形
峰簡 色 土

(10YR3/3)
○ ○ 土師器 (3)

T Ⅶ20 円形 30854
曙褐色土
(10YR3/3) ○

T Ⅶ20 楕円形 320
暗褐色土
(10YR3/3) ○ ○

001よ ワ
ギ
=ぃ

T Ⅶ20 不整形
暗褐色土
(10YR3/3)

○ ○ ○ 土師器 (3) SB27

T Ⅶ20 不整形 30871
暗褐色土
(10YR3/3Ⅲ ○ 土師器 (1)

T Ⅶ20 楕円形 320 30817 暗掲色土
(10YR3/3) ○ ○

T Ⅶ20 不整形
偽 色 上

(75YR4/4)

T Ⅶ20 楕円形 600 30616
暗褐色主
(10YR3/3) ○ ○

土師器 (4)
籍寸+哭 r9ヽ

P7雅・815
より斯|い SB29

T Ⅶ20 楕円形 30884 褐色土
(75YR4/4) ○ 土師器 (1) SB20

T Ⅶ20 楕円形 30690
暗褐色土
(10YR3/3)

○ ○ 土師器 (2) SB20

T Ll115 20 楕円形 730 409 30487
H音褐色土
(10YR3/3) ○ ○ 土師器 (7)

ギリうυより
妍 iフ ぃ
SB20

T Ⅶ20 不整形 30734 暗褐色土
(10YR3/3) ○

r00も よ ワ

古 ▼ヽ

T Ⅶ15 楕円形
暗褐色土
(75YR3/3)

土師器 (2) SB39

T Ⅶ25 楕円形 236
曙褐色土
(75YR3/3) ○ ○

T Ⅶ20・ 25 円 形
暗掲色土
(10YR3/3)

T Ⅶ25 楕円形
暗褐色土
(10VPR/∩Ⅲ
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第34表 柱穴観察表 (18)

番号 グリッド 平面形
口
径
開
部 深 さ

面
高
底
標

主体土
混入物

柱 痕 出土遺物
複
係
重
関

属
設
付
施 備考

肥 四 ツ

ロ ック
災化粒 焼 土

T Ⅶ25 楕円形 125 30810 暗褐色土
(10YR3/3)

土師器 (2)

T Ⅶ25 楕円形 30733
土

濡髄
湘
ヱ
日

（
ｕ

○ ○ SB29

T Ⅶ25 不整形 200 30783 暗褐色土
rl∩vPR/R】 ○

667 T Ⅶ25 不整形
暗物色土

`10vRR/RⅢ

○ ○
土召下器 (1,
的紡奥 rク、 SB26

T Ⅶ25 円形 472 168 30639
曙褐色土
(10YR3/3) ○ ○ ○ O 土師器 (4) SB32

l V■ Zう・

T LIr91 楕円形 369 30554 暗褐色土
(10YR3/3) ○ ○ SB26

T Ⅶ25 楕円形 30716 暗褐 色土
rinvpR/R、 ○

T Ⅶ25 円形 242 12 30742 褐色土
(10YR4/4) ○

l vluz■

T WTクら 楕円形 311 30733
褐色土
(10YR4/4)

陶磁

673 T Ⅶ20 楕円形 30788 暗褐色土
rinvp全 /Rゝ

674 T Ⅶ20 楕円形 265 30804 褐 色 土

(10YR4/4)

675 T Ⅶ20 楕円形 363 30826 Tla色 上
10YR4/4) ○ ○ SB29

676 T Ⅶ20 円形 30818 褐色土
(10VR4/4) ○

677 T Ⅶ20 不整形
暗褐色土
(10YR3/3) ○ ○

678 T Ⅶ20 楕円形 30715 暗褐色土
(10YR3/3)

○ ○

679 T Ⅶ20 不整形 383 30708 褐色土
10YR4/4) ○ SB26

TW皿 16 不整形 222 30789 暗褐色土
(10YR3/3) ○

T Ⅷ16 不整形 30772 暗褐色土
1∩ V確∩/RⅢ ○

T Ⅷ16 不整形 30790 暗褐色上
10YR3/3) ○ 土師器 (1)

T Ⅷ16 不整形 370 30706 暗褐色土
(10YR3/3) ○ ○ ○ 土師器 (6)

T Ⅷ21 不整形 30690 黒色土

`10VP1 7/1
685 T Tl121 不整形 245 30722 褐色上

10YR4/4) ○ ○ SB26

686 T Ⅷ21 円形 30726 暗褐色土
(10YR3/3)

○ ○ SB32

T VⅢ 21 楕円形
暗褐色土
1∩Vp負 /qゝ ○ ○ 土師器 (17) SB29

688 T lll116 不整形 221
暗褐色上
110YR3/3) ○ ○

P689よ り
新しい

SB26

689 T hl116 不整形
暗褐色土
(10YR3/3)

○ ○ 土師器
P688よ り
古い
SB26

T WⅢ 16 楕円形 237 30817
にぶい貢燈色土
rlnvpA/qゝ ○ SB26

691 T hl116 楕円形 263 77 30728 暗褐色主
110YR3/3) ○ O ○ 土師器 (4) SB39

692 T Ⅷ16 円形
暗褐色土
(10YR3/3)

○ ○ ○ 土師器 (6)

693 TW狂 16 円形 228 30715
悟褐色土
10VRR/3) ○ ○ O SB24

T Ⅷ16 楕円形 292 30688 暗褐色上
110YR3/3) ○ ○

T Ⅷ17 楕円形 172 30583
暗褐色土
(10YR3/3)

○ ○ 土師器 (15)
P696よ り
新しい

696
T Ⅷ16・
17
不整形

にぶい貢燈色土
rlnvPA/R、 ○ 土師器 (4)

●醐 よ り

苦 い

697
lV皿 10・
,1 円形 331 30633

にぶい貢燈色主
rlnvPA/RⅢ O SB32

698
TⅧ±7・
22
楕円形 30628

暗褐 色上

(10YR3/3)
○ ○ 陶磁 SB29

699 T Ⅶ15 楕円形 30905
褐色土
10VR4/4Ⅲ ○

T Ⅶ15 不整形 175 30787
暗褐 色 上

110YR3/3)
○ 陶磁

T Ⅶ20 精円形 240 30836
褐色土
(75YR4/4)

○ ○

T Ⅶ20 楕円形 30687 暗褐色土
(10vR3/3Ⅲ ○

も1329

Ⅶ 瀬原Ⅱ遺跡
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2 検出された遺構 と遺物

第35表 柱穴観察表 (19)

番号 グ リ ツ ド 平面形
口
径
開
部 深 さ

面
高
底
標

主体土
混入物

柱 痕 出土遺物
重複
関係

属
設
付
施

備考
フ

ク

四

ツ

地

ロ 炭化粒 焼 土

T Ⅷ 16、
T¶夕0 楕円形 337

褐 色 上

(10YR4/4)
○
土師器
陶磁器 )

SB24

704 T Ⅷ ll 楕円形
暗褐色土
(10YR3/3)

○ ○ ○
土 師 器
陶崩 哭

SB21
P705と
同 ,ヽ

○

Thl111 ・ 16 楕円形 121 30798 褐
色土
i10YR4/4) ○

707 T Ⅷ 16 楕円形 30817
絢 色 土

(10YR4/4)
陶磁器 (1) SB32

T hll116 楕円形 303 30538
暗褐色土
10YR3/3) ○ ○ ○ ○ 土師器 (4) SB20

T Ⅷ 16 不整形 252 30581 暗褐
色 土

(10YR3/3) ○ ○ ○ 土師器 (5) SB20

T Ⅷ ll 楕円形 30731
暗褐色土
(10YR3/3)

○ ○ 土師器 (2)
P773よ り
コ千1シい

SB21

T Ⅷ ll 楕円形 30767 暗褐
色土

(10YR3/3) ○ ○ 土師器 (1) SB29

TW皿 11  16 不整形 30650
暗褐 色 主

(10YR3/3)
○ ○ SB21

713 T Ⅷ 16 不整形 30743
暗褐色土
(10VP∩ /3Ⅲ ○ ○ O

P775よ り
古 vヽ
SB32

TⅦ覧0 楕円形 890 564 30329
暗褐色主
(75YR3/3) ○ ○ ○ 土師器 (14)

P715よ り
新しい

SB20

T Ⅶ10 不整形 652 205 30664
暗褐色土
(10YR3/3)

○ ○
P714よ り
古▼ヽ
SB21

T Ⅶ10 楕円形 427 30422 暗褐色
土

(75VR3/R) ○ ○ ○ SB20

717 T Ⅷ ll 楕円形 865 30505
暗褐色土
(10YR3/3) ○

SB29

T Ⅷ 16 円形 242 30760
暗褐色土
(10YR3/3)

○ O

T Ⅷ16 円形 30654
婚褐色土
(10YR3/3Ⅲ ○ ○

TⅧH
楕円形 770 30432

暗褐色土
rl∩vPR/RⅢ ○ 土師器 (9)

フrzl ・ /bt
主り古ぃ

SB21

T Ⅷ 17 円形 30372
暗褐色土
(10YR3/3)

○
ビrz∪   ィぅも
より斯 iフ い

SB20

722 T ll116・ 17 楕円形 30449
暗褐色土

`10YR3/3)

○ SB20

T ll122 楕円形 440
暗掲色土
rl∩vPR/RⅢ ○ ○

T Ⅷ17 楕円形 139 30568 暗
褐色土
(10YR3/3)

○ SB29
P788と
同じ

725 T Ⅷ 17 楕円形
暗褐色土
(10YR3/31 ○ ○ SB32

TⅧ 17 不整形 254
褐色土
(10YM/4) ○

SB24

T Ⅷ17 不整形 543
暗褐色土
10VPR/RⅢ ○ ○ SB20 楚板有七

728 T Ⅷ17 示整形
悟褐色主
10YR3/3) ○ ○ SB32

T Ⅷ 17 惰円形
暗褐色土
(10YR3/3) ○

O ○ ○ 土師器 (3)
P752よ り
郵千1フぃ

SB29

730 T Ⅷ 17 円形 30583
暗褐色土
110YR3/31

○

TWI117 楕円形 185 30640
褐色土
10YR4/4 ○

732 TII117 rF・円形 607 30498
暗褐色土
(10YR3/3)

○ ○ 土師器 (4) SB20

733 T lll112・  17 楕円形 474 30573
暗褐色土

`10VRR/R)
734 T Ⅷ 12 楕円形 77 30625

褐色土
(10YR4/4) ○

T Ⅷ 17 楕円形
暗橙 色 上

(10YR3/3)
O

TⅧ 17 楕円形 544
TIB色土
(10VR4/4Ⅲ ○

737 ThB117 楕円形
暗褐色土
(10YR3/3) ○ ○ SB31

Thll18 円形
にぶい責燈色土
(10YRν 3)

○ ○ SB31

TM118 円形 242
暗flB色土
(10YPR/RⅢ ○ ○ SB23

740 T Ⅷ 18 不整形 378
婚褐色土
(10YR3/3) ○

土師器 (3) SB23

T Ⅷ 18 楕円形 224
暗褐色土
(10YR3/3)

○ ○ ○ 土師器 (7)

-234-



第36表 柱穴観察表 (20)

番号 グリッド 平面形
口
径
開
部 深 さ

面
高
底
標

主体土
混入物

柱 痕 出土這物
複
係
重
関

属
設
付
施 備考

地 山 ブ

ロ ック
え化粒 焼 土

TⅧ 18 楕円形 暗褐色土
(10YR3/3) ○ ○ ○ 陶磁

743 TⅥ狂18 円形
暗褐 色土
イ1∩vp負 /負ヽ ○ ○ ○ 土師器 (2)

)745よ
り

古 しゝ
SB31

曙褐色土
10YR3/3) ○ 土師器 (6)

r r4tjこ
日 ド

T Ⅷ18 不整形 390
褐色土
(10YR4/4) ○ ○ 土師器 (2)

P743よ り
新しい

SB31
P743σ9↓友
き取 り痕

褐色土
(10VR4/4 ○ 土師器 (1)

P745と
国 ド

TⅥ[13 円形
褐 色上

(10YR4/4
SB23

T Ⅷ13 円形
曙褐色土
(10YR3/3)

○ ○ 鉄製品 (2) SB23

T Ⅷ13 円形 342
暗褐色土
10VR3/31 土師器 (2) SB31

T ll113 ・ 18 楕円形 243 29921 暗褐色土′
1∩VPR/Rゝ 土師器 (4) SB33 柱材有 り

TⅧ 13 不整形 暗褐色土
(10YR3/3)

○ ○ 土師器 (1)
SKllよ り
新しい

SB33

T ⅥⅡ17 円形 346
暗褐色土
10YR3/31 ○ SB24

T lll112・  17 不整形
暗褐色土
(10YR3/3) ○ ○ 土師器 (3)

▼釣より新し(
P721よ り古い

SB21

T Ⅵ116 不整形 553 暗褐色土
1∩VPR/RⅢ ○ ○ ○ 土師器 (5) SB26

755 T Ⅷ13 不整形 508
H旨褐色土
10YR3/8) ○ ○

)υ Zυよ り

新 iン い

756 T Ⅷ13 円形
暗褐色土
(10YR3/3) ○ ○

】D29よ り
古▼ヽ

T Ⅷll 12 楕円形 398 暗 TIB色 土
イ1∩vpR/負ゝ ○ O ○ ○ 土師器 (2) SB29

758 T Ⅷ12 円形 502 333 30430
暗褐色土
10YR3/3) ○ ○ SB30

759 T Ⅷ12 不整形
暗褐色土
(10YR3/3)

○ ○ SB24

U LI1 6 円形 558 30356
婚褐色土
10VR∩ /4Ⅲ ○ ○

うlUう より
新 I′ ぃ

SB36

UⅦ l 楕円形 738 334 31346 惜褐
色土

110YR3/4)

762 UⅦ l 楕円形 585
褐色土
(10YR4/4:

UⅦ 2 楕円形 768 31412 暗褐
色土

10VR3/4Ⅲ

UⅦ 2 円形 31499 暗褐
色主

110YR3/4)

765 UⅦ 7 楕円形 165 31740 暗褐
色上

(10YR3/4)

UⅦ 7 不整形 暗褐色土
10YR3/4)

UⅦ 7 楕円形
暗掲色土
(10YR3/4)

UⅦ 6・ 7 円形 暗褐 色上

(10YR3/4)

U Ⅶll・ 12 楕円形 703
暗褐色土
(10vR3/4) ○ ○ ○ SB34

U Ⅶ12 円形 598
暗褐色土
ri∩vP負 /4) ○ SB34

U Ⅷ12 楕円形
暗掏 色土

(10YR3/4)
SB34

U Ⅶ12 不整形 435
暗褐色土
(10vR3/4Ⅲ

TWⅢ ll ・ 16 不整形 111 30713
暗褐色土
rl∩vPR/qⅢ ○ ○ 土師器 (1)

P710よ り
古い
SB21

774 T Ⅶ20 不整形 30743
暗絢 色主

(10YR3/3)
○ ○ 土師器 (5)

P655よ り
古い

775 T ⅥⅡ16 楕円形 30723
暗褐色土
(10vR3/3Ⅲ ○ ○

P713よ り
新 i夕 ぃ

SB32

776 T Ⅶ15 円形 322 30786
暗褐色土
(10YR3/3) ○ ○ ○ SB29

777 T Ⅶ15 不整形 30756
暗褐 包 土

(10YR3/3)
○ ○ ○ 土師器 (4) SB25

T Ⅶ15 楕円形 296 30767 暗褐
色土

(10YR3/3) ○ ○ 土師器 (4) SB22

779 T Ⅶ20 不整形 30711
暗褐 色土

(上 OYR3/3) ○ ○ SB39

TⅧ ll 楕円形 296 30743
暗褐色土
r]∩ vPR/RⅢ ○ 土師器 (1)

SB25

Ⅶ 瀬原Ⅱ遺跡

-235-



2 検出された遺構と遺物

第37表 柱穴観察表 (21)

番号 グリッド 平面形
口
径
関
部 深さ

面
高
底
標

主体土
混入物

柱痕 出土遺物
複
係
重
関

付属
施設

備考
地山ブ
ロック
炭化粒 焼 土

T Ⅷ 12 円形 333 30609 婚褐色土
(10YR3/3) ○ ○ 土師器 (1) SB25

T Ⅷ 12 楕円形 728
暗掲色土
(10YR3/3) ○ ○ ○ 土師器 (1) SB29

TI皿 12・ 17 楕円形 30489 暗褐色土
rl∩vp負 /全、 ○ ○ SB32

TⅥ狂17・ 18 不整形 402
惜褐色主
(10YR3/3) ○ ○ ○ 土師器 (10) SB23

785 TLl118 楕円形
暗捐色土
(10YR3/3)

○
SD29よ り
新しい

SB31

T Ⅷ18 不整形
暗褐色土
(10YR3/RⅢ ○ ○ ○ 土師器 (6)

もつZυ よ り

新 |ン い

T Ⅷ18 不整形 232
暗褐色土

`司

∩VPR/R｀ ○
SD29よ り
翔Fし ▼ヽ

SB23

４

Ｅ

７２

同

T WⅢ 18 円形
暗褐色土
(10YR3/3) ○ ○ ○ 土師器 (6) SB33

T WI123 円形
暗褐色土
(10YR3/3) ○ 土師器 (1)

T WⅢ 23 不整形
暗褐 色 上

○ 土師器 (1)

792 T hl123 楕円形
悟褐色土
(10YR3/3) ○ 土師器 (6)

TⅥ狂16 円形 30743
にぶい責燈色土
(10YR6/3) ○ ○

T lll121 楕円形
にぶ い貢 燈 色 土
rlnvPA/Rゝ ○ ○

795 膨
剛

楕円形 128 30697 暗褐色上
(10YR3/4) ○ ○

T Ⅶ25
UⅦ 5 楕円形 439 141

暗褐色土
(75YR3/3)

T Ⅶ15 楕円形 863 30562 暗褐色土
(10vR∩ /R) ○ ○ ○ ○

土師器 (1ユ
編す+哭 r

SB29

798 TⅧ H 下整形 152 30701 暗褐色上
(10YR3/4) O

799 TⅧH 楕円形 30715
にぶい責燈色土
(10YR6/3)

○ ○ SB39

T Ⅷll 楕円形 861 270 30539
にぶい貢燈色土
イ1∩vpA/?ヽ ○ ○ 土師器 (2) SB24

TⅧ H 不整形 550 30586
にぶい責燈色土
rl∩vPA/Rゝ ○ ○ ○ ○ SB30

802 T Ⅷ12 不整形
暗 ftl色土

(10YR3/3)
○ ○ ○

T Ll1 7・ 8 楕円形 392 30418 暗褐色土
(10YR3/31 ○ ○ SB31

T ll1 7 楕円形
暗掲色土
(10YR3/3) ○

T Ⅷ12 不整形 322 30473
褐色土
(10YR4/4)

○ SB23
世土に探策
笏ど合すf

T Ⅷ13 楕円形 307 156 30418
flal包二
10YR4/4) ○ O 土師器 (5) SB33

T Ⅷ18 楕円形
暗褐色土
(10YR3/3) ○ ○ 土師器 (1)

3D29よ り
新しVヽ

SB33
巳土に礫お
多く含む

T Ⅷ17 楕円形
伯 包 主

(10YR4/4) ○

T Ⅷ16 楕円形 294 30666 曙褐色土
10YR3/3) ○ ○

T Ⅷ16 不整形 362 30664 暗褐色土
(10YR3/3) ○ ○ ○

T Ⅷ17 楕円形
暗褐色土
(10YR3/4)

○ SB29

812 T Ⅷ16 円形 111 30705
婚褐色土
10YR3/3Ⅲ ○ SB24

T Ⅷ21 楕円形 260 30611
にぶい責燈色土
(10YR6/3) ○ ○ ○

T Ⅷ21 円形 30736
にぶい貢燈色土
(10VR6/RⅢ ○ SB29

815 T Ⅶ20 楕円形 228 30807
にぶい貢燈色土
rlnvPA/R、 ○

rりううよ り

吉 ▼ヽ

T Ⅷ13 不整形
暗褐色土
(10YR3/3) ○

SD29よ り
古 vゝ
SB33

T Ⅷ12 不整形
暗褐色土

`10YRR/RⅢ

○ ○ ○ ○ 土師器 (4) SB31

Thl113 不整形
悟褐色土
(10YR3/3Ⅲ ○ ○ ○ SB31

T Ⅶ13・ 18 不整形 238 30977 暗褐色土
(75YR3/31 ○ ○ SB20
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第38表 柱穴観察表 (22)

番号 グリッド 平面形
口
径
開
部 深 さ

面
高
底
標

主体土
混入物

柱痕 出土遺物
複
係
重
関

付属
施設

備考
ブ
ク
山

ツ

地

ロ
炭化粒 焼土

T Ⅷ12 楕円形
暗褐色土

`10YR3/m
UⅦ 9 楕円形 182 30795 晴 掏 tエ

(10YR3/4) ○ O

822 UⅦ 4 楕円形 30749
暗褐色土
(10YR3/3)

○ ○

UⅦ 4・ 5 円形 183 30750 暗褐色
土

(10YR3/4 ○

UⅦ 4 楕円形 328 30843
暗褐色土
rinvPR/R、 ○ ○ 土師器 (3)

UⅦ 5 不整形
暗褐 色 土
rin、/p食 /全ヽ ○ O ○

826 UⅧ l 円形 242 30568
H音褐色土
(10YR3/31 ○

827 UⅧ l 不整形 暗褐色土
(10YR3/3) ○ ○

UⅧ l 楕円形 暗褐 色土
rl n、ァP負 /Rヽ ○ ○ ○ 土師器 (2)

829 UⅧ l 惰円形 30477
にぶい頁燈色土
(lnvPA/食Ⅲ ○ 土師器 (3)

U Ⅶ17 不整形 407
暗tla色 土
(75YR3/3) ○ ○ ○ SB34

UⅦ孔3 14 楕円形 暗褐色土
(10YP3/4) ○ 土師器 (1)

イも3Zよ ll

古 ャヽ

UⅦ13 14 不整形
惜褐 色 上

(10YR3/4)
土師器 (3)

P831よ り
卿子しい

UⅦ 8・ 9
13・  14

不整形 624 土師器 (3)

UⅦ 9 楕円形 251 暗褐色土
(10YR3/4

UⅦ 9 楕円形 587
惜褐 色 主

(10YR3/4) ○

UⅦ 9 楕円形 527 悟褐色土
(10YR3/4)

837 UⅦ 9 円形 30952
悟褐色土
(10YR3/4 ○ ○ ○

U Ⅶ14 楕円形 527
暗褐色土
rinvPR/RⅢ ○ ○ 土師器 (1) SB35

U Ⅶ14 円形
暗褐色土
(10YR3/4)

○ SB35

U Ⅶ14 下整形 321
悟褐色土
(10YR3/4

U Ⅶ14 精円形
暗褐色土

`10vPR/RⅢ

○ ○

842 U Ⅶ14 楕円形
暗褐 色 土
rin、/p全ノとヽ ○ SB35

843 U Ⅶ14 楕円形 547
悟褐色土
(10YR3/4) ○

U Ⅶ14 楕円形
黒色上

110YR1 7/1
○

U Ⅶ14 不整形
TIB色土
ri n、たっと/4、 SB35

U Ⅶ14 楕円形 284 30921

847 U Ⅶ14 楕円形 482 30777
P849'961
より新しい

SB35

U Ⅶ14 不整形 332 30943
暗褐 色 土
ri n、たp負 /とヽ ○

U Ⅶ14 不整形 265 婚褐色土
(10YR3/4) ○

rb4イ より由く、
P飴 1より新しい

U Ⅶ14 不整形 217 30922 暗褐
色土

(10YR3/4)

U Ⅶ14 不整形 ■2 30961
暗褐 色 土
rl∩、「TJ負 /と、

○ ○

852 U Ⅶ14 円形 30865
暗褐色上

`10YR3/4)

○ ○ SB35

U Ⅶ14 円形 242
暗掲色土
ri∩vPR/RⅢ ○ ○

U Ⅶ19 不整形
暗褐 色 土
イ
1∩へ′p全 /と、 ○ ○

855 U Ⅶ19 不整形 245
暗褐色土
(10YR3/3) ○ ○

856 U Ⅶ23 楕円形
暗褐色土
(10YR3/4) ○ ○

857 U Ⅶ10 楕円形
暗褐色土

`7ら

VRR/Rう ○

858 UⅦ 9 円形 226
暗褐色土
(10YR3/4) ○ ○ ○

Ⅷ 瀬原Ⅱ遺跡
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2 検出された遺構 と遺物

第39表 柱穴観察表 (23)

番号 グリッド 平面形
口
径
開
部 深 さ

言口
古回

底
標

主体土
混入物

柱痕 出土遺物
複
係
重
関

付属
施設

備考
ブ

ク

山

ツ

地

ロ
炭化粒 焼土

U Ⅶ15 楕円形 30850 暗褐
色土

(10YR3/3) ○ ○

U Ⅶ15 楕円形 205 30816 暗褐
色土

(10YR3/3)
○ ○ ○

U Ⅶ15 円形 30765 暗褐
色土

(10VRR/RⅢ ○

862 U Ⅶ20 楕円形 30738 暗褐
色土

(75YR3/3)

863 U Ⅶ20 精円形 502
暗褐 色 上

(75YR3/3) ○

864 U Ⅶ20 楕円形 30745 暗掏
色土

(75VR3/3Ⅲ ○ ○

UⅦ15 20 楕円形 600 30681
暗褐色土′
7氏 VpR/Rゝ ○

866 UⅦ 15 20 円形 30684 曙褐
色土

(75YR3/3)
○ ○

U Ⅶ20 円形 272 30731
暗褐色土
(10YR3/4)

U Ⅶ20 円形 214 30710 暗褐
色 土

(10YR3/4)

U Ⅶ20 円形 30812 暗
掏 色 主

(75YR3/31
○

870 U Ⅶ20 楕円形 627
暗褐色土
(75YR3/3) ○ ○ ○

U Ⅶ20 楕円形 478
褐色土
(10YR4/4)

○
器

製

師

絃

土

賄

U Ⅶ20 楕円形 30619 暗褐
色土

rl∩vRn/4)

873 U Ⅶ20 楕円形 30604
悟褐色土
(10YR3/3) ○ ○

P889よ り
古い

U Ⅷ20 楕円形
暗褐色土
(10YR3/3)

○

QⅣ 8 円形 222 32311
褐色土
rinvP4/と 、

876 QⅣ 8 楕円形 226 32316 褐
色土
(10YR4/4)

QⅣ 8 円形 32358
褐色土
(XOYR4/4)

878 QⅣ 8 円形 256 225 32260
褐色土
(10YR4/4Ⅲ

QⅣ 8 円形 32287
褐 色 主

110YR4/4)

QⅣ 8 楕円形
褐色土
10VR4/4Ⅲ

QⅣ 8 不整形
褐色土
:10YR4/4)

QⅣ 8 円形
褐色土
(10YR4/4)

884 QⅣ 8 円形
褐色土
10VR4/4)

QⅣ 8 円形
褐色土
(10YR4/4)

QⅣ 8 円形
褐色土
(10YR4/4)

887 U Ⅶ19・ 20 不整形
暗褐色土
(10YR3/4) ○ ○ ○

U Ⅶ20 楕円形
暗褐色土
(10YR3/4) ○

U hl120 楕円形 622 30473 暗
褐色土
(10YR3/3)

○ ○
ィもrもょッ
〉9子 1ン しゝ

890
U ll116、

U Ⅶ20
楕円形 30507 暗褐色

土
(10YR3/4) ○ ○ SB37

U Ⅶ15 楕円形 30617 暗褐
色土イ

lnvPR/RⅢ ○ ○ ○

892 U Ⅶ15 円形 385
暗褐色土
(10YR3/3)

○ ○ SB36

U Ⅶ15 楕円形 30774 暗褐
色土

(10YR3/4) ○ ○
P894よ り
古い
SB36

U Ⅶ15 精円形 589 30652 暗褐
色土′

、nvPR/4Ⅲ ○ O ○
P893よ り
新 I´ ぃ

イ湖3の似さ

取り痛か

U Ⅶ15 楕円形 263 30767 暗
褐色土
(10YR3/3)

896 U Ⅶ10 楕円形
暗褐色土
(10YR3/3) ○

897 U Ⅶ10 不整形 625 21 30763
暗褐色土′
10VPR/RⅢ ○
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第40表 柱穴観察表 (24)

番号 グ リ ド 平面形
口
径
開
部 深 さ

面
高
底
標

主体土
混入物

柱 痕 出土遺物
複
係
重
関

属
設
付
施 備考

フ

ク

Ш

ツ

地

ロ 炭化粒 焼土

U Ⅶ10
UⅧ 6 円形 30561 暗褐色

土
(10YR3/4) ○ ○ 土師器 (1) SB36

UⅧ 6 楕円形 372 30592 暗褐
色土

(10VRn/nⅢ ○

UⅧ 6 楕円形 305 30518 暗褐色
土

(10YR3/3) ○ 土師器 (1)

UⅧ 6 楕円形 259 30671
にぶい黄燈色土
(10YRν 3)

902 UⅧ ll 不整形 30635 暗褐色
土

イ1∩vpR/負 ゝ ○ ○
P972よ り
,■ 、ハ

UⅧ■ 楕円形 472 30574 暗褐
色土

(10YR3/3) O ○ SB37

UⅧ ll 楕円形 30573 暗褐色
土

(10YR3/4)
○ SB36

U Ⅷll 楕円形 691 30313 暗TtB色
土

(10YR3/4) O O ○ 土師器 (3) SB30

906 U VI111・ 12 楕円形 607 30546 暗褐色
土

(10YR3/4) ○ ○ ○ SB36

U WⅢll 12 楕円形 522 30289 暗伯 色
主

(10YR3/4)
○ ○ ○

3D29よ り
新しい

SB36

908 U Ⅷ12 楕円形 607 30461 婚褐
色土

(10YR3/4) ○ SB37

U Ⅷ12 不整形
暗褐色土
(10YR3/3) ○

910 UⅥ【12 楕円形 507 29889 暗褐
色 土

′
1∩ /ヽP負 /Rヽ ○ ○ ○ 土師器 (17)

P911よ り
古 しヽ
SB36

UⅥ[12 円形 576 30317 暗褐色
土

(10YR3/3) ○ ○ ○
Vttυ よ り

新 1夕 しヽ

U Ⅷ13 楕円形 30299
暗褐色土
(10YR3/3)

○ O ○ SB37

913 UⅥ[12 円形 555 30376 暗褐
色土

(10YR∩ /RⅢ ○ ○ 土師器 (2)

U ⅥE12 楕円形 30392 暗褐 色
主

(10YR3/3)
土師器 (1)

rυ上うよ イ

斯 iフ い

U Ⅷ12 円 形 157 30419 曙褐色
土

(10YR3/3)
○

916 Ulll112 13 円形 370 30351 曙
褐色土
(10YR3/3) ○ ○ SB38

U Ⅷ13 楕円形 220 30333 暗褐
色土

ri∩vPR/R｀ O ○

UⅧ 7 楕円形 暗褐色土
(10YR3/3)

○ ○ ○
SD36よ り
翔千しい

SB36

UⅧ 7 8 楕円形 555 137 30297 暗TtB色土(10VR3/4Ⅲ ○ SB38

UⅧ 2,7 楕円形 622 30362 暗赤褐色土
(5 YR3/4) ○ ○

UⅧ 2 円形 259 30439 暗狗 色
主

(10YR3/3)
○ ○

UⅧ 3 円形 30252 悟赤掲
色土

(5 YR3/4) ○ SB38

UⅧ 2 楕円形 485 30287 暗赤掲色
土

(5 YR3/4) ○
SD29よ り
新しい

UⅧ 1 2 円形 30291
暗赤掲色土

`5 VRR/4)

○ 土師器 (6)

UⅧ 2 不整形 30302 悟赤褐
色土

(5 YR3/4) ○ 土師器 (2)

926 T Ⅶ25 楕円形 268 185 30598
にぶい責燈色土
ri∩ vPAなⅢ

T Ⅶ25 不整形
H古伯 色 主

(10YR3/3)
うD31よ り
古▼ゝ
SB26

928 T Ⅶ25 楕円形 307 30469 暗褐
色土
10YR3/31

ぅD3上より
苦 、′ゝ

929 UⅧ 8 楕円形 814 30161
黒褐色土
(25YR3/2)

土 師器 (1)

UⅧ 8 不整形 黒褐色土
(25YR3/2)

UⅧ 8 楕円形 571 30272 黒褐
色土

:25YR3/2) ○

932 UⅧ 8 楕円形 151 30137
黒褐色土
りivPR/夕 ) ○ 主材有上

UⅧ 8 楕円形 30206 黒褐色
土

(25YR3/2)

UⅧ 3 不整形 30001
黒褐色土
12 5YR3/2) ○

SB38

UⅧ 3 不整形 30130
黒褐色土
:25YR3/2) ○ ○ ○ 陶磁器 (1)

986 UⅧ 3 不整形 30176
黒褐色土
(兄 らVRn/夕 Ⅲ ○ ○

Ⅶ 瀬原 H遺跡
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2 検出された遺構と遺物

第41表 柱穴観察表 (25)

番号 グリッド 平面形
口
径
開
部 深 さ

面
高
底
標

主体土
混入物

柱痕 出土遺物
複
係
重
関

属
設
付
施 備考

ブ

ク

山

ツ

地

ロ
炭化粒 焼 土

937 UⅧ 4 円形 157 30129 黒 褐
色 土

rク 氏vp皇 /9ゝ ○

UWI1 4 下整形 504 201 29980
黒 褐 色 主

(25YR3/2) ○ ○

U14114 精円形 568 179 29989
黒褐色土
(25YR3/2) ○

UⅧ 4 楕円形 29909 黒褐色
土

(25VR3/2Ⅲ ○ ○ SB38

941 U Ll1 4 不整形 552 30064 黒褐
色土

rク 民vPR/2Ⅲ ○ ○

942 UⅧ 4 楕円形
狗 色 土

(10YR4/4)

UⅧ 4 楕円形
褐色土
(10YR4/4Ⅲ

UⅧ 4 円形
黒褐色土
(25YR3/21

UⅧ 4 楕円形 黒褐色土
(夕 5YPR/夕 Ⅲ

UⅧ 4・ 5 円形 297 124 30105
暗褐色土
(10YR3/3Ⅲ ○ ○ 土師器 (1)

UⅧ 5 不整形 320 30044
暗褐色土
(10YR3/3)

○ 土師器 (12)
S106よ り
新し▼ゝ

948 UⅧ 5 不整形 暗褐色土

`10VRR/RⅢ

○
うlυOよ ll

斯 1ン vヽ

UⅧ 5 楕円形 544 262 29913
暗褐色上
(10YR3/3)

S106よ り
新しい

UⅧ 5 円形
曙褐色土
(10YR3/3)

土師器 (4)

UⅧ 4 円形 257 30086 衛 色
二

(10VR4/4Ⅲ

952 UⅧ 4 5 不整形 30162 TIB色上
(10YR4/4)

UⅧ 5 楕円形 30112
黒褐 色 上

(25YR3/2)
と４

じ

９５

同

Ｐ

955 U Ll1 5 楕円形 29733 黒褐色
土

(25YR3/2)
土 師器 (3)

TD(21・ 22 楕円形 29900 黒狗 色
上

(25YR3/2)
T Ⅸ22・

不整形 470 29952 黒褐色土(25YR3/2)

958 U WI112 ・ 17 楕円形 30426 暗褐色
土

(10YR3/3) ○

U WⅢ 17 不整形
暗褐色土
10VRR/RⅢ ○ ○ ○

U ll116・  17 楕円形 335 30454 悟褐
色上

(10YR3/3Ⅲ ○ ○

U Ⅶ14 円形 30849 暗褐
色土

(10YR3/4)
P347 849

より古い

ULl116  17 楕円形 395 30429 暗TIB色
土

10VRR/RⅢ ○ ○

U Ⅷ17 楕円形 233
悟褐色土
(10YR3/3) ○ ○ ○

U Ⅷ17 楕円形 253 30286 暗褐色
土

(10YR3/3) ○ ○ ○

U Ⅷ13.
17・  18

円形 17 30297 黒褐
色土

r夕 5vpn/分 Ⅲ 須恵器 (1) SB38

U Ⅷ16 不整形 529 30438 悟褐
色土

(10YR3/3) ○
土帥器 (4)須忠器 (

石果 (lⅢ SB37

967 U ll116 楕円形 30377 暗褐
色土

(10YR3/4)

U lll116 不整形
暗褐色土

`10VPR/4Ⅲ

O ○ ○

U Ⅷ16 楕円形 583 30394
悟褐色土
(10YR3/4)

U Ⅷ18 楕円形 452 30202 暗褐色
土

(10YR3/3) ○ ○ ○ 土師器 (3) SB38

U Wll1 6 楕円形
暗褐 色 土
ri∩、′p全 /負ゝ ○ ○

972 UⅧ ll 楕円形 278 30653 悟褐
色止

(10YR3/4) ○ ○
P902よ り
uFr I しヽ

973 U Ⅶ19 楕円形 713
暗褐色土
(75YR3/3) ○ ○

974 U Vl124 楕円形
暗褐 色 土
rinvp負 /と、 ○ 土師器

975 U Ⅶ24 楕円形 373
悟褐色土
(75YR3/3) ○ ○
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第42表 桂穴観察表 (26)

番号 グリッド 平面形
口
径
開
部 深 さ

面
高
底
標

主体土
混入物

柱痕 出土遺物
複
係
童
関

属
設
付
施 備考

ツ

ク

四

ツ

地

ロ 炭化粒 焼土

U Ⅶ25 不整形 30672 褐
色土
(10YR4/4)

○

977 VⅦ 4 楕円形 395 l■2 30116 暗褐
色 土

rinvp負 /R、 ○ ○

VⅦ 5 楕円形 287
暗TCJ色 土
(10YR3/3) ○ ○ ○

979 V Ⅶ10 楕円形 125 30340 暗褐
色土

(10YR3/3)
○ ○

V Ⅶ10 楕円形 30297 褐
色土
(10VR4/4)

V Ⅶll 楕円形 217 30261
褐色土
(10YR4/4)

V Ⅶll 不整形 292 102 30274
褐色土
(10YR4/4)

VⅦ 6 楕円形 29831 暗
褐色上
10VR3/3) ○ SB41

VⅦ 6 不整形 29981
褐色土′
1∩VP4/4Ⅲ 陶磁 (1)

VⅦ 6 円形 388 29959 暗
ttB色土
(10YR3/3)

○ 土師器 (3) SB41

VⅦ 6 楕円形 282 30121
褐色上
(10YR4/4) ○

VⅦ 6 円形 292 30185
褐色土
(10YR4/4)

○ SB41
γlUb6の薇
き取り痕

VV狙 1
6 7

円形
黒褐 色 土
r9民ふ′PR/ク、 ○ ○

土師器 (1
須恵器 (1

VⅧ 2 7 不整形 299 29914 暗褐
色上

(10YR3/3) ○ ○

VⅧ 7 楕円形 30007
にぶい責燈色土
(10YR6/3)

○ SB40

VⅧ 7 楕円形 30122
にぶい貢燈色土
イ1∩vpハ /Rヽ ○ ○ SB42

V Ll1 7 不整形
暗褐色土
(10YR3/3) ○

○

VⅧ 7 円形 30012 衛
色土

(10YR4/4)
○ SB42

V hl1 7 円 形 29919
にぶい貢澄色土
ィin、「pハ /Rヽ

SB41

995 VⅧ 7 楕円形 225 30117 褐
色土
(10YR4/4) ○

996 VW皿 7 円形 392 256
婚褐色土
(10YR3/3)

○ ○ SB41

997 V LI1 2'7 楕円形
褐色土
10VR4/4 ○

V WIl l 円形 401 154 30155
暗褐色土
(10YR3/3) ○

○

VⅧ l・ 2 円形 30103
絢 色 二

(10YR4/4)
○ ○ ○

U WIl122

VⅧ 2 楕円形
30267 暗TtB色

土
(10YR3/3) ○ ○ ○ SB40

VⅧ 2 楕円形 30214
暗褐色土′
1∩VPR/RⅢ ○ ○

1002 VⅧ 2 楕円形 526 30179
褐色土
(10YR4/4)

○ ○

VⅧ 2 不整形 30094 黒 IEl包
工

4,氏vPR/クヽ ○ 土師器 (5)

VⅧ 2 円形 257 30099 褐
色土
(10YR4/4)

○

VⅧ 2 楕円形 29896 褐色
土

(10YR4/4)
○ ○

P1077よ
り新 しい

1006 VⅧ 7 楕円形 30121
褐色土
(10YR4/4) ○ ○

VⅧ 7 楕円形 261 136
暗褐色土
(10YR3/3)

V II1 7 楕円形 263 152 30064
暗褐色土
(10YR3/3)

1009 VⅧ 7 円形 29840 暗褐
色土

(10YR3/31 ○ ○ ○

VⅧ 7 円形 350 29952 褐色
土

(10YR4/4)
○ ○ SB40

VⅧ 7 楕円形 29927 褐色
土

r10VP4/4) ○

VⅧ 7 楕円形 293 29895 暗褐
色主

(10YR3/3) ○

VⅧ 8 楕円形 338 224 29851
暗褐色土
(10YR3/3)

○ ○ SB42

VⅧ 7 円形 29837 褐色
土

(10VP4/4Ⅲ ○

Ⅶ 瀬原 H遺跡
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2 検出された遺構と遺物

第43表 柱穴観察表 (27)

番号 グリット 平面形
口
径
開
部 深 さ

面
高
底
標

主体土
混入物

柱痕 出土遺物
複
係
重
関

属
設
付
施 備考

地山ブ
ロック
旋化粒 焼 土

VⅧ 8 円形 29817 褐色土
(10YR4/4Ⅲ ○ SB42

VⅧ 2 円 形 29665 暗褐色
土

(10YR3/3) ○ ○ ○ SB40

U II122・
円形 29932 黒褐 色 土

(夕 らVPR/2)
SD35よ り
新しい

SB40

VⅧ 2 不整形 30077 黒褐色
土

(25YR3/2)
SD35よ り
邦子1´ しヽ

V Lll1 2 円形 30107 黒褐 色
土

(25YR3/2) ○ ○

1020 V VI1 2 楕円形 661 30041
黒掏色土
(2昂 YRR/夕 ) ○ 土師器 (2)

VVⅡ 2 3 円形 358 29751 黒褐色
土

(25YR3/2) ○ ○ SB42

VⅧ 8 楕円形 29873 指褐 色
土

(10YR3/3)
○ ○ SB42

1023 VⅧ 8 円形 196 29866 褐色土
(10YR4/4) ○ ○

VⅧ 8 楕円形 227 29921 褐
色土
(10YR4//4)

○

VⅧ 8 不整形 29680 黒褐色
土

(25YR3/2) ○
SB40

1026 VⅧ 3 不整形 29822 黒褐色土(25YR3/2) ○ 土師器 (13) SB40

1027 VⅧ 3 楕円形 353 29977 褐色
土

(10YR4/4) ○ ○ SB42

1028 V Ll1 3 楕円形 29948 褐色土
(10VP4/4Ⅲ ○ ○

1029 U ll122 円形 156 30260 暗褐色
土

(10YR3/3) 土師器 (2) SB40

1030 U Ll123 不整形
黒褐色土
(25YR3/2)

1031 U WI123 不整形 30014 曙褐
色土

(10YPR/R) ○ ○ 土師器 (4) SB40

1032 U hl123 円形 270 30159
黒褐色上
(25YR3/2) ○

U WIl117 楕円形 30272
にぶい責燈色土
位OY醐/3)

○ ○

1034 UVll17 楕円形 240 30289
にぶい貢燈色土
ィinvpハ /射 ○

1035 U Ll117 不整形 286 30312 掲色
土

(10YR4/4

U Vl118 楕円形 30185
黒褐色土
(25YR3/2) ○

1037 UVI118 楕円形 30174 暗褐色
土

(10vR3/∩ ○ 土師器 (1)

1038 U Ⅷ18 楕円形 30015
暗褐色土
(10YR3/3) ○ ○

Ull118 楕円形
暗褐色土
(10YR3/4)

○ ○

U Ⅷ18 不整形 495
褐色土
]θYR4/4) ○ ○

U Ⅷ13,18 楕円形
黒褐色土
125YR3/2) ○ ○ ○ 土師器 (10)

U WⅢ 18 楕円形 470 30120
黒褐色土
(25YR3/2)

土師器 (3) SB38

U LI113 楕円形 375 30243 暗褐色
土

10VR3/ヨ ) ○ ○ ○ 土師器 (5)

U Vll113 精円形 30303
黒褐色土
(25YR3/2)

U II113 不整形 30168
黒褐色土
(25YR3/2)

○
土師器
須烹器

UⅧ 7 楕円形 30390
にパい責燈色土
ri∩ v12A/qⅢ ○ ○ SB36

UⅧ 7 不整形 30365
黒褐色土
12 5YR3/2)

○ ○ ○ 土師器 (1)

U Ⅷ13 不整形 30184
黒褐色土
(25YR3/2) ○

土師器 (3)

U WI113・ 14 楕円形 462 30165
黒 拘 色 工

r,氏vpR/,、 ○ 土師器 (4)

U Ⅷ14 楕円形 562 30055
黒褐色土
(25YR3/2) ○

U Ⅷ14 楕円形 29972
黒狗 色土

(25YR3/2)
○ 土師器 (5)

1052
∪ V」llも

14 1父 ・ 1 楕円形 157 30049
暗褐色土

`10YR3/3Ⅲ

器

暴

師

訪

土

臨
(1)

(lⅢ

U WⅢ 18・ 光9 楕円形 325 30116 暗掲
色土

(10YR3/3) 土師器 (18)
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第44表 柱穴観察表 (28)

番号 グリッド 平面形
口
径
開
部

深 さ
面
高
底
標

主体土
混入物

柱痕 出土遺物
複
係
重
関

属
設
付
施 備考

ブ

ク

山

ツ

地

ロ
炭化粒 焼 土

U Ⅷ19 円形 449 182 29899
黒褐色土
(25YR3/2) ○

○
P1073よ り
J峰ぃ SB38

VⅧ 2 楕円形 378 224 30012
暗褐 色 土
1∩ ′ヽPn/Rヽ O

VⅦ 6 楕円形 142 30120 暗褐
色土

110YR3/3) ○
SB41

Ull1 7 楕円形 249 30436 暗掲
色土

(比OYR3/3)
○ ○ ○

1058 U LI122 不整形 646 30039 暗褐
色土

(10VR3/3) ○ O 土師器 (1) SB40

U ⅥⅡ19 円形 29968 黒掲
色土

(25YR3/2) ○ ○ SB38

Ulll14・ 1 楕円形 852
黒駒 包 主

(25YR3/2)
○ ○

器
器
師
磁
土
陶

106孔 UⅧ 14 精円形 235
黒 狗 包 エ

r9氏vPR/,、 O ○

U ll114 楕円形 385 29987 黒褐
色土
25YR3/2) ○ ○ ○ 陶磁 (1)

U Ⅷ14 楕円形
黒褐色土
(25YR3/2)

○

U II114 円形 29892 黒 IElt工′
9氏VP負 /クヽ O ○ ○

P1065よ り
古い

柱材

U Ⅷ14 楕円形 349 29741
黒褐色土
(25YR3/2) ○

○ ○ 石器 (1)
?1064よ り
新しい

SB38 柱材

U Wl114 円形 29927 黒褐
色土

(25YR3/2)
○

SK21よ り
新 lク ▼ヽ

1067 U ll114・ 1〔 楕円形 29951
黒鴇色主
(25YR3/2)

U WⅢ20 円形 181 11 29956
黒褐 色 上

(25YR3/21
○ ○ ○

U hl120 円形 125 29853 黒褐
色土

(夕らVR3/2) ○ ○ ○
土師器 (16)
・糸電 (4)

U WI120 楕円形 273 29882
黒褐色土
(25YR3/2) ○

U ll120 精円形 258 111
黒褐色土
(25YR3/2)

○ 土師器 (3)

U Ⅷ10 不整形 172 29907
黒褐色土
夕5VR3/2) ○ ○ ○ 土師器 (30)

UⅧ 14 1( 楕円形 103 30026
黒褐色土
rクらvPR/2Ⅲ

■ё54よ り
■ィ1/ゝ

UⅧ 9・ 1と 円形 233 29834 黒褐
色 上

(25YR3/2)
○

3X04よ り
新 しい

1075 UⅧ 9 不整形 596
黒褐色土
(25vR3/2) ○

うXU4よ り
郵千1´ぃ

SB38

1076 U ll120 楕円形 538 29857 暗褐
色土

(10YR3/3) ○
○ ○

VⅧ 2 円形 30065 暗褐
色土

(10YR3/3)
○ ○

J二日下号ξ (2)
石器 (1)

)1005よ り
古い
SB40

咄Ⅷ
楕円形 597

黒褐色土
(25VR3/2)

うD3bよ り
新 iフ vゝ

SB40

U Ⅷ12 楕円形 30425
暗褐色土
ri∩vPR/RⅢ ○ ○

3D29よ り
茎Fi い

U Ⅷ12 円形 253 30485
暗褐色土
(10YR3/3)

○ ○
SD29よ り
新しい

1081 U Ⅷll 楕円形 446 30550 暗
褐色土
10VR3/4) ○ ○

器

器

師

蕉

土

鴛 SB37

U Ⅷ12・ 1 楕円形 291 30305 暗褐
色土′

1∩VPR/RⅢ ○
SK13よ り
古い

UⅥ圧13 楕円形 215 30237 暗掏
包 主

(10YR3/4)
○ ○ ○

UⅧ±0 楕円形 342 29887 黒褐
色土

(25YR3/2Ⅲ ○
3D39よ り
吉しヽ

Ull115 楕円形
黒褐色土
(25YR3/2) ○ ○ 土師器 (4)

SD39よ り
古 Wゝ

VⅧ 2 楕円形 436
暗褐 色 主

(10YR3/4)
SB42

1087 U Ⅷ14 精円形 29986
黒褐色土
(25VR3/2) ○

SK21よ り
古しヽ

1088 U Ⅷ14 楕円形 30004
黒褐色土
(25YR3/2) ○

SK21よ り
古 ▼ヽ

U Ⅷ14 楕円形 29826
黒狗 色 土

(25YR3/2)
○

SK21よ り
古い

1090 U Ⅷ14 円形
黒伯 色 エ′
,氏VpR/クゝ ○

SK21よ り
郭千1フぃ

V Ⅷ10 楕円形 29432 灰責褐
色土

ri∩VP4/クヽ ○
SB45

V Ⅷ10 不整形 29688 暗褐
色土

ri nvTP全 /負、 ○ ○ 土師器 (6)

Ⅶ 瀬原Ⅱ遺跡

- 243 -



2 検出された遺構 と遺物

第45表 柱穴観察表 (29)

番号 グリッド 平面形
口
径
開
部 深 さ

面
高
底
標

主体土
混入物

柱痕 出土遺物
複
係
重
関

属
設
付
施 備考

地 山 フ
ロ ック
炭化粒 焼土

V Ⅷ10 円形 602 223 29517 仄貢褐色土(10VP4/夕Ⅲ ○ SB45

Vll110 楕円形 29663 頁灰色土
(25YR5/1)

1095
V VI110・

VⅨ 6 円形 29523 吹頁褐 色 土

(10YR4/2) ○ SB45

VⅨ 6 円形 29735 暗桐色土
rI∩vPR/負ゝ ○ ○ ○

VⅨ 6 円形 29682 暗掲色土
(10YR3/3) ○ ○

1098 VⅨ 6・ H 楕円形 29634 暗褐色土
(10YR3/3)

O ○ 土師器 (12)

V Ⅷ15 円形 732 29564 灰貢褐色土
(10YR4/2Ⅲ ○ 土師器 (5) SB45

V Ⅷ15 楕円形 295 晴褐色土
(10YR3/3) ○ ○ SB43

WⅧ 14 楕円形 303 29368 に
ぶい貢褐色土
(10VP4/RⅢ ○ ○ O

1102 WⅧ 14 楕円形 29380
にぶい貢褐色土
(10YR4/3Ⅲ ○ ○

Aヽ「 Wll114  15 円形 29184 に
ぶい責褐色土
(10YR4/3) ○

M「 ll1 8 ・ 13 楕円形 175
にぶい貢褐色土
(10VR4/RⅢ ○ ○

WⅧ 15 円形 312 29209
にぶい貢褐色土
(1∩VP4/Rヽ O ○

1106 WⅧ 5 楕円形 責灰色土
(25YR5/11 土師器 (2)

1107 WⅧ 15 楕円形 29049
にぶい貢褐色土
rinvpと /qヽ ○ ○ 土師器 (1) SB51

WⅧ 14 円形 366 29552 に
ぶい責褐色主
rinVP4/Rヽ ○ ○ ○

WV■ lb
楕円形 29210

にぶい責褐色土
(10YR4/3) ○ 土師器 (1)

V「 ll119  20 円形 29211
にぶい貢褐色土
ri∩vp∠ /R、 ○ ○ ○ 土師器 (1)

WⅧ 15 楕円形 328 29116
にぶい責褐色土
(10YR4/3) ○ SB55

M「 TI120 円形 29108 貢灰色土
(25YR5/1)

O ○ SB52

M「 LI120 円形 198 29159 貢仄色土
12 5YRら /1Ⅲ

○ 土師器 (1) SB53

Ⅵ/h41120 楕円形 29185
にぶい責褐色土
rl∩VP4/RⅢ ○ ○ ○ SB51

M「 WIl120 円形 29175 に
ぶい貢褐色土
(10YR4/3)

○ ○ SB52

耶「WIl120 円形 233 29150
にぶい貢褐色土
(10YR4/RⅢ ○ ○ ○ SB54

WⅨ ll 楕円形 29X87
にぶい責褐色土

`1∩

V⊇ 4/RⅢ ○ ○

Aヽ「 D(21 ・22 円形 305 29060 頁次 色 土

(25YR5/1) ○ ○

WⅨ■ 楕円形 438 29192
にぶい貢TtB色土
rinVP4/9ヽ ○ ○ ○

土師器 (2)
石器 (1)

Aヽ「 WⅢ25 円形 29037 責灰色土
(25YR5/1) ○

1121 WⅧ 19 円形 265 29206
にぶい貢褐色土

`1∩

VR4/RⅢ ○ ○

1122 WⅨ 16 円形 302 29044
にぶい貢褐色土
rl∩Vp4/q、 ○ ○ SB52

WⅧ 15 楕円形 29249
にぶい責褐色土
(10YR4/3) ○ 土師器 (2)

1124 XⅨ l 円形 389 28961 貢灰色土
(25YR5/1)

○ SB56

1125 WⅧ 19 円形 203 29256 貢妖色土
(25YR5/]Ⅲ ○ SB54

M「 IX21・ 22 円形 224 29029
にぶい責褐色土
(10YR4/3)

WⅨ 17 楕円形 212 29006 灰貢褐色
土

(10YR4/2)
○ ○ SB51

ハヽ「Ⅸ22 楕円形
貢灰色土
12 5YR5/1Ⅲ

○ ○ 躍叫
饂 55

WⅧ 15 円形 29233 土師器 (1)

WⅧ 15 楕円形 208 120 29207 頁狭 色 上

(25YR5/1)
土師器 (2)

Ⅵ「VI120 円形 29171 貢炊色土
(25YR5/1Ⅲ ○ ○ ○

SB54
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第46表 柱穴観察表 (30)

番号 グリッド 平面形
開口
部径

深 さ
面
高
底
標

主体土
混入物

柱痕 出土遺物
複
係
重
関

属
設
付
施 備考

ブ
ク

山

ツ

地

ロ
炭化粒 焼 土

Ⅵ「つ(23 楕円形 237 29100
にぶい貢褐色土
(10YR4/3)

耶「X22 楕円形
にぶい貢褐色土
rinvp4/qヽ ○ SB57

WⅨ 16 円 形 71 29076 責
灰色土
(25YR5/1) ○

耶「X23 楕円形 238 29孔 32
にぶい貢褐色土
(10YR4/3)

○

WⅧ 19 楕円形 423
貢仄色土
(25YR5/1)

Dl137よ り
古い

WⅧ 19 楕円形 264
責灰色土
(25YR5/1)

Pl136よ り
新しい

XⅨ l 円形 275 28976 貢灰色土
(25YR5/1)

○ SB56

1139 WⅧ 15 円形 237 29070
にぶい貢褐色主
rl∩VP4/負 ヽ ○ SB52

パヽ/LI120 楕円形 242 29199 責灰色土
(25YR5/1)

SB51

WⅨ■ 円形 29173
にぶい貢褐色土
(1∩VR4/3Ⅲ ○

1142 WⅨ ll 不整形 29089
にぶい責褐色土
rl∩VP4/RⅢ ○ ○ O SB53

WⅨ 16 円形 29119 貢灰色土
12 5YR5/1)

○ SB51

WⅨ ll 楕円形 29091
にぶい貢褐色土
rinvp4/Rゝ ○ SB51

WⅧ 4 円形 155 29516 責灰色土
(25YR5/1)

WⅧ 4 円形 29508 責灰色土
(25YR5/1)

V IutZ4・

WⅧ 4 円形 29482
貢灰 色 主

(男 5vRら /1

WⅧ 9 楕円形 29502 責灰色土
(25YR5/1)

WⅧ 8 楕円形 302 122 29500
にぶい貢褐色土
(10YR4/3)

○

w llulも

14 楕円形 29588 貢仄色土
(25YR5/1)

WⅧ 9 円形 236 244 29281
こぶい責褐色土
(10YR4/3)

○

1152
WⅧ 14
1ら

円形 249 221 29142
貢灰色土
(25YR5/1)

○

1153 WⅧ 19 楕円形 29251 貢炊色土
(25YR5/1) ○ SB54

WⅧ 13 円形 172 29542
にぶい責掲色土
(10YR4/3)

Ⅵ「W120 楕円形 527 29178 貢灰色土

`95VP馬

/1Ⅲ
○ ○

1156 WWⅢ20 楕円形 29210
黄灰色土
(25YR5/1) ○

WⅨ 16 円形 416 29196
にぶい責褐色土
(10YR4/3)

○

WⅨ ll
不整形

貢灰色土
r95YRら /1) ○ SB52

1159 WⅨ■ 楕円形 29119
灰責掲色土
(10YR4/2) ○ SB53

WⅨ ll 楕円形 289 186 29137
責灰色土
(25YR5/1:

SB55

WⅨ ll 円形 29241 貢灰色土

(25YR5/1)
SB51

WⅨ ■ 円形 273 29200
黄灰色土
(25YR5/1) ○

WⅨ ll 不整形 138 29209
にぶい責褐色土
(10YR4/3)

○

WⅨ ll 楕円形 259 29213
にぶい貢褐色土
(10VR4/RⅢ

1165 WⅧ 15 楕円形 29252
にぶい貢褐色主
rl∩VP4/Rヽ

つ±166よ り
斯 lヵ

WⅧ 15 楕円形 29267
にぶい責褐色土
rl∩VP4/RⅢ

Dl165よ り
古い

WⅧ 15 楕円形 29188
にぶい貢褐色土
(10VR4/=)

SB53

1168
W lll15'
9∩
楕円形

貢炊色上
(25YR5/1)

SB55

WⅧ 15 円形 199 29167
にぶい責褐色土
rl∩VP4/RⅢ ○

WWll15、
楕円形 29162

にぶい貢褐色土
rinvp4/全、

S1352

Ⅶ 瀬原Ⅱ遺跡
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2 検出された遺構と遺物

第47表 柱穴観察表 (31)

番号 グリット 平面形
口
径
開
部 深 さ

言口
昔向

底
標 主体土

混入物
柱 痕 出土遺物

複
係
重
関

属
設
付
施 備考ブ

ク

山

ツ

地

ロ
濃化粒 焼 土

1孔 71 WⅨ 17 楕円形 29121
にぶい責褐色土
rinvp江 /Q、 SB57

1172 WⅨ 17 円形
灰責掲色土
(10YR4/2) ○ ○ SB57

WⅨ 17 楕円形 28992 灰貢褐
色土

(10YR4/2)
○ ○ SB55

WⅨ 17 円形 221 29052 仄貢褐色
土

(10VR4/2) SB52

1175 耶「憂(12・ 17 円形 239 156 29032 灰責褐色土
rl∩VP4/9ヽ ○

WⅨ 12 楕円形 243 157 灰責褐色土
(10YR4/2)

○ SB53

1177 WⅨ 12 円形 109 29070 貢炊色土(25YR5/1) ○ SB51

WⅨ 12 楕円形 29058 責灰色
土

(25YR5/1) ○

WⅨ 12 楕円形 280 186 29071
にぶい貢褐色土

`irvpと

/負ヽ ○ SB55

V Ⅷ 15 楕円形
妖頁褐色上
(10YR4/2) ○

Dl182よ り
古ぃ SB46

V Ⅷ15 楕円形 29527 灰責褐色
土

(10YR4/2) ○ ○
器
器
帥
烹
上
須 SB43

V Ⅷ15 楕円形 1613
仄貢桐色土
(10VR4/力 Ⅲ ○ ○

)1180よ り
新ししゝ

SB43

V Ⅷ15 楕円形 1059 29547 灰黄掲色
土

(10YR4/2) ○ ○
)1184よ り
古ぃ

V Ⅷ15 楕円形 29606 灰責褐
色土

(10YW/2) ○ ○
イ11ももよ う

刃千iフ い
SB45

V Ⅷ15 円形 620
灰貢褐色土
(10VR4/2う ○ ○ 土師器 (5) SB43 礎板

V Ⅷ15 円 形 29544 灰責褐
色土

(10YR4/2) 土師器 (2) SB43

1187 VⅨ H 円形 575 29504 灰貢褐色
土

(10YR4/2)
○ ○ SB46

VⅨ H 円形 29619 灰貢褐色
土

(10YR4/2) ○ ○
土日下器 (2
石器 (1)

SB43

V Ⅸll 円 形 29591 灰責褐
色土

(10YW/2) ○ 土師器 SB46

VⅨ H 円形 806 29574 灰貢褐色
土

rl∩YR4/分 Ⅲ 土師器 (1) SB43

VⅨ H 円形 289 暗褐色土
(10YR3/3) ○ 土師器 (5)

V Vl115 不整形 692 29525 責灰
色土

(25YR5/1) SB45

V ll115 円形 29618 暗褐色
土

(10VPn/RⅢ ○ SB43

V Ll120 円形 29540 吹貢褐
色土

(10YR4/2Ⅲ ○ 土師器 (3) SB43 礎板

V Lll120 円形 29678 灰責褐色
土

(10YRち/2) ○ SB43

1196 V WI120 不整形 591 29602 灰貢褐
色土

(10YR4/2)
○ SB45

V WⅢ 20 楕円形 1428 29553 吹貢褐
色土

(10YR4/2) ○ 土師器 (8)
1198よ り
古 しヽ
SB43

V la120 円形 377 灰責褐色土
(10YR4/2) ○

91197よ り
新 |夕 ψゝ
SB46

V Tll120 円形 575 29560 医貢褐色
土

(10VR4/夕 Ⅲ ○ SB45

ＶⅧ２０
ＶⅨ．６

不整形 29465 味 頁 4El色
二

(10YR4/2) ○
)1257よ り
古い
SB43

V Ⅸ16 円形 29497 灰責褐色
土

(10YR4/2) ○ 土師器 (3) SB43

1202 V Ⅸ16 円形 432 29578 灰貢褐色
土

(10YR4/2)
SB43

V Ⅸll 円形 29603 暗褐
色土

(10YR3/3)

VⅨ l孔 円形
灰責褐色土
(10YR4/2) SB43

1205 VⅨ■ 円形 225 29640 暗掲色
土

`1∩

VRR/R

V Ⅸ16・ 17 楕円形 826 29082 仄貢褐色土
(10YR4/2Ⅲ

土師器 (1) SB43

1207 V Ⅸ17 円形 29367 灰責褐色
土

(10YR4/2) SB45

1208 V Ⅸ16 楕円形 351 29592 暗褐色
土

(10VRR/RⅢ SB46

V Ⅸ22 楕円形 150 貢仄色土
(25YR5/1)
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第48表 柱穴観察表 (32)

番号 グリッド 平面形
口
径
開
部

深 さ
面
高
底
標

主体土
混入物

柱 痕 出土遺物
重複
関係

属
設
付
施 備考

地山ブ
ロック
炭化粒 焼土

V Ⅸ18 楕円形 29429 暗褐色土
(10VR3/3)

12ユ l V Ⅸ18 円形
責灰色土
(25YR5/1)

1212 V Ⅸ19 円形 29399 褐色土
(10YR4/4)

1213 V Ⅸ19 円形 29415 褐色土
(10VR4/4)

V Ⅸ14 円 形 105 29404
褐色土
ri∩VP4/4Ⅲ

V Ⅸ14 円形 224 158 29421
褐 色 土

(10YR4/4)

V Ⅸ14 楕円形 228 29497
褐色土
(10VR4/4

V Ⅸ14 楕円形 29418 褐色土
(10YR4/4)

V Ⅸ14 楕円形
絢 色二

(10YR4/4)

1219 VⅨ 9 楕円形 29497 褐色土
(10YR4/4

1220 VⅨ 8 不整形 282 29564 ftB色 上
(10YR4/4)

1221 VⅨ 8 円形 234
ItB色土
|± OYR4/4)

1222 V Ⅸ14 楕円形 29547 褐色土
110YR4/4)

1223 V Ⅸ14 不整形 262 29534 掲色土
(10YR4/4)

1224 V Ⅸ13 楕円形 29486 狗 包 土

(10VR4/4)

1225 V Ⅸ13 円形 29473 暗褐色上
(10YR3/3)

VⅨ 8
lR 不整形 355

にぶい責褐色土
(10YR5/4)

1227 VⅨ 8 円形 637 29358
にぶい貢褐色主
rlnvP氏 /と、

うlυ /よ り
郵キ1フ ▼ヽ

SB44

1228 VⅨ 8 楕円形 29582
にぶい責掲色土
(10YR5/4)

う1∪ rよ り

剰子しい
SB45

V Ⅸ13 不整形 536 29410
にぶい貢褐色土
(10YR5/4)

○ SB44

V Ⅸ13 円形 711
にぶい責T15色 土
rl∩vpへ /4ゝ ○

器

暴

師

東

土

勾 SB44

1231
V Ⅸ13
18

円形 29± 94
灰責掲色土
(10YR4/2)

SB45

V Ⅸ18 楕円形 29300 狭 頁
褐 色 二

(10YR4/2)
○ SB44

1233 V Ⅸ18 円形 29378
仄貢褐色土
(10YR4/2) ○ SB45 礎板

1234
V Ⅸ17
18

円形 177 29354
灰責褐色土
(10YR4/2)

○ ○ SB44

V Ⅸ17 円形 333 29860
にぶい貢褐色土
(10YR5/4)

○ SB45

V Ⅸ17 楕円形 29204 火頁褐
色土

(10YR4/2) ○ SB44

1237 V Ⅸ17 円形 558 29222 灰責褐
色土

(10YR4/2)
SB45

V Ⅸ12 円形
灰貢褐色土
(10YR4/2)

○ SB44 礎板

V Ⅸ17 円形 29252 灰貢褐
色土

(10YR4/2) ○ SB45

V Ⅸ12 円形 424 灰責褐色土
(10YR4/2)

○ SB44

1241 V X12 円形 29447 狗 包 二

(10YR4/4)

1242 V Ⅸ12 円形 232 29427 伯 包 エ

10YR4/4)
Pl%lよ
り古ぃ

1243 V Ⅸ12 円形
褐色上
110YR4/4)

○

1244 V Ⅸ13 楕円形 200 29227
にぶい貢褐色土
rl∩vRら /4) ○ SB45 礎板

VⅨ 8 円形 557 29133
にぶい貢褐色土
rl∩vP氏 /4ゝ ○ 土師器 (1)

ぅ1∪ rょ ll

剰千1フ い
SB44

1246 VⅨ 3 楕円形 717 29324
にぶい責褐色土
(10YR5/4)

○ 土師器 (8) SB44

1247 VⅨ 2 下整形 276 29522
にぶい貢TIB色土

`10VPh/4Ⅲ

○ 須恵器 (3)
j上∪もより
新 しVゝ

SB44

V Ⅸ13
18

円形 29315
も1344

Ⅶ 瀬原Π遺跡
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2 検出された遺構と遺物

第49表 柱穴観察表 (33)

香号 グリッド 平面形
口
径
開
部 深 さ

ｊ四
昔回

底
標 主体土

混入物
柱 痕 出土遺物

複
係
重
関

属
設
付
施 備 考

地山ブ
ロック
炭化粒 焼 土

VⅨ 6 楕円形 279 29715 婚褐色主
(10YR3/3) ○ ○ 土師器 (12)

1250 VⅨ 6 7 楕円形 29588 灰責褐色
土

(10YR4/2) SB45

1251 U Ⅸ22 円形 930 333 29305
にぶい貢褐色土
rlnvp氏 /と、

土 師器 (27)
筵 直果

`1ヽ

)つもrよ り

新 1シ しヽ
SB44

1252 VⅨ 7 楕円形 29722 暗T・B色土
(10YR3/3) ○ ○ ○ 土師器 (2)

1253 V Ⅷ10 楕円形 29746 暗褐色土
(10YR3/3) ○ 〇 ○ 土師器 (8)

VⅨ 2 楕円形 166 29705 暗褐色土

`10YRR/RⅢ

○ ○ 土師器 (4

1255 VⅨ 2 楕円形 29659 灰責褐色
土

rl∩Vp4/ク ヽ ○
土 師器 (1
陶絃 塁 ri

v llulu・

VⅨ 6 楕円形 323 29753 暗褐色土
(10YR3/3) ○ ○ 土師器 (3)

V Ⅸ16 楕円形 29443 炊貢褐色
土

(10YR4/2Ⅲ ○
P1200よ
り新しい

SB46

V Ⅷ 14 楕円形 29712 暗褐色土
(10YR3/3) ○

1259 U Ⅸ21 楕円形 548 29608
にぶい責褐色土
(10YR5/4)

○
)り brょ
剣千1ン い

VⅨ l 円形 378 29640 悟褐色土
(10YR3/3) ○ ○ ○

VⅨ l 円形 268 29763 暗褐色土
(10YR3/3) ○ ○ ○ 'D3/よ剣千1´ぃ

1262 VⅨ l 楕円形 239 29707 暗褐色土
(10YR3/3)

○ ○ ○
)D5イ よ り

刃千しψヽ

1263 V Ⅷ14 不整形 29745 暗褐色土
(10YR3/3) ○ ○

SD37よ り
新しい

1264 U lll125 楕円形 17 29791 暗褐色土
(10YR3/3) ○ ○ ○ 土師器 (3)

1265 V Ⅸ20 楕円形 538 29085 褐色土
(10VR4/4Ⅲ ○

V Ⅸ20 楕円形 29023 頁炊色主
(25YR5/1) ○ ○

1267 V Ⅸ24 楕円形
黒褐色土
(25YR3/2) ○

1268 WⅨ 7 不整形 390 132 28981 に
ぶい貢褐色土
rl∩VP4/Rゝ ○ ○

Ⅵ「⊇(13 14 楕円形 238 28983
にぶい責TtB色土
(10YR4/3) ○

1270 WⅨ 13 楕円形 235 28977
にぶい責褐色土
(10YR4/3) ○ ○

WⅨ 18 楕円形 207 29165 貢灰色土

`25VR5/1)

○ SB57

WⅨ 18 円 形 29116
にぶい責褐色土
(10YR4/3) ○ ○

と273 ⅥrX23 円形 29072
にぶい貢掲色土
(10YRち/3) ○

M「 D(23 楕円形 29109 貢灰色土

`25YR5/1)

○

1275 W鬱(23 円形 29126 責灰色土
(25YR5/1) ○

1276 Aヽ「 D(23 楕円形
にぶい責褐色土
(10YR4/3)

○

1277 WⅨ 17 円形 29090
にぶい貢褐色土
rinvp4/全 、 ○

1278 WⅨ 17 円形 29092
にぶい責掲色土
(10YR4/3) ○ SB57

1279 WⅨ 17 楕円形 187 29150
にぶい貢褐色土
(10YR4/3)

○

1280 WⅨ 17 精円形 29076
にぶい貢褐色土
rinvP4/R、 ○

WⅨ 17 楕円形 273 29088
にぶい責褐色土
rl∩VP4/Rゝ ○ ○ SB55

1282 Aヽ「 D(16  17 楕円形 29012
にぶい貢褐色土
(10YR4/3)

○ ○ SB53 礎石

WIX16・ 17 楕円形 29025
にぶい貢TIB色土
rl∩Vp4/Rヽ ○ ○ SB52 礎 石

WⅨ 17 円形 29126
にぶい責捐色土
(10YR4/3) ○

1285 WX17  22 精円形 168 29125 貢灰色土
(25YR5/1)

M「 D(22 楕円形 232 29110 買 1/tt二
(25YR5/1) ○

WⅨ 21 楕円形 251 29096 責灰色土
(25YR5/1) ○
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第50表 柱穴観察表 (34)

番号 グリット 平面形
口
径
開
部

深 さ
面
高
底
標

主体土
混入物

柱 痕 出土遺物
複
係
重
関

属
設
付
施 備 考

フ

ク

四

ツ

地

ロ 炭化粒 焼土

1288 XⅨ l 円形 28955
にぶい貢褐色土
rlnVP4/q、 ○ ○ SB56

Ⅵ/hlll125 楕円形 29060 責灰色土
(25YR5/1) ○

M/11125

パヽアⅨ夕1 楕円形
285 29126

にぶい貢褐色土
r]OVP4/RⅢ ○ ○

1291 XⅧ 5 円形 28897
にぶい貢褐色上
rinVP4/Rゝ ○ ○

1292 XⅨ 6 円形 253 28957
にぶい責褐色土
(10YR4/3)

○

XⅨ 1 6 円形
にぶい貢褐色土
rinvPと /R、 ○ ○ 土師器 (2)

XⅨ l 楕円形 28978
責灰色土
(25YR5/11 ○ SB56

1295 XⅨ 2 楕円形 207 126 28931
にぶい責褐色土
(10YR4/3)

○ ○ SB56

VⅨ 7 円形 29517
狭 頁匂 ヒ ニ

`10YR4/2)

○ ○ 土師器 (3) SB44

1297 VⅨ 7 楕円形 182 29489
灰責褐色土
(10YR4/2)

○ ○ SB44

VW駈20 楕円形 559 269 29410
灰貢褐色土
(10YR4/2)

○
SX02よ
り古い
SB45

V WIl114 円形 29491
曙TtB色土
(10YR3/3) ○ ○ 〇

う入υZよ
VI苦ぃ

XⅨ 6 円形 28914 暗掲色土
rl∩vPR/RⅢ ○

WⅨ 14 楕円形 287 28974
にぶい貢褐色土
(10YR4/3)

○ ○ ○ SB49

1302 WⅨ 14 円 形 296 29025
にぶい貢褐色主
rl∩VP4/rth ○ ○

1303 WⅨ 14 楕円形 202 29101
にぶい責褐色土
(10YR4/3)

○ ○

WⅨ 14 楕円形 29014 貢灰色土
(25YR5/1)

○ SB49

1305 WⅨ 14 不整形 388 29099
責灰色土
(25YR5/1) ○ SB49

WⅨ 15 楕円形 285 29069
責灰色土
(25YR5/11

○ 土師器 (1)

WⅨ 15 楕円形 329
貢灰色土
(″らVRら /1)

WⅨ 15 楕円形 275 28873
にぶい貢褐色主
rl∩VP4/R】 ○ SB47

WⅨ±5 円形 326 29003 責灰色土
(25YR5/1)

○ SB48

Ⅵたこ(15 20 不整形 223 28918
にぶい貢褐色土
(10VR4/3) ○ ○ 土師器 (1) SB49

M「 X20 楕円形 29019
にぶい責掲色土
rlnVp4/qゝ ○ ○ SB47

1312 WⅨ 19 円形
にぶい責褐色土
(10YR4/3)

○ ○

WⅨ 19 円形 29068
にぶい貢褐色土
rl∩v⊇ 4/Rゝ ○ SB49

WⅨ 19 円 形 29012
にぶい責褐色土
(10YR4/3) ○ ○

WⅨ 19 楕円形
にぶい貢褐色土
(10YR4/3)

○

ハヽ「D(20 楕円形
にぶい貢褐色上
rinvp∠ /qゝ ○

耶「D(20 円形 136 29010
にぶい責褐色土
rinV⊇ 4/RⅢ 〇 ○ SB48

M/X20 楕円形 102 29038
にぶい責褐色土
(10YR4/3)

WⅨ 20 円形 28979
にぶい貢褐色土
ri∩VP4/Rヽ ○ ○ SB47

耶「D(20 円形 282 233 28928
にぶい責褐色土
(10YR4/3)

○ ○ SB50

1321 WⅨ 19 不整形 379 29054
にぶい責褐色土
(10YR4/3)

○

1322 VⅧ 4 円形
暗褐色土
10YR3/3) ○ ○ ○ 土師器 (1)

1323 VWⅢ 4 楕円形 29791
暗褐色土′
1∩VPR/Rヽ ○ ○ ○

1324 VⅧ 4 円形 220 29677
暗褐色土
(10YR3/3)

○

1325 WⅨ 21 楕円形 240
にぶい買TIB色土
rinVP4/qゝ ○

X∪もよワ

新 i夕 い

WⅨ 16 円形
にぶい責褐色土
(10YR4/3)

○ ○
,D48よ り
苦 ぃ

SB55

Ⅶ 瀬原Ⅱ遺跡
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2 検出された遺構と遺物

第51表 桂穴観察表 (35)

番号 グリット 平面形
口
径
開
部 深 さ

底面
標高

主体土
混入物

柱 痕 出土遺物
重複
関係

属
設
付
施 備考

ツ

ク

囲

ツ

期

ロ 炭イι粒 焼土

1327
WⅨ 16
17・ 21 ・22

円形 29023
にぶい責褐色土
(10YR4/3)

○ ○
SD47よ り
古い

WⅨ 17 楕円形 29027 貢仄色土
(25vR5/1Ⅲ ○

1329 WⅨ 18 不整形 219 29070 頁 1/ttエ
(25YR5/1) ○ SB57

1330
VヽTI120

WⅨ 16 円形 249 29046 貢灰色土
(25YR5/1) ○

SD48よ り
古 ぃ
SB55

かヽrD(20 楕円形 266 28905
にぶい貢褐色土
ri∩Vp4/Rヽ ○ ○

工 即奇 (Z,
須 言哭 rlゝ

1332 WX16 円形 372 29007
にぶい責掲色土
(10YR4/3) ○ SB48

1333 Vヽ X16 円 形 29033
にぶい貢掲色土
(10YR4/R) ○ ○ SB47

Ⅵ「X16 円形 362 28923
秀 い貢褐色土
∩VP4/Rヽ ○ ○ SB48

1335 WⅨ 15 不整形 248
にぶい責褐色土
(10YR4/3) ○

1336 WXll 楕円形 29048 に
ぶ い貢褐 色 土
ri nふ′rJと /R、

フ133うより
古▼ゝ

1337 WXll 楕円形 258 28963
にぶい貢褐色土
rlnVP4/負 ヽ ○ ○ SB50

WXll 不整形 29014
にぶい責褐色土
(10YR4/3)

○ ○ SB47

WXll 楕円形 29025 貢 仄 色 土
r9民、ァP民 /1、 ○

1340 WXll 円形 29056
三ぶい貢褐色土
rinVP4/全 ゝ ○ ○ SB48

WXH 楕円形 288 29096
にぶい貢褐色土
(10YR4/3)

○ 土師器 (2) SB50

WⅨ 15 楕円形 29014
にぶい貢褐色土
r、 nvp∠ /宜ゝ SB47

WⅨ 15 楕円形 29056
にぶい責褐色上
rlnVP4/Rう ○ ○ SB50

1344 WⅨ 15 楕円形
にぶい貢褐色土
(10YR4/3)

○

ll‐ D(10  15 円形 29079 貢褐色土
(25YRら /4Ⅲ ○

WⅨ 15 円形 29064 責褐色土
(25YR5/4)

1347 WⅨ 15 楕円形 29072 責褐色土
(25YR5/4)

WⅨ 15 円形 234 29093 貢褐色土
(25YR5/4Ⅲ

WⅨ 10 楕円形 307 29092 責褐色土
(25YR5/4)

1350 WVD(20 楕円形 420 29086
にぶい貢褐色土
(10YR4/3)

M「 D(20 不整形 29077
こぶい買褐色土
rinVp4/Rヽ SB50

1352 WⅨ 15 円形
にぶい責掲色土
(10YR4/3) ○

にぶい貢褐色土
(10YR4/3)

○ 土師器 (1)

1354 WD(20 楕円形 148 29039 に
ぶい貢褐色土
rl∩VP4/Rゝ

1355 耶「Ⅸ 9 10 楕円形 234 29067
にぶい責褐色土
(10YR4/3) ○

WⅨ 10 楕円形 29092
にぶい貢褐色土

`10VR4/RⅢ

○

1357 WⅨ 10 円形 124 28990
こぶい貢褐色主
rl∩VP4/Rゝ ○

1358 WⅨ 10 楕円形 171 28992 貢灰色土
(25YR5/1)

WⅨ 10 円形 28989
にぶい責褐色土
(10VR4/RⅢ ○

と360 WⅨ 10 円形 29076 に
ぶい貢褐色土
rl∩VP4/Rゝ ○

1361 WⅨ 10 楕円形 256 28907 黒褐色土
(25YR3/2)

WⅨ 10 円形 29034 買伯 色 主

(25YR5/4)

1363 WⅨ 10 円形 636 29000 に
ぶい貢褐色土
rl∩VP4/qゝ

1364 Ⅵ/X ll 楕円形 324 29040
にぶい責褐色土
(10YR4/3) ○ ○

1365 Aヽ「 X ll 楕円形 29135
にぶい貢褐色土
rl∩ふ′p∠ /負ヽ ○
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第52表 柱穴観察表 (36)

番号 グリッド 平面形
口
径
開
部 深 さ

面
高
底
標

主体土
混入物

柱痕 出土遺物
重複
関係

属
設
付
施

備考
ブ

ク

山

ツ

地

ロ
炭化粒 焼土

1366 Aヽ「 X ll 楕円形 29068
にぶ い貢褐 色 土
ri∩vpと /宜ゝ ○ O

1367 W X12 楕円形 29124
疼 い貢褐色土
OYR4/3) ○

1368
WXll
12

円形 29138
にぶい責褐色土
(10YR4/3)

○

1369 WX12 円形 338 29047
に 芳 い貢褐 色 土
∩Vpと /Rゝ ○

1370 VⅨ 7 楕円形 295 29415
に お い責掲色土
∩Vpら /4) ○ ○ 土師器 (5)

)り 4Vよ り
新 lヵ ヽ

WⅨ 24 楕円形 28986
にぶい貢掲色土
(10YR4/3)

○
,D50よ り
苦 ぃ

1372 AヽrD(25 楕円形 292 28997
にぶい貢褐色土
(10YR4/3Ⅲ ○

1373 W「憂(25 不整形
責灰色土
(25YR5/1) ○

M「 X25 楕円形 にぶい責褐色土
(10YR4/3)

1375 Ⅵ「D(25 楕円形 286 29093
にぶい貢TIB色土
(10YR4/3Ⅲ ○ O

1376 WX25 楕円形 29110 責灰色土
(25YR5/1)

都/X16 不整形 29074
にぶい貢TrB色土
(10VP4/∩ Ⅲ ○ ○ ○ 土師器 (1)

WX17 楕円形 28848
にお
r

い貢 T・B色主
nVP4/q、 ○ ○

汀ヽX12 不整形 28812
にぶい責掲色土
(孔OYR4/3) ○

1380 WX16 円形 284 157 28824
にぶ い貢褐 色 土
rinvP4/負 ゝ ○ ○

WD(25 不整形 29119
こぶい貢Tgv色 土
rinVP4/Rヽ ○ ○ ○

1382
WⅨ 20.
25
楕円形

にぶい責掲色土
(10YR4/3)

○ ○ 土師器 (1)
3D52よ り
新しψゝ

1383 XⅨ 6 不整形 28941
にぶい貢褐色土
rinvP4/負 ゝ ○ 土師器 (1)

XⅨ 6 楕円形
にぶい責掲色土
(10YR4/3) ○

1385 XⅨ 6 楕円形 28969 責灰色土
(25YR5/1) ○

XⅨ 7 楕円形 253 28949
にぶい貢褐色土
ri∩vp4/々 、 ○ ○

1387 XⅨ 7 不整形 277
にぶい責褐色土
(10YR4/3) ○ ○

XⅨ 7 楕円形 ll 28950 責灰色土
(25YR5/1) ○

XⅨ 7 楕円形 184 28931
にぶい貢褐色土
rinvゃ 4/全、 ○

1390 XⅨ 7 楕円形 206 28946 責灰色土
(25YR5/1)

U Ⅸ17 円形 666
にぶい貢褐色土
(10YR5/4)

○
S110よ り
新しい
SB44

1392 U Ⅸll 円形 402
にぶい貢褐色土
rl∩vp氏 /zLゝ ○ ○ ○

土目市ぞ手 (127
須盲哭 ri

う1lUよ り
勃子キフぃ

U Ⅸ17 円形
にぶい責褐色土
(10YR5/4) ○ ○ ○ ⑩

い期帷
S110よ り
新しい

UⅨ l 円形
暗匂 色 土

(10YR3/3) ⑩
翰珊鶴1395 U Ⅸ21 円形 162 157 29634

」二日市を岳 (5)
鴛 京器 (11

VⅨ l 円形 538 29234

TⅧ l 楕円形 SB14

Ⅶ 瀬原Ⅱ遺跡
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第
53
表
 
遺
物
観
察
表
(1
)

載 号
掲 番

種
類

器
種

部
位

分
類

出
土
地
点

法
量

内
面

外
面

底
面

焼
成

色
調

備
考

遺
物
図
写
真
図

口
径
器
高
底
径

1
土
師
器

杯
口
縁
～
底
部
Ib
I

X0
1・
SK
01

12
5

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好
に
ぶ
い
褐

2
土
師
器

lT
N
体
～
底
都
I 
b 
il
 i
�
)1
01
 
床
直

<2
5>

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

や
や
良
に
ぶ
い
橙

土
師
器
高
台
付
イ
体
～
底
部
Ia

床
直

く
33
>

回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ

良
好
に
ぶ
い
責
橙

4
土
師
器

不
口
縁
～
底
部

床
直

ガ
キ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好
に
ぶ
い
黄
橙
内
面
黒
色
処
理

5
土
師
器

奏
口
縁
～
体
部
[a

[0
'S
K0
1

(%
5)
<8
1>

回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ

良
好
に
ぶ
い
黄
橙

も

土
師
器

発
口
縁
～
体
部
Ia

SЮ
SN
01
直
上

<4
5>

回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ

良
好
に
ぶ
い
責
橙

7
土
師
器

杯
口
縁
～
底
部

S1
03
 
坦
上
、 
床
直

回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好
灰
黄
褐

8
土
師
器

郭
口
縁
～
底
都

S1
03
 
埋
上
、  
床
直

(1
3つ

回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好
に
ぶ
い
責
橙

9
土
師
器

郭
口
縁
～
底
部

31
03
 
埋
土
、 
床
直

(
13
7)

回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

や
や
良
に
ぶ
い
黄
橙

土
師
器

郭
完
形

3Ю
3・
埋
上
、 
床
直

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

登
口
縁
部
が
歪
ん
で
い
る

土
師
器

郭
体
～
底
部

S1
03
'埋
上
、 
床
直

<1
9>

回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好
天
黄
褐

土
師
器

郭
体
～
底
部

S1
03
埋
上
、  
床
直
、
表
採

く
09
>

回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好
に
ぶ
い
黄
橙

土
師
器

イ
体
～
底
部
I 
b 
ii
 i
ii
Ы
03
 
埋
土
、  
床
直

く
12
>

回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

や
や
良
浅
責
橙

土
師
器

杯
完
形

SЮ
3・
SK
01

ミ
ガ
キ

回
転
ナ
デ
 
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
回
転
糸
切

良
好
に
ぶ
い
橙
29
の
入
れ
子
・
内
面
黒
色

処
理

土
師
器

郭
完
形

Ib
ii
i
S1
03
 S
K0
1

ミ
ガ
キ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

や
や
良
に
ぶ
い
橙
29
の
入
れ
子
 
内
面
黒
色

処
理

土
師
器

獅
完
形

S1
03
 S
K0
1

14
3

ミ
ガ
キ

回
転
ナ
デ
.ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
回
転
糸
切

良
好
に
ぶ
い
橙
29
の
入
れ
子
`内
面
黒
色

処
理

土
師
器

杯
完
形

Ы
03
 S
K0
1

ミ
ガ
キ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

や
や
良
に
ぶ
い
橙
29
の
入
れ
子
 
内
面
黒
色

処
理

土
師
器

杯
口
縁
～
底
部

S1
03
・
床
直

ミ
ガ
キ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切
 
再
調
整
?
や
や
良
灰
責
褐

内
面
黒
色
処
理

土
師
器

不
体
～
底
部

S1
03
 
床
直

<3
1>

ガ
キ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切
 
再
調
整
?
や
や
良
灰
白

内
面
黒
色
処
理

土
師
器

発
口
縁
～
体
部

31
03
 
カ
マ
ド
煙
道
内

<6
6>

剥
落
し
不
明
ハ
ク

不
良
橙

土
師
器

甕
完
形

S1
03
 S
K0
1

22
0

ミ
ガ
キ

回
転
ナ
デ
 
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ヘ
ラ
ナ
デ
?

や
や
良
に
ぶ
い
黄
橙
内
面
黒
色
処
理

土
師
器

甕
口
縁
～
体
部

S1
03
 
カ
マ
ド
煙
道
内

<5
0>

ハ
ケ

ハ
ケ

良
好

1完
黄
橙

土
師
器

奏
口
縁
～
体
部

S1
03
 
カ
マ
ド
煙
道
内

<7
2>

ハ
ケ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

や
や
良
に
ぶ
い
責
橙

5

土
師
器

琵
底
部

S1
03
・
床
直

<2
5>

回
転
ナ
デ
]転
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ
?

や
や
良
に
ぶ
い
黄
褐

5

土
師
器

郭
口
縁
～
底
部

31
03
 
埋
土

回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好
橙

口
縁
部
が
歪
ん
で
い
る
5

土
師
器

郭
体
～
底
部
Ib
�

S1
03
・
埋
土

<1
8>

目
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

や
や
良
浅
黄
橙

土
師
器

杯
体
～
底
部

S1
03
・
埋
土

く
13
>

回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好
灰
責
褐

土
師
器

郭
体
～
底
部
Ib
i
S1
03
 
埋
土

く
15
>

]転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好
浅
黄
橙

土
師
器

奏
口
縁

S1
03
・
坦
土

(2
8>

剥
落
し
不
明
ハ
ケ

や
や
良
に
ぶ
い
責
橙

須
恵
器

郭
口
縁
～
体
部

S1
03
床
面
中
央
よ
り
西

(1
35
)
(3
5>

回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ

良
好

一 人

須
恵
器

甕
体
都

S1
03
埋
土

く
71
>

ハ
ケ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

良
好

灰
34
5と
同
一
個
体

須
恵
器

甕
体
～
底
部

S1
03
床
面
中
央
よ
り
西

<4
6>

ハ
ケ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

良
好
灰

須
恵
器

士 霊
体
部

】Ю
3埋
土
P4
坦
土

<9
2>

良
好
灰
白

土
師
器

芥
口
縁
～
底
部

】1
04
 P
7

回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

や
や
良
浅
責
橙
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表
 
遺
物
紐
察
表
(2
)

掲
載
番
号
種
類

器
種

部
位

分
類

出
土
地
点

法
量

内
面

外
面

底
面

焼
成

色
調

備
考

遣
物
図
写
真
日

口
径
器
高
底
径

十
師
器

零
Ia

S1
04
 P
4

l1
8)
<4
4>

貢U
落
し
イ`
朝

フ不
明

6

十
師
器

審
S1
04
 
埋
土

(1
27
)
(2
5>

ハ
ク

や
や
良
吹
責
褐

須
烹
器

部
S1
04
埋
土

<9
2>

吸
6

須
恵
器

部
S1
04
,P
7埋
土

<9
1>

掲
灰

須
恵
器

霊
体
部

S1
04
埋
土

ユ
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

灰
34
2と
同
一
個
体

土
師
器

lT
N

Ib
�

S1
05
'カ
マ
ド

〔ナ
デ

回
転
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ス
リ

や
や
良
明
褐

土
師
器

不
I 
b 
ii
T0
5カ
マ
ド
内
、
理

51
ミ
ガ
キ

回
転
ナ
デ
 
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ヘ
ラ
ナ
デ

里
好

茂
責
橙

内
面
黒
色
処
理

11
05
'カ
マ
ド

(1
52
)
(3
2>

ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

や
や
良
崚
責
橙

2

Ia
S1
05
 
カ
マ
ド
内

<2
88
>

ハ
ケ

ヘ
ラ
ケ
ス
リ

に
ぶ
し

土
師
器

察
体
～
底
都

SЮ
5'
カ
マ
ド
内

<1
60
>
(8
6)
ハ
ケ

ヘ
ラ
ケ
ス
リ

ヘ
ラ
ケ
ス
リ

良
好

と
フ|
ミ
ヤ

土
師
器

署
口
縁
～
体
部

S1
05
 
カ
マ
ド
内

<1
80
>

ハ
ケ
ガ
キ
ヘ
ラ
ケ
ス
リ

に
ぶ
▼

五
の
み
内
面
刻
処
即

土
師
器

奏
口
縁
～
体
部
Ib

S1
05
 
カ
マ
ド
内
、
煙
迫
内
(2
16
)
く
13
0>

ハ
ケ
,ミ
ガ
キ

に
ぶ
い
言
冷
勺
面
黒
■
処
理

土
師
器

鉢
S1
05
'埋
土

ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

や
や
農
浅
音
袴

処
理
 3
7と
同
一
個
体

土
師
器

不
口
縁
～
底
部
b

S1
06
 
逆
土

デ
摯
|卜
系
切

屋
攻十

怜

土
師
器

杯
口
縁
～
体
剖
∫
b

S1
06
'逃
上

<2
デ

や
や
自
恰

土
師
器

不
体
～
底
部

b�
・
正i
S1
06
.辿
土

デ
デ

可
転
糸
切

や
や
菖
に
ぶ
い
音
袴

土
師
器

不
体
～
底
剖
∫

S1
06
.逆
土

<2
0>
(b
4,
回
転
ナ
デ

回
転

コ
1転
系
tJ
l

盈
襄
十
庚
音
楊

土
師
器

不
口
縁
～
底
部

S1
07
 S
K0
1

(1
48
)

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

四
4A
r糸

土
師
器

不
完
形

bi
S1
07
'S
K0
1

回
転
ナ
デ

旧
転
ナ
デ

や
に
ぶ
い
褐

土
師
器

不
体
～
底
部

b�
 i
ii
S1
07
 S
K0
1

く
06
>

回
転
ナ
デ

同
転
十
デ

橙

土
師
器

不
口
縁
～
底
部

S1
07
・
床
面

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ス
リ
?

茂
貢
種

]縁
部
全
む

土
師
器

不
口
縁
～
底
部

S1
07
・
床
面

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

切
栓

土
RR
l器

不
体
～
底
部

b 
ii
 i
ti
S1
07
 
床
画

<2
2>

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

切

高
台
付
不
口
縁
～
体
乱
'

Ⅲ
b

S1
07
・
SK
01

(1
57
)
<5
7>

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

夕
ら
>

方
キ

Fす
デ

b
ガ
キ

罠
す
デ

や
(百
褐

土
師
器
高
台
付
邦

底
部

09
>

ミ
ガ
キ

司
転
ナ
デ

楊
灰

洵
面
黒
角
は
ll
l

土
師
器
高
台
付
杯

底
部

<0
9>

ガ
キ

罠
ナ
デ

に
ぶ
い
稀

殉
面
黒
角
処
却

土
師
器
高
台
付
IT
N

底
部

10
>
(7
2
ミ
ガ
キ

回
転
ナ
デ

に
ぶ
い
袴

殉
面
黒
負
処
理

土
師
器

奉
S1
07
床
面
 S
11
2R
P1
2

(1
97
)
<1
27
>

ハ
ケ
 
ミ
ガ
キ
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

安
音
衿

勺
面
黒
■
処
理
 
潰
構
間
接
合

須
恵
器

甕
体
部

S1
07
床
面
中
央

<6
6>

タ
タ
キ
メ
,ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

里 ト
十

杯
Ia

S1
07
 
埋
土

(1
57
)

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
や
や

に
ぶ
い
責
橙

□
綾
～

l1
6)

(4
6)
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転

や
や

に
ぶ
い
貢
橙

□
緻
～

b�
1∩
R)

ξ ナ
デ

司
転

に
ぶ
い
橙

十
師
器

杯
14
>

回
転
ナ
デ

可
転
ナ
デ

雫
褐

7
土
師
器

杯

'氏

言
ト

【ナ
デ

蛋
ナ
デ

に
ぶ
い
貢
橙

5R

土
師
器

杯
体
～
底
部

>
デ

ナ
デ

土
師
器

杯
体
～
底
部

<
>

デ
蛋
ナ
デ

筐
5R

土
師
器

杯
<
>
一御

ナ
デ

に
ぶ
い
種

十
師
恭

琢
7 
理
■

<1
0>

瑚
転
ナ
デ
]転
ナ
デ

に
ぶ
い
貢
槍

土
HR
l器

不
体
～
底
部

<0
6>

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

陵

土
H師
器

郭
体
～
底
部

<1
8>

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転

土
師
器

郭
体
～
底
部

b 
ii
 i
ii

<0
9>

]転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
再

土
師
器

郭
底
部

b 
tt
 t
ii
S1
07
 
埋
土

<0
9>

]転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転

に
ぶ
い
橙

土
師
器

郭
口
縁
～
底
部
bi

S1
07
・
埋
土

(1
27

ミ
ガ
キ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

や
や

に
ぶ
い
責
橙
内
面
黒
色
処
理

土
師
器

郭
口
縁
～
底
部

S1
07
・
坦
土

(1
25
)

ミ
ガ
キ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

や
や
良
に
ぶ
い
責
橙
内
面
黒
色
処
理
 7
4と
同
一
個

体
の
可
能
性
有
り

土
師
器

イ
口
縁
～
体
部
Ib
i 
 i
t
S1
07
 
埋
土

(1
25
)
<3
5>

ミ
ガ
キ

回
転
ナ
デ

]4
_r
糸
切

や
や
良
に
ぶ
い
黄
橙
内
面
黒
色
処
理
73
と
同
一
l「

体
の
可
台レ
性
有
り

百 　 議 剤 日 向 事
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表
 
遺
物
観
察
表
(3
)

掲
載
番
号
種
類

器
種

部
位

分
類

出
土
地
点

法
量

内
面

クト
E

底
面

焼
成

色
調

備
考

直
物
図
写
真
図

口
径
器
高
底
径

土
師
器

杯
Ⅱ
bi
 ,
�
S1
07
 
埋
上

ミ
ガ
キ
回
転
ナ
デ

自
好
に
ぶ
い
椅

内
面
黒
色
処
理

6

土
師
器

不
体
部
～
底
部

S1
07
・
埋
土

<1
9>

ミ
ガ
キ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

や
や
艮
に
ぶ
い
稀

勺
面
黒
色
処
理

土
師
器
高
台
付
不

Ib
<1
6>
(7
5)
回
転
ナ
デ
白
1転
ナ
テ

]転
糸
切
・
ナ
デ

や
や
良
に
ぶ
い
貢
橙

土
師
器
高
台
付
郷

底
部

ミT
07
  
ナ
世
寸

<2
2>

回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ

回
転
糸
切
 
ナ
デ

良
好
に
ぶ
い
責
橙

十
師
器
高
台
付
邦

底
部

S1
07
 
埋
土

<2
3>

ミ
ガ
キ
回
転
ナ
デ

陪
オ
サ
エ

農
好
に
ぶ
い
責
褐
内
面
黒
色
処
理

十
師
器
高
台
付
パ
体
部
～
底
部
皿
b

S1
07
 
埋
土

<6
6>

ミ
ガ
キ
ミ
ガ
キ

]転
糸
切
.ナ
デ
 
ミ
ガ
キ
喜
好

里
内
外
面
黒
色
処
理

十
tr
l器
盲
台
付
郭
体
都
～
底
部
ll
lb

S1
07
 
埋
土

<4
3>

ミ
ガ
キ
ミ
ガ
キ

回
転
糸
切
 
ナ
デ

罠
好

殉
外
面
黒
色
処
理

土
RR
l器

鉢
口
縁
～
底
都

S1
07
・
埋
土

(
16
8)

ミ
ガ
キ
ヘ
ラ
ケ
ズ

1
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

や
や
良
崎

内
面
星
任
処
理

土
師
器

霊
口
縁

回
転
ナ
デ

に
ぶ
い
栓

土
師
器

琴
口
縁
～
体
部

S1
07
・
埋
土

<5
5>

ヘ
ラ
ケ
ス
リ

自
好
に
ぶ
い
音
椅

土
師
器

窄
S1
07
脇
風
倒
本

く
37
>

不
良
に
ぶ
い
黄
橙

須
悪
器

14
N
体
～
底
部

3r
07
埋
土
上
層

<1
2>

回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ

En
3転
糸
切

皇
好
吸

須
東
器

一 霊
体
部

S1
07
・
埋
土

13
0>

ヘ
ラ
ケ
ス
リ

良
好
灰

須
恵
器

鶏
□
縁

S1
07
埋
土
上
層

<2
9>

タ
タ
キ
メ

罠
好
吹
白

須
恵
器

発
体
部

S1
07
埋
土
中
～
 
下
層

<6
4>

タ
タ
キ
メ

自
好

32
1と
同
一
個
体

須
烹
器

零
体
部

S1
07
埋
土

<9
1>

ア
テ
グ
タ
タ
キ
メ

R4
f
灰

窄
体
部

S1
07
北
側
風
倒
木

く
24
>

ア
テ
グ
タ
タ
キ
メ

罠
好
灰

須
悪
器

発
体
都

l1
07
埋
土
上
層

く
30
>

タ
タ
キ
メ

蔦
好
灰

須
恵
器

霊
体
部

S1
07
埋
土

(5
7>

ア
テ
グ
タ
タ
キ
メ

良
好
灰

須
恵
器

霊
体
部

S1
0i
酉
壁
側
埋
土

(5
R)

ア
テ
ク
タ
タ
キ
メ

良
好
啄

須
点
器

奉
体
部

S1
07
埋
土
上
眉

く
24
>

タ
タ
キ
メ

良
好
灰

須
煮
器

率
体
部

S1
07
埋
土
上
層

<4
0>

タ
タ
キ
メ

農
好
灰

須
思
器

発
体
部

弓r
07
埋
十
上
層

<3
6>

ア
テ
グ
タ
タ
キ
メ

良
好
灰

須
恵
器

弩
体
部

T0
7押
十
「
層

(9
8>

タ
タ
キ
メ

R好
灰

須
恵
器

奏
体
部

S1
07
埋
土
上
層

57
>

タ
タ
キ
メ

良
好
灰

須
恵
器

甕
体
部

S1
07
埋
土

<7
2>

タ
タ
キ
メ

良
好

天
白

須
点
器

奉
体
部

3Ю
7ベ
ル
ト
 S
11
0R
P2
1の
下

<8
6>

タ
タ
キ
メ

農
好

一 火

須
点
器

士 甲
口
縁
～
璽
部

S1
07
埋
土
上
層

く
45
>

良
好

1
須
思
恭

一 空
体
部

→К
▼
'里

i 
la
t倒
亦

(1
32
)

タ
タ
キ
メ

良
好

一火

土
師
器

不
S1
08
'S
Rl
ll
埋
土

(
12
4)

回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ

同
録
糸
切

好
に
ぶ
い
橙

土
師
器

邪
S1
08
 S
R0
3

<3
0>

]転
ナ
デ
]転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好
茂
責
橙

十
師
器

邦
Ib
i

S1
08
,P
4

回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

跨

7
土
HR
l器

斐
口
縁
～
底
部

S1
08
 S
R0
2

ハ
ケ

タ
タ
キ

個
代
痕

良
好

崎

土
師
器

甕
S1
08
 S
R0
1

回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ
'ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

良
好
茂
責
橙

土
師
器

賽
口
縁
～
底
部
Ta

17
5

回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ
'ヘ
ラ
ケ
ス
リ
ヘ
ラ
ケ
ス
リ

良
好
浅
黄
橙

土
師
器

鉢
工
a

S1
08
 
尿
山

(
24
7)
(8
2>

や
や
良
に
ぶ
い
責
橙

須
烹
器

等
体
部

S1
08
 S
R0
2埋
土

(4
0>

タ
タ
キ
メ

喜
好
賜

32
1と
同
一
個
体

復
恵
器

甕
底
部

Tヽ0
8P
4担
十

(1
3>

ヘ
ラ
ケ
ス
リ

良
4f
灰

灰
釉
陶
器

霊
頸
部

S1
0器
R0
2坦
土

(6
呂
>

吹
釉
ハ
ケ
ヌ
リ

贄
好
只
白

東
濃
産
 
光
ケ
Nl

灰
釉
陶
器

豆
体
～
底
部

<3
0>

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

匙
好
吸
白

東
濃
産
'光
ケ
岡
l

灰
rH
陶
器

蜜
頸
部
～
底
部

X0
8 
SR
02

<3
19
>

ロ
ク
ロ
メ
回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ  
灰
釉
ハ

ケ
ヌ
リ

回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

良
好
灰
白

束
濃
産
 
大
原
2

自
然
釉
の
色
調
は
オ
リ
ー
ブ
灰

12
7
土
師
器

邦
体
部
～
底
部
I 
b 
il
 i
�

<2
0>

回
転
ナ
デ
可
転
す
デ

』
転
糸
切

良
好
吹
褐

十
師
器

不
Ib
i 
�
P1
39
6

く
21
>

回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ

子
J落
し
不
明

や
や
尾
に
ぶ
い
褐

土
HR
l器

不
体
部
～
底
部

<1
3>

ミ
ガ
キ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好
に
ぶ
い
琶
褐
勺
面
黒
i処
理

須
恵
器

甕
体
部

島
担
十

<2
9>

タ
タ
キ
メ

良
好

場
〕2
1と
1司
―
-4
回
杯

6i

須
恵
器

弩
体
部

RT
OR
の
ヤ
制
の
幕
十
層

5]
>

ア
テ
グ
タ
タ
キ
メ

史
好

天
自

］ 癖 Ｆ け 苦 辞 面 離 卜 離 彗
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表
 
遺
物
観
察
表
(4
)

|

囀 ω り

1

掲
載
番
号
種
類

器
種

部
位

分
類

出
土
地
点

法
量

内
面

外
面

底
面

焼
成

色
調

備
考

遺
物
図
写
真
図

日
径
器
高
底
径

S1
08
埋
土
上
層

<3
9>

ハ
ケ

タ
タ
キ
メ

自
坪

陽
灰

S1
09
 P
l

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

不
喜

に
ぶ
い
赤
褐

師
S1
09
 P
l

回
転
ナ
デ

ズ
1〕

や
や
農

時

土
I 
b 
tt
 i
ii
S1
09
'P
l

く
12
>

回
転
ナ
デ

デ
回
転
糸
切

や
や
良
に
ぶ
し

引

必
底

S1
09
.R
P3
5

三ナ
テ

デ
・
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
]転
糸
切
  
  
  
1良

好
陰

〔す
テ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切
  
  
  
1里
好

に
ぶ
い
赤
褐

13
7

Tヵ
■
4

]転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ス
リ
?

良
好

に
ぶ
し

13
8

b�
10
9 
RP
7

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切
・
再
調
整
?
や
や
良

受
貢
橙

b�
S1
09
'R
P3
1、
 
埋
土

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

R好
茂
貢
種

14
0

師
S1
09
 
埋
土
、
Pl
、
RP
19

11
)

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

]転
糸
切

こ
メベ
い

土
師

S1
09
 R
P3
2 
33

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

二
ぶ
い

不
体
部
～

S1
09
 R
P4
0

く
22
>

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

到
転
糸
切

罠
夕子

こ
努
代
し

郭
体
部
～

bi
 i
ii
S1
09
 R
P2
8

<2
1>

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

]転
糸
切

R好
に
ぶ
い

16
8に
績
め
て
折
彰

郭
体
郡
～

S1
09
 R
P1
9、
 
埋
土

く
9>

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

静
止
糸
切

R好
体
部
～

bi
 i
ii
S1
09
 R
P6

<
2>

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

]転
糸
切

R好
こ
)式
し

体
部
～

31
09
 R
P5

く
8>

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

不
艮

燈

b 
ii
・
ii
i
S1
09
,R
P1
5

<
2>

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

R好
愧
ミ
▼

b�
 i
ti
S1
09
・
RP
26

<0
9>

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

RI
Af

に
ぶ
い
責
橙

bl
 i
ti

(0
6>

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

罠
好

灰
褐

b�
 i
ti

<1
0>

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

不
良

に
ぶ
い
橙

Ю

土
師

|
体
部
～

b�
 t
ii
S1
09
'R
P 
3

<1
0>

ミ
ガ
キ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切
 
再
調
整
?
や
や
良

明
責
褐

内
面
黒
色
処
理

Ю

15
2

S1
09
 R
P9
、
 1
0

ガ
キ

回
転
ナ
デ

R好
に
ぶ
い
橙

内
面
黒
色
処
理

Ю

不
口
縁
～
答

S1
09
'R
P1
9の
下

<3
6>

ガ
キ

回
転
ナ
デ

良
好

に
ぶ
い
橙

内
面
黒
色
処
理

M0
9 
RP
19
の
下

<3
7>

ガ
キ

回
転
ナ
デ

良
好

伝
ミ
し

内
向
黒
色
処
理

Ⅲ
b

3Ю
9 
RP
19
の
下

<3
0>

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

良
好

聖 い
内
外
向
黒
色
処
理

Ⅲ
b

1∪
υ
・
民
P上
0

<
28
>

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

7
3

>
(5
7

ガ
キ

許
止
糸

舅
ヽ

体
凱
∫～
辰
∃
∫
Ib
�
  
i前
Ы
09
 R
Pl
lの
↑

>
えナ
デ

デ
回
転
糸

尾
こ
ぶ
い
琶
清

土
師
器
高
台
付
郭
体
都
～
底
部
Ia

S1
09
 
埋
土

(2
3>

回
転
ナ
デ
]転
ナ
デ

ナ
デ

農
好

に
ぶ
い
賓
袴

土
師
器
高
台
付
邦
口
縁
～
底
部

S1
09
 R
P4
2

ミ
ガ
キ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切
,ナ
デ

良
好

に
ぶ
し

内
面
早
色
処
理

土
師
器
高
台
付
郭

底
部

S1
09
'R
P1
8

く
16
>

ガ
キ

回
転
ナ
デ

オ
サ
エ

や
や
良
に
ぶ
し
三
橙
内
面
黒
色
処
理

土
師
器
高
台
付
不
体
部
～
底
部

S1
09
 R
P5
1

<1
8>

ミ
ガ
キ

回
転
ナ
デ

指
オ
サ
エ

や
や
良

登
内
面
黒
色
処
理

土
師
器
高
台
付
杯
体
部
～
底
郡
Ia

S1
09
 R
P4

<2
3>

ミ
ガ
キ

回
転
ナ
デ

指
オ
サ
エ

良
好

登
内
面
黒
色
処
理

l 
F1
4
土
師
器
高
台
イ寸
不

底
部

S1
09
'R
P4
4

<0
4>

ミ
ガ
キ

回
転
ナ
デ

指
オ
サ
エ

石
良

に
ぶ
い
植

内
lE
l黒
色
処
理

土
師
器
高
台
付
不

高
台
部
Ia

SЮ
9 
RP
8

<2
4>

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

良
好

登

土
師
器

霊
体
部
～
底
部

S1
09
 R
P1
2

<2
2>

ヘ
ラ
ケ
ス
リ

や
や
良

戻
褐

土
師
器

琵
体
部
～
底
郡

S1
09
 R
Pl

<2
6>

ヘ
ラ
ケ
ス
リ

ヘ
ラ
ケ
ス
リ

や
や
良

喪
責
橙

須
恵
器

零
体
部

S1
09
RP
30

<
39
>

タ
タ
キ
メ

良
好

天
白

32
1と
同
一
個
体

須
烹
器

零
体
部

SЮ
9R
01
7の
下

<7
6>

ハ
ケ

タ
タ
キ
メ

良
好

火

須
烹
器

事
<3
8>

タ
タ
キ
メ

農
好

ら
32
1と
同
一
個
体

須
烹
器

幸
<9
1>

タ
タ
キ
メ

農
好

ら
32
1と
同
一
個
体

須
審

体
部

S1
09
RP
29

<1
47
>

タ
タ
キ
メ

良
好

32
1と
同
一
個
体

土
師

郭
口
縁
～
底
部

S1
09
 R
P2
2

]転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

不
明

や
や
良

天
責
褐

土
師
器

塔
口
縁
～
体
部

I
S1
09
'R
P1
9の
下

(3
7>

]転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

良
好

に
ぶ
い
橙

土
師
器

イ
体
部
～
底
部
Ia

S1
09
'R
P1
9

(2
5>

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

静
止
糸
切

や
や
良

濠
音
補

土
師
器

郭
口
縁
～
底
部

S1
09
 
埋
土

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
し

土
師
器

邪
口
縁
～
底
部
Ib
�

S1
09
・
埋
土

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

戻
白

轟 　 穏 苅 日 簡 事
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第
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表
 
遺
物
観
察
表
(5
)

載 号
掲 番

種
類

器
種

部
位

分
類

出
土
地
点

法
量

内
面

タト
面

底
面

焼
成

色
調

備
考

遺
物
図
写
真
図

口
径
器
高
底
径

土
師
器

不
口
縁
～
体
部
】

S1
09
 
埋
土

<3
0>

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

良
好

に
ぶ
い
橙

土
師
器

必
体
部
～
底
部
Ib
�
 
�i
S1
09
 
埋
土

<1
0>

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

罠
好

澄

土
師
器

不
体
部
～
底
部
〔
b 
ii
・
ii
i
Л
09
 R
P1
9の
下

<0
7>

回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

浅
黄
橙

55

土
師
器

不
体
部
～
底
郡
Ib
i・

ii
i
SЮ
9 
埋
土

<1
4>

回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

浅
黄
橙

土
師
器

不
体
部
～
底
部
Ib
五
・
ti
i
S1
09
 
埋
土

<0
9>

回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
責
橙

土
師
器

杯
体
部
～
底
部
I 
b 
tt
 i
ii
S1
09
・
埋
土

<0
6>

回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
褐

土
師
器

郭
体
部
～
底
部
Ib
�
・
it
i
31
09
 
埋
土

<
5>

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
責
褐

土
師
器

杯
体
部
～
底
部

S1
09
 
埋
土

<
2>

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
橙

土
師
器

杯
体
都
～
底
部

S1
09
 1
0の
間
の
攪
乱

<
3>

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
橙

土
師
器

郭
体
部
～
底
部

S1
09
.R
P 
2

<
4>

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

や
や
良
に
ぶ
い
橙

土
師
器

不
体
部
～
底
都
Ib
�
・
ii
i
S1
09
 
埋
土

<
0>

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

剥
落
し
不
明

不
良

に
ぶ
い
橙

土
師
器

杯
体
部
～
底
部
Ib
�
 i
ii
SЮ
9,
埋
土

(
0>

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切
・
再
調
整
?
良
好

曳
責
橙

土
師
器

イ
体
部
～
底
部

S1
09
 
埋
土

<2
7>

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
褐

土
師
器

郭
S1
09
 
埋
土

<3
2>

回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

橙

19
2
土
師
器

不
口
縁
～
体
吉ト
Ⅱ
bi
ii
S1
09
,埋
土

(1
47
)
く
44
>

ミ
ガ
キ

回
転
ナ
デ

良
好

灰
褐

内
面
黒
色
処
理

土
師
器

啄
口
縁
～
体
部
Ib
�
M0
9埋
土

(1
57
)
<4
4>

ミ
ガ
キ

回
転
ナ
デ

史
好

に
ぶ
い
責
褐
内
面
黒
色
処
理

土
師
器

イ
口
縁
～
体
部
Ⅱ
 b
 i
ii
S1
09
 
埋
土

(1
52
)
く
39
>

ミ
ガ
キ

回
転
ナ
デ

や
や
良
灰
黄
褐

内
面
黒
色
処
理

土
師
器

不
体
部
～
底
部
Ⅱ
b�
 i
ii
S1
09
 
埋
土

<2
6>

ミ
ガ
キ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
責
橙

土
師
器

邪
体
部
～
底
部
Ⅱ
bl
  
i�
S1
09
 
埋
土

<1
5>

ガ
キ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

臣
好

に
ぶ
い
責
橙
内
面
黒
色
処
理

土
師
器
高
台
付
杯
体
部
～
底
部

S1
09
坦
土

く
51
>

ガ
キ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切
'ナ
デ

飩
好

に
ぶ
い
橙
内
面
黒
色
処
理

土
師
器
高
台
付
不
体
部
～
底
部

31
09
,埋
土

<3
2>

ミ
ガ
キ

回
転
ナ
デ

ナ
デ

良
好

に
ぶ
い
黄
橙
内
面
黒
色
処
理

土
師
器
高
台
付
イ

底
部
[a

S1
09
,埋
土

<2
0>

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

指
オ
サ
エ

良
好

に
ぶ
い
橙

土
師
器
高
台
付
不

底
部

S1
09
 
埋
土

<2
2>

ガ
キ

回
転
ナ
デ

指
オ
サ
エ

や
や
良

に
ぶ
い
橙
勺
面
黒
色
処
理

土
師
器
高
台
付
郭
体
寺 卜
～
底
部
Ⅲ
b

S1
09
・
埋
土

<1
4>

ガ
キ

ミ
ガ
キ

ナ
デ

や
や
里

黒
褐

勺
外
面
黒
色
処
理

土
師
器
高
台
付
lT
N
底
部

ら1
09
 j
uJ

<0
8>
(6
6)

ガ
キ

回
転
糸
切
 
ナ
デ

や
や
良
に
ぶ
い
責
橙
勺
外
面
黒
色
処
理

上
師
器
高
台
付
杯

底
部

Ⅱ
S1
09
 
埋
土

<0
8>

ミ
ガ
キ

回
転
ナ
デ

ヨ
オ
サ
エ

良
好

に
ぶ
い
橙
勺
面
黒
色
処
理

20
4a
土
師
器

奏
体
部
～
底
部
Ia

SI
∞
,埋
土

<8
0>

ハ
ケ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ヘ
ラ
ケ
ス
リ
P

良
好

灰
黄
褐

15
7と
同
一
個
体

土
師
器

霙
口
縁
～
体
部
Ia

S1
09
 
埋
土

(
14
3)
く
75
>

ハ
ケ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

良
好

灰
黄
褐

15
6と
同
一
個
体

土
師
器

鉢
口
縁
～
体
部

S1
09
 
埋
土

<5
0>

団
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

良
好

に
ぶ
い
黄
橙

土
師
器

甕
口
縁
Ia

S1
09
 
埋
土

<4
0>

良
好

浅
黄
橙

土
師
器

甕
口
縁
～
体
部

S1
09
`R
P1
9

(4
1>

や
や
良
浅
責
橙

上
師
器

奏
口
縁
～
体
部

S1
09
,埋
土

(1
88
)
<3
9>

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

良
好

天
黄
褐

内
外
面
黒
色
処
理

須
恵
器

篭
回
縁

S1
09
埋
土

<1
0>

タ
タ
キ
メ

良
好

掲
32
1と
同
一
個
体

須
恵
器

甕
体
部

S1
09
埋
土

く
43
>

タ
タ
キ
メ

良
好

妻
楊

須
恵
器

甕
体
部

S1
09
埋
土

(3
6>

タ
タ
キ
メ

好
掲

32
1と
同
一
個
体

21
2
灰
釉
陶
器

士 空
口
縁
～
頸
部

王
09
 1
0商
北
ト
レ
ン
チ
ー
括

<3
7>

自
然
刑

ハ
ケ
ヌ
リ

壼
好

天
白

よ9と
同
一
個
体
の
可
能
性
あ
り

土
師
器

不
口
縁
～
底
部

S1
09
 1
0の
間
の
槍
舌
L

回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

と
好

に
ぶ
い
橙

土
師
器

郭
口
縁
～
体
部

S1
09
 1
0の
間
の
攪
乱

(1
31
)
<3
7>

ミ
ガ
キ

回
転
ナ
デ

良
好

に
ぶ
い
褐
内
面
黒
色
処
理

土
師
器

TT
h

Ib
�

】Ю
9・
10
の
間
の
攪
乱

(1
48
)
く
44
>

ミ
ガ
キ

回
転
ナ
デ

良
好

に
ぶ
い
音
構
内
面
黒
色
処
理

土
師
器
高
台
付
杯
体
部
～
底
部

S1
09
'1
0の
間
の
攪
乱

<1
7>

ミ
ガ
キ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切
・
ナ
デ

農
好

に
ぶ
い
責
橙
内
面
黒
色
処
理

土
師
器

甕
体
部
～
底
部
Ia

く
17
>

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

回
転
糸
切

良
好

票
褐

須
恵
器

奏
体
部

悦
09
 1
0筒
北
ト
レ
ン
チ
ー

艦
<7
5>

タ
タ
キ
メ

良
好

灰

須
恵
器

甕
体
都

S1
09
と
10
の
間
の
攪
乱

く
43
>

タ
タ
キ
メ

良
好

傷
32
1と
同
一
個
体
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遺
物
観
察
表
(6
)

載 号
掲 番

種
類

器
種

部
位

分
類

出
土
地
点

法
量

内
面

外
面

底
面

焼
成

色
調

備
考

遺
物
図
写
真
図

口
径
器
高
底
径

土
師
器

不
完
形

S1
10
 R
P1
4、
 
埋
土

]転
ナ
デ
回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

R好
天
責
褐

土
師
器

郭
回
縁
～
底
部
b

31
10
 R
P1
5
埋
土

(1
21
)

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

賞
好

に
ぶ
い
褐

22
2
土
師
器

不
口
縁
～
底
部

31
10
・
RP
6

(1
30
)

回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

澄

22
3
土
師
器

邪
口
縁
～
底
部

S1
10
 R
P1
8

(1
41
)

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

自
好

に
ぶ
い
褐

22
4
土
師
器

必
S1
10
 R
P2
4

(1
25
)

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
橙

22
5
土
師
器

不
S1
10
 R
P7
 2
9

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

農
好

に
ぶ
い
責
褐

土
師
器

lT
N

[a
S1
10
 R
P3
5

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

β止
糸
切

良
好

浅
黄
橙

22
7
土
師
器

IT
N

口
縁
～
底
郡
[a

31
10
 R
P、
埋
土

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
示
褐

土
師
器

不
口
縁
～
体
部

S1
10
 R
P2
3

(1
44
)
<3
5>

回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ

良
好

に
ぶ
い
貢
橙

土
師
器

郭
体
部
～
底
部
I 
b 
ii
.i
it
S1
10
 R
P4
3

<0
8>

回
転
ナ
デ
]転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

橙

土
師
器

杯
体
部
～
底
部
I 
b 
ir
 i
ii
S1
10
'R
P2
5

<1
2>

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

明
責
褐

土
師
器

郭
体
部
～
底
部
Ib
�
 i
ii
S1
10
 R
P3
1

<1
2>

回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

こ ぶ
い
費
褐
対
面
黒
色
処
理

土
師
器

郭
体
部
～
底
郡
と
b�
 i
ii
S1
10
・
RP
15
(1
)

<1
9>

]転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

麦
黄
橙

土
師
器

郭
体
部
～
底
部
Ib
�

S1
10
 R
P2
2

<0
9>

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

Hi
責
橙

十
師
器

邦
体
部
～
底
部
Ib
�

S1
10
 R
P2
6

く
19
>

回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
黄
橙

土
師
器

不
体
都
～
底
部

S1
10
 R
P4
2、
 
坦
土

<2
9>

]転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
希

土
師
器

郭
体
都
～
底
部
Ia

S1
10
 
埋
土

く
36
>

]転
ナ
デ
回
転
ナ
デ

争
止
糸
切

良
好

に
ぶ
い
褐

土
師
器

杯
S1
10
 R
P8
、
 
埋
土

(1
40
)

ミ
ガ
キ

回
転
ナ
デ
 
ヘ
ラ
ケ
ス
リ
争
止
糸
切

良
好

に
ぶ
い
黄
橙
Å
面
黒
i処
理

77

土
師
器

杯
□
緻
～
辰
訊
`

Ⅱ
 b
ii
t

RP
8、
埋
土

(1
82
)

ミ
ガ
キ

回
転
ナ
デ

良
好

登
殉
面
黒
色
処
理

土
師
器

辱
体
部
～
底
部
Ib
l 
ii
i
S1
10
・
RP
39

<1
6>

ミ
ガ
キ

In
3転
ナ
デ

]転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
貢
植
内
面
黒
色
処
理

77

土
師
器

杯
体
部
～
底
部
I 
b 
tt
 i
ii
S1
10
・
RP
34

<1
2>
(5
7)

ガ
キ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
萱
褐
勺
面
黒
色
処
理

土
師
器

lT
N
体
郡
～
底
部
Ib
�
 i
ii
Ы
10
 R
P4
4

<1
7>

ミ
ガ
キ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
橙
内
面
黒
色
処
理

77

24
2
土
師
器
高
台
付
郭

底
部

I
31
10
 R
P1
3

く
07
>

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切
 
ナ
デ

崖
好

に
ぶ
い
責
褐

24
3
上
師
器
高
台
付
lT
N
体
部
～
底
部

S1
10
 R
P4
7

(2
4>

ミ
ガ
キ

回
転
ナ
デ

ナ
デ

罠
好

に
ぶ
い
黄
橙
内
面
黒
色
処
理

77

土
師
器
高
台
付
邪

底
部

<0
4>

回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ

回
転
糸
切
 
ナ
デ

史
好

に
ぶ
い
褐

土
師
器
高
台
付
杯

底
部

Ⅲ
b

S1
10
 R
P3
3

(1
1>

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

回
転
糸
切
 
ナ
デ
 
ミ
ガ

キ
良
好

里 ヽ
内
外
面
黒
色
処
理

77

24
6a
十
師
器
高
台
付
鉢

受
10
埋
土
 
床
面
RP
15
(2
88
)
(1
03
)
(1
01
)
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
 
ヘ
ラ
ケ
ス
リ

良
好

に
ぶ
い
橙

20
7と
同
一
個
体

土
師
器
高
台
1寸
鉢

S1
10
・
埋
土

回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ
 
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

好
に
ぶ
い
栓

20
9と
同
-1
団
体

24
7
土
師
器

甕
口
縁
～
体
部

S1
10
 R
P1
9

<1
46
)

ハ
ケ

ヘ
ラ
ケ
ス
リ

良
好

に
ぶ
い
責
橙

土
師
器

口
縁
～
体
部
Ia

S1
10
 R
P5
、
 
埋
土

(2
13
)
<5
7>

回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ

良
好

橙

須
恵
器

頭
～
肩
部

S1
10
RP
6

<5
0>

ア
テ
グ

タ
タ
キ
メ

農
好

一次
割

須
恵
器

甕
体
部

S1
10
RP
41

<4
6>

タ
タ
キ
メ

と
IA
f

賜
32
1と
同
一
個
体

須
恵
器

奏
体
部

S1
10
RP
21

<1
03
>

ア
テ
グ

タ
タ
キ
メ

良
好

灰
η

25
2
須
恵
器

霊
肩
部

[1
0R
P9

<7
9>

ア
テ
グ

タ
タ
キ
メ

良
好

灰

土
師
器

不
口
縁
～
体
部

<2
3>

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

良
托

に
ぶ
い
橙

土
師
器

不
体
部
～
底
部
〔
bi
 o
 i
ti
31
10
 
埋
土

<2
1>

回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

農
年

に
ぶ
い
楊

25
5
土
師
器

杯
体
部
～
底
部
【
b 
ii
・
ti
i

<0
8>

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
黄
橙

57

土
師
器

体
部
～
底
部
Ib
�
す
li
i
S1
10
・
埋
土

(1
1>

回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
音
橙

土
師
器

杯
依
言
ほ
～
腰
乱
Ia

S1
10
・
埋
土

<3
8>

回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ

静
止
糸
切

良
好

茂
責
橙

土
師
器

雰
体
部
～
底
部
Th

<2
6>

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

灰
黄
褐

25
9
土
師
器

郭
体
部
～
底
部

31
10
 
埋
土

<1
8>

回
転
ナ
デ
回
転
ナ
デ

静
lL
糸
切

史
好

茂
責
橙

土
師
器

杯
体
部
～
底
部

I
<1
2>

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

に
ぶ
い
橙

土
師
器

郭
体
部
～
底
部

S1
10
埋
上

<1
0>

回
転
ナ
デ

到
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

灰
責
褐

土
師
器

郭
体
部
～
底
都
T 
h 
tt
  
if
i

く
09
>

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

良
好

浅
昔
ti
7t

目 　 慧 剤 日 面 郵

― 囀 伽 『 ―
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遺
物
観
察
表
(8
)

載 号
掲 番

種
類

器
種

部
位

分
類

出
土
地
点

法
量

内
面

外
面

底
面

焼
成

色
調

備
考

自
物
図
写
真
図

口
径
器
高
底
径

攀
体
都

3E
04
埋
土

<4
9>

ケヽ
タ
タ
キ
メ

好
3

季
体
部

3E
04
1F
X層

く
45
>

タ
タ
キ
メ

3

須
烹
器

甕
RE
M寛
陥
風
欄
1木

<4
6>

タ
3

須
恵
器

弩
体
部

く
42
>

ア
テ
グ

タ
キ
メ

3

須
恵
器

甕
体
部

<1
98
>

タ
キ
メ

]2
1と
同
個
体

3

須
薫
器

甕
ド
部

RE
04
編
り
方

(9
6>

タ
キ
メ

3

38
7
須
烹
器

霊
ド
部

<3
4>

タ
キ
メ

3

33
8
灰
釉
陶
器

体
部

く
25
>

溝
藤
北
ケ
』
1

3

陶
器

顕
部

<2
6>

3

陶
器

甕
体
部

SE
04
礫
層

<6
4>

タ
タ
キ
メ

良
好

灰
黄

渥
美
産
'1
2c
代

36
4と
同
一
個
体

陶
器

甕
体
部

<6
4>

歴
美
産
 1
2c
代

13

陶
器

甕
体
部

3E
04
礫
層

<4
1>

タ
タ
キ
メ

良
好

灰
黄

渥
美
産
・
12
c代

36
6と
同
一
個
体

65

陶
器

餐
R日
)4
醍
層

<3
3>

に
ぶ
▼

専
滑
殿
.1
2世
糾
tl
(2
～
8型
式
}

須
思
器

肩
部

Z0
1埋
十

<4
6>

15

陶
器

肩
部

<4
5>

オ
リ
ー
ブ
1滑
産
 1
2世
紀
代
(2
～
3型
|
15

縄
文
土
器

深
鉢

口
縁

K0
8坦
十

<3
4>

土
師

□
K艦
埋
土
・
S1
05
北
西
隅
床
面

<6
5>

ミ
ガ
キ

デ
好

殉
向
黒

Lフ
早

土
:

SK
08
埋
土

<9
6>

ハ
ケ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

灰
23
9a
と
イ冊
イ末
マ
尽 示
ス
坊ヾ

SD
29
埋
土

<1
8>

ガ
キ

ナ
デ

に
ぶ
し

剰
向
コ
極
理

率
体
部

SD
29
埋
土

て
27
>

キ
メ

35
5
須
恵
器

甕
体
部

武D
夕
9輝
十

(1
14
>

タ
タ
キ
メ

35
6
須
思
器

霊
体
部

D2
9理
十

く
18
3)

ヘ
ラ
ケ
ス
リ

須
恵
器

竃
体
司

`

(1
21
>

ア
テ
グ

タ
タ
キ
メ

須
恵
器

弓D
29
埋
土

<4
1>

3D
29
埋
土

<3
2>

ハ
ケ

チ

36
0
須
思
器

3D
31
埋
土

く
53
>

灰

J9
磁
器

□
BD
31
埋
土

(1
08
)

蛇
の

lB
前
産
期

36
2
土
師
器

Ю
35
埋
十

(2
2>

ガ
キ

ナ
デ

内
面
黒
′
処
理

土
RR
l器

腰
ミ
D3
5埋
十

(0
7>

ガ
ナ
デ

内
面
黒
処
理

土
師
器

奏
体
部

SD
35
埋
土

<1
65
>

回
転
ナ
デ
・
ノ

ケ
回
転
ナ
デ
`ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

良
好
灰
黄
褐

須
恵
器

RD
R7
理
十

<2
6>

タ
タ
キ
メ

36
6
須
恵
器

乱
DR
7迎
十

(2
4>

タ
タ
キ
メ

須
恵
器

甕
弓
D3
7輝
十

(2
8)

ア
テ
グ

タ
タ
キ
メ

36
8
須
恵
器

弩
誌

3D
37
月
十

<5
6>

タ
タ
キ
メ

須
思
器

発
SD
37
埋
十

く
70
>

タ
タ
キ
メ

須
恵
器

霊
付D
37
j7
+

<8
2>

ハ
ケ

タ
タ
キ
メ

自
磁
四
耳
豆
?

部
(1
8>

Ⅲ
系
12
世
紀
後
半

土
師
器

琵
■
角

SD
52
輝
十

<1
3>

ハ
ケ

ヘ
ラ
ケ
ス
リ

須
思
器

発
]D
52
埋
土

<7
6>

タ
タ
キ
メ

胴
磁
器

小
不
E

白
頼
戸
19
世
紀
半
ば

P5
11
埋
土

<2
6>

タ
タ
キ
メ

馬
1

P5
54
埋
土

(1
21
)

好
頼
戸
表
― 農
産
17
世
紀

零
P6
14
埋
土

<6
6>

タ
タ
キ
メ

十
師
器

幸
P6
%埋
土

<4
6>

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

に
ぶ
▼

須
点
器

奉
体
部

P6
27
埋
土

<2
8>

タ
タ
キ
メ

良
好
  
1灰
口

目 　 蒜 苅 日 跡 堺
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第
61
表
 
遺
物
観
察
表
(9
)

掲
載
番
号
種
類

器
種

部
位

分
類

出
土
地
点

法
量

内
面

外
面

底
面

焼
成

色
調

備
考

遺
物
図
写
真
図

口
径
器
高
底
径

土
師
器

率
P6
24
埋
土

く
>

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

に
ぶ
い
褐

須
烹
器

零
体
部

P6
27
埋
土

<
>

タ
タ
キ
メ

好
灰
白

38
2
絹
支
十
器

浜
欲

体
,6
55
無
十

>
し
R

好
黒
褐

陶
磁
器

皿
皿

P6
67
 
埋
土

(1
6>
(4
5)
車
花
文
 
コ
ン

ニ
ャ
ク
Eコ
判
草
花
文

良
好
天
白
(透
明
釉
薬
)
肥
前
Ⅳ
期

底
P6
84
逃
土

<1
4>

ハ
ケ

ヘ
ラ
ク
ス
リ

ヘ
ラ
ケ
ス
リ

巳
15
1

□
<2
1>

目
然
釉

吹
和

□
繊
～

TR
ヽ

P6
95
頁
木
反
内

ユ
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
  
  
|
回
転
糸
切
  
  
|
や
や
艮
に
ぶ
い
楊

十
ア
テ
ク

十
師
器

体
部
～

98
5底
而

<2
1>

予I
落
し
不
明
  
 |
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
  
 |
不
良

土
師
器

邦
体
部
～
庇
部
Ib
i,
ii
i
P1
00
3坦
土

(0
8>

三
十
デ

同
辞
十
デ
  
  
|
廟
辞
素
柳
  
  
|
白
肝
に
ぶ
い
希

土
師
器

邦
□
縁
～
底
部
Ib
�

P1
02
6底
面

2
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

や
や
農
に
ぶ
い
椅

陶
器

口
縁
～
体
部

P1
05
2埋
土
、
表
採

(1
68
)

印
1毛
目

農
に
ぶ
い
音
燈
h物
、
近
世
 x
Fr
代
?

土
師
器

不
口
縁
～
底
部
I 
b 
ii

P1
05
3埋
土

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

同
競
素
柳

髄
好

に
ぶ
い
給

須
恵
器

弩
体
部

Pl
18
1埋
土

<2
5>

タ
タ
キ
メ

農
里 ヽ

弩
体
部

P1
23
0埋
土

<4
6>

タ
タ
キ
メ

天
白

頌
P1
25
5埋
土

<1
3>

賜
屋
美
産
・
12
c代

辰
P1
39
1埋
土

<1
8>
(6
6)
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

ヨ
オ
サ
エ

と
に
ぶ
い
橙

須
烹
器

□
鞘
1理
十

<2
5>

良
掲

32
1と
同
一
個
体

須
烹
器

幸
体
著

'1
も
υ
6

<
9>

ハ
ケ

タ
タ
キ
メ

良
天
自

絹
支
土
器

深
鉢

<
罠

業
褐

縄
文
土
器

深
鉢

体
部

木
痕
レ

<7
R>

し
R

R好
黎
褐

40
3
縄
文
土
器

深
鉢

体
部

木
痕
内
(P
12
05
の

4>
し
R

罠
キ
褐

須
恵
器

甕
口
縁

T～
UX
グ
リ
ッ
ド
・
柔
採

<2
2>

罠
一 火

須
恵
器

甕
肩
部

Γ
7Ⅱ
層

(4
5>

タ
タ
キ
メ

罠
一 火

須
恵
器

琴
体
部

XⅨ
ク
リ
ッ
ド
乗
狭

1>
タ
タ
キ
メ

罠
賭
灰

須
烹
器

零
体

Γ
7表
土

<5
3>

タ
タ
キ
メ

艮
陽

32
1と
同
一
個
体

須
京
器

率
VⅨ
グ
リ
ッ
ド
遺
穏
検
出
血

<3
4>

タ
タ
キ
メ

良
一 火

須
京
器

零
タ
タ
キ
メ

良
一 火

須
薫
器

黎
体

71
層

<3
4>

タ
タ
キ
メ

灰
白

須
恵
器

季
体

R>
タ
タ
キ
メ

良
一火

須
恵
器

弩
体
部

VX
グ
リ
ッ
ド
 
表
採

<4
5>

良
灰

須
恵
器

体
部

夜
採

<4
5>

タ
タ
キ
メ

艮
掲

32
1と
同
一
個
体

須
思
器

体
部

T7
表
土

<
>

タ
タ
キ
メ

罠
掲

32
1と
同
一
個
体

須
恵
器

体
部

r7
引
ヒ
F島
Ⅱ
層

>
ア
テ
ク

タ
タ
キ
メ

良
一火

霊
頸
部

OV
グ
リ
ッ
ド
ー
括

く
40
>

Rウ
天
自

東
濃
産
'光
ヶ
岡
1

陶
器

霊
体
部

VⅨ
 X
グ
リ
ッ
ド
・
遺
構

険
出
面

<6
1>

良
好
天
褐

在
地
産
 1
3c

陶
器

甕
顕
部

VⅨ
`X
グ
リ
ッ
ド
 
遺
構

険
出
面

<3
7>

盛
好
黄
褐

在
地
産
・
13
c

42
1
陶
磁
器

碗
(4
9)

車
花
文

灰
(透
明
釉
)
地
物
、
19
世
紀
P?

42
2
陶
磁
器

碗
口
縁
～
体
部

ra
tt
L(
P9
35
封
佐西
)

良
天
オ
リ
ー
ブ

呉
器
碗
、
肥
前
Ⅲ
～
Ⅳ
期

陶
磁
器

小
邦

喪
採

(9
5)

置
文

と
灰
白
明
蒸
由
)
戸
た
18
世
紀
代
?

陶
磁
器

碗
表
摂

享
花
文

軍
花
文

良
灰
白
明

把
前
Ⅳ
期

陶
磁
器

碗
表
採

(2
5>

享
死
文

享
花
文

良
灰
白

肥
前
産
Ⅲ
～
Ⅳ
期

42
6
陶
磁
器

碗
体
都
～
底
部

表
採

<1
0>

草
花
文
P

大
化

良
天
白

頗
声
障
、
19
世
イ
ド
7J
Jy
pH

陶
磁
器
m
□
綴
～
FA
剤

`

飛
抹

(1
32
)

(7
2)
山
水

戻
白
栃
明
和
)
産
地
不
明
、
近
代
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表
 
遺
物
観
察
表
(1
0)

載 号
掲 番

種
類

器
種

部
位

分
類

出
土
地
点

法
量

内
面

外
面

底
面

焼
成

色
調

備
考

遺
物
図
写
真
図

口
径
器
高
底
径

陶
磁
器

表
採

<1
2)

山
水
文

良
好

産
地
不
明
、
近
代

胴
磁
器

表
採

良
好

え
自

点
野
産
、
17
世
紀
代

14
9磁
器

r7
表
土

14
革
花
文

草
花
文

長
好

天
自
(透
け

40

陶
磁
器

皿
体
部
～
底
部

T1
0表
土

(2
2>

草
花
文
 
蛇

の
目
釉
剥
ぎ
草
花
文

良
好

天
白
(透
明
釉
)
把
前
Ⅳ
期

陶
磁
器

皿
薇
採

(2
4>

蛇
の
目
釉
剥
き

度
好

オ
リ
ー
ブ
黒
東
北
産
?、
18
世
紀
代

陶
磁
器

皿
体
部
～
底
都

表
採

(2
1)
(1
29
)
」
水
文

罠
好

天
白
透
朔
粕
)

1祀
の
口 l
膏
B性

Fr
9磁
器

皿
口
縁

表
採

1樹
文

幸
花
文

好
天
自
透
明
粕

43
5
陶
磁
器

皿
口
縁
～
底
部

T9
表
土

(1
37
)

車
花
文
蛇
の
目
釉
剥
ぎ
草
花
文

良
好

灰
白
(透
明
釉
)
肥
前
Ⅳ
期

阿
磁
器

体
部
～
底
都

表
採

(1
4>

革
花
文

臣
好

灰
白
透
明
釉
‖H
tt
 T
r～
IV
期

陶
磁
器

皿
口
縁
～
底
部

T9
表
土

(1
32
)

草
花
文

.

唸
の
目
釉
剥
ぎ

良
好

灰
白
(透
明
釉
)
肥
前
産
Ⅳ
期

皿
口
縁
～
底
部

P9
表
土

(1
37
)

桐
文
 
章
花
文
車
花
文

あ
り

度
好

吸
白
(透
明
釉
)
鞘
布
W～
W馴

43
9
陶
磁
器

皿
体
部
～
底
部

Γ
7表
土

く
13
>

屹
の
目
釉
剥
ざ
.コ

ン
ニ
ャ
ク
印
判

良
好

灰
白
(透
明
釉
)
l巴
前
Ⅳ
期

44
0
陶
磁
器

皿
体
部
～
底
部

く
20
>

軍
花
文

革
花
文

罠
好

灰
白
(1
秀
HH
釉

)
H世
雨
冊
～
Ⅳ
期

44
1
陶
磁
器

小
郭

す
良
好

灰
臼
(透
明
和
,
瀬
戸
産
、
19
世
紀
4ヽ

胴
器

霙
辰
郡

喪
採

<1
9>

良
好

皇 い
近
代
か

糟
欲

表
採

て
61

息
鮮

東
北
産
、
18
世
紀
Tt

掲
載
番
号

種
類

器
種

出
土
地
点

長
さ

幅
厚
さ

焼
成

色
調

備
考

図
版
写
真

十
製
品

十
紳

鳶
好

に
ぶ
い
音
燈

29
7

十
任

良
好

に
ぶ
い
音
燈

34
4

土
良
好

SK
10
埋
土

こ
ぶ
い
甍
Ю

39
4

■
製
品

土
錘
P1
09
9 
埋
土

<3
3〉

に
ぶ
い
萱
燈

掲
載
番
号

種
類

器
種

出
土
地
点

長
さ

幅
厚
さ

石
材

備
考

図
版

写
真

35
2

石
器
ス
ク
レ
イ
パ
ー
SD
02
・
埋
土

2
黒
曜
石

37
2

石
器

石
ft
SD
47
 
埋
土

<2
6>

tl
頁
岩

石
器

石
箆

P5
6・
埋
土

頁
岩

石
器

砥
石
P9
66
選

!
<5
4>

(5
3〉
<2
9>
凝
灰
岩

40
4

石
器

石
鏃
VV
Iグ
リ
ッ
ド
捨
き
(1
9>

赤
色
買
岩

石
器

石
鏃
VⅧ
グ
リ
ッ
ド
捨
き
11

黒
曜
石

石
器

は
石

<7
3)
<5
1>

く
31
>
凝
灰
岩

44
5

石
器

は
石

(5
8>
<5
4>
(3
6>
み
辰
井

百 　 議 剤 日 帥 事
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表
 
遺
物
観
察
表
(1
1)

掲
載
番
号

種
類

器
笹

出
土
地
点

長
さ

幅
厚
さ

樹
種

備
考

図
版
写
真

30
2

欄
SE
01
・
RP
16

2α
5

ス
ギ

30
3

欄
SE
01
 R
P1
3

57
3

ス
ギ

30
4

板
SE
01
・
埋
土
一
括

51
16

ス
ギ

30
5

板
SE
01
・
RP
17

30
8

7
ス
ギ

30
6

下
明
甑
01
・
RP
5

ヨ
ナ
ラ
属

30
7

木
製
品

杭
SE
01
・
最
下
層

ヨ
ナ
ラ
属

30
8

木
製
品

丸
財

SE
01
・
RP
 2

85
8

ア
ス
ナ
ロ

R0
9

木
:

板
材
P
SE
01
 R
P8

55
2

10
4

SE
01
・
RP
15

ス
ギ

10
4

タ
10
7

枚
歩
υ
Z 
tt
r 
Z巳

R
69

:製
品

不
げ

E0
2・
RP
2直

4
‐
の 一 の

:製
品

柄
lψ
,p
p9
吉

2
ヨ
ナ
ラ
属

木
製
品

角
ガ

SE
02
・
RP
2直
下

モ
ク
レ
ン
原

木
製
品

角
ガ
SE
02
 R
P2
直
下

84
3

■
7

木
製
品

不
明
農
具
創
Ю
2・
RP
2直
下

20
5

ク
リ

鋤
先
の
可
能
性
有
り
。
刻
印
?が
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Ⅷ 自然科学分析

1 瀬原Ⅱ遺跡出上の放射性炭素年代測定結果幸R告書 (AMS測定)

(株)加速器分析研究所

(1)遺跡の位置と立地

瀬原工遺跡は、岩手県平泉町平泉字瀬原56地内 (北緯39° 0′ 45〃、東経 141° 6′ 44〃 )に位置する。遺

跡は北上川西岸の河岸段丘 (標高約30m)上に立地する。

(2)測定の意義

遺構の廃絶年代、遺物の廃棄年代を明らかにする。

(3)測定対象試料

S E01の 底面付近のグライ化した層から出土した炭化物 (試料Nol:IAA△ -61606)、 S E02の中～

下位のグライ化した層から出土した炭化物 (No.2:IAAA-61607)、 S Z01の底面から5 cm上で出土 し

た炭化物 (No.3:IAAA‐61608)各 1点、合計 3点である。試料は土壌とともに取り上げられ、タッ

パーに入れて保存された。

(4)化学処理工程

1)メ ス・ピンセットを使い、根・土等の表面的な不純物を取 り除く。

2)AAA(Acid Alkali Acid)処 理。酸処理、アルカリ処理、酸処理により内面的な不純物を取 り

除く。最初の酸処理では lNの塩酸 (80℃ )を用いて数時間処理する。その後、超純水で中性に

なるまで希釈する。アルカリ処理では0.001～ lNの水酸化ナトリウム水溶液 (80℃ )を用いて数

時間処理する。その後、超純水で中性になるまで希釈する。最後の酸処理では lNの塩酸 (80℃ )

を用いて数時間処理した後、超純水で中性になるまで希釈し、90℃ で乾燥する。

3)試料を酸化銅 lgと 共に石英管に詰め、真空下で封 じ切 り、500℃ で30分、850℃ で 2時間カロ熱

する。

4)液体窒素とニタノール・ドライアイスの温度差を利用し、真空ラインで二酸化炭素 (C02)を

精製する。

5)精製した二酸化え素から鉄を触媒として炭素のみを抽出 (還元)し、グラフアイトを作製する。

6)グラフアイトを内径 l mmの カソードにハンドプレス機で詰め、それをホイールにはめ込み、加

速器に装着し測定する。

(5)測定方法

測定機器は、 3MVタ ンデム加速器をベースとした14C―AMS専用装置 (NEC PelletrOn 9 SDH-2)

を使用する。134個の試料が装填できる。測定では、米国国立標準局 (NIST)か ら提供されたシュウ

酸 (HOxⅡ )を標準試料とする。この標準試料とバックグラウンド試料の測定も同時に実施する。ま

た、加速器により
お
Cオ
2cの
測定も同時に行う。
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(6)算出方法

1)年代値の算出には、Libbyの 半減期5568年 を使用した。

2)BP年代値は、過去において大気中の炭素14濃度が一定であったと仮定して測定された、1950年

を基準年として遡る放射性炭素年代である。

3)付記した誤差は、次のように算出した。

複数回の測定値について、χ
2検
定を行い測定値が 1つの母集団とみなせる場合には測定値の統

計誤差から求めた値を用い、みなせない場合には標準誤差を用いる。

4)δ 13cの値は、通常は質量分析計を用いて測定するが、AMS測定の場合に同時に測定されるδ“C

の値を用いることもある。

δおC補正をしない場合の同位体比および年代値も参考に掲載する。

同位体比は、いずれも基準値からのずれを千分偏差 (%。 ;パーミル)で表した。

δ 
ИC= [(望As-14AR)/ИAR]× 1000       (1)

δ
13c= [(13As-13APDB)/13APDB]×

1000     (2)

ここで、 ユAsi試料炭素のHC濃度 :(HC/12c)sま たは (HC/Ec)s
望大R:標準現代炭素の

μC濃度 :(HC/12c)Rま たは (“C/13c)R

δ ttCは、質量分析計を用いて試料炭素の
おC濃度 (おAs=硝C/ワC)を 測定し、PDB(白亜紀のベレ

ムナイト (矢石)類の化石)の値を基準として、それからのずれを計算した。但し、加速器により測

定中に同時に
BCオ2cを

測定し、標準試料の測定値との比較から算出したδ
おCを用いることもある。こ

の場合には表中に 〔加速器〕と注記する。

また、△望Cは、試料炭素がδ BC=-25.0(%。 )であるとしたときのユC濃度 (14AN)に換算した上で

計算した値である。(1)式の望C濃度を、δl℃の測定値をもとに次式のように換算する。
ИAN=ヱAs× (0.975/(1+δ BC/1000))2(隧Asと してμC/鬱Cを使用するとき)

または

=“As× (0.975/(1+δ 13c/1000)) (HAsと して
14c/おcを使用するとき)

△14c=[(14AN~“AR)/ИAR]× 1000(%。 )

貝殻などの海洋が炭素起源となっている試料については、海洋中の放射性炭素濃度が大気の炭酸ガ

ス中の濃度と異なるため、同位体補正のみを行った年代値は実際の年代との差が大きくなる。多くの

場合、同位体補正をしないδ
ユCに相当するBP年代値が比較的よくその貝と同一時代のものと考えられ

る木片や木えなどの年代値と一致する。

MC濃
度の現代炭素に対する害J合のもう一つの表記として、pMC(percent Modern Carbon)が よ

く使われており、△
И
Cと の関係は次のようになる。

△
14c=(p�【C//100-1)× 1000 (%。 )

pMC=△ 〕C/10+100(°/o)
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Ⅷ 自然科学分析

国際的な取り決めにより、この△
14cぁるいはpMCにより、放射性炭素年代 (ConventiOnal Radiocarbo4

Age,yFBP)が次のように計算される。

T=-8033× h[(△・4c/1000)キ 1]

=-8033× h(pMC/100)

5)14c年代値と誤差は,1桁目を四捨五入して10年単位で表示する。

6)較正暦年代の計算では、htCЛ04データベースを用い、OxCalv3.10萩正プログラムを使用した。

(7)測定結果

測定された試料の
望c年代は、S E01の底面付近から出上した炭化物が940± 30yrBP、 S E02の 中～

下位から出土した炭化物力`1000± 40yrBP、 S X03の底面の5 cm上から出土した炭化物が930± 40yrBP

である。暦年較正年代 (lσ )から判断すれば、S E01出土え化物がAD1030～ 1160年、S E02出 土

戊化物がAD990～■50年、S Z01出土炭化物がAD1030～■60年であり、すべて平安時代後期に相当

する。化学処理の内容や、回1収炭素量、測定状況には問題がなく、妥当な年代であると考えられる。

参考文献

Sm�eF,M,and Polash,H4.(1977)DiscusslonReporting of望 C dataRadiocれ oni19355i363
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IAA Code No 試  料 BP年代およびλ素の同位体比

IAAA‐61606

#1443-1

試料採取場所 :岩手県平泉町瀬原Ⅱ遺跡

試料形態 :炭化物

試料名 (番号):1

Libby Age(yrBP)      1    940 ±   30

メ3c (%。 )、 (カロ速器)    =  -2583 と  069

△ltC (%。)             =  -1109 ■   33

pMC(%)        =  8891■  033

(参考) δl℃ の補正無し

づ】tC (%。 )             =  -1124 ■   31

pMC(%)        =  8876■  031

A霞 (y』P)      1  960■   30

IAAA‐61607

+1443つ

試料採取場所 :岩手県平泉町瀬原Ⅱ遺LIN

試料形態 :炭化物

試料名 (番号)12

Libby Age(yrBP)      :   1,000 ■   40

メ3c (%。 )、 (カロ速器)    =  ‐2811 ■  097

△14c (%。 )             =  -1167 ■   45

pMC(°/o)         =  8833■  045

(参考) σおCの補正無し

δ14c (%。 )             =  -1224 ■   41

pMC(%)        =  8776■  041

Age (yrBP)         :  1,050 ■  40

IAAAお 1608

‖1443-3

試料採取場所 :岩手県平泉町瀬原I遺跡

試料形態 :炭化物

試料名 (番号):3

Libby Age(yrBP)      :    930 ±   411

〆3c (%。 )、 (カロ速器)    =  -2446 ■  061

△14c (‰ )            =  -1095 ±   39

,MC(%)       = 8905±  039

(参考) ∂19Cの補正無し

δ
14c (%。
)              =  -1086 ±   3モ

pMC(%)       = 8914■  03モ

代ge (yrBP)          :    920 と   3(

IAA Code No 試料番号 Libby Age(yrBP)

IAAA61606 l 943   ±   29

IAAA‐61607 2 997   ±   40

IAAAも 1608 3 931   ■   35

ここに記載する Libby Age(年 代値)と誤差は下 1桁を丸めない値です。
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瀬原Ⅱ遺跡 鉄滓・鉄製品成分分析・保存処理 (分析編)

」FEテ クノリサーチ株式会社

分析・評価事業部

埋蔵文化財調査研究室

1.イよじめに

岩手県平泉町平泉字瀬原に所在する瀬原Ⅱ遺跡から出土した鉄淳等の遺物について、学術的な記録

と今後の調査のための一環として化学成分分析、顕微鏡組織観察を含む自然科学的観点での調査を依

頼された。鉄淳関連遺物の組成分析、マクロ的特徴観察、ミクロ組織観察、X線回折などにもとづき

材質、用途、履歴、出発原料、製造工程上の位置づけなどを中心に調査した。以下にその結果につい

て報告する。また、馬具 (轡 )や刀の保存処理については別途報告する。

2.調査項目および試験 。観察方法

(1)調 査項目

調査資料の記号、出土遺構・注記および調査項目を表 1に示す。

(2)調 査方法

(i)重 量計測、外観観察および金属探知調査

資料重量の計量には0.lgま で測定可能な電子天秤を使用した。各種試験用試料を採取する前に、資

料のタト観をmm単位まであるスケールを同時に写し込みで撮影した。資料の出上位置や資料の種別等は

提供された資料に準拠した。

着磁力調査については、直径30mmの リング状フェライト磁石を使用し、 6 mmを 1単位として35cm

の高さから吊した磁石が動きは始める位置を着磁度として数値で示した。遺物内の残存金属の有無は

金属探知機 (M C i metal checker)を 用いて調査 した。金属検知にあたつては参照標準として直径

と高さを等しくした金属鉄円柱 (1.5mm φ xl.5mmH、 2.Omm φ X2.OmmH、 3,8mm φ x3.8mmH、 5 mm φx 541mH、

10mm φ X10mmH、 16mm φ x16mmH、 20mm φ x20mmH、 30mm φ x30mmH)を 使用し、これとの射比で金属

鉄の大きさを判断した。

(ii)化学成分分析

化学成分分析は鉄銅に関する」IS分析法に準じて行っている。

・全鉄 (T,Fe):三塩化チタン還元一ニクロム酸カリウム1商定法。

・金属鉄 (M.Fe):臭素メタノール分解一EDTA滴定法。

・酸化第一鉄 (FeO):ニクロム酸カリウム滴定法。

・酸化第二鉄 (Fe203):計算。 ・化合水 (C,W.):カ ールフイッシヤー法。
・炭素 (C)、 イオウ (S):燃焼―赤外線吸収法。

・ライム (CaO)、 酸化マグネシウム (MgO)、 酸化マンガン (MnO)、 酸化ナ トリウム (Na20)ヽ

珪素 (Si)、 マンガン (Mn)、  リン (P)、 銅 (Cu)、  ニッケル (Ni)、 コバル ト (Co)、 アルミニ

ウム (Al)、  ヴアナジユム (V)、  チタン (Ti):ICP発 光分光分析法。
・シリカ (Si02)ヽ アルミナ (A1203)ヽ  酸化カルシウム (CaO)、  酸化マグネシウム (MgO)、  二

酸化チタン (Ti02)、  酸化リン (P205)ヽ  酸化カリウム (K20):ガ ラスビー ド蛍光X線分析法。
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Ⅷ 自然科学分析

但しCaO,MgO,MnOは 含有量に応 じてICP分析法またはガラスビー ド蛍光X線分析法を選択。
・酸化ナ トリウム (Na20):原子吸光法。

なお、鉄津中成分は、18成分 (全鉄T.Fe、 金属鉄M Fe、 酸化第一鉄FeO、 酸化第二鉄Fe203、 シリ

カSi0 2、 アルミナA1203、 ライムCaO、 マグネシアMgO、 酸化ナ トリウムNa20、 酸化カリウムK20、

二酸化チタンTi0 2、 酸化マンガンMnO、 酸化リンPヮ 05ヽ コバルトCo、 化合水CoW.、 炭素C、 ヴァナ

ジウムV、 銅Cu)を化学分析 している。分析は各元素について分析し、酸化物に換算 して表示してい

る。

鉄中成分の化学分析は、13成分 (炭素C、 シリコンSi、 マンガンMn、 リンP、 イオウS、 銅Cu、 ニッ

ケルNi、 コバル トCo、 アルミニウムAl、 ヴァナジウムV、 チタンTi、 カルシウムCa、 マグネシウム

Mg)を 化学分析している。

(� )顕 微鏡組織観察
資料の一部を切 り出し樹脂に埋め込み、細かい研磨剤などで研磨 (鏡面仕上げ)す る。炉壁・羽口・

粘土などの鉱物性資料については顕微鏡で観察しながら代表的な鉱物組織などを観察し、その特徴か

ら材質、用途、熱履歴などを判断する。淳関連資料も炉壁・羽口などと同様の観察を行うが特徴的鉱物

組織から成分的な特徴に結びつけ製・精錬工程の判別、使用原料なども検討する。金属鉄はナイター

ル (50/O硝酸アルコール液)で腐食後、顕微鏡で観察しながら代表的な断面組織を拡大して写真撮影

し、顕微鏡組織および介在物 (不純物、非金属鉱物)の存在状態等から製鉄・鍛冶工程の加工状況や

材質を判断する。原則として100倍および400倍 で撮影を行う。必要に応じて実体顕微鏡 (5倍～20倍 )

による観察もする。

(iv)X線回折測定

試料を粉砕して板状に成形し、X線を照射すると、試料に含まれている化合物の結晶の種類に応 じ

て、それぞれに固有な反射 (回折)さ れた特性X線を検出 (回折)で きることを利用して、 試料中の

未知の化合物を同定することができる。多 くの種類の結晶についての標準データが整備されており、

ほとんどの化合物が同定される。

測定装置 理学電気株式会社製 ロータフレックス (RU-300型 )
測定条件

①使用X線

②Kβ 線の除去

③管電圧・管電流

④スキャニング・スピード

⑤サンプリング・インターバル

⑥D.S.ス リット

⑦RoS,ス リット

③S,S,ス リット

⑨検出器

3.調査結果および考察

分析調査結果を図表にまとめて11頁～14頁 に示す。表 1に調査資料と調査項目をまとめた。表 2に

鉄淳資料の化学成分分析結果を、表 3に はX線回折結果を示す。

全資料の外観写真を15頁～21頁に、資料の切断位置と切断面を22頁 に、顕微鏡組織を23頁～36頁に、

Cu― Kα (波長=154178A)

グラフアイト単結晶モノクロメーター

55k 「ヽ・250mA

40° /nlin

0020°

1°

0.15mm

l°

シンチレーション・カウンター
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X線回折チヤートを37頁～38頁 にそれぞれ示す。

各資料の調査結果をまとめ、遺跡の特徴・性格についての推定結果を最後にまとめる。以下、資料の

香号順に述べる。

資料番号No.03 鉄淳、着磁度 :3、 MC i 3mmよ りやや大

外観 :タト観を外観写真 1に示す。長さ104.6mm、 幅62 8mm、 厚み49 0mm、 重量332.8g。 椀型鍛冶淳と思

われる資料で全体に酸化土砂の茶掲色を呈している。上面は比較的平らであるが下面側は湾曲し、凹

凸が顕考である。上面側には全体にメタル反応があり、上側の写真の左側には3 8mm大のメタル反応が

ある。しかし、下面側にはメタル反応はない。上面中央には5 mm x 10mm大の木炭痕が観察される。試

料は資料左側 1/5位置で直線的に切断して採取する。付着土砂は十分除去する。

顕微鏡組織 :顕微鏡試料は 2ヶ所から採取した。100倍と400倍の顕微鏡組織を淳組織写真 1-1、 1

-2、 1-3、 1-4に 示す。試料内の鉱物組織は著しく不均質である。写真 1-1と 1-2、 写真

l-3と 1-4は同じ試料の別視野である。写真 1-1ではまゆたま状のウスタイト(Wustite:FeO)

が主要鉱物相になっており、このほかに多角形が崩れた形状のやや薄い掲色を帯びたウルボスピネル

(Urvospinel:2 FeO・ Ti0 2)と 繭玉状のウスタイ トのなかに小さなあばた状のウルボスピネルが観

察される。背後の組織はファイヤライト (Fayalite:2 FeO・ Si02)と 思われるが明瞭ではない。組織

写真 1-2で は繭玉状から樹枝状に近いウスタイトとやや灰色を帯びた多角形が崩れた形状のウルボ

スピネルが観察される。背後のガラス質のように見える粗大化した組織はファイヤライトである。ま

た、100倍の写真左には薄く雲が掛かったような金属鉄の銹化生成物であるゲーサイト (Goethite i α

―FeOOH)と 思われる組織も観察される。一方、組織写真 1-3で は凝集状のウスタイトとその背後

のフアイヤライトからなり、TiOっ を含むウルボスピネルは観察されない。組織写真 1-4で は繭玉状

ウスタイトと破れた短冊のように見えるファイヤライトが主要鉱物相になっている。本試料はTi0 2を

多く含むウルボスピネルが明瞭に見える部分とまったく見られない部分とが存在し試料の成分的な不

均質が顕著である。精錬後期や鍛錬初期に見られる鍛冶津の組織である。ウルボスピネルが観察され

ることから始発原料は砂鉄と思われる。

X線回折 :結果を表 3と X線回折チャー ト1に示す。ウスタイトが強い回折強度を示し、フアイヤラ

イトが中程度の、マグネタイト (Magnetite:Fe304)が 弱い回折強度を示 している。このほかには

リュウサイト (Leudte i KAlSi206)と 金属鉄の銹化物であるゲーサイ トの微弱な回折線が認められ

る。顕微鏡観察とほぼ一致する結果である。ウルボスピネルの回折線が認められないのは資料の不均

質性によるものと思われる。

化学成分 :分析結果を表 2に示す。T.Feは64.90/OでM.Feは 014%でわずかである。化合水は0730/0と あ

まり多くなく、ゲーサイトなどの銹化鉄は少ないと思われる。FeO、 Fe203はそれぞれ698%、 15,00/o

でSi02は 8,960/Oと 少ない。Ti0 2は 1.71%含 まれており始発原料が砂鉄であることを示 している。造淳

成分 (Si0 2+A1203+CaOttMgO+Na20+K?O)は 11890/Oで ある。FeO― Fe203~Si0 2の 3成分系に換

算するとFeO、 Fe203ヽ Si0 2はそれぞれ7440/O、 16.00/O、 960/0と なり参考 (2)の 3成分系平衡状態

図の上ではウスタイトが多量に晶出する位置にあり、顕微鏡観察、X線回折強度の結果とほぼ一致す

る。

図 1、 2、 3は Ti0 2と T・Feの関係、造淳成分とT Feの 関係、MnO/Ti0 2と Ti0 2/T,Feの 関係を示す

図で、これまでの蓄積データをもとにして鉄津の化学成分的特徴から製鉄工程における淳の生成位置

(工程)を解析・検討する図である。図 1ではおおよそ精錬鍛冶津と位置づけできる領域にあり、図
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2では造津成分量が約120/Oと 低 く鍛錬鍛冶津と位置づけられる位置にある。一方、第 3図では精錬鍛

冶津の領域にある。顕微鏡観察の資料の不均質性、高TiOヮ 鉱物相の検出、1.7%の TiOっ の含有量など

を考慮すると、本資料は精錬後期に生成した可能性が高いように思われる。

以上の結果を総合的に判断すると本資料は砂鉄を始発原料とし、精錬鍛冶の後期に生成した鍛冶淳

と推察される。

資料番号No 04 鉄津、着磁度 : 3、 MC i 3mm大相当

外観 :外観を外観写真 2に示す。長さ103 0mm、 幅75.3mm、 厚み34 7mm、 重量2491g。 小さな凹凸はあ

るものの上面は比較的平らで、下面が湾曲している椀型鍛冶淳である。上面側は酸化鉄の茶褐色であ

るが左の下側 1/4く らいは基地が黒色の津である。ガラス質のような光沢はない。下面側では酸化土

砂がくばみに侵入している。資料の上面全体にわたって小さなメタル反応がある。資料中央から調査

資料を採取する。

顕微鏡組織 :100倍と400倍の顕微鏡写真を津組織写真 2-1、 2-2に 示す。ゲーサイトなどの銹化
鉄を含むためと思われるが全体にぼんや りとした組織になっている。組織としてはSioラ を多量に含む

組織となっており、主要鉱物相はファイヤライトである。白い樹枝状のウスタイト (あるいはウスタ

イトとマグネタイト混晶の可能性がある)が第 2の相として観察される。組織写真 2-2の 400倍の写
真には白濁したゲーサイトが観察される。

X線回折 :結果を表 3と X線回折チャー ト2に示す。ファイヤライトが強い回折強度を示 し、次いで

ウスタイトが中程度の回折線を示 している。マグネタイトはこれよりも弱いが中程度に分類される回

折強度を示している。このほかにはリユウサイトの弱い回折線と金属鉄の銹化物であるゲーサイトの

微弱な回折線が認められる。顕微鏡観察ではマグネタイトは観察されなかったのでウスタイトはマグ

ネタイトとの混晶であつたみられる。

化学成分 :分析結果を表 2に示した。T Feは480%と やや低 く、M.Feは 0,170/0と 僅かである。化合水

は1.700/O含まれており、ゲーサイトなどの銹化鉄が存在していると考えられる。FeO、 Fe203はそれ

ぞれ43.2%、 204%で Si0 2は2390/0と 多く含まれている。Ti02は 0,74%で ある。造淳成分 (Si0 2+A1203

+CaO+MgO+Na20+K20)は 32.120/Oで 比較的多い。FeO一 Fe203~Si02の 3成分系に換算すると

FeO、 Fe203、 Si0 2は それぞれ49,40/O、 23.3%、 27.3%と なり参考 (2)の 3成分系平衡状態図の上で

はマグネタイト、ファイヤライトが主体に晶出すると見られるが、晶出量の点では顕微鏡観察、X線

回折強度とは異なる。

図 1、 2、 3における位置づけで見ると、図 1では精錬鍛冶滓と鍛錬鍛冶津の重なった領域にあり、

図 2では造淳成分量が300/Oを超えて精錬津のグループの位置づけにある。一方、第 3図では精錬鍛冶

淳と見られる位置にある。これらの 3図の位置からは本資料は精錬鍛冶淳と考えられる。Ti0 2は074%

と低 く、始発原料を砂鉄と特定できない。

以上総合的に判断すると本資料は精錬鍛冶淳と推祭される。始発原料は不明である。

資料番号No.06 鉄淳、着磁度 :2、 MC i 3mm大弱

外観 :外観を外観写真 3に示す。長さ87.211m、 幅70,7mm、 厚み38.5mm、 重量2301g。 上面がやや窪んだ

椀型淳の破片で、破面は 1である。全体に鉄銹の茶褐色を呈し、数mmか らl cm大の淳粒が積み重なっ

て生成したように見える。上面側には 2～ 3 mm位のメタル反応があり、小さなメタル粒が分散してい

るように思われる。資料中央から切断し調査資料を採取する。
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顕微鏡組織 :組織写真 3-1に 見られる組織が代表的で資料の700/Oく らいを占め、組織写真 3-2が

全体の20%く らいである。写真 3-1で は凝集状態に近いウスタイトが圧倒的に多く、400倍の写真に

見られるようにウスタイト粒子の中に非常に小さく分散してウルボスピネルが観察される。これらの

背後に棒状のファイヤライトが観察される。組織写真 3-2で はフアイヤライトがやや多く、短冊状

に観察される。ウスタイトは組織写真 3-1と おおよそ同じである。
X線回折 :結果を表 3と X線回折チャート3に示す。ウスタイトが最強の回折強度を示し、次いでウ

ルボスピネルが強い回折強度を示している。ファイヤライトとマグネタイトが中程度の回折線を示し

ている。ほかにはリユウサイトの弱い回折線とゲーサイトの微弱な回折線が見られる。ウルボスピネ

ルの強い回折線が検出されることから始発原料は砂鉄と見られる。

化学成分 :化学成分分析結果を表 2に示す。T.Feは 60.1%と 高 く、M.Feは 0.250/0と 僅かである。化合

水は1,050/O含 まれており、ゲーサイトなどの銹化鉄が存在 していると考えられる。FeO、 Fe203は そ

れぞれ60,3%、 1860/Oで Si02は 1020/O含まれている。Ti0 2は 4250/O含 まれており、始発原料は砂鉄と推

祭される。造津成分 (Si0 2+A1203+CaO+MgOttNa20+K20)は 14.150/Oである。FeOn― Si0 2~Ti0 2

の 3成分系に換算するとFeOn、 Si02、 Ti0 2は それぞれ84.5%、 101%、 4.5%と なり参考 (3)の 3成

分系平衡状態図の上ではウスタイト領域にあり、ウスタイト(マ グネタイトとの混晶の可能性がある)、

ウルボスピネル、フアイヤライトが晶出すると見られる。顕微鏡観察、X線回折と一致している。

図 1、 2、 3における位置づけで見ると、図 1では精錬鍛冶淳の領域にあり、図 2では造淳成分量

が14%で比較的少なく、精錬津と鍛錬鍛冶淳の境界付近にある。一方、第 3図では精錬鍛冶津と見ら

れる位置にある。これらの 3図の位置からは本資料は精錬鍛冶淳と考えられる。

以上総合的に判断すると本資料は砂鉄を始発原料とする精錬鍛冶津と推察される。

資料番号No4 椀型淳、着磁度 :1～ 2、 MC i 2mm大

外観 :タト観をタト観写真 4に示す。長さ33.8mm、 幅33.7mm、 厚み31 4mm、 重量274g。 上面が緩やかに窪

んだ角錐状の椀型淳小片である。資料全体は茶褐色の酸化土砂に覆われている。破面で見ると小さく

発泡しているが重量感がある。淳そのものの生地色は黒色と思われる。着磁度は 1～ 2で、上面中央

に2 mm大位と思われるメタル反応がある。

顕微鏡組織 : 100倍と400倍の顕微鏡写真を津組織写真 4-1、 4-2に 示す。ゲーサイトなどの銹

化鉄を含むためと思われるが全体にぼんやりとした組織である。ファイヤライトが主体となっており

Si0 2を 多量に含む組織である。第 2の相として白い樹枝状のウスタイト (あ るいはウスタイトとマグ

ネタイト混晶の可能性がある)が観察される。組織写真 2-2の 400倍の写真には白濁したゲーサイト

が観察される。資料04と比較的類似の鉱物組織で化学成分面でも良く似ている。

化学成分 :分析結果を表 2に示した。T.Feは4500/0と低く、M.Feは031%と 僅かである。化合水は2810/O

含まれており、ゲーサイトなどの銹化鉄が相当存在していると考えられる。FeO、 Fe203は それぞれ

3710/O、 22,7%で Si0 2は 24.70/O含 まれている。Ti02は 0.590/Oである。造津成分 (Si02+A1203+CaO+

MgO ttNa20+K20)は 33.94%で比較的多い。FeO― Fe203~Si0 2の 3成分系に換算するとFeO、

Fe203、 Si0 2は それぞれ43.90/O、 2680/0、 292%と なり参考 (2)の 3成分系平衡状態図の上ではトリ

ジマイト (Tridymie i Si02)と の境界に近いマグネタイトの領域にある。 トリジマイトやクリス ト
バライトが晶出することは少なく、マグネタイトとファイヤライトが主体鉱物相が出てくると考えら

れる。顕微鏡組織でウスタイトと見られた組織はマグネタイトの可能性がある。

図 1、 2、 3における位置づけで見ると、図 1では精錬鍛冶津と鍛錬鍛冶津の重なった領域にあり、
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図 2では造淳成分量が300/Oを超えて精錬淳のグループの位置づけにある。一方、第 3図では精錬鍛冶

淳と鍛錬鍛冶淳の重なった位置にある。これら3図の位置からは本資料は精錬鍛冶の後期から鍛錬鍛

冶の初期にかけての淳のように思われる。Ti0 2は 0590/0と低 く、始発原料を砂鉄と特定できない。

以上総合的に判断すると本資料は精錬後期から鍛錬鍛冶の初期にかけて生成した鍛冶淳と推察され

る。始発原料は不明である。

資料番号No.5 鍛冶淳、着磁度 :3、 MC i 3mm大相当

外観 :外観を外観写真 5に示す。総重量30.9g。 長さ51.Omm、 幅31.3mm、 厚さ18.3mm。 鍛冶淳と思われ

る扁平な資料で上面は緩やかに湾曲し、下面は炉内の充填状態を映し、凹凸が大きい。資料金面が鉄

銹色の茶掲色を呈している。上側の写真の右上方 1/4に は 3 mm大相当のメタル反応がある。着磁度

は 3である。資料中央を直線的に切断し、調査資料を採取する。

顕微鏡組織 :100倍と400倍の顕微鏡組織を津組織写真 5-1、 5-2に 示す試料のほぼ全面が 5-1

の組織になっている。内部があばた状になっている粒状のウスタイトが大部分を占め、その間にやや

灰色の濃いファイヤライトが観察される。鍛冶系の淳に良く見られる組織である。一方、試料の周縁

部にわずかに5-2の組織が観察される。破損した短冊状のフアイヤライトがおおく、乳白色のひも

状や不定形な鉄銹化物のゲーサイトが観察される。鍛錬鍛冶淳の可能性がある。

化学成分 1分析結果を表 2に示す。T,Feは 61.00/OでM.Feは 0150/Oでわずかである。化合水は1460/O含 ま

れており、ゲーサイトなどの銹化鉄が存在すると思われる。FeO、 Fe203はそれぞれ56.20/O、 24.50/0で

Si02は 12.60/Oで ある。Ti0 2は 0350/0と 少ない。造淳成分 (Si02+A1203+CaOttMgO+Na20+K20)は

17090/Oである。FeO― Fe203~Si0 2の 3成分系に換算するとFeO、 Fe203、 Si02は それぞれ6020/0、

26.30/O、 13.50/0と なり参考 (2)の 3成分系平衡状態図の上ではウスタイトの境界に近いマグネタイ

ト領域にある。ウスタイト、マグネタイト、ファイヤライト主体の組織となると見られる。顕微鏡組

織でのウスタイトはウスタイトとマグネタイトの混品の可能性がある。

図 1、 2、 3で見ると、図 1では鍛錬鍛冶淳と見られる位置にあり、図 2では造淳成分量が約170/O

で鍛錬鍛冶淳と精錬鍛冶津の中間的な位置にある。一方、第 3図では鍛錬鍛冶淳と思われる位置にあ

る。

以上の結果を総合的に判断すると本資料は鍛錬鍛冶淳推察されるが、始発原料は不明である。

資料番号No6 鍛冶淳、着磁度 :2、 MCiな し

外観 :外観を外観写真 6に示す。長さ47.2mm、 幅42.3mm、 厚み23.4mm、 重量40.Og。 基地が黒色の鍛冶

津で、大部分は酸化土砂で覆われている。下面側の黒色の淳の一部はガラス化して光沢がある。気泡

は少なくあまり発泡していない。着磁度は 2で、メタル反応は無い。付着土砂を良く除去して試料を

採取する。

顕微鏡組織 :100倍と400倍の顕微鏡写真を津組織写真 6-1、 6-2に 示す。いずれも同質の組織で

ある。棒状のフアイヤライトが圧倒的におおく、小さな樹枝上のマグネタイトが観察される。顕微鏡

写真では明瞭ではないが丹念に観察すると小さなウルボスピネルが観察される部分もある。始発原料

が砂鉄であったことを示唆している。

化学成分 :分析結果を表 2に示した。T.Feは 54.80/Oで 、M.Feは 0.220/0と 低い。化合水は118%含まれて

おり、ゲーサイトなどの銹化鉄が存在していると考えられる。FeO、 Fe203はそれぞれ56.80/O、 14.90/O

でSi0 2は 19,3%含まれている。Ti02は 0510/Oである。造津成分 (SiOヮ +A1203+CaOttMgO+Na20+K20)
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は26.380/0で比較的多い。FeO一 Fe203~Si0 2の 3成分系に換算するとFeO、 Fe203、 Si02は それぞれ

624%、 1640/O、 21.2%と なり参考 (2)の 3成分系平衡状態図の上ではファイヤライト、ウスタイ ト

との境界に近いマグネタイトの領域にある。マグネタイトとファイヤライトが主要鉱物相として現れ

ると考えられる。

図 1、 2、 3における位置づけで見ると、図 1では精錬鍛冶津と鍛錬鍛冶津の重なった領域にあり、

図 2では造淳成分量が260/O含まれ精錬津のグループの位置づけにある。一方、第 3図では精錬鍛冶淳

と鍛錬鍛冶淳の重なった位置にある。これらの 3図の位置からは本資料は精錬鍛冶の後期から鍛錬鍛

冶の初期にかけての淳のように思われる。Ti0 2は 0.510/0と 低 く、化学成分からは始発原料を砂鉄と特

定できない。

以上総合的に判断すると本資料は精錬後期から鍛錬鍛冶の初期にかけて生成した津と推察される。

始発原料は砂鉄と思われる。

4。 まとめ

(1)遺跡の性格 :本分析調査の結果、精錬鍛冶淳と推察された資料が 3′点 (資料No 03、 No 04、 No.06)、

精錬鍛冶の後期から鍛錬鍛冶の初期にかけて生成したと推察された資料が 2点 (資料No.4、 No.6)、 鍛

錬鍛冶淳と推察された資料が 1点 (資料No.5)である。また、資料No.06お よび資料No.5はタト観、顕

微鏡組織、化学成分などから生成鍛冶工程の推察はほぼ間違いないと考えられる。したがって、本

遺跡においては精錬鍛冶と鍛錬鍛冶が行われていたのではないかと思われる。

(2)始発原料 :資料No.03、 No.06に はTi0 2がそれぞれ1.710/O、 4.250/O含まれており、資料No.6ではウ

ルボスピネルが観察されることから砂鉄が始発原料と推察される。その他の資料は不明である。

5.参考

(1)鉄淳の顕微鏡組織について

鉄津を構成する化合物結晶には、表Alの ような鉱物組織がある。酸化鉄 (Fe203、 Fe304ヽ FeO)、

二酸化ケイ素 (シ リカ :Si02)、 アルミナ (A1203)お よび二酸化チタン (Ti0 2)を 組み合せた化

合物 (固溶体)が多く、これら鉱物結晶は含有量にも依存するが、X線回折により検出され確認で

きる。鉄淳中の低融点化合物がガラス相 (非晶質)を形成することがあるがX線回折では検出され

ない。

表Al 鉄滓の顕微鏡鉱物組織とその観察状況

鉱物組織名 (和 ) 鉱物名 (英 ) 化学式 偏光顕微鏡観察状況

ヘマタイト Hernatite α―Fe20a 赤褐色～赤紫色

マグネタイト ふ近attetite Fe904 白青色、四角または多角盤状

ウスタイト ヽヽ「ustite FeO 灰白色、繭玉状または樹枝状

ファイヤライ ト Fayalite 2FeO・ Si02 薄い青灰色、短冊状の長い結晶

ウルボスピネル Ulvosっ inel 2FeO・ Ti02 白色、四角～角形板状結晶

イルメナイト 1lmenite FeO・ Ti02 白色、針状・棒状の長い結晶

シュー ドブルッカイ ト Pseudobrookite FeO・ 2Ti02 白色、針状の結晶

ハーシナイト Hercvnite FeO・ A1203 ウスタイト中に析出、ごま粒状。

アカゲナイト Akagenite β―FeOOH 組織は不明

ゲーサイト Goethite α―FeOOH 白～黄色、リング状が多い。

レピドクロサイト LeDidOCrosite ッーFeOOH
アノーサイト Anorthite CaO A1203・ Si02

石英 (シ リカ) Sttica α~Si02 白色～半透明

リューサイ ト Leucite KAlSi200
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Ⅷ 自然科学分析

(2)鉄淳の平衡状態図

FcO―Fe203~Si02系 状態図
「ドイツ鉄鋼協会 1(1981)

(by OsbOm and NIuan)iSlag Adas

Ⅳ eA・lag Stamcisett DussddOl・f.Fig■ 06.

(3)FeO n― Si0 2~Ti0 2系状態図

pressu「 e(oi n,of gas phos,
ot heu dus tempe「 tllure

蜘
‐０。
Ｓｉ０２Mass%Si02 ~…
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(4)鉄さびの経年過程

(鉄さび層内の電気化学的酸化還元サイクル)

/―FeOOH還元反応 (2 FeOOH=Fe203・ H20)

8::ア ニヽ 子,_ξttoH+2e~→ 3 Fe304+4H20 1
Fes04再酸化反応

湿潤空気 (酸素、水分)

③ 3Fe304+3/402+9/2H20→ 9(α ,7)FeOOH
水 と接触 した金属鉄は水酸化鉄 (Fe(OH)2)ま たはよリアルカリ性水溶液ではオキシ水酸化鉄FeOOH
(化学式Fe203・ H20)(α ~FeOOH、 β一Fe00H、 /― FeOOH)と して (③式 )、 沈殿する可能性
がある。鉄水酸化物の水への溶解度、空気中酸素 との反応によって、それらの安定性が異なる。安定

なゲーサイ ト (Goethite:α ―Fe00H)が遺物中に残存 し、観察されることが多 く、化合水を数°/。含
む。オキシ水酸化鉄 (/― FeOOH:レ ピドクロサイト:lepidOcrocite)が還元される (①②式)と マ

グネタイト (magnetitei Fe3 0 4)に なる。X線回折では、ゲーサイトとマグネタイトが共存して検出

(回折)さ れる。また、ゲーサイト (α ―FeOOH)は約200℃ で脱水して、ヘマタイト (hemaite:
赤鉄鉱α―Fe203)に なる。上の図・式に、鉄さびの経年過程を示す。

6.図表・写真
。調査資料 と調査項 目

表 1 調査資料と調査項目

鉛
Ｎｏ．

出土遺構・層位・

取 り上げ呑号

料
別
資
種

重量
g

着
磁
度

Ｍ
Ｃ
反
応

外
観
写
真

化
学
成
分

組
織
写
真

Ｘ
線
回
折

S19
床面 (中央 )

鉄津 3328 O ○ ○ ○ ○ O

04 Ｓ‐９
繭

鉄津 2491 ○ ○ ○ ○ ○ 〇

06
S109

鉄淳 ○ ○ ○ ○ ○ ○

4
SX03
埋土

椀型津 27.4 ○ ○ ○ ○ ○

5
SX03
埋土

鍛冶津 30,9 ○ ○ ○ ○ ○

6
SE01
埋土

鍛冶津 400 ○ ○ ○ ○
○
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化学成分分析結果

Ⅷ 自然科学分析

表 2 鉄滓の化学成分分析結果 (%)

鞘
配
T Fe �[Fe FeO Fe203 Si02 Aし03 CaO MgO K20 NttO

比率(%)

FeO Fe203

03 649 014 698 150 8,96
Ｏ
Ｏ

一
イ 046 040 008 823 177

04 480 017 ガ
生 239 5.48 074 045 刀

仕 013 680 32.0

601 つ
々

（
υ
盗
υ 186 つ

々 022 098 059 0.09 76.5 235

4 45,0 031 227 247 517 135 076 1.50 046 621 379

5 610 015 つ
々 24.5

つ
々
（
Ｖ 050 0.19 696 30.4

6 548 0.22 568 149 099 056 071 030 79.2 208

鞘
配
Ti02 h/1nO P205 Co CW C V Cu TiOノ T Fe MnO/T102

造津
成分%

171 0170 0012 ラ
！ 0017 0006 0026 0058 1189

04 074 010 0200 0009 170 009 0008 0006 0015 0.135 3212

425 0.208 0.007 105 008
つ
々 0004 0.071 0.040 1415

4 009 0375 0003 281 つ
々 0.029 0006 0.013 0153 33.94

0.35 005 0.004 146 018 ，
‘
ハ
υ

（
Ｖ 0,003 0006 0143 17.09

6 0.08 0.176 0003 1.18 008 0007 （
υ 0009 0157 26.38

CW=イ拾 水、 造津成分=Si0 2+A1203+CaO+MgOttNa20+K20
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表 3 X線回折結果

W:ウスタイト、M:マグネタイト、Fi
最強、強、中、弱、微は回折強度を示し、

フアイヤライト、U:ウ ルボスピネル、Go:ゲーサイト、Le iリ ューサイト、
微は鉱物オロが同定できる程度の回折強度であることを示す。

資料No 種別 回折強度

No 03 椀型淳 W強、F中、M弱、Le微、Go微

No 04 椀型津 F強、W中、M中、L弱司、Go微

No.06 椀型淳 W最強、U強、F中、M中、Le弱、Go微

砂鉄系製錬滓Gr

砂鉄系精錬鍛冶滓Gr.
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外観写真 1(資料h03) 外観写真 2(資料h04)

外観写真 3(資料h06) 外観写真 4(資料h4)
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外観写真 4続 き (資料配 4)

外観写真 5(資料配 5)

Ⅷ 自然科学分析

資料血 4

資料血03

ギ″ 8■■〔

外観写真 6(資料No 6)

資料h5 資料No 6
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顕微鏡組織写真 1-3(資 料配03)



x400

顕微鏡組織写真 2-1(資 料h04)

x400

顕微鏡組織写真 3-1(資 料硫06)

x400

顕微鏡組織写真 2-2(資 料恥04)

x400

顕微鏡組織写真 3-2(資 料血06)

Ⅷ 自然科学分析
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x100 x100

x400

顕微鏡組織写真 4-1(資 料血 4)

x400

顕微鏡組織写真 5-1(資 料血 5)

x400

顕微鏡組織写真 4-2(資 料恥 4)

x400

顕微鏡組織写真 5-2(資 料No 5)

x100 x100
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x400

顕微鏡組織写真 6-1(資 料h6)
x400

顕微鏡組織写真 6-2(資 料血 6)

Ⅷ 自然科学分析

x100 x100

X線回折結果

X線回折チャー ト 1(資料 NO.03) X線回折チャー ト 3(資料 No06)

静ξ専|

X繰回折チャート2(資料Nd04)
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3 瀬原Ⅱ遺跡における樹種同定

株式会社 古環境研究所

1.は じめに

木材は、セルロースを骨格とする木部細胞の集合体であり、解剖学的形質から、概ね属レベルの同

定が可能である。木材は、花粉などの微化石と比較して移動性が少ないことから、比較的近隣の森林

植生の推定が可能であり、遺跡から出上したものについては、木材の利用状況や流通を探る手がかり

となる。

2.試料

試料は、瀬原Ⅱ遺跡より出土した古代 (平安時代後期)の板材、杭、農具などの木材 17′点と、近世

の桶板材 3点の合計20点である。

3.方法

カミソリを用いて試料の新鮮な横断面 (木口と同義)、 放射断面 (柾 目と同義)、 接線断面 (板日と

同義)の基本三断面の切片を作製し、生物顕微鏡によって40～1000倍で観察した。同定は、解剖学的

形質および現生標本との対比によって行った。

4.結果

結果を表 1に示し、主要な分類群の顕微鏡写真を図版に示す。以下に同定の根拠となった特徴を記

す。

マツ属複維管束亜属 Pinus subgen.Diploxylon マツ科 図版 1,3
仮道管、放射柔細胞、波射仮道管及び垂直、水平樹脂道を取り囲むエピセリウム細胞から構成され

る針葉樹材である。

横断面 :早材から晩材への移行は急で、垂直樹脂道が見られる。

放射断面 :放射柔細胞の分野壁孔は窓状である。放射仮道管の内壁には鋸歯状肥厚が存在する。

接線断面 :放射組織は単列の同性放射組織型であるが、水平樹脂道を含むものは紡錘形を呈する。

以上の形質よリマツ属複維管束亜属に同定される。マツ属複維管束亜属にはクロマツとアカマツが

あり、どちらも北海道南部、本州、四国、九州に分布する常緑高木である。材は水湿によく耐え、広

く用いられる。

スギ Cryptomeria japonica D.Don スギ科 図版 2・ 12・ 16・ 18・ 19・ 20
仮道管、樹脂細胞および放射柔細胞から構成される針葉樹材である。

横断面 :早材から晩材への移行はやや急で、晩材部の幅が比較的広い。樹脂細胞が見られる。

放射断面 :放射柔細胞の分野壁孔は典型的なスギ型で、 1分野に2個存在するものがほとんどであ

る。

接線断面 :放射組織は単列の同性放射組織型で、10細胞高以下のものが多い。樹脂細胞が存在する。

- 286 -



Ⅷ 自然科学分析

以上の形質よリスギに同定される。スギは本州、四国、九州、屋久島に分布する。日本特産の常緑

高木で、高さ40m、 径 2mに達する。材は軽軟であるが強靭で、広 く用いられる。

アスナロ Th�opSiS dolabrata Sieb.et Zucc.ヒ ノキ科 図版14

仮道管、樹脂細胞および放射柔細胞から構成される針葉樹材である。

横断面 :早材から晩材への移行は緩やかで、晩材部の幅は狭い。樹脂細胞が存在する。

放射断面 :放射柔細胞の分野壁孔は、スギ型からややヒノキ型を示 し、 1分野に 2～ 4個存在する。

また放射柔細胞内に内容物が多い。

接線断面 :放射組織は単列で、樹脂細胞が存在する。

以上の形質よリアスナロに同定される。アスナロは常緑高木で、本州、四国、九州に分布し、関東

北部や木曽に比較的多い。日本特産の常緑高木で、通常高さ40m、 径 lmに達する。材は、耐朽性、

保存性ともに高く、建築など広 く用いられる。特殊用途として漆器木地があり、輪島塗り (石川県)

がそれである。

ク],  Castanea crenata Sieb.et Zucc. ブナ科  図版 4・ 5'7・ 9・ 10・ 11・ 17

横断面 :年輪のはじめに大型の道管が、数列配列する環孔材である。晩材部では小道管が、火炎状

に配列する。早材から晩材にかけて、道管の径は急激に減少する。

放射断面 :道管の穿孔は単穿孔である。放射組織は平伏細胞からなる。

接線断面 :放射組織は単列の同性放射組織型である。

以上の形質よリクリに同定される。クリは北海道の西南部、本州、四国、九州に分布する。落葉の

高木で、通常高さ20m、 径40cmぐ らいであるが、大きいものは高さ30m、 径 2mに達する。耐朽性が

強く、水湿によく耐え、保存性の極めて高い材で、現在では建築、家具、器具、土木、船舶、彫刻、

薪炭、椎茸ほだ木など広く用いられる。

コナラ属コナラ節 Quercus sect,Prinus ブナ科 図版 8・ 13・ 15

横断面 :年輪のはじめに大型の道管が、 1～数列配列する環孔材である。晩材部では薄壁で角張っ

た小道管が、火炎状に配列する。早材から晩材にかけて道管の径は急激に減少する。

放射断面 :道管の穿孔は単穿孔で、放射組織は平伏細胞からなる。

接線断面 :放射組織は同性放射組織型で、単列のものと大型の広放射組織からなる複合放射組織で

ある。

以上の形質よリコナラ属コナラ節に同定される。コナラ属コナラ節にはカシワ、コナラ、ナラガシ

ワ、ミズナラがあり、北海道、本州、四国、九州に分布する。落葉高木で、高さ15m、 径60cmぐ らい

に達する。材は強靭で弾力に富み、建築材などに用いられる。

モクレン属 Magn01ia モクレン科 図版 6

横断面 :小型の道管が、単独あるいは放射方向に 2～ 3個複合して多数散在する散孔材である。早

材から晩材にかけて、導管の径は緩やかに減少する。

放射断面 :道管の穿孔は単穿孔で、道管相互の壁孔は階段状である。繊維状仮道管がしばしば薄い

横隔壁で仕切られている。放射組織は上下端のみ直立細胞からなる異性である。

接線断面 :放射組織は異性放射組織型で、 1～ 3細胞幅であるが 2細胞幅のものが多い。
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以上の形質よリモクレン属に同定される。モクレン属にはホオノキ、コブシなどがあり、北海道、

本州、四回、九州に分布する。常緑または落葉の高木ないし低木である。

5.所見

同定の結果、瀬原Ⅱ遺跡の木材の内、古代の木材は、クリ7点、スギ 5点、コナラ属コナラ節 3点、

アスナロ 1点、モクレン属 1を点であった。最も多いクリは板材、農具に使用されている。重厚で保存

性が高い材である。温帯に広く分布し、暖温帯と冷温帯の中間域では、純林を形成することもあり、

二次林としての性格も持つ。つづいて多いスギは板材に使用されている。加工工作が容易な上、大き

な材がとれる良材である。温帯に広く分布温帯に広 く分布し、特に多雨地帯や積雪地帯で純林を形成

する針葉樹である。コナラ属コナラ節は抗、板材などに使用されている。強靭で弾力に富む材である。

温帯を中心に広 く分布する落葉高木で、日当たりの良い山野に生育する。ミズナラなどの冷温帯落葉

広葉樹林の主要構成要素や暖温帯性のナラガシワ、二次林要素でもあるコナラなどが含まれる。モク

レン属は板材に使用されている。切削、加工が極めて容易な材で、温帯に分布する広葉樹である。ア

スナロは自然木 ?であつた。アスナロも大きな材がとれる良材であり水湿に強い。温帯に分布する針

葉樹である。

近世の桶板材は、マツ属複維管束亜属 2点、スギ 1点であった。マツ属複維管東亜属には、土壌条

件の悪い岩山に生育し二次林を形成するアカマツと、砂地の海岸林を形成するクロマツとがある。ど

ちらも概 して強く良材で水湿に良く耐える材である。

以上、瀬原Ⅱ遺跡の木材は、いずれも温帯の中間域から上部に分布する樹種ばかりであり、本遺跡

の周囲あるいは周辺地域に分布し、近隣あるいは地域的な流通によってもたらすことのできる樹種で

ある。

参考文献

佐伯浩 。原田浩 (1985)針葉樹材の細胞 木材の構造,文永堂出版,p.20-48.
佐伯浩 。原田浩 (1985)広葉樹材の細胞 木材の構造,文永堂出版,p49-100
島地謙・伊東隆夫 (1988)日 本の遺跡出土木製品総覧,雄山閣,p296

山田昌久 (1993)日 本列島における木質遺物出土遺跡文献集成,植生史研究特別第 1号,植生史研究会,p.242
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横断面
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表 1 瀬原Ⅱ遺跡における樹種同
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定結果
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4
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9
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Ⅷ 自然科学分析

4 瀬原Ⅱ遺跡における種実同定

1.イまじめに

植物の種子や果実は比較的強靭なものが多く、堆積物中に残存する。堆積物から種実を検出しその

群集の構成や組成を調べ、過去の植生や群落の構成要素を明らかにし古環境の推定を行うことが可能

である。また出上した単体試料等を同定し、栽培植物や固有の植生環境を調べることができる。

2.試料

試料は、平安時代の住居内から出土した堆積物で、hlカ マ ドの 1点、配 2埋設土器内の 1点の計

2点である。

3.方法

試料 (堆積物)に以下の物理処理を施して、抽出および同定を行う。

1)試料500cn3に水を加え放置し、泥化を行う。

2)攪拌した後、沈んだ砂礫を除去しつつ、0.25mmの 飾で水洗選別を行う。

3)残澄を双眼実体顕微鏡下で観察し、種実の同定計数を行う。

試料を肉眼及び双眼実体顕微鏡で観察し、形態的特徴および現生標本との対比によって同定を行う。

結果は同定レベルによって科、属、種の階級で示す。

4.結果

(1)分類群

草本 1分類群が同定された。以下に形態的特徴を記載し、写真を図版に示す。

ムギ類 (オ オムギーコムギ)Hordeum vulgare LrTriicum aesivum.L 炭化果実 イネ科

炭化しているため黒色で、楕円形を呈する。腹部の端には胚が、背面には縦に一本の溝がみられる

が、炭化の度合いが著しく発泡しており、表面模様が観察できないことからムギ類とした。

(2)種実群集の特徴

1)hlカ マ ド
ムギ類 3が検出された。

2)h2埋 設土器内
ムギ類 1が検出された。

5,考察

瀬原 I遺跡より出土した炭化種実は、ムギ類に同定された。栽培植物であるムギ類は、稲作ととも

に伝わり、弥生時代以降、西日本を主に各地に遺跡から出土する。平安時代から中世にかけてムギ類

は栽培植物の中で増加傾向を示す。
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Ⅸ 瀬原 I遺跡の成果

出 土 遺 物

瀬原 I遺跡では、土器類、陶磁器類、金属製品、石器・石製品、土製品、木製品といつた多岐にわ

たる遺物が出土している。個々の詳細については第Ⅵ章第 3節で述べている通りであるが、ここでは

特徴的な遺物について時代ごとに検討を加える。

(1)縄文～弥生時代の遺物

縄文～弥生時代の遺物には土器と石器がある。土器はE区から出土した縄文土器深鉢 1点のみで、

しかも小破片であるため年代を特定することはできない。石器は石鏃・石箆・敲磨器がある。このう

ち最も出土量が多かったのは石鏃で、全ての調査区から出土している。全て遺構外からの出土である

ため年代について判明するものは少ないが、弥生時代に属するいわゆる「アメリカ式石鏃」の基部形

態を有するもの (70)が 1点出土している。遺跡範囲の東端に位置する第 2・ 3次調査区では焼土遺

構とともに天王山式 (弥生時代後期)に属する土器と石鏃が出上していることから、本資料もこの時

期に属すると考えられる。今回の調査では当該時期に属する遺構を検出していないが、石鏃が一定量

出土していることからこの時代には本遺跡の一帯は狩猟場として利用されていたものと考えられる。

しかし、弥生時代には焼土遺構や土器など縄文時代にはなかった遺構・遺物が認められるようになる

ことから、縄文時代と弥生時代では遺跡一帯の利用形態が異なっていた可能性がある。

(2)古 代 の 土 器

今回の調査で最も出土量が多いのは古代に属する土師器・須恵器であり、とくにD区旧河道からま

とまって出土している。古代・中世・近世の遺物を含む 3層 に大別した遺物出土層の各層から出上し

ているため一括性があるとは言い難いが、本遺跡内に存在した遺物が流入したものと考えられること

から、ここでは過去の調査成果をふまえてD区旧河道出土土器ついて検討を加えることにしたい。

D区旧河道からは土師器杯・高台付必・甕、須恵器琢 。大奏が出上しており、出土点数では土師器

郭・高台付杯の破片が総点数の大半を占めている。年代を考えるうえではこれらが指標となることか

ら、今回はこの二器種を中心に検討を加えていく。

まず土師器イについて分類別の出土量をみると、内面黒色処理のⅡb類 (32～ 34・ 53'77)が最も

多 く、続いて非黒色処理の Ib� 類 (54・ 76・ 79)、 Ia類 (35'78)と なっている。全形がわかる資

料が少ないが、Ⅱb類は口径15cm前後、底径6 9cm前後、器高 4 cm以上のものが主体となる。 I類は

底部破片が主体で、口径が復原できるものはほとんどない。底径の平均値は5,8cmで、Ⅱb類 より小型

である。なお、器高が 2 cm以上あるため今回は必としているが、皿に近い形態のもの (34=Ⅱ bi類 )

もごく少量確認できる。

高台付杯には非黒色処理で高い高台を有する Ia類 (55・ 56)と 内面黒色処理で低い高台を有する

工b類 (19'36)がある。高台形状が推定できるものをみるかぎり、 Ia類 の高台は「ハ」の字状に

大きく外方に開く形態、工b類の高台は高さ 5 mm程度の低い高台 (以下、「偽高台風」とする)の形

態である。

続いて過去の調査で出上した土器についても記しておきたい。本遺跡では平成 6・ 7年度に実施し
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1 出土遺物

た第 2・ 3次調査で古代の上器が出上している。報告書では写真掲載のみの資料が多いため、実見の

結果をふまえた土器の特徴を以下に記す (註 1)。

第 2次調査ではⅣD-1'VE-1号 住居跡、 1・ 2号溝状遺構から出上している。ⅣD-1号 住
居跡は口縁部が外反する土師器杯Ⅱb類 (口径 14.3cm、 底径6 0cm)と 高台付杯 Ib類で構成される。

VE-1号 住居跡は土師器郭 。高台付郭・甕で構成される。土師器郭は I・ I類があり、いずれも ii

類が多い。また、器高が低く皿形態に近い Ib五 類が目立つ。高台付杯は偽高台風のIb類である。

甕は全て非ロクロ成形で、屈曲の弱い単純口縁である。 1号溝状遺構は土師器郭・高台付杯・奏、須

恵器大甕で構成される。土師器杯は I類の小破片のみであり、器形が推定できるものはない。高台付

杯には高さは l cm以下だがやや大型の高台を有するⅡb類がある。 2号溝状遺構は土師器杯・高台付

杯・小皿・甕、須恵器郭 。大奏で構成され、土師器小皿と須恵器大奏が主体となる。土師器小皿は口

径10cm前後、器高2 0cm前後のものである。高台付杯は I・ Ⅱ類ともにb類がみられる。

第 3次調査ではID-1号 住居跡、ⅣA-1号 竪穴状遺構、ⅣA-2焼 土遺構から出土している。
ⅡD-1号 住居跡は土師器郭 Ib類と非ロクロ成形の土師器奏で構成される。ⅣA-1竪 穴状遺構は

土師器小皿と須恵器大奏で構成される。土師器小皿は 2号溝状遺構と同じ形態のものが出土している。

この他、第 2・ 3次調査では遺構外でも一定量の上器が出上している。第 2次調査では土師器高台付

杯工b類の出土量が最も多い。高台形状が偽高台風のものもあるが、多くは 1号溝状遺構と同形態の

ものである。第 3次調査では小皿の出土が目立つ。

以上が本遺跡で出上した古代の土器の特徴である。出土遺構ごとに差異はあるが、土師器杯は I・

I類 とも底部側縁が屈曲する�類、高台付杯は Ia・ Ib類、小皿、須恵器大甕が主要な器種であっ

たと考えられる。とくに一括性に難を残すD区旧河道においてもほとんど限られた形態の器種しか出

土しないということは、古代における本遺跡の利用期間が極めて限定されていたことを示 していると

いえよう。

最後に本遺跡出上の上器の年代的位置付けについて考えてみたい。D区旧河道と同様の特徴を有す

る土器は、岩手県内では平泉町本町Ⅱ遺跡や同里遺跡、奥州市胆沢城跡から少量出土 している。また、

宮城県域に目を向けると多賀城跡第61次調査をはじめ多賀城跡周辺の遺跡からまとまって出土してい

る。多賀城跡第61次調査では第 7層から土師器杯 Ib� 類、高台付郭 Ia・ Ⅱb類、小皿が主体的に

出上している。このような土器群は灰白色火山灰 (To― aテ フラ)の堆積状況や施釉陶器との供伴関

係から10世紀中葉～後葉という年代が与えられており (井上 1996、 村田晃1995)、 これらと類似した特

徴を有する本遺跡出上の土器もこの年代に相当すると考えられる。ただし、D区旧河道については10

世紀中葉にはみられない偽高台風の高台付杯 b類がある一方、10世紀後葉の後半段階で主体となる小

皿がほとんどなく、加えて口径15cm前後の杯が一定量出上していることから、10世紀後葉でも古い段

階 (10世紀第 3四半期か)に属するものと考えられる。

第 2・ 3次調査で検出された遺構については、 2号溝状遺構を除く各遺構の上師器杯の法量、 I・

Ⅱ類の比率において大幅な相違点は認められないことから、D区旧河道と同じく10世紀後葉の古い段

階に属する土器群と考えられる。なお、小皿が主体となる 2号溝状遺構は他の遺構より新しいと考え

られ、10世紀後葉の新しい段階に属する可能性がある。これらを総合すると、本遺跡の古代に属する

遺構は10世紀後葉の古い段階に属するものがほとんどで、一部それより新しいものがあったと考えら

ヤtる 。
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(3)中 世 の土器 ・陶磁 器

中世の上器にはかわらけと須恵器、陶磁器には輸入陶磁器と国産陶器がある。

かわらけは、B tt S D20か ら手づくねかわらけが 2点 (9・ 10)、 C ttS K01か らロクロ成形の小皿

3点 (13～ 15)が出上している。かわらけは本遺跡の所在する平泉町内の遺跡で出土例が豊富である

ことから、それらと比較して年代を考えたい。まずロクロ成形の小皿であるが、体部はタト傾しながら

立ち上がり、口縁部はナデ調整によって九みを帯びる。平均法量は器高1 9cm、 口径8.lcm、 底径4.4cm

(口径/底径比 =約 1:2)で、底部と口縁部の厚さが極端に異なるものはない。このような特徴を
もった小皿は中尊寺金剛院下層から出土しており、12世紀前葉と考えられている (及川・杉沢2003)。

また、土師器として報告した杯 (12)についても同一の遺構から出上したこと、中尊寺金剛院下層か

ら同形態の郭 (報文中では椀)が出土していることから、小皿と同じく12世紀前葉に属すると考えら

れる。手づくねかわらけは、平泉では12世紀中葉 (1150年前後)に出現し、13世紀前半には消滅する

ということである。 9。 10は破片資料のため詳細な特定は困難であるが、日縁部にいわゆる二段ナデ

と考えられる痕跡が認められることから12世紀代のものと考えておきたい。

輸入陶磁器には白磁壼・白磁碗・青白磁合子蓋がある。白磁重は同一個体と考えられる破片 3点で

ある (42～44)。 体部外面に櫛目文が施され、白化粧上の上に刷毛塗りで施釉することから、大学府分

類Ⅱ系に属する四耳壼と考えられる。白磁碗 (21・ 81)は内面とタト面上半に白化粧上の上から刷毛塗

りで施釉するもので、大宰府分類Ⅱ類に属する。青磁・染付を含めた輸入陶磁器は平泉町域では柳之

御所遺跡や志羅山遺跡など平泉遺跡群の中心的遺跡から多く出土している。出土量は白磁が圧倒的に

多く、とくに四耳重が多い。青白磁は輸入陶磁器のなかでは出土′点数は少ないが、器種には碗・皿・

合子・梅瓶があり、なかでも合子蓋の出土点数は比較的多い。青白磁合子蓋は単独での年代決定は困

難であるが、他遺跡の事例と同じく12世紀代に属するものと考えられる。

国産陶器には渥美産と盗器系の陶器甕、陶器碗がある。渥美産陶器甕 (22)は体部破片で、産地の

点から12世紀代のものと考えられる。盗器系陶器甕 (45)イよ渥美産陶器甕より胎土が粗く、黒色粒子

が多量に混入する。本遺跡出土資料のように外面に条痕文のような叩きが施される甕は、福島県飯坂

窯跡 (12世紀後葉から操業開始か)から出上している (菅野2003)。 飯坂窯跡は未報告で不明な点が多

いことから胎土などの比較が困難であるが、仮に飯坂窯または同一技法をもつ窯跡で生産されたもの

とすると、本資料は少なくとも12世紀後葉以降に製作されたものと考えられる。

陶器碗 (20)は、胎上の特徴から東海地方産、口縁部形態から灰釉陶器末期～山茶碗初期 (百代寺

窯式併行、11世紀末か)に属する玉縁口縁碗と考えられる (註 2)。 厳密には古代末期に位置付けられ

るものであり、平泉町域はおろか岩手県内を見渡しても類例は皆無である。

以上を総合すると、本遺跡から出上した中世の遺物はほとんどが12世紀代に属するものである。と

くに注目すべきは①「平泉セット」 (八重樫2001)を構成する手づくねかわらけ。白磁四耳壺・涯美産

陶器が出土している、②「平泉セット」に先行する12世紀前葉のかわらけが遺構内から出土している、

という2点である。供伴関係については不明であるが、上記の特徴を有する遺物が出土したというこ

とは、本遺跡が中心地域から離れているものの12世紀には平泉遺跡群の一端に位置していたことを示

しているといえる。
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2遺 構 の 検 討

今回の調査で検出された遺構には土坑・堀・溝・方形周溝などがある。遺存状況が悪かつたため性

格・年代が判明するものは少ないが、検討すべき性格を有するものがいくつか検出されている。そこ

で以下では、今回の調査で検出された遺構のうち特徴的なものについて検討を加える。

(1)かわらけが置かれた土坑 (C ttS K01)

今回の調査では12基の上坑が検出されているが、年代や性格について不明なものが多い。しかし、

ロクロかわらけが意図的に置かれた状態で出土したC ttS K01は 、いわゆる「埋納 (祭祀)遺構」(久

世1998)と 考えられる土坑である。

C ttS K01は 南北方向に長軸をとる長楕円形プランの土坑で、平面規模は4.28× 1.1～ 13mである。

上面は削平されているため本来の深さは不明である。出土遺物には土師器杯 (椀)と ロクロかわらけ

の小皿、棒状鉄製品があり、このうち月ヽ皿は底面直上から正位に3点を重ねた状態で出土している。

遺構内には炭化物や焼土を多く含む層があり、土壌洗浄を行ったところ炭化物や焼土とともに焼粘土

塊と思われるブロックが出土している。ただし、これらの層に含まれている焼土はブロック状であり、

炭化物も微細片であることから現地性ではないと考えられる。なお、本遺構の年代は出上したロクロ

かわらけの型式から12世紀前葉と考えられる。

このように遺構内に意図的に器物を設置する埋納 (祭祀)遺構は、全国各地で検出されている。1998

年までに130例以上の埋納 (祭祀)遺構が検出されている京都市域の事例を参考にすると (久世1998)、

円形の土坑に器物を埋納するという形態が最も多い①しかし、厳密な規格性は無いようであり形状
。

規模とも多様である。埋納される器物には土器・仏具・銭貨などがあり、とくに土師器皿は重ねて埋

納される事例が多い。年代は長岡京期から室町時代までの長期間にわたるが、とくに平安時代中期

(10世紀代)に多い。岩手県内では柳之御所跡や宿遺跡など平泉町域で類例がみられる。宿遺跡では

かわらけを単体あるいは合口にして設置した柱穴状の上坑が10基検出されている。このうち3基は掘

立柱建物に伴うことから建物に対する地鎮め、建物に伴わない 7基は土地開発に係る地鎮め遺構と考

えられている (本澤1994)。 柳之御所跡では第27次調査で 1基検出されており、これも掘立柱建物の傍

に位置することから建物に対する地鎮め遺構と考えられている。両者とも出土したかわらけの年代か

ら12世紀中葉～後葉と考えられている。両遺跡で出土した埋納 (祭祀)遺構はC ttS K01と は形状・

年代とも相違点は多々あるが、機能を考慮した場合に参考とすべき点が多い遺構と考えられる。なお、

京都市域の事例については、他遺構との位置関係から土地・家屋・出産に関するものと推定されてい

る。本遺構の性格を他の遺構との関連から想定してみると、本遺構には隣接して道路のように平場が

直線的に延びる遺構 (C ttS X01・ 02)があり、仮に同時期に通路的な役割を果たした遺構であると

すればC ttS K01は それに関連する祭祀 (地鎮)のための遺構であつた可能性がある。

一方で、形状と焼土堆積層の存在から墓としての機能も考えられる。中世墓資料集成研究会によっ

て行われた集成を参考にすると、楕円形プランの墓坑は青森・秋田県域で多く、土器を埋置する土坑

も規模の大小やプランに拘らなければ東北地方の各地で発見されている (中世墓資料集成研究会

2004)。 出土遺物は古代に属するものには土器や鉄製品、中世以降に属するものには銭貨が埋納されて

いる。人骨や焼上が認められないものは土坑墓、焼骨・焼上があるものは火葬墓もしくは火葬の為の

施設と推定されている。人骨 (焼骨)が検出されていない点が根拠として弱いが、C ttS K01は 全長
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4.28mと成人の伸展葬にも十分すぎるほどの規模をもち、加えてかわらけが副葬品であったとすれば

墓の可能性も考慮すべきであろう。

以上、 C ttS K01に ついて推定される 2つの性格についてみてきた。本遺構がいずれの性格を有す

るのか決定的な根拠に欠けるため即断はできないが、これについてはさらなる集成を行った後に再検

討していきたい。

(2)堀 跡

堀跡はBoC区 で検出している。北東一南西方向に走る「箱堀」で、走行方向はB ttS D01が N―

33° 一E、 C ttS D01がN-6° 一Eである。平面形・断面形ともほぼ同じであり、 B ttS D01は 約

80m、 C ttS D01は 約20m検出されているが、いずれも調査区外へ延びるため全長はさらに長くなる

と考えられる (註 3)。 両者とも大幅に削平されているが、調査区内の削平の程度を勘柔すると本来は

上面幅 5m、 深さlm以上はあったものと推定される。堆積土はほとんどが水成堆積による粘土層で

あり、比較的長期間滞水していたと考えられる。

出土遺物が無いため構築年代は不明であるが、仮に同時に存在していたものとすると本遺跡を含む

一帯に存在した城館・居館に関連する施設の可能性がある。残念ながら調査区内では城館や居館の存

在を示す遺構は皆無であり、本遺跡の西側に位置する陣場山にある枡形森遺跡・陣場山遺跡
。鉄砲場

遺跡の 3遺跡でも近年の造成の影響もあって城館に関する遺構・遺物はみつかっていない (衣川村教

委1988)。 加えて江戸時代の絵図にも陣場山に城館が存在したという記録がないことから、本遺跡周辺

に城館が存在したということを積極的に示す証拠はほとんどない。しかし、これほどの規模の堀跡は

単なる集落域の区画のためものとは考え難いことから、かつては陣場山に城館があり、今回検出され

た堀跡はその末端を区画するためのものであった可能性は考慮しておきたい。

(3)方 形 周 溝

方形周溝 (註 4)は、B区で 2基検出した。北東―南西方向に約30mの 間隔で分布 している。周溝

のみ残存しており、平面形はいずれもほぼ正方形である。BttS Z01は 周溝が全周するタイプ、B区

S Z02は部分的に周溝が途切れるタイプである。周溝内に内狽1の区画部分から流入した層が認められ

ることから本来は墳丘が存在していたものと考えられるが、水田造成時に地山面まで大幅に削平され

ているため墳丘の高さや構築方法については不明である。また、他遺構との重複関係及び遺物の出土

が無かったため、構築年代についても不明である。

方形周溝は、管見によると沿岸北部を除いて24遺跡で検出されている (第 64表上)。 とくに県北部の

馬淵川流域、県中 。南部の北上川流域の遺跡で検出例が多い。河川流域の低地帯に位置するものと丘

陵に位置するものがある。一遺跡あたりの検出数では北上市岩崎台地遺跡が28基 と群を抜いているが、

ほとんどは 1～ 3基である。平面形はほぼ正方形で、周溝が全周するタイプと部分的に途切れるタイ

プがある。墳丘や関連施設が残存するものはほぼ皆無であり、周溝の規模から推定される墳丘規模は

一辺 4～13mである。なお、複数検出された遺跡では 2基以上が周溝を共有しながら構築されている

ものがみられる。周溝内堆積上の状況から掘削時期の時間差は少ないと判断されており、これらは意

図的に周溝を共有して構築されていたものと考えられる。

遺物は、奥州市杉の堂遺跡例のようにかわらけや常滑産陶器がまとまって出土した事例もあるが、

土師器・須恵器が少量、あるいは全く出土しないものがほとんどである。性格については常滑産陶器

が出上した杉の堂遺跡例が経塚と考えられているものの、それ以外については削平が著しいことと出
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土遺物が乏しいことから判然としない。なお、年代については二戸市長瀬D遺跡例が奈良時代以前、

杉の堂遺跡・一関市河崎の柵擬定地例が中世に属すると考えられるが、大半は出土遺物・To― aテ フ

ラの堆積状況 。他遺構との重複関係から平安時代のものと推定されている。

ここで塚状遺構についても簡単に触れておきたい。岩手県内では古代末～近世までの塚状遺構が

100カ 所以上確認されており (三崎1970)、 このうち正式な報告が行われている遺跡は管見によると10

遺跡ある (第 64表下)。 主に丘陵部に立地しており、墳丘の現存高は2m以下、周溝を有するものがほ

とんどである。方形周溝同様、単独のものと周溝を共有するものがある。遺物は陶磁器や後貨が少量

出土しており、常滑産三筋壷や白磁四耳董などが出上したものは12世紀の経塚、古瀬戸や永楽通宝が

出上したものは15～ 16世紀に属する墳墓と考えられている。

以上が岩手県内における方形周溝と塚状遺構の特徴である。年代的には方形周溝のほうが先行する

ようであるが、方形周溝のなかには塚状遺構と同時期・同様の性格を有するもの (杉の堂遺跡・川前

遺跡例など)も 存在する。また、規模や形状・分布形態はほぼ同じであることから、立地条件による

削平の程度で見た目は異なるが、本質的には両者とも経塚あるいは墳墓であったものと考えられる。

本遺跡出土事例については、県内の事例と比較しても特筆すべき相違点は認められないことから同

様の性格をもつものと考えられる。なお、遺跡内からは平安時代の上師器・須恵器、12世紀の白磁四

耳壼は出土しているが、15～ 16世紀の遺物は全く出土していない。あくまで周辺の状況からの推定で

はあるが、これらのうちに方形周溝に関連するものが含まれているのであれば、本遺跡の方形周溝は

平安～中世に属する経塚あるいは墳墓として機能していたと考えられる。

註

1 これらの資料を実見したところ、写真掲載資料の中にも器形が判明するものが多数含まれていることがわかった。
したがって写真掲載資料については筆者の実見結果に基づいて分類を行っていることを断っておきたい。

2 愛知県陶磁資料館井上喜久男氏の教示によると、年代的には百代寺窯式に属するが日縁部形態を見る限りでは百

代寺窯式の典型的な資料ではないとのことである。

3 今回はB tt S D01、 C ttS D01の 2条を堀跡として登録 している。なお、溝跡とした B ttS D03は 位置と走行方

向からC tt S D01と 一連となる可能性があり、仮に両者が同一遺構であるとすると全長は60m以上となる。

4 周溝のみ残存する事例がほとんどであり、その名称 も「方形周溝」。「方形溝状遺構」。「方形溝」など様々であつ

た。しかし、本来的には中央に墳丘をもつ塚状の遺構であることから、周溝が主体であると思わせる表現の名称は

適当ではないと思われる。したがつて本来ならば墳丘部が主体となる名称を付すべ きと考えられるが、今回は遺構

の形態と性格を示す情報が極端に少ないため慣例的に使用されている「方形周溝」を使用する。
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第64表 岩手県内方形周溝・塚状遺構検出遺跡一覧

方形周溝

遺跡名 所在地 報告時の名称 検出数 主な出土遣物 年代 備考 文献

1 駒焼場 二戸市金田一 方形周溝跡 3 土師器 平安時代後半
2基連結、埋上にTo‐ a、 平安
の竪穴を切る

l

2 長瀬C 二戸市米沢 周溝llL 1 な し ρ 2

3 長瀬D 二戸市米沢 方形溝 1 な し 奈良時代以前 8世紀後半の竪穴に切られる 2

4 火行塚 二戸市石切所 周溝 l 土師器 平安時代
埋土にTo‐ a、 平安の竪穴を切
る。 L字状の溝であり、方形
周溝ではない可能性がある

3

6 大測 二戸市石切所 方形溝 l 土師器 平安時代 埋土下位にTo a 3

5 上里 二戸市石切所 周溝遺構 5 な し 平安時代 4

7 飛鳥台地 I
二戸市
浄法寺町

周溝 3 土師器 平安時代
2基連結、埋上に白頭山火山
灰・To―a

5

繁 Ⅲ 盛岡市繋 方形周溝遺構 1 な し 中世以前 中世の住居跡に切られる 6

飯岡沢田
盛岡市
飯岡新日

方形周溝 4
かわ らけ ?・ 鉄
鏃・土師器

平安～中世 ?
年代決定資料の出土層位に疑
聞

7

湯沢B 盛岡市湯沢 方形周溝 1 な し 平安時代 ? 円形周溝より古い ? 8

11 上平沢新田
紫波町
上平沢新田

隅九方形周溝 4 な し 平安時代以降
4基連結、9後～10Cの 上坑を
切る

9

宮手 紫波町宮手 方形周溝 1 な し 平安時代以降 10C初 の竪穴を切る 9

古屋敷 紫波町高水寺 方形周溝跡 1 土師器・須恵器片 ?

大西 花巻市石鳥谷 方形周溝 5 土師器 平安～中世 5基連結

寒風 遠野市綾織町 馬蹄形周溝 1 土師器 平安時代

岩崎台地 北上市和賀町 方形周溝跡 土師器 平安時代

杉の堂 奥州市水沢区 方形周溝 3
かわらけ・常滑産
陶器・刀子

平安～中世 2基連結

南谷中 奥州市水沢区 方形溝 須恵器 平安時代以降
7基 と5基が連結、うち 1基
が平安の竪穴を切る

宮 地 奥州市江刺区 方形溝状遺構 2
土師器・須恵器・
鉾 釘

平安時代 2基連結

単削 奥州市前沢区 方形周溝 3 土師器 平安～中世 2基連結

瀬原 I 平泉町平泉 方形周溝 2 土器片 ? 本書

河崎の柵擬定
地

一関市川崎 方形周溝 2 土師器・かわらけ 平安～中世

長根 I 宮古市千徳 方形周溝 2
土師器・須恵器・

刀子・鉄鎌
平安時代 1基は古墳の周溝を切る

打 越
陸前高田市
矢作町

方形周溝 l な し ?

塚状遺構

遺跡名 所在地 性格 周溝 検出数 主な出土遺物 年代 備考 文献

1 安庭古墳 雫石町西安庭 墳墓 有 1
古瀬戸平碗・折縁深
皿

16世紀
墳丘内に礫敷の上坑 1
基

2 墳館 紫波町片寄 墳墓 有 北宋銭・明銭 15世紀以降 火葬骨埋葬 9

大瀬川B 花巻市石鳥谷町 墳墓 ? 有 常滑産三筋壷 12世紀後半

4 五輪壇 北上市二子町 墳墓 有 l 永楽通宝・寛永通宝 中世後半 火葬人骨出土

立花十三菩提塚 北上市黒沢尻町 墳墓 ? 征
〔

永楽通宝 ? 列外塚は火葬墳墓

新平 北上市江釣子 有 6? な し , 周辺から白磁四耳壼・常
滑産陶器出土

7 岩崎台地 北上市和賀町 物ミ? 征 5 陶器
p 円形か

南部工業団地内 北上市相去町 有 6 渥美産陶器 12世紀代
6基連結、うち5基は中
央部盗掘

9 本郷 北上市和賀町 経塚 ? 有 白磁四耳壷 12世紀代
1基は造り替え、近世火
葬骨 寛永通宝出土

三ヶ尻十三本塚 金ヶ崎町三ヶ尻 供養塚 ? 征
ヽ

永楽通宝 15世紀以降 1基のみ トレンチ調査

※年代は報告書記載のもの
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X 瀬原Ⅱ遺跡の成果

検 出 遺 構

(1)竪 穴 住 居 跡

11棟検出したが、残存状況は悪く大半が床面付近においての検出であつたため、形状・規模共に不

明な点が多い。竪穴住居が形成されている箇所は、場所により標高差は認められるものの、概ね段丘

の縁辺部付近、段丘崖から一定の距離を保ちながら存在している。

平面形は概ね方形、規模は3～ 5mで、ほぼ同規模である。カマドを伴う住居はS102・ 03・ 05の

みで、確認できないものが多い。土坑など付属施設を確認できた住居は 5棟あり、それらは貯蔵穴と

考えられ、多くの遺物が出上している。軸線方向は、S105・ 06が北東方向である以外は、概ね北か

ら北西方向である。

特筆すべきは、S108の床面から土器埋設遺構 3基が検出されたことであり、このような遺構は他

の住居では認められていない。これらは床面中央より東側にややずれた位置に埋設されている。埋設

されていた土器は、 2基は土師器甕が 1個体ずつ、 1基は灰釉陶器壺と土師器甕の2個体である。後

述するが本住居は地鎮に伴う祭祀行為により形成されたものと考えられる。

(2)掘 立柱建物跡

柱穴は1389個検出した。それらの中から建物跡を57棟抽出し、平面形態から6分類 している。平安

時代は10棟、中世は10棟、近世は28棟、時期不明は 9棟あり、それぞれの時期ごとに各分類の様相を

まとめていく。

平安時代は最も抽出が困難で不明な点が多い。確認できた中では I・ Ⅱ類が主体である。 I類は 3

×2・ 3× 3・ 4× 2間がある。軸線方向は東西が主体である。

中世は、近世の可能性も考えられたが平面形状や遺構配置などが異なる様相を呈していることから

当該期として扱つている。Ⅳ・Ⅵ類が主体で、前者が 8棟、後者が 2棟ある。Ⅵ類は 4× 3'7× 2

間がある。軸線方向は東西が主体である。

近世はⅢ・Ⅳ・V・ Ⅵ類が認められ、Ⅳ・V類が多くを占める。V類は 3Xl間 が多数存在し、 7

×1間 もある。軸線方向は東西が主体である。特に、梁間 1間のⅣ類もしくはV類が多い。

時期不明はⅣ 'V・ Ⅵ類が認められ、Ⅳ類が主体である。梁間 1間の建物が多い。軸線方向は東西

が主体である。

これらの建物は調査区の中で大きく9箇所に集中して建てられ、第81図 に示したようなエリアごと

でみた結果、平安時代は 1'6、 中世は 7・ 9、 近世は 2・ 5、 時期不明は4にある。また時期ごと

で占地する箇所に僅かに偏 りが認められた。軸線方向は中世以降は東西方向が主体である。このよう

に抽出してみたものの、時期不明が多いことから本来の様相とは大きくかけ離れているものと思われ

る。竪穴住居などの他遺構に比べ、時期決定そのものに不確定要素が存在 していることから、多くの

課題を残している。
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1 検出遺構

(3)井 戸 跡

4基検出しており、古代 (S E01～03)が 3基、中世～近世 (S E04)が 1基である。前者は素掘

り、後者は石組の構造を有している。

S E01と 02は平面形と規模共に類似 しており、周辺にはS101・ S B01・ 02な ども当該期の遺構が

存在している。 S E03は上述したものと比べると一回り小さく、深さもlm前後と浅い。本遺構の周

辺には当該期の遺構は存在していないが、約20～ 30m離れて S108～ 10な どがある。井戸の深さが異

なる理由としては、前者が約 2mを掘らなければ達しない湧水する砂層に、後者は lmで達している

ことから、深さは立地に関係しているものと思われる。出土遺物は、前者は中端から底面で木製品、

それより上位で土器や鉄製品があり、共通した様相を示している。後者は堆積土上位に須恵器と礫が

廃棄されていた。本遺構から出上した須恵器の中にS108～ 10か ら出上している須恵器と接合する破

片があることが確認できている。

S E04は 、規模は上述したものより大きく、直径20～40cmの安山岩を主体とした礫により円形に組

れ、 5段に積み上げられていた。それより下位は掘 り下げられなかったことから深さは不明である。

堆積土中には礫が大量に廃棄され、その中から平安時代の上師器・須恵器、灰釉陶器、中世の国産陶

器が出土している。所属時期は中世から近世と考えられる。平泉町内の井戸跡について入重樫が集成

したものを参考にすると、石組の井戸を近世の所産としている (八重樫1998)。 この論考から判断すれ

ば近世とするのが妥当である。しかし、建物の配置から検討していくと、隣接する中世と想定される

S B43'44と 近世期の S B20,21の どちらの建物に付随するものかは判断できないことから、このよ

うな時期幅をもった所属時期としている。

なお、S E01・ 021こついて年代測定を行い、遺構の下限年代 も合わせて確定できている。

(4)円 形 周 溝

3基検出しており、全て主体部は削平され周溝のみの確認である。平面形は概ね「 C」 字状で確認

され、規模は 7～ 9mである。 S Z03は 段丘崖が崩落しているため大半を失っている。検出した範囲
は、調査区の北側 RVグリッド付近で 2基、WXグ リッドで 1基 と2箇所に分かれている。前者は調
査区の中ではやや標高の高い場所にあるが、後者は標高の低い段丘の先端部にある。このように遺構

の立地場所が大きく異なる。

S Z01に 関しては周溝の埋没過程において炭化粒の広がりが認められたことから、何らかの作業が

行われたものと想定される。この炭化粒の年代測定を行い、較正年代でA D 1030～ 1160年 との結果が

得らている。

本遺構の所属時期は、平安時代と考えられるものの詳細な時期を把握できていない。ただし、上述

した年代測定の結果が示す下限年代と10世紀中葉に属する可能性がある掘立柱建物跡に切られている

ことと、周辺に存在する遺構は10世紀前葉が一番古いことなどを勘案すると、10世紀前葉もしくはそ

れ以前の可能性がある。

(5)土 坑

23基検出しており、平安時代が 9基、近世が13基、時期不明が 1基である。

平安時代の上坑は堆積土及び出土遺物から判断しているが、その大半は用途不明である。それらの

の中の S K08と 22で確認できたことのみまとめておく。 S K08は礫と共に土師器が廃棄され、それら
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X 瀬原H遺跡の成果

とS103床面から出土 したものが接合 している。 S K22で は堆積土の上層において二次堆積の可能性

がある十和田aテフラが認められた。

近世の上坑の中には桶が埋設されたものが 3基あり、これらはトイレ状遺構と考えられる。特にU

Ⅷグリッド内で検出した土坑 5基は、桶の有無に係わらず平面形状・規模共に類似していることから、

桶の無いものもトイレ状遺構の可能性がある。また、水溜などの要素として利用された方形の木枠を

有するS K19、 同一形状のS K18な ども近接して存在している。これら遺構は近接するS B20・ 21な

どに伴うものと″思われる。

(6)1寺 跡

60条検出しており、平安時代は16条、中世は 1条、近世は43条ある。

平安時代は、lllね Q・ RVグ リッド周辺、S～ VⅧ・Ⅸグリッドの 2箇所で検出している。検出し

たS D13～ 18・ 21～ 23は、S101も しくはS B01・ 02を囲むように形成されている。また、S D29は

S103・ 05よ り古く、段丘を東西に区画するように配されている。

中世はS D52の みである。「コ」字状に配され、S B46～ 50を囲んでいる。後述する溝と軸線方向が

近似しているが、規模が一回り小さいことと西側に本遺構に対応できる溝が存在していないことから

区別している。

近世は、建物の周辺の区画溝、現況から水田に伴う排水溝と考えられる。前者はRⅥ～Ⅷグソリド

付近、後者はWⅧ・Ⅸグリッド付近で検出されている。S D31は 南北を分断するように配置され、S

B20。 21な どの建物とそれ以外のトイレ状遺構などを区分していたものと思われる。

出 土 遺 物

)土 師 器

土師器は破片数で16,988点 出上しており、主に

竪穴住居からである。ここでは住居から出土した

遺物のみを器種ごとにまとめ、各分類中での傾向

を抽出したい。細分した各類の出土量は第65表に

郭
１
■

９

留

　

ｒ

＼

堤課I奈ftti鼈丞6完形は少な気 破損し底部

片が多く出土している。これらは大きくI～Ⅲ類

に大別し、それらを回縁部への立ち上がりから a・

b類に分け、さらにb類のみ細分している。以下

には各類ごとに記載しておく。

Ia類は24点ある。法量は、口径112～ 15.7cm、 器

局3.1～ 4.7cm、 底径53～ 7.Ocmで ある。器高は、 4

cm前後、3.5cm以下にまとまる。底部から口縁部

へは直線的に立ち上がり、底部内面は平坦面が少

なく皿状に凹んでいる。他の土師器杯に比べると

内面の形状は平坦面が少ない点から器形が他とは

大きく異なる。器高を基にそれぞれのまとまりを

86 85

小 皿

(S‐ 1/3)

第156図 土師器lTk l a類・小皿変遷図
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2 出土遺物

比較すると、器高が低 くなれば口径は小さく底径が大きくなり、器高が高くなれば逆の傾向が窺える。

また口径/底径比から見ても当然前者は後者より少ない数値を示している。このことから器高の高低
に口径と底径は連動しており相関関係にあると言える。

器形から見ていくと、後述するが全般的に杯は小型化傾向にあることから、 Ia類 も同様に変化し
ていくものと思われる。さらに小型化した器形が小皿と類似していることから、第156図 に示したよう

な推移が想定される。

Ibi類は 5点ある。法量は、口径114～ 15,9cm、 器高2.9～ 5,4cm、 底径4.1～ 6 0cmで ある。器高は、
3.Ocm前後、 5 cm以上に分かれて分布している。後者は 9世紀後半から10世紀にかけて認められる器

形である。前者は口径が12cm前後にまとまるのに対し、後者は15cm以上になる。このことから器高に

より口径の規模が制限され、器高と口径は相関関係にあると考えられる。

Ib五 類は22点ある。土師器杯の中で最も多くの割合を占める器形である。法量は、口径10.8～ 14.8

cm、 器高2.3～ 4.8cm、 底径4.1～ 6.lcmである。器高は3.3cm以下、3.4～ 4 4cm、 4.5cm以上にそれぞれまと

まる。4 5cm以上は口径が他のものより大きく14cm以上になる。それ以外のまとまりは、似たような

様相にあり差異は認められない。

Ib�類は 6点ある。法量は、口径122～ 14.lcm、 器高3.1～ 5.Ocm、 底径5,0～ 6 0cmである。 Ib五 類
と同様の様相にある。 Ib五 類で述べたように4.5cm以上の器高と口径による傾向が窺える以外は、差

異は認められない。

本遺跡からは底部片が多く認められる。これらの多くは Ib� ないし�類に含まれる。出土傾向か

らこれらの多くは、 Ib� 類であったものと思われる。
Ia類は 2点ある。底径4.8～ 5,7cmである。完形はなく底部の立ち上がりから判断して本類に含め
ている。点数が少ないことから不明な点が多い。

Ⅱbi類は4点ある。法量は、回径121～ 14.4cm、 器高39～ 5,Ocm、 底径52～ 6 5cmで ある。器高は、
4 cmと 5 cm前後に分布する。前者は口径と底径が後者より大きくなるというような傾向がある。

Ib� 類は 3点ある。法量は、口径13.7～ 15 8cm、 器高4.6～ 5 8cm、 底径4.9～ 6.3cmである。 I類と異
なり本類が占める割合は低く、器高は5 cm前後が主体となる。他類と異なり小さな器高を有する杯は

存在していない。

工b�類は11点ある。法量は、口径14.2～ 18.2cm、 器高4.0～ 5.lcm、 底径4.9～ 6.4cmである。器高は、

4 cmと 5 cm前後に分布し、工bi類 と同様の分布を示している。ただし同類で見られたような器高と
口径の関係は見出せない。

Ⅲ類は 3点ある。完形はなく、すべて回縁部のみの出土である。残存している口縁部の形態から高

台付杯の可能性も考えられる。

上述したように杯の器高は3.5cm以下、 4 cm前後、 5 cm以上にまとまりが認められる。 I類はすべ

てに存在しているが、工類は3.5cm以下はなく、 4 cm以上が存在している。このように器高を中心に

各分類を見ていくと、それぞれ傾向が窺える。しかし、全分類を問わず認められる変化は、器高の小

型化という現象である。特に Ia類で小型化への推移を想定できることから、3 cm台の器高が存在す
る Ib類 においても今回は捉えられなかったが段階的に小型化していくものと考えられる。
今回整理するにあたっては小型郭という分類項目を設定しなかったが、第157～ 159図の散布図を作

成し検討したところ、器高が3.3cm前後で分けられることがわかる。そこでは3.3cm以下を基準とする

と、本遺跡での小型杯の′点数は、 Ia類 2′点、 Ibi類 2′点、 lb� 類 7′点、 Ib�類 2点 となる。
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X 瀬原Ⅱ遺跡の成果

第157図 土師器散布図 (1)
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2 出土遺物

本遺跡に限って郭の変遷を検討 してい くと、 Ib・ Ib類を中心に 5 cm代から4 cm前後へ と小型化
し、その段階で Ia・ Ⅱ a類が出現する。さらに小型杯への過程においては I類のみが選択され小皿
へと移行 してい くことが想定される。

[小皿]:2点 ある。器高が 2 cm以下で、底部から直線的にタト傾 して立ち上がる。第156図 に示 したよ

うに土師器郭 Ia類の小型郭から派生したものと考えられる。
[高台付杯]33点ある。大半は回縁部が残存せず底部のみの確認となった。そのため、高台の高低差

で区分した。各類の出現頻度は、 I・ Ⅱa類が多く、次いでⅡ・Ⅲb類、極めて少ないのはIb類で
ある。遺構ごとにみていくとS107・ 09。 10で多く出土しており、特にS107ではI・ Ⅲb類が多く
を占めている。

[柱状高台]底部が 1点出上している。

[甕]33点出土している。ロクロ・非ロクロの両者が存在し、内面に黒色処理を伴うものもある。

日縁部が開き鉢状を呈する器形を有するもの (46)、 外面にタタキと底面に網代痕を伴うもの (117)

なども存在している。

(2)須 恵 器

須恵器は破片数347点、竪穴住居を中心に出上している。甕が主体で、杯または壼の頻度は極めて低

い。その中で頸部にヘラガキされているものを2点確認できた。外面の色調は、灰色と掲色を呈した

ものが 2種類ある。前者は調査区全域から出上しているが、後者はS108～ 10と S E03の 限定された

範囲から出土している。

(3)灰 釉 陶器 。国産 陶器

灰釉陶器 7点・国産陶器 9点が遺構内外から出土している。産地及び所属年代は以下の通りである。

[灰釉陶器]7′点が遺構内外から出土している。壺類のみが認められ、他の器種はない。調査区の南

北の離れた場所から出土しており、産地はすべて東濃窯である。時期ごとの点数は、光ヶ丘 1号窯式

は4点、大原 2号窯式は2点、虎渓山 1号窯式は 1点である。土器埋設遺構に使用された125は略完形

のものであり、県内でも希有な資料である。

[常滑産陶器]2点がS E04と S Z03から出土している。 2～ 3型式で12世紀後半に属する。
[涯美産陶器]5点が S E04・ P1255か ら出上している。すべて甕で、12世紀後半に属する。
[産地不明陶器]2点出土しており、いずれも13世紀代である。VⅨ oXグリッドから出土している。
産地不明としたが東北産の可能性が高い資料である。

常滑・渥美産、産地不明の陶器の出土した範囲がVⅧ・Ⅸグリッド付近にまとまりを見せている。
この周辺に分布する当該期の遺構がこれらの資料に伴うものと想定され、S B43～ 46も しくはS B47
～50な どがその対象になると思われる。

(4)陶 磁 器

国産陶磁器432点、中国産磁器 1点が出土している。大半は遺構外からである。

[中国産磁器]:近世の溝から1点出土している。白磁四耳重である。大宰府分類Ⅲ類に属する。
[近世陶磁器]:掲載点数は28点あり、それらの産地は肥前、瀬戸・美濃窯産、在地産である。肥前産

は大橋編年Ⅳ期が中心であるが、17世紀から19世紀代のものまで認められる。
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X 瀬原Ⅱ遺跡の成果

習ピ屯ピ歩4娃

℃ン鷲
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0      (1:2000)      80m

第160図 灰釉陶器出上分布図

(5)鉄 製品・鉄津

鉄製品44′点、鉄淳15′点が出土している。

平安時代の遺構から出上した 5点に限って掲載している。平安時代に属する鉄製品は短刀 2点、刀

子 2点、鐙 1点である。 S111直上に設定したトレンチから鉄鏃と思われるものも認められた。

近世に属する鉄製品は釘などが認められ、多くは調査区南側の遺構外から出土している。

鉄津はS107か ら出土した 3点 とS E01・ S Z01か ら出土したものと合わせて 6点の成分分析を

行っている。整理当初は外観から、すべて鍛錬鍛冶に伴うものと想定していたが分析の結果、S107

から出土した鉄津は精錬鍛冶淳であることが判明した。本遺跡の周辺に精錬鍛冶遺構の存在もしくは

鉄関連遺跡との直接的な関係を示唆できるものであろう。

(6)木 製 品

53′点出土している。平安時代が47点、近世が 6点である。

平安時代は全て S E01・ 02か らの出土である。板材が中心で、竪杵・鋤先と考えられる農具なども

認められる。 S E01・ 02に廃棄した木製品の樹種の傾向が認められ、前者はスギ 。後者はクリが主体

を占める。この差が生じた要因を現時点では判断できない。319に 1ま刻印と思われるものが認められた

ことが特筆される。

近世は桶と方形の本枠が出上している。前者はすべてトイレ状遺構、後者は水溜などの用途に用い

られた可能性がある。
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3 遺構と遺物の検討

(7)自 然科学分析

整理をするにあたって自然科学分析を行っていることから、目的及び成果についてまとめておく。

[年代沢1定]井戸及び円形周溝は遺物を伴わず具体的な年代を捉えられなかったことから、廃絶年代

を把握するために行っている。資料採取は、 S E01は底面付近の堆積土中、 S E02は底面と中端の中

間、遺物出土層位と同一箇所、 S Z01は周溝底面よりやや上位で行っている。暦年較正年代で S E01

はAD1030～ 1160年、S E02は AD990～ 1150年、S Z01は AD1030～ 1160年であった。提示された年代

はそれぞれの下限年代を示していることから、周辺に形成されている遺構の年代と同様の時期とする

のが妥当かと思われる。

[鉄津成分分析]本来は鉄製品 3′点、鉄製品 3′点の成分分析を行う予定であったが、鉄製品に鉄分が

残存していないため、変更し鉄淳 6点を分析している。岩手県内陸部の鉄生産構造の一端を明らかに

することを目的としている。精錬鍛冶津と鍛錬鍛冶津の 2種類が確認できたことは希有な例で、特に

S107か ら出土した精錬鍛冶津は類例の増加を待って出土意義について検討していきたい。

[木製品樹種同定]S E01・ 02か ら出上した木製品 。S K13・ 19・ 22か ら出上した桶を樹種同定して

いる。 S E01'02は平安時代に、 S K13。 19。 22は近世に属することから、これらを対比することで

古環境の推定を行う基礎資料の増加を目的とするために行っている。平安時代はクリ・スギ、近世は

マツが主体を成している①時期によって異なる材を使用しているが、資料の増加を待ってこれら示す

意味を検討していきたい。

[種実同定]S103SK01か ら出土した甕内の堆積上の種実同定を行っている。平安時代の食生活の一

端を明らかにすることを目的としている。甕は土師器杯 4点が入れ子になっていたことから、本遺構

を貯蔵穴と想定し、良好な結果が得られるものと想定していた。しかし、種実が少ないとの結果が得

られたことから、本遺構は収納形態の一部を示していたものと考えられる。

3 遺構と遺物の検討

(1)竪穴住居出土土器

本遺跡の各竪穴住居から出上 した土器の一覧表は以下の通 りである。

第65表 竪穴住居出土土器組成表
土師器 須恵器

計杯 高台付郭 鉢 甕 杯 甕 士笙

＼I Ⅱ Ⅲ

＼
I I Ⅱ Ⅲ

＼
I Ⅱ

＼＼＼b b b b b b b b

S101

S103

S104

S105

S106

S107

S108

S109

S110

l

l

1

3

11

8

1

l

1

1

2

1

1

5

1

6

5

2

1

1

2

1

4

1

9

2

17

19

1

1

1

1

]

2

1

ユ

l

1

1

4

7 2 1

1

2

3

4

1

1

2

1

1

2

2

2

2

3

2

l

1

5

2

3

1

3

3

2

1

1

1

2

3

15

5

8

13

1

3

3

6

27

6

8

4

58

X7

79

78
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X 瀬原Ⅱ遺跡の成果

土師器杯 Ia類、高台付杯Ⅱ・Ⅲb類や須恵器の出現頻度が S107・ 09。 10で高いことを上記の表

から窺える。

各住居ごとに器高を基準に見ていくと、S103は相対的に器高の高い40～5,Ocmが多い。S107は35

cm以下、4.5cm以上にまとまる。 S108～ 10は 4.Ocm以下に集中している。本遺跡ではS101～ 06と S

107～ 10か ら出上した邦は、器高に差があるという特徴を見出せる。器高の高い邦は10世紀前葉段階

の型式を有するものである。それに対 して器高が低くなり小型化傾向にある杯は胆沢城跡 S E 1050や

声萱遺跡などから出土している杯と同様の器形を呈している。これらの年代を10世紀中葉段階として

いることから、S107～ 10出上の郭も同様の年代と捉えておきたい。

本遺跡で認められた郭の器高差は、概ね時間差を表しているものと捉えられることから、 S101～

06を 10世紀前葉段階、S107～ 11を 10世紀中葉段階としたい。

今回は、小型郭と言われるものに対して一般的に明確な基準がないため本報告ではまとめにおいて

参考程度にしか点数を提示できなかったが、今後の課題として小型杯を含めて行う必要がある。

(2)井戸跡出土の短刀

S E01と 02の人為堆積土中の中位から短刀が出土している①これらは、遺構が廃棄されてからある

程度時間が経過した後に、納置されたと考えられるものである。この異なる井戸で同じ出土例が認め

られたことから、何らかの行為が行われたものと考え、平泉町内の井戸について集成している八重樫

の論考を参考にし、本遺跡における出土意義を考えたい。

八重樫は集成の中で廃棄儀礼についてもまとめており、廃棄時における儀ネし行為として多数出土例

が挙げられている中で、本遺跡と同じ金属製品の和鏡・刀子などを納置した例を示 している (八重樫

1998)。 しかし、本遺跡の例のように丼戸の地積過程において儀礼的行為の事例については触れられ

ていない。

本遺跡で検出したような例は、上述した類例中には認められないが、鉄製品を納置している行為は

一致していることから、本事例も廃棄儀礼に伴う行為によるものと想定される。よって、本遺跡の場

合は、直接井戸を使用していない後世の人間においても、埋没過程にある穴を先人たちにより使われ

た井戸と認識し、それに対して廃棄を行う際に鎮め儀礼が行われたものと考えられる。

(3)灰釉陶器

灰釉陶器が 7点出上したことは先述した通りである。ここでは、それらの出土意義を岩手県内の出

土例から検討を試みたい。県内の出土例については、鈴木・柳澤によって集成され(鈴木1993、 柳澤

1994)、 それ以降に出土した遺跡を合わせたものを第161図 に示している。集成するにあたつて遺物は

実見しておらず、報告書に掲載されているものを採用している。なお、志波城跡、松川遺跡に限って

は集成例 (昆野1993、 柳澤1994)に従って表記している。

出土遺跡は27例あり、奥州市を中心に分布し、次いで北上市、平泉町・旧衣川村に広がり、北上市

以北は出土点数も少なく点在している。これらの遺跡が立地している場所、つまり地理的な様相から

窺えることは、北上川と支流が合流するような場所や下流部が望める見晴らしの良い土地など交通の

要所と思われる土地に形成されている遺跡から出上している。

出土量別にみていくと第162図 に示したように、胆沢城跡が突出しており、伯済寺遺跡
。本遺跡が次

に出土量が多いが10点以下に留まっている。産地別に見ていくと奥州市以北は猿投窯の割合が多く、

旧衣川村・平泉町は東濃窯が主体となる。
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第66表 灰釉陶器出土遺跡一覧

No 遺跡名 所在地 器種 点数 産 地 時期 備考 文献

l 志波城跡 謹岡市 城柵 不 明 1 不 明 不 明 古代の上器研究 3

2 徳丹城 矢中町 城柵 随 4 不 明 不 明 SD145出土 矢巾町教育委員会1985

3 比爪館 紫波町 吾館 椀 ユ 猿投窯 不明 S105出土 紫波町教育委員会1983

4 西日東 紫波町 集落 輪花抗 ユ 猿投窯 黒笹90号 IG区住居跡出土 岩手埋文1995

5 大西 石鳥谷 集落 椀 3 東濃窯 大原 2号 住居跡 4・ 5 6出 土 岩手坦文2006

6 貝の淵 百鳥谷 集落 長顎瓶 2 大戸窯 岩手埋文2003

7 万丁目 に巻市 集落 長顎瓶、椀 3 猿投窯、他不明 黒笹∽号 大原2号か 新戸甜号 I E01、 Ⅲ E01住居出土 岩手埋文1986

8 岩崎台地 北上 市 集落 椀 4 猿投窯 黒笹90号 !点の産地は不明  ⅢEi2住居出土 岩手埋文1995

9 上鬼柳Ⅲ 北上市 集落 椀 ? 猿投窯 不 明 2号掘立柱建物跡出土 岩手埋文1992

極楽寺跡 北上市 寺 院 皿 猿投窯 黒笹14号 北上市教育委員会1972

l 新平 北上市 駅家 P 長頸瓶 P 猿投窯 黒笹90号 表採資料 岩手埋文2005

2 堰向Ⅱ 北上市 集落 瓶 東濃窯 不 明 表採資料 岩手埋文2005

3 藤 沢 北上市 集落 皿 5 猿投窯 黒笹90号 31265出 土 水沢市教育委員会1993

4 胆沢城跡 奥州市 鎮守府 椀、皿、瓶類 使投窯、東濃窯 黒笹14.90号 ほカ 東方宮衛南地区出土ほか 水沢市教育委員会1978t藪 か

5 白井坂 奥州市 集落 llll、 抗 2 猿投窯 黒笹14号 黒笹90号 Iの郭 2号住居出土 岩手埋文1996

伯済寺 奥州市 寺院 椀、長要積、蓋、皿、萩類 猿投窯 黒笹90号 S109、 SX01出土 (財 )水沢市埋蔵文化財センター20111

7 林前南館跡 奥州市 集落 小 瓶 と 抜投窯 黒笹90号 S101114出 土 (財)水沢市埋蔵文化財センター2003

松ナ|| 奥州市 集落 瓶、甕 2 不明 不 明 岩手の国産陶磁器1993

小十文字 奥州市 集落 小台付1完鉢 l 不 明 不 明 野鍛冶跡出土 胆沢町教育委員会1981

宮地Ⅱ 奥州市 集落 高台付lTh l 東濃窯 大原 2号 SX412焼土出土 江刺市教育委員会2004

落合Ⅱ 奥州市 集落 椀 1 不 明 不 明 古代の上器研究 3

反 町 奥州市 集落 長頸瓶 1 大戸窯 南原19号 I■住出土 江刺市教育委員会2002

下惣田 奥州市 集落 高台付不、長顕重 猿投窯 他3点不明井ヶ谷78号窯式 S1103・ 107出 土 江刺市教育委員会2000

接待館 奥州市 居館 不 明 1 東濃窯

衣の関道 奥州市 居館 椀 2 東濃窯 虎渓山 1号 岩手埋文2006

瀬原 I 平 泉 町 集 落 一望 7 東濃窯 大原を弓 S109、 柱穴、遺構外出土 岩手埋文2008

本町Ⅱ 平泉町 集落 壼、耳皿 ] 東濃・技投窯 大原2号 `黒笹90号 7号住 1号工房跡出土 岩手埋文2003

3 遺構と遺物の検討

時期ごとにみていくと、10世紀を挟んで分布する様相が異なり、10世紀以前には胆沢城跡より北に、

それ以降は奥州市・平泉町の県南を中心に分布する。

さらに、灰釉陶器が出土する遺跡では、鉄生産もしくは鉄製品を多く出土するというようなことも

確認でき、それらとの関係性が窺える。例えば、鍛冶炉・工房跡などの遺構と共伴する伯済寺遺跡や

上鬼柳Ⅲ遺跡、本町Ⅱ遺跡、複数の鉄製品が出土する竪穴住居と共伴する大西遺跡などがある。

これは鉄関連作業を行う集団が灰釉陶器を保有して生活していたのか、または富裕層であることか

ら財力を用い鉄関連遺構・遺物と灰釉陶器の両者を保有できたかなど、幾つかの要素が考えられる。

どちらにしろ現段階では言及できないが、鍛冶関連や鉄製品などと密接な関係にあることは言えそう

である。

今後の課題として、先述したように分布差が生じる要因、鉄関連の遺構・遺物との関係性の追求な

どが挙げられる。さらには緑釉陶器との分布や出現頻度などと合わせて検討していく必要がある。
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3 遺構と遺物の検討
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第162図 灰釉陶器点数 。産地別分布図



X 瀬原Ⅱ遺跡の成果

(4)竪穴住居内の土器埋設遺構

S108の床面において 3基の上器埋設遺構を確認できたことから、遺構の形成要因を県内外の類例

と比較しながら検討してみたい。類例は少なく、岩手県飯岡林崎工遺跡、岩手県胆沢城跡、宮城県多

賀城跡、宮城県山王遺跡、山形県下長橋遺跡などで認められる。本遺跡と同じく竪穴住居に土器が埋

設されている例は飯岡林崎工遺跡のR A32のみで、それ以外の遺跡は土坑として単独で存在している。

これらは第163図 にまとめて掲載している。 ´
本遺跡は竪穴住居の床面中央より南東の位置に土器埋設遺構が 3基存在する。 2基は土師器甕が正

立し、 1基は灰釉陶器長頸壼と土師器甕が正立して坦設されている。いずれも土坑が浅いことから体

部上半部は床面から露出していたと想定される。

次に上記に挙げた類例を概観しておく。飯岡林崎工遺跡 R A32は壁際の中央に顎部より上位が打ち

欠きされた須恵器甕が倒立して埋設されている。胆沢城跡は須恵器重が四隅とその中央に配置され、

日縁部が露出するように埋設されている。上記の 2遺跡以外では、それらは奏・壷を単独で埋設する

か、埋設されたの甕の中に小皿などの土器で蓋をする様にして重ねている例などが認められている。

これらの解釈であるが、胆沢城跡・多賀城跡では地鎮行為、山王遺跡では道路建設に伴う祭祀行為な

ど、下長橋遺跡では地震に伴う地鎮行為と考えられている。飯岡林崎Ⅱ遺跡においては行為そのもの

については言及していない。上記のことから基本的には地鎮行為に関わるものと捉えられている。

本遺跡の竪穴住居に伴う3基の上器埋設遺構は、根本的に比較対象が少ないことから遺構の性格に

ついて言及しがたい状況にある。特に竪穴住居の床面施設というような類例が少ないので、土器が埋

設されている状況のみで推察していく。上述した中では胆沢城跡 S X535遺構と遺構の形態及び埋設さ

れている壼の口縁部付近が地表に露出している状況が類似している。このように遺構の在 り方と土器

の状況が共通していることから、地鎮行為が同様に行われたものと捉えておきたい。仮に本遺構が住

居の床面施設として認められなかったとしても、周辺の竪穴住居と同時期に埋設され地鎮行為が行わ

れていたことに変わりはないことから、今後は埋設に伴い地鎮行為が行われた理由やそれらを有する

集落の性格について検討していく必要がある。

(5)本 遺跡の変遷

遺構と遺物から4時期の変遷が捉えられたので示しておく。

I期 (～ 10世紀前葉):竪穴住居 (S101～06)が段丘の縁辺部にほぼ等間隔を保ちながら′点在してい

る。Ⅱ期に属する掘立柱建物より古いことから円形周溝 (S Z01・ 02)も 該当する。本遺跡以外の周

辺に当該期ないしそれ以前の集落が存在しないことから、本遺跡のいずれかの住居に伴うかそれ以前

に相当するのものと思われる

工期 (10世紀中葉):竪穴住居 (S107～ 11)が調査区の南側 U・ VⅨ グリッド付近、井戸跡 (SE
01・ 02)と共伴すると考えられる掘立柱建物跡 (S B01,02)イよQVグ リッド付近をそれぞれ占地し

ている。当該期には調査区内に 2箇所の集中域が認められ、 I期 とは異なり比較的近接してまとまり

を形成している。

I～ 工期 :掘立柱建物 。溝・円形周溝・土坑を確認できているが、それらから出土遺物が認められな

かったことからここで扱つている。調査区南側にある掘立柱建物跡は上記のどちらかの時期に該当す

るものと考えられる。

Ш期 (中世 P):U・ VⅧグリッド付近で認められた S B43～ 45、 WⅨ グリッド付近で確認できたSB
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第16図  S X 535退 格立割国

第163図 土器埋設遺構集成図
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第164図  I期遺構配置図
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3 遺構と遺物の検討
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X 瀬原Ⅱ遺跡の成果
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3 遺構と遺物の検討
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X 瀬原Ⅱ遺跡の成果
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3 遺構と遺物の検討
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X 瀬原Ⅱ遺跡の成果

47～50が当該期の対象になり、どちらも段丘先端部に形成されている。各遺構から出土遺物がないた

め時期を特定することはできないが、先述したように遺構配置がⅣ期と大きく異なる様相を示し、ま

た遺構周辺の検出面からは近世遺物が少なく13世紀代などの遺物が出土しているとから、当該期とし

て扱っている。

Ⅳ期 (近世以降)i調査区全般に分布 しているが、特にTⅦ ・Ⅷグリッド・WⅧ グリッド付近にまと

まっている。以前に形成されている時期の遺構と比べると、調査区北側にある遺構以外はやや内陸部

に位置している。掘立柱建物を構築しその周囲に溝を巡らして区画し、隣接地に トイレ状遺構などを

配置して一つの空間を形成している。

時期不明 :主 にSⅦグリッドで検出された掘立柱建物である。出土遺物がないことから時期不明とし

ている。

と め

今回の両遺跡の調査により古代から近世にかけての遺構と遺物が確認できた。調査の開始当初は、

安倍氏によって造営された「瀬原柵」の有無が注目の一つであつたが、結果として該当する時期の遺

構や遺物は認められなかった。以下には瀬原 I・ I遺跡の成果を合わせ、各時代ごとにまとめていく。

[平安時代]平安時代は瀬原 I遺跡ではD区から古代の上器が出上している。土師器は杯。高台付郭・

甕、須恵器は必 '大甕が出上しており、破片数をみると土師器郭・高台付杯が組成の大半を占める。

土師器郭は底部縁辺部が屈曲する Ib� 類とⅡb類が主体で、皿に近い形態のものも確認できる。高

台付杯は Ia類 と偽高台風のⅡb類がある。同様の特徴を有する土器は岩手県内には類例は少ないが、

宮城県多賀城跡代61次調査第 7層 などで出土しており、10世紀中葉～後葉という年代が与えられてい

る。D区旧河道出土土器はこの時期に属するが、詳細にみると①偽高台風の高台杯 b類がある、②小

皿が主体ではない、③口径15cm前後の郭が一定量出上している、という3点から10世紀中葉と後葉の

新段階の中間、すなわち10世紀後葉の古段階 (10世紀第 3四半期か)に属すると考えられる。なお、

瀬原 I遺跡では過去の調査でも竪穴住居や溝跡などから土器がまとまって出上しており、土師器杯の

法量 I・ Ⅱ類の比率を見るかぎりではD区旧河道と大幅な相違点は認められないためほぼ同時期と考

えられる。しかし、口径10cm前後の小皿が主体となる溝跡などが存在することから、一部の遺構につ

いては10世紀後葉の新段階まで下るものと思われる。

瀬原工遺跡では、竪穴住居からまとまって土器が出土してる。土器の型式から10世紀前葉と中葉の

2群に分けることができるが、ここでは瀬原 I遺跡に先行する10世紀中葉の土器について触れておく。

この時期に属する土器はS107～ 11で出上している。土師器は郭・高台付郭・甕、須恵器は杯・瓶類・

大甕が出土しており、個体数では土師器杯が圧倒的に多い。高台付杯は Ia・ Ib� 類が主体で全体

的に小型化の傾向にあり、日径は12～ 13cmの ものが多い。高台付郭は高台の高い Ia類が主体であり、

b類も比較的高台が高い。このような特徴をもった土器は奥州市胆沢城跡 S E 1050、 北上市芦萱遺跡

などで出上している。瀬原Ⅱ遺跡では10世紀後葉に出現する偽高台風の高台付杯 Ib類や小皿も出土

しているが、それらは遺構内でも極めて客体的な存在である。このことを勘柔してもS107～■出土

の上器が10世紀中葉に属する蓋然性は高いと考えられる。

以上の年代観を総合すると、瀬原 I遺跡が10世紀後葉、瀬原Ⅱ遺跡が10世紀中葉以前となる。この

ような移行は、前段階の特徴を備えた土器が後続する土器群に僅かながら認められることからいえる

であろう。
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4 まとめ

上述したように10世紀前葉に出現し中葉までは瀬原Ⅱ遺跡、後葉以降は瀬原 I遺跡に主体を移動し

ながら、それぞれ集落を形成している。特に、瀬原Ⅱ遺跡で確認された竪穴住居以外の掘立柱建物や

井戸などの遺構、さらに灰釉陶器などの遺物が複数点出土したことは、周辺に存在する集落とは大き

く異なる様相を呈している。特に、10世紀中葉以降にS108を 中心に地鎮行為が確認されたことから、

祭祀的な空間により構成された集落であったと考えられる。このように瀬原 I・ I遺跡一帯は一般的

な集落ではなく首領層により形成された集落であった可能性が高く、規模は大きくないものの拠点的

な存在であったと推察される。

さらに、両遺跡で確認できた集落と北上川東岸に形成されている集落と合わせて概観していくと、

平泉町内において10世紀中葉以降に増加していくことが窺える。そのような中で、瀬原I遺跡のよう

な集落、本町工遺跡の鍛冶工房や瀬原工遺跡で出土した精錬鍛冶津など鉄関連の遺構や遺物、先述し

たような灰釉陶器の存在から、他の内陸部の一般的な集落と比較すると、この一帯は特異な様相を呈

していたと想定される。これらのことを積極的に評価すれば、後に形成される衣川・平泉を中心とし

た社会基盤が、10世紀中葉から後葉段階にはできあがっていたと考えられよう。

[中世]11世紀代は先述したように空白期間となるが、12世紀になり遺跡が再度利用される。瀬原 I

遺跡からは、土坑から12世紀前半のかわらけが 3点重なった状態で、旧河道から12世紀前半～後半の

渥美産陶器と中国産白磁が少量ながらも出土した。両遺構は近接して存在し、かなり限定された範囲

で、所謂「平泉セット」が認められている。また瀬原I遺跡からは、12世紀後半の常滑・渥美産陶器

と中国産白磁が数点出上している。このように両遺跡から12世紀前半から後半にかけての遺物が多く

はないが出土しており、特に「平泉セット」が瀬原 I遺跡で認められたことは特筆すべき点である。

当該期の遺構は調査において確認できたのは僅かであったが、これらの出土遺物の存在は周辺に存在

するであろう生活空間を容易に想像できる。さらに、町教委の調査成果と合わせて検討していくと、

建物などの遺構は今回の調査区より南側で確認できていることから、遺跡が立地する段丘南端部を中

心に当該期の集落が展開しているものと思われる。

13世紀代の東北産陶器が瀬原工遺跡で数点認められた。それ以降は年代を特定できた遺構と遺物は

存在していない。当該期と思われるような遺構が少なからず認められ、瀬原 I遺跡では堀と方形周溝、

瀬原Ⅱ遺跡は掘立柱建物がある。前者で確認できた堀は大規模なものであることから城館の存在、方

形周溝からは墓域あるいは塚の存在が示唆される。後者は段丘縁辺部を中心に建物が広がっている。

このように何らかの形で利用されていたことが窺える。現段階ではこれらの遺構の時期やその様相な

どは言及できず、周辺との関係性なども把握できていない状況にあることから、今後周辺の状況が明

らかになりしだい検討していきたい。

[近世]瀬原 I遺跡では過去の調査成果から墓域、瀬原工遺跡では遺跡内に複数箇所で集落が窺え、

奥州街道の宿駅の東端を形成していたものと思われる。

上記のように両遺跡では、各時代において遺構と遺物が確認できた。特に10世紀以降に形成された

集落の変遷、僅かではあるが12世紀代の「平泉セット」と13世紀代の遺物が認められたことは大きな

成果と言え、奥州藤原氏時代及びそれ以前の様相を検討していくうえで貴重な資料を提示できたもの

と思われる。
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写 真 図 版

瀬原Ⅱ遺跡

S103 S K01出 土土師器菱
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写真図版 1 瀬原 I・ Ⅱ遺跡全景・瀬原 I遺跡全景
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瀬原Ⅱ遺跡
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写真図版 2 遺跡全景



瀬原 I遺跡
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願原 H遺跡

S108出 土土器

竪穴住居出土土器

写真図版 4 竪穴住居出土遺物
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調査前 (南 から)

終了全景 (南から)

基本層序 (西から)

瀬原 I遺跡

写真図版 5 A区
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瀬原 I遺跡

S D01完掘
(東から)

S D02完掘
(東から)

S D03・ 04完掘

(南東から)
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写真図版 6 A tt S D01～ 04
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瀬原 I遺跡

調査前 (南西から)

終了全景 (南から)

基本層序 (東から)
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写真図版 8 B区



完掘 (南から)①

完掘 (南から)②

SPCラ イン断面 (南から)

瀬原 I遺跡

写真図版 9 B tt S D01
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瀬原 I遺跡

S D02・ 06完掘 (東から)

S D03・ 05完掘 (南から)

S D08完掘 (南から)
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写真図版10 BttS D02・ 03・ 05・ 06・ 08



S D07完掘 (北から)

S D09完掘 (東 から)

S Dll完掘 (北東から)

瀬原 I遺跡

写真図版1l BttS D07・ 09・ 11
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瀬原 I遺跡

S D14完掘 (南から)

S D20完掘 (東から)

S D22完掘 (北から)
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写真図版12 BttS D14・ 20。 22



S Dll断面 (北東から)                S D14・ 1

写真図版 13 BttS D02,05～ 09。 11,14・ 15

瀬原 I遺跡

S D02断面 (東から) S D05断面 (南から)

S D06断面 (東から) S D07断面 (北から)

S D08断面 (北から) S D09断面 (西から)

S D14・ 15断面 (南から)
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瀬原 I‐TH剛
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写真図版14 BttS D10。 12・ 18～ 21、 S K03



瀬原 I遺跡

S D16・ 17完掘 (西から) S D16断面 (東から)

S K01完掘 (東から) S K01断面 (東 から)

S K02完掘 (東 力ゝら) S K02断面 (東 から)

S KO幌掘 (南から) 作業風景

写真図版15 BttS D16・ 17、  S K01・ 02・ 04
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瀬原 I遺跡

S X01断面 (北東から)

K05～ 07、  S X01

S KO院掘 (南から) S K05断面 (南から)

S KO院掘 (南 から) S K06断面 (南から)

S K07完掘 (北から) S K07断面 (南から)

S X015書 t屈 (南から)
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写真図版16 BttS



完掘 (南から)

SPAfイ則断面 (南から)

SPBイ則断面 (東から)

瀬原 I遺跡

写真図版17 BttS Z01
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瀬原 I遺跡

完掘 (南から)

SPAI俣1凶FF団 (F覇から)

SPBイ則断面 (東から)
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写真図版18 BttS Z02



調査前 (南東から)

終了全景 (南東から)

基本層序 (南 から)

瀬原 I遺跡

写真図版19 C区
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瀬原 I遺跡

検出 (南から)

完掘 (南から)

SPBラ イン断面 (南から)
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写真図版20 CttS D01



完掘 (南から)

SPAラ イン断面 (南から)

遺物出土状況 (北から)

瀬原 I遺跡

写真図版21 C tt S K01
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瀬原 I追跡
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写真図版22 CttS D02～ 05

S D05断 面 (西から)



瀬原 I遺跡

S K02完掘 (南 から) S K02断面 (南から)

慕 暮

S X01・ 02完掘 (南 から)

S X01断面 (南から)

i面 (南 から)

癬 I♂狩輩

輩手軽

S X02完掘 (南 から)

写真図版23 CttS K02、 S X01・ 02、 ピッ ト
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瀬原 I遺跡

調査前 (北から)

旧河道検出 (南から)

メインベル ト (南から)
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写真図版24 D区 (1)



T01(南東から)

T03(南から)

T07(南東力ゝら)

瀬原 I遺跡

写真図版25 D区 (2)
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瀬原 I遺跡

T08(】 ヒ東から)

白磁壺出土状況 (南から)

漆椀出土状況 (北から)
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写真図版26 D区 (3)



調査前 (南西から)

基本層序 (東 から)

T01 ・Op(耳ヒ西から)

瀬原 I遺跡

写真図版27 E区 (1)
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瀬原 I遺跡

T03(耳ヒ,表から)

T04(南西から)

T05(西から)
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写真図版28 E区 (2)



S101完掘

S101 S K01完掘

S 102完掘

瀬原Ⅱ遺跡

写真図版29 S 101・ 02
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瀬原Ⅱ遺跡
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写真図版30 S103(1)



S103カ マ ド

S103 S K01完掘

S103鉄製品出土状況

瀬原Ⅱ遺跡

写真図版31 S103(2)
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瀬原Ⅱ遺跡

S105完掘

S i05凹♀[団

S105カ マ ド検出
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写真図版32 S105



S106完掘

S107完掘

S107 S K01遺物出土状況

瀬原Ⅱ遺跡

写真図版33 S106。 07
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瀬原Ⅱ遺跡

S 108完掘

S108 S R01イ父出

S108 S R01断面
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写真図版34 S108(1)



S103 S R02検出

S103 S R02出 土状況
(2回 目)

S108 S R02断面

瀬原Ⅱ遺跡

写真図版35 S108(2)
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瀬原Ⅱ遺跡
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写真図版36 S108(3)



S109完掘

S109断面

調査前風景

瀬原Ⅱ遺跡

写真図版37 S109。 調査前風景
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瀬原 H遺跡

S110完掘

S110断面

S110遺物出土状況
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写真図版38 S110



S B01,02

S B03・ 04

S B19。 20周 辺

頼原Ⅱ遺跡

写真図版39 SB(1)
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瀬原 H遺跡
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写真図版40 SB(2)



S B41～43

S B47～50

S B47～50

瀬原Ⅱ遺跡

写真図版41 SB(3)
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瀬原Ⅱ遺跡

S E01礫検出

S E01鉄製品出土 S E01遺物出土状況

S E01遺物出土状況 S E02チ ]】屈

S E02鉄製品出土状況 S E02遺物出土状況

- 372 -

写真図版42 S E01・ 02



S K02完掘

S Z01～ 03、 S K01・ 02

瀬原Ⅱ遺跡

S E03完掘 S E04完掘

S Z01完掘 S Z02完掘

写真図版43 S E03・ 04、
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瀬原Ш遺跡

S K03完掘 S K04完掘

S K05完 掘 S K06完掘

S K07完掘 S K08完掘

S K09完掘 S K10完掘
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写真図版44 S K03～ 10



S Kll完掘

瀬原Ⅱ遺跡

S K12完掘

S K13完掘 S K13炭検出労犬況

S K13桶 板検出状況 S K14完 IFH

S K15完 tFv S K16完掘

写真図版45 S Kll～ 16
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瀬原Ⅱ遺跡

S K17完掘 S K18完掘

S K19テ引屈

S K21芸 ,J冒 S K22テ引屈

S K23完掘 S X04完掘
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写真図版46 S K17～ 23、 S X05



瀬原 H遺跡

歳 ■孝

S D20断面

i

S D07断面

S D28断面 S D29断面

S D52断面 S D52断面

旧河道断面 調査区南側完掘

写真図版47 S D07・ 20・ 28・ 29・ 52、 旧河道、調査区南側
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瀬原 I遺跡
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写真図版48 出土遺物 (1)



瀬原 I遺跡

57 58
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写真図版49 出土遺物 (2)
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瀬原 I遺跡
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瀬原 I遺跡
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攣

瀬原Ⅱ遺跡
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写真図版52 S101。 03・ 04出土遺物
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瀬原Ⅱ遺跡
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写真図版53 S106・ 07出土遺物
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瀬原 H遺跡
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瀬原Ⅱ遺跡
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瀬原 H遺跡
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瀬原 H遺跡
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写真図版57 S110出土遺物
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瀬原 H遺跡
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写真図版58 土坑・溝 S103・ 05出土遺物



瀬原Ⅱ遺跡

294(b)

写真図版59 S105'08出土遺物
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瀬原 H遺跡
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写真図版60 S103・ 05・ 07・ 09。 10、 井戸跡出土遺物



瀬原Ⅱ遺跡
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写真図版61 S101・ 03・ 04・ 07・ 08出土遺物
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瀬原Ⅱ遺跡
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瀬原Ⅱ遺跡
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写真図版63 S108・ 09出土遺物
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瀬原Ⅱ遺跡
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写真図版64 S110。 井戸跡 。上坑出土遺物



瀬原Ⅱ遺跡
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瀬原Ⅱ遺跡
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写真図版66 溝・柱穴出土遺物
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瀬原Ⅱ遺跡
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瀬原Ⅱ遺跡

-399-
写真図版69 井戸跡、 S103出土遺物
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な

名が鋤
り

又
ふ
所

な
地
］
在
ふ
所

コード 耳ヒ 漁車 東 経
調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

せわら Vヽち ヤヽせき

瀬原 I遺跡 岩手県西磐井郡ひらいずみちょうひらいずみあざ

平 泉 町平 泉 字
もりした

めぎ下66-21ま か

03524 ＮＥ６６
‐０４７

度
分
秒

９

０

０

141度
06う計
55ん少

20060411

2006.0630

6,046rざ 一般国道 4号平泉バ
イパス建設事業に伴
う緊急発掘調査

所収遺跡名 種 号U 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特記事項

瀬原 I遺跡 集落跡 縄文～弥生時代
古代
中世

近世
古代～近世
時期不明

溝跡 2条
土坑 4基
堀跡 2条
溝 1条
土坑 1基
方形周溝 2基
性格不明遺構
溝跡 2条
旧河道 1条
溝跡 25条
土坑 7基
柱穴 82個
性格不明遺構

2基

1基

石器
土師器・須恵器・鉄製品
かわらけ 。白磁 。青白磁・

国産陶器
陶磁器・寛永通宝

中世と考えられる直
線的な堀が 2条検出
されており、そのう
ち 1条 は全長80mに
及ぶ。

要 約

瀬原 I遺跡は遺跡範囲内の西側 5地点を調査した。削平が著しく遺存状況は良くなかったが、縄文～
近世にかけての遺構・遺物を検出した。なかでも全長80mに及ぶ直線的な堀や12世紀前半代に位置づ
けられる土器 。陶磁器類が出上したことが大きな成果と言える。
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副 書  名 一般国道 4号平泉バイパス建設事業関連遺跡発掘調査

巻 次

シ リーズ 名 岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書

シリーズ番号 第507集
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な
名が鋤

り
収
ふ
所

な
地
呻
在
ふ
所

コード EIヒ  湘単 東 経
調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

せわら に い甘き
瀬原Ⅱ遺跡 岩手県西磐井郡ひらいずみちょうひらいずみあざ

平 泉 町平 泉 字

瀬原56地内ほか

つ
々 ＮＥ６６

・０８６
崚
吟
砂

４

１

１

141度
08分
1:炉を歩

20060411

2006.0831

10,335■ド 一般国道 4号平泉バ
イパス建設事業に伴
う緊急発掘調査

所 収 遺 跡 名 種 別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特記事項

瀬原Ⅱ遺跡 集落跡 縄文～弥生時代
平安時代

中世

中世～近世
近世

時期不明

散布地
竪穴住居跡 11棟
掘立柱建物跡 10棟
土坑 7基
溝跡 12条
井戸 3基
円形周溝 3基
掘立柱建物跡 10棟
溝跡 1条
井戸 1基
掘立柱建物跡 28棟
土坑 15基
溝跡 47条
掘立柱建物跡 9棟
土坑 1基
柱穴 895個

縄文土器・石器
土師器・須恵器・灰釉陶器・

鉄製品・木製品

国産陶器・中国産陶器

陶磁器

竪穴住居及び住穴か
ら土師器・灰釉陶器
が出土している。

要 約

北上川西岸の段丘の縁辺部に形成された平安時代と近世の小規模集落が確認された複合遺跡である。
削平が著しく残存状況は良くないが、 1棟の竪穴住居から埋設土器 3基が検出され、埋設された灰釉
陶器を確認できたことが成果と言える。
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